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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『悲しむべきことは……肉体をもった者は、すべてのものが現れている処ところにいても、それらの意味を肉の感性によって裁断することであろう……』

　落下しているのか!?

　それはわからない。が、自分がすべっていることはわかっていた。そのすべる感覚のなかで、何者かの言葉らしいものが知覚されていた。

　……イイィィイン……！

『……喜ぶべきことは、すべてのものの意味を想像することがないために、その時その時を、なんの恐きよう怖ふも感じることなく生きられることであるが……』

　上じよう昇しようか？　それもわからない。

　その誰だれのものとも知れない意識だけが知覚されている、る、る、るるる……。

『生命とは、愚ぐ鈍どんなるものであるが故に、恐おそれを感じる心を叱しかることはない。恐怖をもって、絶望という死をみちびく鑑かん札さつにすることもない。命とは、そのていどのものであるからだ』

　横にすべり、前にうしろにすべった。すべてが走っている。

　シャーワワワワワン！

『命とは、肉の刹せつ那なの享きよう楽らくのために、創つくられたものであるから……』

　その哀あわれむような言葉は、声になっているのか？　ただの音おん響きようが、言葉のように聞こえるのか？　幻げん聴ちようか？　意識の底にあるものが、ただ言葉のようなものをあやつっているのか？

　わ、か、ら、ないぃ、ぃぃぃ……。

「わたし、ジャコバ・アオンも、その肉らしきものを持たされた一人でしかないのが口くち惜おしい……それでも、世界を垣かい間ま見ようとする肉をもった者よ……知るがいい！」

『知れだと!?　なにを知れというのだっ！』

　反射的にそう絶ぜつ叫きようする意識には、ジョクの色があった。

　ジョクこと城じよう毅たけし。

　バイストン・ウェルのコモン界、アの国では聖せい戦せん士しと呼ばれていたが、動乱の渦か中ちゆうにあるアの国の覇は権けん主義に危機感を抱いだいて造反し、ミの国に亡命し、そして、戦いのなかで聖戦士の力をもたされてしまったために、ジョクは故郷である地上界──我々の住む世界──に帰き還かんした。

　東京での混乱から、またも次元の捩ねじれともいうべき世界と世界をつなぐこの域フイールドにすべりこんでいる、と、ジョクの肉体と精神、意識が知覚する。

　それが、今、だ。

『……肉が、かくも強ごう欲よくであるとはな……！』

　外からせまる意識が言葉となって、ジョクの認にん識しき域いきをうつ。女性の声のように感じる。

『なんだ……!?』

　ジョクは反発した。そのような反発心こそ、ジョクという固有の肉体をもった意識が存在する証左であろう。そうでなければ、外部から押おし寄せる意識の流れを、女性の声らしいと知覚することはない。まして、それが、彼の前後左右上下から、めくるめく光のように知覚されるが、認識に到るものはない……。

「……肉を持つものは、醜みにくいといっている」

『なら、消せよっ！』

　そのジョクの反発が生んだ意思が、彼の肉体から放たれた瞬しゆん間かん、ジョクは、激動といっていい状じよう況きようのなかに放り出されていた。

　全身が激しく揺ゆれているとわかり、視覚に飛びこむものが、上に上にと流れていた。それでいて、それがどういうものか識別がつかないほど、視覚は前後にも激げき震しんしているのだ。

「ズアーゥ！」

　呻うめきが聞こえた。

　しかし、それも知覚したという認識があるだけで、聞こえたという確信はない。激痛にたえる強力な意思をもった肉体が発する呻きだ。苦く悶もんに唾つばしても、遊ゆう撃げきすることのできる男の呻きだ。それも、徐じよ々じよに遠くなっていった。

　しかし、それさえも、あらゆる音響のなかから、ジョクの知覚が識別したからこそ聞こえたのだ。そう、人間の知覚は、このような不確かな領フイー域ルドにあっても、意識したものを取り出すことができる機能をもっている。

『…………!!』

　その呻うめきが遠くなっていくなか、ジョクの意識はもうひとつ別の意識をさぐっていた。

『……どこだっ！　ガラリアっ！』

　意識が、明確に固有名詞を発する。

　ジョクは認にん識しき域いきのなかに、海かい藻そう、泡あわ、水流などのむこうに、カットグラとそのコックピットにすわるガラリア・ニャムヒーの姿をとらえる。

　重い印象をあたえる筋のつながりと、陰いん影えいがめまぐるしく変化する闇やみの奔ほん流りゆうのなかで、そのオーラバトラー・カットグラは、痙けい攣れんするように機体を揺ゆらし回転していた。

　その動きに機体が耐たえられず、へしゃげ歪ゆがんで、剣けんが溶よう解かいするようにして手から離はなれると、つぎにそれぞれの関節が逆に曲り、脚あしが交差し、腰こしが捩ねじれていく。

「ツェエッェッ……」

　ガラリアの呻きが、鮮せん明めいにジョクの意識を打つ。

『なに!?』

　ジョクの意識に呼応するように、コックピットにすわるガラリアの姿が、一いつ瞬しゆん、拡大したようにジョクの目に映った瞬間、

「ゲヘッ!!」

　ガラリアの目がカッと見開かれ、唇くちびるが苦く悶もんに歪んだ。きれいな上下の歯がギリッと擦こすり合わされるのも見えた。

『おいっ！』

「……ゴホッ！」

　ガラリアの唇が開き、血と体液の塊かたまりが吐はき出されて、その姿が後退すると、

　ぐちゅっ……！

　肉を潰つぶすにぶく生々しい音、つづいて皮を剝はぐ音が、ジュルジュルッとジョクの聴ちよう覚かくを占せん領りようする。

「あっ、ああああ……!!」

「ヒーッ、やだよぉ──！」

　恐きよう怖ふに呻くジョクの耳の間近で、チャム・ファウの悲鳴がこだまする。

　機体は、ゆったりと四散して、その中央に位置したガラリアの肉体が、散る衣い裳しようを追うように皮がはがれ、赤い肉と筋が千々に裂さけて、糸のように骨格から剝はく離りしていく。その数百の内臓の断片が、血と体液を闇の奔流のなかに拡散させて、濡ぬれた骨格もその継つぎ目をつないでいた粘ねん液えき質のものを乾かん燥そうさせながら、ただの白い固体となって放散する。

　その過程のすべては、ジョクとチャム・ファウのはるか遠くで起ったことであったが、ふたりには見えたのだ。

「ジョクよぉー！」

　ジョクには、チャムの小さな手が、彼の革かわ鎧よろいの縁へりを摑つかむのが知覚できた。

「あ、ああ……!!」

　声にならない返事をして、ジョクは、ここはどこだ、と自問した。







　１　ワーラー・カーレーン







　城じよう毅たけしは、オーラバトラー・カットグラのコックピットにすわり、まだ落下感覚にとりつかれていた。シートに縛しばりつけられたような状態で、指さえ動かすことができなかったが、知覚だけは冴さえに冴えていた。

　だからだ。幻げん覚かくを見ているのだと意識しながらも、夢や幻覚よりずっと明めい瞭りようなものとして、すなわち、ひょっとしたら現実なのかもしれないという認にん識しきをもって、目もく撃げきするものを理解していた。

　しかし、恐きよう怖ふという混こん沌とんのなかで知覚されることだから、さだかではないというのが、正解でもある。

「水だ！　海だ。ぜんぶだ！」

　羽根をもった身長三十センチほどのミ・フェラリオ、チャム・ファウは、コックピットの狭せまい空間のなかを飛びまわりはじめた。人が想像するものを具現化するバイストン・ウェルの世界が、そのひとつの表現として生み出した生き物である。

「……!?　海の中……？」

　ジョクは、機体の震しん動どうがおさまっていくにしたがって、まわりの光景が移動する速度もゆるやかになっていくのがわかったが、それでも、高速走行をする新幹線の窓外をはしる鉄柱を見るような速度感があった。それまでがひどすぎたのだ。

　光の陰いん影えいだけという印象だった景け色しきのなかに、具体的な物の形が移動する、と視覚がとらえるようになっても、縦につながる波は紋もんの紋様や横に回転する渦うず巻まきであったりして、物の形の識別はつかなかった。

　それがいまは、泡あわの列が右に左に流れる筋になっていると見え、海かい藻そうの列が交差しはじめたりもしてきた。

　その海藻のあいだに、水母くらげや魚類の影かげが泳ぐように見えても、まだそれらのものが方向を意識しているようには見えず、右に上にと自由に流れているように見えた。

　海藻に咲さく花の黄、赤、白、青という鮮あざやかな色が、ジョクの視覚を刺し激げきしはじめれば、神経も落ち着いてくる。

「そうだ！　これ、母さんの処ところだ！」

　チャム・ファウの興奮した声が、ジョクの耳をうった。

「……チャム・ファウの世界、ここはクスタンガの上位の世界だって言うのか……!?」

　ジョクとチャムの意思伝達は、言葉よりもテレパシーにちかいもので行われている。意識を直接感知しながら、言葉で補完するという気分だ。だからジョクは、理解し、問い返すようにしてやる。

「そうだな……そうだ！」

　バイストン・ウェルの世界は、いくつかの性格のちがう世界が重層的になっていると語られていて、ジョクは、その中間層ともいわれるコモン界にあらわれ、チャムは、その世界のワームホールに似た界、クスタンガの丘おかの花々から生まれた。

　その丘は、その上位の世界ウォ・ランドンの最下位の世界ワーラー・カーレーン。コモン界では、俗ぞくに水の世界と語られている界にいる、というのだ。

「…………!?」

　カットグラの機体の降下速度は、さらに遅おそくなったようだが、本当に降下しているのかどうかは、はっきりしない。

　ジョクは、海藻の林のような場所に、人の影を見たような気がした。が、その第一印象は、つぎの人の影を見ることで、現実のものだと確信できた。

　幾いく層そうも重なる海藻の部へ屋やで、分厚い書しよ籍せきを抱だくようにしたひとりの老人が、波にゆれる白はく髪はつの頭をあげて、ジョクたちを見たのだ。彼は、巻貝でつくられた椅い子すに腰こしをかけて、古代ギリシャの哲てつ人じんはそのようであっただろう、という眼まな差ざしを送ってくれた。

　ジョクたちのオーラバトラーが、無ぶ遠えん慮りよにもその窓際というところを沈ちん降こうしていったのだ。

　光は、とおい天てん井じようから減光することなく、彼の三方にひらかれた部屋にふりそそいでいた。

　別の集団がいた。

　数人の男が、巨きよ大だいなホラ貝にからげた数本の縄なわをカジキに似た魚に曳ひかせているのだ。そのために、中年をこえたと見える男たちは、エレファント・ノーズに似た小型の魚にまたがって、巨きよ大だいなカジキを追いたてていた。ときに、その曳ひかれるホラ貝が海かい藻そうにひっかかったりして、音頭取りの男が大おお騒さわぎをしてエレファント・ノーズを左右上下に泳がせたりする。

　男たちは、両りよう肩かたにからげた布を胴どうに巻くようにして、四し肢しはむきだしにしていたが、その筋肉は健すこやかにたくましく見える。

「……ここは……」

「ワーラー……ワーラーだ。モアイがそう教えてくれてた処ところだわよ」

　チャムは、それらの人々を見つけると、透すけたハッチの扉とびらに顔を押おしあてるようにして、パタパタと羽根をふるわせる。興奮しているのが、その背中の動きでよくわかった。

　この界は、チャムたちミ・フェラリオが成長すると上がることのできるところなので、本能的に共感できるのだろう。

　海藻の茎くきから伸のびた先せん端たんの実を採集する男たちの集団もいた。岩にこびりついている黴かびのようなものを採集している老ろう婆ばたちもいた。

　振ふり分けバッグをトビウオの背にかけた男は、長く細い帯をなびかせた高い帽ぼう子しをかぶり、濃のう紺こんのゆったりとした衣い裳しようの裾すそをおおきく翻ひるがえして、手にした郵便物らしきものを海藻のあいだ、岩場のあいだのそれぞれのフェラリオの住居に投げ込んでいた。郵便配達らしいのだが、その優ゆう雅がな衣裳と物もの腰ごしは、そのような業務に勤いそしんでいるとは見えない。郵便というものが、性急な用件を伝えるものではないからだろう。

「……どういうことか……こちらが見えている者もいるようだが、見えてない者もいるようだ……駄だ目めだ！　チャム、触さわるな！」

　周囲を見まわしているうちに、扉に貼はりついていたチャムが妙みような動きをしているのが目について、ジョクはあわてた。チャムは扉をひらこうとして、レバーを押し下げようとしていたのだ。

「やめなさい！」

　ジョクの手はチャムの羽根をわし摑づかみにして、レバーから引き剝はがす。羽根はちょっとぐらい潰つぶすように握にぎっても傷いたむことがないというのは、それなりの付き合いをしているのだからわかる。

「痛いっ！　なんでだよっ！」

「外に出ていけるわけがない。水圧で扉はひらかない！」

　そう言葉にした瞬しゆん間かん、ジョクはその考えはまちがいだと感じていた。バイストン・ウェルにかかわる世界は、ジョクの常識や通念などで説明がつくものではないのだ。が、それでも、水中らしいところにいるとなれば、ハッチを開く勇気がわくものではない。

「放せ！　大だい丈じよう夫ぶだって！　お母さんが子供を苦しめるわけはないだろう！　ここはコモン界じゃない！」

　ジョクに羽根を握られたまま、チャムは手足をバタバタとふりまわして抵てい抗こうする。

「……そうかもしれないけど……」

　コックピット内を見回しても、機体に水圧がかかっている徴ちよう候こうはなく、映画などで見知っている潜せん水すい艦かんのシーンのような軋きしみ音もなければ、汗あせをかいている壁へき面めんもなかった。

「もう少しだけ、静かにしていろ」

　チャムを放して、素す手ででコックピットの壁面の湿しつ気けをしらべ、体内音以外の気配に聞き耳をたてる。

「……ワーラー・カーレーンは、女のフェラリオの国だと聞いたことがあるけど、男だらけじゃないか」

「好き者っ！」

「おまえはいつもそれだ」

　ジョクは、カットグラの腕うでを胸むな元もとに移動させてみたが、いつものような調子で動き、それぞれの関節の動きにも問題はないとわかった。しかし、カットグラの左指の半分が溶とけていて、握にぎっていたはずの剣けんは跡あと形かたもなくなっていた。地上界からこちらにリープする直前、バーン・バニングスとガラリア・ニャムヒーの剣が同時にそこに激げき突とつして、巨きよ大だいな力が発生した名な残ごりだ。

『さっき見た、ガラリアのカットグラの機体が散り、彼女の肉体が砕くだけた光景は、現実だったんだろうか……？』

　漠ばく然ぜんと考えてみて、あの記き憶おくの感かん触しよくは現実だったのだろう、と思う。だとしたら、その前に聞いたバーンの雄お叫たけびらしきものは、バーンがあの界を突破したときのものではないか、と思いつく。

『奴やつならできるだろう……国にもどったか……！』

　ジョクは、行きと帰りとオーラ・ロードを二度つかったのである。とすれば、東京上空からもどるところは、アの国でしかないはずなのだ。

　地上界にあがったときとは、オーラ・ロードがちがうという感触もあったが、どのように同じでないのか、という説明はできない。

「フェラリオ……!?」

　ジョクはギョッとした。

　円えん盤ばん状の珊さん瑚ご棚だなの庇ひさしの下から、十数人の女たちの泳ぐ姿が見えたからだ。

　ジョクが、水中を泳ぐ女性の姿に警けい戒かい感かんを抱いだくのは、水みず牢ろうに囚とらわれた濃のう緑りよく色しよくの髪かみをもったサラーン・マッキというエ・フェラリオを知っているからだ。その女性は、ジョクがバイストン・ウェルに落ちたときの第一の感触、つまり、ジョクの臀でん部ぶに感じた腹部の肉の柔やわらかさは、彼女のものだったのだ。

　しかし、その同類と見える女たちの印象は、まったくちがっていた。

　彼女たちは、その裸ら身しんを飾かざることができる色とりどりの長い髪をもっていて、それを水中になびかせる姿は、人が泳ぐ姿とはかけ離はなれていた。脚あしさえも動かしていないのではないかと思えるほどになめらかなのだ。ショートカットにした髪のフェラリオは、海かい藻そうを漉すいた薄うす物ものを身にまとっているのだが、その裳も裾すそが水中にたゆたう動きは、髪の毛の揺ゆらめきに似て優ゆう雅がでしかない。

「お姉様たちだ！　お姉様がたっ！」

　一息静かになっていたチャムが、またもフロント・ハッチの扉とびらをたたいて、十数人のエ・フェラリオたちに呼びかける。

「あたし、チャム・ファウです！　みなさぁん！　ねぇ、ねぇ、見て下さいよぉー」

　そんなチャムをどうこうしようという気がなくなったジョクは、革かわ兜かぶとを脱ぬぎ、ホッと息をつきながら、彼女たちの流れるような姿を見上げるだけにした。

　コックピットがゆったりと仰あお向むいてくれたので、ジョクも彼女たちの肢し体たいの優ゆう雅がさとエロスを喚かん起きしてくれる姿に見とれてしまう。

　さまざまな色をもった髪かみの毛が、彼女たちの肢体を隠かくし、ときにさらけ出すようにうねって、ひたすら素す直なおなエロスを発散する。そのようなものから目をそむけるのは、存在そのものを否定してしまうことになる。

　ジョクの男性自身に勃ぼつ然ぜんと熱い血が流れ込んでいくのを否定してもならないことで、男なのだから恥はずかしいことではない。

　そして、彼女たちはそのような男にたいして、女体をもった者たちなのだ。

　この関係性が、命の原初のありようなのではないか……？

　理解できない現実を見せられたらそれにしたがうしかなく、ひとりの意思や気力で、どうなるものでもないと思い知らされたジョクにすれば、このように体感できる実感を身内に感じられるなら、なにをすれば良いのだろう、と、思考が焦しよう点てんを結びはじめる。

　そして、エロスを感得することができるということは、実在の自分を確かく認にんしていることなのだ、と了りよう解かいできる。

『はっきりしていることは、この界で、自分が否定されている存在ではないということだ』

　そう思えれば、ジョクは思いっきり勃起してもいいのではないか、と思えてきた。そのことは、チャムにもわかってもらえるだろうという確信もあったのだが、それは、とても奇き妙みような了解ではないかと思う。

　なら、中なか臣おみ杏あ耶や子こかアリサ・ルフト、そうでなければ、マーベル・フローズンに、このそそり立つものを受け止めてもらいたいと思ってしまうのだ。







　２　洪こう水ずい







　ギルル、ゴウン、ゴゥゥゥ……。

　その音おん響きようは、オーラマシーンよりも重くて、オーラ・シップにちかいのだが、バーン・バニングスの知っているオーラ・シップの音よりはさらに重厚で、しかも異質のものが幾いく重えにもかさなっていた。

『なんだ……!?』

　視覚に印象づけられているのは、オーラの七色の光が混在して、地上界の夜明けに見た〝太陽〟というものに似た莫ばく大だいな光を放つ星の輝かがやきの乱れでもあった。

『これがオーラ・ロードかっ!?』

　バーンの意識が絶ぜつ叫きようし、その絶叫によって自分の意識を覚かく醒せいさせようとしている自意識も判わかっていたが、それも無む駄だな格かく闘とうだった。

　バーンの意識は、まだ混乱と驚きよう愕がくのなかに揺ゆさぶられているだけだったから、その絶叫の連続も光の奔ほん流りゆうも、ただ、外の現象として知覚されるだけだ。

　それでも、つぎに水の感かん触しよくが全身を包んだとき、バーンは損傷したはずのガベットゲンガーの姿勢を自分の水平感覚にあわせるように、左右のレバーとフット・ペダルを操作していた。

　ドガウッ！　とコックピット全体を揺する衝しよう撃げきと、その音響は、水の流れがおこす衝撃という感触がした。

「なんとっ!?」

　バーンは、戦闘中のいつもの癖くせで声を出していた。それは、自分を奮いたたせるものであり、それによって、つぎの事態に素す早ばやく自分の意識を振ふりむけさせるものになっていた。

『これができるということは、俺おれは生きている！』

　そう自覚できたが、機体はまだ寝ねたままの姿勢で半回転して、上に持ち上げられたかと思うと、今度は沈しずんだ。

　水に翻ほん弄ろうされているとわかるものの、コックピットから見える光景は、泡あわのかたまりが織り成す七色の光の壁かべであり、そのむこうでときに走る光の列は、地上で見た太陽が発する夜明けの光に見えた。

『オーラ・ロードか!?』

　そう思いながらも、はっきりしない印象にバーンの意識は苛いら立だっていく。

　チッ！　バシャッ！　その近くに聞こえる水のはじける音を聞いた瞬間、レバーを握にぎる手に水の感触があり、つぎに、上半身が正面から濡ぬれ、顔に飛沫しぶきがかかった。

「なんだと!?」

　機体が横に回転しながら水平のまま流れて、固いものにぶつかる感触がして、「ええいっ！」と、絶叫する自分の声が耳を打ち、頰ほおや唇くちびる、舌にまで水を感じる。

『甘あまい……!?』

　バーンが知っている水の味だった。

『これで死ねというかっ!?』

　そういう思いがはしったが、それでもいいと思えた。知っているもののなかで死ぬのなら、地上界のジェット戦せん闘とう機きとかいう観念ではわかっていても、生理がうけつけないものにやられるよりは良い。

『世界よ！　わたしをバイストン・ウェルに帰してくれたのかっ！』

　バーンの意識が恐きよう怖ふに震ふるえながらも、感謝の絶ぜつ叫きようを発した。

　が、シートベルトが根元から外れて、バーンの身体からだは天てん井じようと左右の性能の悪いモニターにぶつかり、レバー類に脇わき腹ばらを突つき上げられた。それでも、バーンはガベットゲンガーを制せい御ぎよしようという意識を保持することができた。

『ここまで来たのだ。オーラバトラーのなかにいるよりも、外に出て死をうけいれよう』

　そういう意欲が頭をもたげてきたときに、ガベットゲンガーの機体にうける震しん動どうがゆるやかになり、身体が再度シートに落ちた。

　バーンは、水面下から正面に空を見上げるような形になり、水面のすぐ下に錯さく綜そうする渦うず巻まきの柱が見え、その上を、大木の影かげが上から下に流れるのも見えた。草の塊かたまりや蔦つた状の塊が流れてもいる。

　その背後では、ひとつの光の塊が、千々に乱れてからまたひとつになって、消えた。

「ウッ!?」

　人の形をしたものが、バーンの視界の左に流れて、ややあって右手から上がって、正面のハッチの前にくる。ガベットゲンガーの機体が回転しているからそう見えたのだ。

「なんだ？」

　ガベットゲンガーの機体は、激しい水の流れに乗っているらしい。とすれば、その人の形をしたものは溺でき死し体たいである。そんなものは見過したい。

『早く行ってくれ』と、バーンは念じる。

　しかし、その人の影は正面のハッチに貼はりついて動かなくなった。腕うでが左右にひろがって、ハッチに吸いつくようになった。

　ズウッ、ズズズズ……。

　柔やわらかいものにぶつかった衝しよう撃げきがあり、グスッと機体全体が持ち上げられたと感じると、水みず飛沫しぶきがハッチを隠かくすようにザバザバと盛り上がった。ガベットゲンガーの機体が停止して、濁だく流りゆうをかぶっているのだ。

　ハッチの正面に貼りついたものは、その飛沫のなかでも動こうとしない。

「……!?　なんだぁ!!」

　バーンの声は悲鳴になった。激しい飛沫のなかで、ハッチに貼りついたものが目をしばたくのを見たのだ。バーンは身をひこうとしたが、シート上に固こ縛ばくされたように動くことができない。

「生きている!?」

　グリーンに輝かがやく瞳ひとみが、激しくゆらめく藻もと飛沫しぶきのなかで、瞬まばたきもしないでバーンを凝ぎよう視ししている。瞳が閃せん光こうを発したような印象が、バーンの網もう膜まくに焼きついてしまう。

　ズズッと機体がまたすべり、一方がかすかに上下に波うつようになり、岸に乗りあげてすべっているように感じた。

『……女か……!?』

　バーンは、ようやくその瞳をもったものの正体と、藻と見えたものが髪かみの毛だと判わかった。飛沫の白さに負けない白い肌はだをもった腕うでが、ゆらりと動いた。

『ガロウ・ランの一味か!?……そうでなければこんなことは……！』

　バーンの意識が現実にたいして作動しはじめ、腕はシートの後ろ横にある小しよう銃じゆうに伸のびた。小銃が水をかぶって使いものにならなければ、短たん剣けんがあるとも考えられた。

　バーンは、ガベットゲンガーの両手で足場をさがした。

　機体が揺ゆれて、正面のハッチに貼はりついた女性が、上体を下にずらすようにしたので、はじめてその顔に緊きん張ちようが見えた。変化したのだから、死に顔ではない。それに、ガロウ・ランのような凶きよう悪あくな形相でもなく、苦く悶もんの色を浮うかべていた。

「…………!?」

　それでも、バーンは騎き士しの本能を働かせて、腰こしのうしろにひそませていた短剣を身体からだの横にまわして、つぎにガベットゲンガーの二の腕を立てるようにしながら、機体の上体を起していった。足の爪つめが、支点になると判る。

　フロントの透とう明めいな甲こう殻かく面の飛沫が流れおちて、女の表情が大きく変化して、上体がコックピットの足元にさがっていった。その胸むな元もとが透すけた甲殻に押おしつけられて、のっぺりとした軟やわらかい陶とう器きに見えた。そのあいだにも数条の緑の髪がずりあがって、白く長い腕が天に伸びて、ガベットゲンガーの甲殻面に手がかりを求めていた。

　大きく開かれた五本の指が、ピッタリとハッチの透けた甲殻面に吸い付いて、身体が落ちないようにという意思が、その腕の形にくっきりとあらわれる。

　必死なふたつの腕……伸びて浮うきたった筋肉の筋……張り付いた胸元が白い皿になっている……。バーンの目は、計器盤ばんのむこうに落ちこんだ女の瞳に吸い寄せられていたが、なにが起るかわかるものではない、という意識がバーンを緊張させた。

　女の腕がゆったりと曲って、ハッチの下にある足場の突とつ起き物をつかんだようだ。その下で、女が足場を確保したと見えた。その上体が計器盤のむこうに沈しずんで、むき出しの両りよう肩かたがかすかに盛り上がった。

「…………!?」

　揺れる機体のなかから、バーンは周囲を見まわして、風雨が機体を洗っていると知ったが、夜明けか夕方かわからない。周囲は煙けむっていた。

　ガベットゲンガーの大だい腿たい部ぶあたりまで黄おう褐かつ色しよくの濁だく流りゆうがぶちあたって、機体をゆする。

　すぐ左手には、岩がん壁ぺきのようなものが見えて、その上の方では、風に押された灌かん木ぼくがきしんでいた。

　バーンは、ガベットゲンガーの足で足場をさぐり、爪つめをくいこませて、機体を固定させようとした。関節がギシギシと鳴った。全体が引きつったような感じがあって、レバーを操作しても充分に働いてくれない。

　バーンは、コックピットの左右のモニターの下にのぞいているマッスルを摑つかんで引き、腰こしと足の関節をつかって姿勢を起すようにした。

　ガベットゲンガーの羽根は、動かそうとしても用をなすような手て応ごたえはなかった。

「ウッ！」

　その悲鳴は、ハッチ前にとりついた女のものだ。細く、おびえていた。ガベットゲンガーの膝ひざに、流されてきた巨きよ木ぼくがぶつかって機体が傾かたむいたのだ。

　コックピットの床ゆかにたまった水が跳はね、一方の腕うででハッチの足場の縁ふちを摑んだ緑の髪かみを飛沫しぶきで重くした女の瞳ひとみが、バーンを見上げる。

　その瞳には懇こん願がんの色があった。

『助けろというのか？』

　バーンは、女のあらわになっている肩かたの色に胸をつかれ、怪あやかしではないかと思う。

　ガベットゲンガーの膝を、激流にあらがうように屈くつ伸しんさせながら、岩の頂きまでの距きよ離りを測って、バブッ！　と一息、オーラ・ノズルの水を吐はき出させて、多少の推力が得られるとわかる。

「飛ぶぞ！　摑まっていろ！」

　その声が聞こえなければそれまでである。

　女の瞳が大きく見開かれたと見えたが、バーンは、ガベットゲンガーの左手でハッチの前をかばうようにすると、膝の屈伸とオーラ・ノズルの一噴ふん射しやで、機体をジャンプさせた。

　女が視界から消えたが、バーンは、岩場が視界の下にはいるのを見届けてから、ガベットゲンガーの膝を折るようにして、岩場に着地していく。

「…………!?」

　バーンはともかくも機体が安定したとわかると、計器盤ばんを横に押おしやって、ハッチの下部を覗のぞいた。

　女は、横よこ殴なぐりの雨のなか、ガベットゲンガーの腹部と手のあいだに挟はさまるようにしていた。

　その姿勢なら、ガベットゲンガーは片膝をついた姿勢にしてあるので、一方の大だい腿たい部ぶに彼女の足がとどくはずだった。が、それでも、女はガベットゲンガーの手のほうに身体からだをもたせかけようとして、踏ふみこらえていた。

「…………？」

　周囲の様子を確かめるよゆうなど女にはまったくないのだ。その挙動は、痴ち呆ほうに見えないでもなかった。長い髪の毛が顔に貼はりついて、いくつもの筋をつくり、女が必死の形相をすればするほど、鬼おにそのものになっていった。

『……全ぜん裸ら？』

　女の恰かつ好こうが、このように濁だく流りゆうのなすがままになっている場所では、あまりにも似つかわしくなかった。これは、ガロウ・ランかフェラリオにしかできないことだ。

「チッ……」

　ガロウ・ランやフェラリオを想像するだけでも、バーンのような騎き士しには、嫌けん悪お感が湧わいた。しかし、今の場合、女がそのどちらであっても、ここがバイストン・ウェルだという証明になった。東京のような処ところには、あの山間部の集落で携けい帯たいテレビをくれたお内か儀みさんのような女はいても、獣けもののような女などはいようはずがない。

「……コモン界。そうだな……問題はどこかということだ……」

　バーンは、すべりやすくなっている足場に気をつけながら、シートに腰こしを落ち着けると、岩場の正面にある窟いわやに機体をつけることにする。

　計器盤ばんをそのままにして、バーンはガベットゲンガーの左手を少しさげてやると、女はようやくその手に腰をかけて、乱れる髪かみを抱だいて胸むな元もとを隠かくすような仕草をした。

　バーンは、斜ななめ後ろから、女の広く白い背中から腰、やや開きかげんにして前後に揃そろえてさがった形のよい脚あしをすばやく観察する。

「フェラリオか……？」

　背中には、ミ・フェラリオの時代についていた羽根の痕こん跡せきが残っているという話もきいたことはあるのだが、雨と薄うすくらがりのなかでは、それを見届けることはできない。

　浅い窟だったが、風雨をしのげそうな角度に入口があった。

　バーンが、ガベットゲンガーの片膝を折って下ろしてやると、女はガベットゲンガーの手から跳はねるようにして、窟の奥おくに飛びこんでいった。が、バーンの視界のなかですぐに立ちどまって、ズルッとしゃがみこんで、白い肢し体たいが闇やみの底の染しみになった。

　窟の入口付近では、頭上から垂れた蔦つたの塊かたまりが、横よこ殴なぐりの風のなかでワサワサと揺ゆれ、ときに、松の木が根こそぎ転げ落ちてきた。

　バーンは、ガベットゲンガーの身を引かせると、窟の周囲を見てまわり、黄色い濁流は十数メートル下にあることを確かめると、再度、オーラ・ノズルを噴ふん射しやして上じよう昇しようしてみた。

　が、窟をつくる岩場の上にたどりつくのがやっとで、シュールルルと嫌いやな震しん動どうがコックピットにきて、足の爪つめが背の低い松の木を押おしつぶして着地した。

「…………」

　上流は山の影かげが闇の壁かべをつくり、下流は闇のなかに吸いこまれていた。左右の影らしいものが何か見きわめるために、バーンはガベットゲンガーのライトをつけてみたが、風雨が白い幕になって視界をさえぎっていた。

「崖がけか……」

　かなり深いと読んだ。ガベットゲンガーのオーラ・バッテリーも休ませる必要があると感じる。

「……フッ……」

　息をつきコックピット内を懐かい中ちゆう電灯で調べてみると、漏ろう水すいはなくなってはいたが、下の機関部に水がしみこんでいた。故障を誘ゆう発はつさせなければいいが、と思う。

　ゴウッ！　突とつ風ぷうに、機体が揺ゆれ、足元の濁だく流りゆうはバーンの聴ちよう覚かくを圧するかのように、間断たえまなく吠ほえつづける。

　それが神経に障さわる。バーンは情報が欲ほしいと思っても、いまは、あの得え体たいの知れない女から聴取するしかないと覚かく悟ごした。

「……死なばもろとも……か？」

　苦笑ができたのは、フェラリオにたいしてではなく、ここがコモン界だと感得できた本能が、笑わせてくれたのだ。

　得体の知れない女であっても、あの若く見える艶つややかな肢し体たいをもっと確かめたいという好こう奇き心しんが湧わいてくれたのは、自分が生きている証左であるのだから、嬉うれしくはある。







　３　フェラリオの薫かおり







　ガベットゲンガーが足元の岩を崩くずして、よろけるようにして窟いわやに降りたつと、姿勢を立て直してから、バーンはあの女を見たことがある顔だと思い出していた。

「……サラーン・マッキとかに似ている……」

　ワーラー・カーレーンで学習をすべき宿命にありながら、コモン界に下ってきたエ・フェラリオの名前だ。その種のフェラリオを嫌けん悪おするバーンなのだが、ことに、サラーンは地上人を呼べたらしいということで、癇かんに障っていた。

　バーンの主君、ラース・ワウの城主であるドレイク・ルフトが、地上人を呼んだということでサラーンを優ゆう遇ぐうしたために、彼女は増長して、水みず牢ろうに閉じこめられていながらも、牢番の兵を色仕じ掛かけでたぶらかしたことは、二度や三度ではなく、その上、バーンたち騎き士しにもへらず口を叩たたいたし、何人かの騎士は、サラーンに精を吸い取られて騎士として役にたたなくなったりもした。

　バーンは、彼女がジョク以外にも、トレン・アスベアやマーベル・フローズンという地上人を呼んだとされる事象を目もく撃げきしているのだが、それは信じていない。

　むしろ、その前にアの国に現れた地上人ショット・ウェポンから、バイストン・ウェルの世界の在り様についての科学的な解説をきいて、地上人を呼びこんでいるのは世界そのものの意思であろうと理解するようになっていた。

　しかし、サラーンの力が呼び水になっていたとする説を、全面的に否定できないバーンは、ますます彼女の存在を嫌けん悪おしたのだ。

　だから、サラーンが、ガロウ・ランの一統に拉ら致ちされたときには、溜りゆう飲いんがさがったものだ。

　その後、ガロウ・ランのギィ・グッガの一統がアの国に滅ほろぼされたときに、ドレイクは、彼女を収容したらしいのだが、その収容場所については、バーンのようなオーラバトラー部隊の前線の兵には知らされなかった。




　ガベットゲンガーを片かた膝ひざ立ちの姿勢にすると、バーンはハッチの扉とびらを開いた。横からの隙すき間ま風がするどい音をたて、雨が一方のハッチの面を激しくうった。

「フゥーッ……」

　全身に打だ撲ぼくの痛みがよみがえると、全身の筋もギシギシと音をたてると感じられる。脇わき腹ばらの痛みは、深く息をすると内臓から軋きしみ音が聞こえるほどだ。

　ガベットゲンガーの眼球の光量を増すことで、照明のかわりになる。と、その光のむこうに、濃のう緑りよく色しよくの髪かみを背中にべったりと貼はりつけた白い背中が、窟いわやの奥おくの壁かべに転がった毬まりのように見えた。

「サラーンか」

　白い肩かたがビクッとして、頭がうなずいて見えた。

　バーンは胸に嫌悪感がこみあげるのを待ったが、唾つばを吐はきかけたくなるような感情は湧わかない。

『妙みような……？』

　ガベットゲンガーの眼の光を消して、懐かい中ちゆう電灯で足場を確かめると、バーンは、機体の膝の上から、風雨に打たれている岩場に降りたつ。

　この懐中電灯は、東京湾わんに面したアリスランドから盗ぬすみ出したもので、かなりの光量があるのだが、バーンは電池の消しよう耗もうを恐おそれて暗い光度でつかった。

　入口にたれさがってユサユサと揺ゆれる蔦つた類が、窟に風が吹ふきこむのを防いでいた。窟の床ゆかには、そこここに草が生えていて、奥の岩は乾かわいていたが、窟の入口からは濁だく流りゆうと風雨の音が押おし寄せて、それが、岩がん壁ぺきに押し殺されて籠こもった音おん響きようになっている。

　薄うす暗ぐらい懐中電灯の光のなかに、サラーンの丸みのある身体からだが浮うかび上がったところでバーンは立ちどまると、苦い思いを吐き出すように声を搾しぼり出す。

「……お前が、わたしをこの地に呼び戻もどしたのか？」

　背中から押しよせる音響に負けまいと声が大きくなった。

「…………!!」

　サラーンの全ぜん裸らの背中が浮き上がったのではないかと見えるほどに大きく揺れて、頭が振りむいた。

「めっそうもありません……！　騎き士し様を呼ぶなど……そんな……！」

　その声は、かつてラース・ワウの水みず牢ろうでへらず口を叩たたいていたフェラリオとは思えないほど弱々しく、艶つやもなかった。

「サラーン・マッキであろう？」

「はい……あなたがバーン・バニングス様でいらっしゃることも、覚えております」

　緑の髪かみの毛の簾すだれのあいだに覗のぞける緑色の瞳ひとみが、懐かい中ちゆう電灯の光をさけてななめにむけられ、睫まつげが長い影かげをつくった。髪を衣ころもにした肩がすくめられて、両りよう膝ひざを胸に抱だくようにしたサラーンの姿は、信じられないことなのだが、処女のように見えた。

　足場は、濁だく流りゆうをうけてかすかに震しん動どうしているようだった。そんな岩場の片かた隅すみで、小さな光のなかの濃のう緑りよく色しよくをした髪を貼はりつけた白く広大な背中はかすかに波打ち、捩ねじじられた腰こしがはっきりとしたくびれを見せて、その下に豊かな臀でん部ぶがあった……。

「…………!?」

　バーンは怪あやしんだ。

　本来、ワーラー・カーレーンで学問を修めなければならないはずなのに、コモン界に下るというのは、規律にしたがえないふしだらなフェラリオなのである。しかし、今、目の前で小さくなっているサラーンは、コモン界を苦界に感じている人に見えた。

「この洪こう水ずいらしいものと、自分がここに戻ることができたということ。これがどういうことか、自分には釈しやく然ぜんとしないのだ。お前は、ここにどうして来たのだ？」

　バーンは、サラーンの背後にひざまずいて、懐中電灯の光を消した。夕ゆう闇やみの光では、風雨をもたらす雲にうち勝つことができない時間になっていた。

　闇が重さをもった。

「……ハダウの谷の窪くぼ地ちにある水牢に閉じこめられまして、四年ぐらいにはなりましょう……そのあいだ、ドレイク様からはなんのお沙さ汰たもありませんでした……昨夜でした。数日つづいた大雨のあとに、あたしの水牢の水みず嵩かさが増えまして、水牢と川をへだてる壁かべが壊こわれてしまったのです……こんなに恐おそろしい水の流れなどは、今まで知りませんでした……あたしは、助けてくれるものはないかと叫さけびました。何度も何度も…………長いあいだの水牢暮しで、あたしは衰すい弱じやくしていましたから……ですから、助けが必要だったのです」

　サラーンが、長い時間をかけてしゃべりおえると、闇のなかで待っていたバーンが言った。

「……衰弱したか……男の精を吸うこともできなかったのか？」

　サラーンの話が弁解に聞こえたので、バーンは、以前、彼女に抱いていた嫌けん悪お感を思い出して厭いや味みを言ってみた。

「殿との方がたの生せ命いを吸うなど……とんでもない……」

　サラーンは、怯おびえた声を闇のなかに漂ただよわせたのだが、その声こわ音ねは、たしかに気性の強さは感じさせない。

　バーンは、サラーンの話で、全体の状じよう況きようは了りよう解かいできた。

　ハダウの谷といえば、アの国の北、ギィ・グッガさえも侵しん攻こうを避さけたほどの峻しゆん険けんな山さん岳がく地帯である。ガベットゲンガーの調子が戻もどってくれなければ、ラース・ワウに戻るにしても簡単な地形でも距きよ離りでもなかった。

「ドレイク様の軍は、勢いがあるということか……」

　サラーンが、ドレイクに忘れられた存在になっていたということは、地上人を呼ばなくても良い状じよう況きようがつづいているということであろう。そして、辺境の地の水みず牢ろうに閉じこめられたまま放置されていたのでは、どのようにふしだらであっても、その性を駆く使しすることはできなかっただろうとも想像がつく。

『……あり得るな……ここの水も合わなかったのであろう……』

　バーンは、窟いわやの入口にむけて懐かい中ちゆう電灯をつけて、風雨にさらされているガベットゲンガーをチェックしてみたが、思ったほど損傷はないと見た。バーンは安心して、懐中電灯をサラーンの膝ひざもとにむける。

「……ああ……」

　光の輪に自分の身体からだが襲おそわれたのが真底恐おそろしいように、膝ひざ頭がしらを抱だいていたサラーンは、脚あしの爪つま先さきをさらに立てるようにして背中をまるくする。

「これはな、我が国で発明された電気というものだ。火のように熱くはないのに、これだけ明るく、懐中にいれて持つこともできる」

「デンキ……？」

　バーンは、話を簡単にするためにウソを言った。

　ドレイクの居城のラース・ワウが、ギィ・グッガに戦勝したのちに電気照明を設備したので、電灯も懐中電灯も使ってはいるのだが、彼が手にしている懐中電灯は、アリスランドで盗ぬすんだもので、ラース・ワウのものよりは強力で長持ちもする。

　懐中電灯の光を消しながら、バーンは乾かわいた岩に腰こしをおろしていったが、突とつ然ぜん自覚できる筋肉痛に呻うめいてしまい、その声が闇やみをまさぐった。

「どうなさいました？」

　窟の外の風雨の力をかいくぐるようにして、サラーンの身じろぐ気配がわかった。

「いや……戦せん闘とうが激しくてな……身体中が痛む……」

　バーンは、身体全体を両手で確かめるようにしたが、骨折の心配はないと断定していた。

「コモン人は、いつも戦いくさをなさいますから……」

「……？」

　バーンはサラーンの批判めいた言葉に、まっとうな知性があるのではないかと思った。

「……お前は、コモン人の食べ物は食べられたか？」

「少しは……でも、身体にあった水のなかにおりましたし、良い藻も草ぐさを口にしていましたから……」

「……そうか……」

　その回答は、バーンのフェラリオの概がい念ねんにそうものだったので納なつ得とくをするし、そのため、バーンは、フェラリオの衣類に気をまわすこともない。

　ガベットゲンガーのコックピットから、食料と水を持ってくる気になった。サラーンと距きよ離りをおくことで、今後のことを考える気にもなるのだった。

　バーンは、基本的には用心深い戦せん闘とう者しやである。

　が、腰こしをあげようとしたが脚あしに力がはいらず、ただ痛みだけを大だい腿たい部ぶに感じて、逆に腰がうしろに倒たおれるようになって、背中を岩がん床しようにぶつけていた。

『なんだ!?』

　意識と身体からだがまったくつながらないという感覚に愕がく然ぜんとした。

「どうなさいました？」

「いや……」

　足をすべらせたという弁解の言葉さえ出ない。戦闘中でも、こんなことは一度だってなかったことだ。

「疲つかれがでたか……身体に力がはいらん……」

　情けなかったが、これもサラーン・マッキの摩ま訶か不思議な力のせいかと勘かんぐりもした。

　いまサラーンに襲おそわれたら殺されるだろうと腰の短たん剣けんに手をやってみた。それはできたが、その動きさえも緩かん慢まんだとわかる。

「……大だい丈じよう夫ぶでしょうか……？　あたしは、別に……」

『別に!?　なんだ……!?』

　意識だけが、バーンの頭ず蓋がい骨こつから飛びぬけるように絶ぜつ叫きようする。正面にあるはずのサラーンの気配は、動きはしない、とも感じられる。

「あたしなにも考えていませんし、なにもできないんです」

「…………!?」

　バーンは、頭さえも岩床から上げられない脱だつ力りよく感のなかで、その声が視線の上にあると感じる。左側で、ザンッ、と吹ふいた風がやみ、地底から濁だく流りゆうの轟ごう音おんが、サラーンとのあいだを埋うめてきた。

　懐かい中ちゆう電灯は握にぎっているのだが、そのスイッチを押おすのもできそうにないという感覚は、防ぼう御ぎよさえできないと思わせた。

「コモン人は、あたしたちが妖よう術じゆつを使うように思っていらっしゃいますけれど、そんな力はないんです。ただただ、女の形を利用するだけのことで……それを過大に考えているんです……」

「地上人を呼んだ……」

「知りません！」

　また風がガベットゲンガーを共鳴体にしたようだ。サラーンの声こわ音ねが訥とつ々とつとこぼれる。

「……あのときは、あたしは、ただフェラリオの言葉で、世界を祝福する言葉をならべただけです。そうしたら、オーラ・ロードに乗った地上人がいらっしゃった……どうしてなのかはわかりません」

　その語り口が攻こう撃げき的ではないと感じられて、バーンは、意識と肉体の連れん係けい索さくをさぐるようにしていく。どこかが断だん裂れつしているという痛みはない。ただの疲つかれ、冷えからくる麻ま痺ひ、そのようなものだろうと自覚する。

「……すべて、偶ぐう然ぜんだったということです。偶然が二度つづくことはないと言いますけど、二度、三度と偶然が重なることだって、あるのではないでしょうか？」

　バーンは、肉体の脱だつ力りよく感は、オーラ・ロードを通ったためなのだと確信して、だから自分の肉体の脆ぜい弱じやくさを呪のろうことなどはないのだ、と自分に言い聞かせていた。

　ガラリアは、あの異次元で消失したのだ。

　そのことを思えば、五体満足でコモン界にすべりこめた自分は、フェラリオの前に横になってしまって、たとえフェラリオの餌えさになってしまったにしても、いいほうなのかも知れないとも思う。

「……今回のことも偶然だというのか？」

「え……？」

　闇やみの一方から、サラーンの息づかいが突とつ出しゆつする。

「……この広いコモン界で、助けを呼んだ者はよほどの数にのぼろうが、わたしが、お前に近い位置におりたったのは偶然ではなかろう……」

「そうで、しょうか？」

「世界が必要としたとは思えるが、わたしの意思ではない。お前の意思でもなかった。しかし、ここは、地上界以上にオーラに満ちた世界である……」

「…………！」

　嘆ため息いきに似たサラーンの息が、闇に色をつけた。濁だく流りゆうの音はおさまる……。

「……騎き士し様が口にするものが、あの機械のなかにあるのなら、持って参りましょうか……」

　バーンは、闇を凝ぎよう視ししてから、懐かい中ちゆう電灯の灯ひをつける。

「これをもって行くがいい。シートの下に物入れがある。それを持ってきてくれ」

　バーンは、この直後に自分に不利なことが起ることも想定した。短たん剣けんの柄つかは左、サラーン側にあった。

「その光を消して下さい。そうしたら、あたしがそれを持っていって、使います」

「……わたしの指が動くのが見えるな？　この出っぱりをこうずらすのだ」

「はい……」

　サラーンが遠くから覗のぞきこんでくれたのを確かめて、バーンは懐中電灯を消し、それを自分のわきに置いて、その手を腹部にもちあげていったが、だるく感じた。

　バーンの足のほうで、サラーンが動く気配がおこって、バーンの右みぎ脇わきにまわった気配とともに肉体の熱がふわとそよぎ、懐中電灯をひろったと感じる。かすかに電灯と岩が接せつ触しよくする音がして、素す足あしが岩場をさぐっていく気配が三歩で消えた。

　ややあって、風雨のなかに、彼女のシルエットが浮うきあがったのを視野の下にとらえたが、無理に視線をおろしておくことも辛つらくなって、闇をつくる天てん井じようを見つめるだけにした。

『……俺おれの行く先も闇か……』

　バーンは、コックピットに小しよう銃じゆうを置き忘れていることを思い出したが、心配することはやめた。

　ガベットゲンガーの足元に懐かい中ちゆう電灯の光が降りてから、サラーンが呼びかけてきた。

「機械のなかに、衣類のようなものがありました。ひとつお貸し願えませんか？」

　先ほどとは違ちがったしっかりとした声になっていたが、恥はじらいをふくんだ艶つやもあった。

「衣類？」

　バーンは、米軍のメカニック・マンたちからもらった衣類のことを思い出せた。が、珍めずらしい地上の文物であれば、フェラリオごときに触さわってもらいたくはなかった。

　それらは、光こう沢たくのある薄うすいのだが丈じよう夫ぶな袋ふくろにはいっていた。ビニール袋なのだが、バーンもサラーンもその材質の名は知らない。

　懐中電灯の光で足場を確かめたのだろう。その光を消してから、サラーンは歩みより、バーンのかたわらに物入れと、衣類のはいったビニール袋をおいたようだ。ほとんど見えないのだが、サラーンはその物をおくときに、バーンの身体からだには触ふれないようにしてくれた。

「……毛布があったろう。それを使え」

「あれは、騎き士し様がお使いになりましょう……」

「ン……。中のものを出して見せてくれ」

「はい……」

　居ずまいを正した雰ふん囲い気きがあって懐中電灯の灯ひがつくと、サラーンの身体は、バーンにたいして横座りをして髪かみで上体をかくし、ビニール袋をふたりのあいだにおいていた。

『このフェラリオ、人がちがったか……？』

　バーンは、アロハ・シャツをしめし、それからジーンズのスラックスをはくよう指示したが、サラーンはジーンズを膝ひざの上においたままそれを見つめた。

「どうした？　それは厭いやか？」

「こんな強こわい布を身につけるのはできません……その上っ張りを使わせていただければ」

「勝手にするがいい。しまっておいてくれ」

「は、はい……ありがとうございます」

　サラーンはアロハ・シャツを背中にまわして、小さなボタンをかけるのに手間をかけたのは、そのようなボタン掛かけがはじめてだからで、それについては、バーンの衣い裳しようも紐ひも掛けが一いつ般ぱん的なので、バーンもおなじようなものなのだ。

　赤と黄、緑に青の派手な色しき彩さいで海と椰や子しの木のシルエット、それにハワイの英文字のシャツは、似合う以前に、彼女に生気をよみがえらせたように見えた。

「物入れのなかに飲みものがある」

「はい……」

　バーンは上体をずらして、頭を高いところに上げようとしたが、それも難しかった。

「あ……」

　サラーンは、バーンの身じろぎに気づくと立ち上がったが、アロハ・シャツの裾すそが腰こしまでおおって全ぜん裸らの異様さを隠かくしてくれたので、身のこなしも伸のびやかになったようだ。緑の髪かみが背中を濡ぬらしているのは、気にならないと見える。

「…………？」

　サラーンは、窟いわやの片かた隅すみにたまっている枯かれ草くさをかきあつめると、バーンの頭のうしろに積み上げてから、その上に衣類のはいったビニール袋ぶくろをのせていった。

「よろしいでしょうか？」

　サラーンはバーンのかたわらにひざまずくと、その腕うでをバーンの腕の下から背中にいれていった。革かわ鎧よろいをとおして彼女の豊ほう饒じような胸の熱気が、不思議な圧力をもって感じられる。

『これがフェラリオの魅み力りよくか……!?』

　バーンは、エ・フェラリオは冷血動物の一種だと信じていたのである。

　が、今はそのことを忘れて、身体からだを動かすことに集中した。一方の肘ひじをたてて上体をずりあげるようにしながら、筋肉の筋と関節の動きに意識を集中する。

　気力が全身に行き渡わたっていないのだ、と自覚すれば安心もできた。筋肉痛だけなら、一晩もしないでなくなってくれよう。

　シャツ一枚をとおして、彼女の堅かた締じまりした胸が、バーンの肩かたから腕をなぞっていくのがわかり、上体をサラーンのつくってくれた背もたれに任せていった。

「すまない。なぜこのようになったか……情けないことだ」

「あまりにお疲つかれなのでありましょう」

　素す早ばやく身をひいて、サラーンは物入れから水すい筒とうを取り出して、水を蓋ふたにそそいで、

「お手は使えましょうか？」

「それはできる……」

　バーンは蓋をつまめる自分の手の感かん触しよくに安心をして、米軍から支給してもらった緊きん急きゆう食のセット、乾かんパンとコンビーフ、チョコレートに栄養ドリンクを口にした。

　濁だく流りゆうの勢いは、弱くなっていくように思えた。

「寝ねかせてもらう……お前も寝るがいい……もっとも、睡すい眠みんが必要ならの話だが……」

　バーンは、サラーンにも乾パンと水を摂とることを許してから、そう言った。

「ありがとうございます」

「他人の目はあるまい。あとは明るくなってから考えることにしよう。生き延びていたらの話だが……」

「はい」

　闇やみと湿しつ気けはますます激しさの度合いを増しているようだ。サラーンは毛布をかけてくれた。

「お前、寒くないのか？」

「これで充分です。草もありますから……」

「そうか」







　４　ジャコバ・アオン







　深い水中のはずなのに、どこからともなく湧わき出るオーラに似た優しい光が、透とう明めいな青味がかった膜まくに水色を雲のように浮うき立たせて、それが、水をより透明に感じさせ、どこからともなく上っている泡あわの筋さえも、見えにくくしていた。

　ホンダワラに似た細い茎くきや葉をもった海かい藻そうの林は、大小、色とりどりの魚の群がりを呼び寄せて、その流れるものの影かげが、生き物の息いき遣づかいを界フイールドに充じゆう溢いつさせる。サナダグサやカジメが密生するところでは、隠れんぼでもしているように遊泳する女たちの笑いさんざめきが、藻も草ぐさと水層のフィールドの彩いろどりを鮮あざやかにしているのだ。

「あれ……家だ！」

　正面のハッチに貼はりついたチャム・ファウの全身に、水面を透過して射しこむ光が揺ゆらめく紋もん様ようをつくっていたが、その光がどこからくるのかまったく想像がつかない。

　頭上には、どこまでも深い青がつづいているだけで、水面をしめす波紋は見えないのだ。

　ジョクは、チャムの指さす方向を見下ろす。

「ホウ……!?」

　平常心にちかい状態で、ジョクは眼下にひろがる景け色しきを見ることができた。

　色とりどりというほどではないものの、赤でまとまったもの、やや深い黄色の珊さん瑚ごの林がひろがっているその場所は、ゆるやかな丘きゆう陵りよう地帯になっていて、その頂といったところに、貝のシルエットをもった数個の塔とうが見えた。

　教会を中心にした村のような構造をもっている集落に見えた。日本でいえば、小さな盆ぼん地ちの十数戸の村という風ふ情ぜいだ。

　特異な光景は、塔のように見える貝のあいだに、岩にとりついた海綿動物がゆれる柱のように林立していることだった。

「……人がいるのか？　泳いでいたり、魚を操あやつっていた人間たちが？」

「人間じゃないよ。お姉さんたちやお兄さんたちじゃないか」

　振ふり向いたチャムの目は、ジョクの無知に本当に呆あきれていた。そんな厳しい表情を見せるのははじめてのことだ。

　カットグラは、あきらかにその村に引かれるように沈ちん降こうしていた。

　ジョクは、チャムのしかつめらしい表情に苦笑するよゆうがでてくると、猛もう烈れつな咽喉のどの渇かわきをおぼえた。

『水中にいるのにさ……』

　シートの下から水すい筒とうを取り出しながら、ジョクはこの世界の物の大きさが、コモン界や地上界の物とくらべて、どのような関係にあるのか気になり出していた。

『あのサザエの貝みたいなものもそうだが、海藻らしいものも、カットグラの大きさと比べてどういうことなんだ？』

　水すい筒とうの水に、咽喉のどが鳴った。

　ジョクが知っている貝の名前は、シジミやハマグリ、アワビなど日常の食しよく卓たくにのるぐらいのものだ。それだって、実際には、海中で生きている状態で知っているものはない。

　飛行機少年を自じ認にんしていたジョクは、池いけ袋ぶくろにある水族館にさえ小学校の遠足で行っただけで、水すい棲せい動物をまったく知らないといってもいい。

　ふと、カットグラや自分たちのサイズが縮小したのではないか、とも思いつく。

　眼下にせまってくる建物らしく配列されている貝が、アクキガイ科の貝やクモガイ、なかにはサザエもあるのだが、そういったもののシルエットにちかいものだと想像できれば、自分たちのサイズのことが気になる。それらの貝かい殻がらが建物のようなボリュームをもっていると知覚できるのは、ジョクの感覚が目の前の環かん境きように順応してしまっていて、それを現実と受け入れてしまっているからで、物理的な対比は考えられなくなっているのだろう。

「……村か……？」

「ジョク！　人がいる！　来るぞ！」

　チャムは、もう我が慢まんできないという風にハッチの扉とびらを叩たたき出し、開閉のレバーに両りよう腕うでを乗せると体重をかけていた。

「誰だれが来るんだ!?」

　計器盤ばんの上に身を乗り出してカットグラの足元を覗のぞくと、浮ふ上じようしてくるふたりの人ひと影かげがあった。老人のようで、袖そで口ぐちも裾すそもたっぷりとした衣い裳しようを身につけていたが、水中での行動の邪じや魔まになっているようには見えない。

　額と頭部の中間というところに、昔の山やま伏ぶしがつけているような小さな烏え帽ぼ子しをつけて、その紐ひもが頰ほおにかかるようになり、厳しさをかもし出していた。

　ふたりの老人は、ハッチの左右にとりつくと、手にした珊さん瑚ごを削けずり出した杖つえで、コンコンと扉を叩いて、何事かを口にした。

　出ろと言っているのは、状じよう況きよう的に了りよう解かいできる。

　生きているらしいという実感を手にいれられた安心感に、ジョクはハッチの扉を開くことをためらってしまうのだが、チャムのレバーを押おし下げる努力にはいっそう力がはいった。

　ジョクも、そのチャムのゆれる羽根を見れば、こんな生き物と一いつ緒しよにいられるのだから、水中らしい世界でも生きていけるのではないかと思える。

『……できるのか？』

　コックピットは、あいかわらず水圧のようなものを感じている気配はない。ジョクは、水筒をシートの下にしまいながら、自衛隊から調達したレーダー・スクリーンが消えていることに気づく。

「電源が上がっているのか？」

　計器盤の裏を覗いてみたが、電源は生きているとわかり、計器として作動している手て応ごたえがないとわかった。反応するものがないのだ。ハッチ越ごしにいた老人たちが、珊瑚の杖を下に振ふりながら、降下をはじめたので、

「……やってみるか……！」

　降下する老人たちの背後にあるアクキガイのシルエットに見える塔とうと、そこから左右に張り出している横木も貝らしく歪ゆがんでいるのに納得する。

「チャム、開いてみる。水がはいってきても知らないぞ」

　ジョクはチャムを押おしのけて、レバーを押してみて、それが機体が歪んだりしたときに感じるていどの抵てい抗こう感だったので、そのまま押し開いてみた。

　バンジージャンプで飛び降りる前という感覚か、はじめての単独飛行の直前という気分だ。

　扉とびらが開くと、重い空気といった感じのものが流れこんでくるように感じられた。それが膝ひざから胸、そして、顔面に押し寄せるプレッシャーを感じたが、

『酸素マスクもない！』

　絶望的な認にん識しきがはしるあいだに、プレッシャーが頭をこえた。

　と、それっきり何事も起らなかった。

「…………!?」

　気づけば深く息を吸っていた。甘あまずっぱい感じの濃のう度どの濃こい空気を吸ったように感じられて、咽喉のどから肺にかけて、濃い空気が流れこんだ感かん触しよくがあった。

「しゃべれるのか？」

　そう声に出したとき、チャムの羽根が、いつもよりはゆっくりと動きながら、カットグラから離はなれていくのが見えた。チャムが飛んでゆく先には、村とおぼしきものがあり、その中央には貝のシルエットの尖せん塔とうをもった大きな建物があった。

　カットグラもそこにむかって降下しているのだが、その速度は、水中で物が落ちていくよりは早く、ふたりの老人が、尖塔をもった建物の前の広場に降り立つと、その建物の陰かげから数人の人ひと影かげが流れるように現れて、降下するカットグラを見上げた。

　その人々の挙動には、不思議なものを見るという反応はなく、ただ待ち受けている風に見えた。

　チャムは、それらの人々の頭上を流れるように飛んで、その人々の頭上でクルッと宙返りをしたりしてから、ひれ伏ふすように広場の砂地に膝を折って、礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつをしているように見えた。

　ズッ！　軽い震しん動どうがあって着地した感触から、広場が砂地そのものだとわかる。すでにジョクは、ハッチを開いたときに感じた軽い胸苦しさを忘れていた。

　正面には、十数階建ての規模に見えるアクキガイのシルエットをもった尖塔があり、その細い塔のために巨きよ大だいに見えるのだが、建物そのものは数階の階層をもった丸い部分だけのようだ。全体に貝の表面そのものの薄うすいオレンジ色と乳白色の縦たて縞じま模様で装そう飾しよくされているので、華か麗れいに見えた。

　建物の正面のエントランスというべき空間から、内部が数階になっていると知れ、そのベランダには、百人をこえる人の姿があった。

「…………!?」

　ジョクは、正面の広場をゆったりと流れてくる数人の影かげを見下ろした。

　彼らは、足元を隠かくすようなワンピースのような衣い裳しようを身につけていたので、足がどのように動いているのかわからなかったが、まるでベルト・コンベアにでも乗っているように進んできた。

　立ったまま泳いでいるように見える、という表現が正確なのだ。

　ジョクは立ちあがって、開いたハッチの方に身を乗りだしてみて、空間を占しめているものが、空気より抵てい抗こう感を感じさせるものなのだが水ではない、と確かめていく。

『ぼくの感覚が、この環かん境きように順応させられているんだ』

　カットグラの前に立ちどまった数人の人々は、ゆったりとした身のこなしでジョクのほうを見上げたが、その表情には緊きん張ちようはなかった。

『敵ではない』

　ジョクは、東京で出会った人々の反応を思い出して、世界の在り様を知っている人なら、カットグラを見たとしても驚おどろきはしないのだろう、と思い至った。

　しかし、なにがあってもおかしくはない世界でも、常態ではない状じよう況きようというものはあるはずなのだ。バイストン・ウェルでも、各界の在り様には節度があるはずなのだ。

　その節度が破られれば、それは異常な状況なのである。今、カットグラがこの界、ワーラー・カーレーンに出現したのは異様な状況のはずなのに、ここの人々は驚いてはいないのである。

『どういうことか？』

　チャムが人々の足元を飛んで、彼らの中央に立つ女性の前では、ひざまずいてから両りよう腕うでを胸に当てて、頭を下げながら両腕をうしろ左右にいっぱいにひろげる挨あい拶さつをした。彼女なりの最敬礼なのだとわかる。

　その女性は、両手をチャムの頭上にかざすようにして、前かがみになると何事か言ったようだった。

　チャムは、その女性を見上げて、パタパタと羽根をふるわせてから、スッとその女性から離はなれると、ジョクを迎むかえた老人が、もっと遠くに行くようにという風に、チャムに杖つえを振ふって見せた。

　チャムは、不服だったのだろう。老人の周囲を少し飛んでみせてから、正面の建物の左右にある巨きよ大だいな柱状になっている海綿のほうに飛んでいった。

　その間も、泰たい然ぜんとしてカットグラを見上げているその女性に、ジョクは挨拶に行かなければならないと感じる。中年と見えるが、長ちよう髪はつは濃こい大気のなかで乱れることもなく肩かたにかかっていた。顎あごが豊かで、男性的に見える眉まゆが、厳しい性格を想像させた。

　革かわ兜かぶとを脱ぬいだジョクは、扉とびらの脇わきに装備されたロープを引き出すと、そのロープの足あし掛かけに体重をのせて降りていった。その降下速度は、思ったとおり地上の三分の一ほどの速度だったが、水中をゆくほどでもなかった。それでも、泳ごうと思えば泳げそうな抵抗感が、その空間に満ちていた。

　地上数メートルの高さで、ロープから手をはなしてみると、数呼吸をおいて砂地に足がついた。

「よく来られた」

　正面の女性の左に立った珊さん瑚ごの杖つえをもった老人が言ったが、微び笑しようはなかった。どちらかといえば、苦く衷ちゆうがうかがえる表情ではある。

　ジョクは、その老人の表情と、正面の女性の感情をおさえた表情、そして、その背後に立つ老人たちの当とう惑わく気げな表情、さらには、したがう男女の無表情をよそおった様を読み取ってから、正面の女性を見上げる。

「…………」

　彼女の顎あごが、かすかに頷うなずいたようだ。

　ジョクは、自分の革かわ鎧よろい姿がむさ苦しくないかと気になって、ベルトを上げて襟えりを正してしまう。そして、彼らが自分を呼んだ理由を考えようとして、

「……なにを語っていただけるのでしょうか？　いや、無断でこの世界に飛びこんだ自分が、罰ばつせられるのでしょうか？」

「ジャコバ・アオンである。ジョー・タケシ殿どの」

　ジョクの勇を鼓こした言葉に、正面の女性の眉まゆ毛げが左右に緊きん張ちようした。豊かな顎があがって、その瞳ひとみがジョクを見下ろすようにする。が、それは軽けい蔑べつではなく、率直に観察するという意思に見えた。

「はい、ただちに死に至ることもなく、このような刻ときをいただけたことを感謝いたします。ジャコバ・アオン様……あらためて、自己紹しよう介かいさせていただきます。コモン界では地上世界と呼ばれている地球の表面に生を得、なにがしかの因いん縁ねんをもって、バイストン・ウェルのコモン界、アの国にて、オーラマシーンを操あやつる聖戦士としての立居振ふる舞まいを許されました、ジョクこと、城毅たけしであります」

「よき認にん識しきである。ジョク」

　中年の婦人ジャコバ・アオンの存在感は、見た目以上に周囲を圧あつ倒とうするものがあった。肩かた幅はばもあり厚く、両手は前で組み合わされて、その指に輝かがやく数個の指輪の石は、世界を覗のぞける霊れい力りよくが秘められているのではないかと想像させた。

　かすかにではあるが、髪かみが揺ゆれているのは、濃こい空気のせいではなく、彼女が発散させるオーラが揺らせている、と感じさせる。

　ジョクのその直感は、ジャコバにも感知される。

「……よき認識である……」

　ジャコバの意思が、ジョクの脳をつらぬく。ジョクはなにもいわず、なんの意思も発しなかったのに、という驚おどろきがあった。

「ああ！　世界そのもの、もっとわかりやすく表現すると、オーラ世界そのものを支えるのが、あなたであると理解してよろしいのでしょうか？」

「それほどのものではないが、このウォ・ランドン界のワーラー・カーレーンを司つかさどるほどのものではある。世界はもっと巨きよ大だいであるし、変化自在でもある」

　ジャコバの意思が、ジョクの認にん識しき域いきに飛びこんで、世界を教えてくれた。

「世界が変化自在であるなら、自分をこのような形でお呼びいただいてお教えいただけることとは、どのようなことでありましょう？」

「多少の説明が必要だ」

　ジャコバは、広い袖そで口ぐちに手をいれて軽く腕うでを組んでいったが、その間も、彼女の意識がジョクに投入される。

「……その世界を構築し支えるものは、生物の生体力ともいうべきオーラであった。地上界の人々は、宇宙の生成についていろいろな論を展開しているようだが、真理が己れのなかにあるという単純なことに気づいていないのは、悲しむべきことである」

「気づいている人々もいます。現在の地上の宇宙学にしても、宇宙論は認識論だという考え方が定着しつつあります」

「認識するだけでは学問でしかない。各人の行動が織り成す世界がどのようになるのか、どのような未来を構築するかというビジョンを持つには至らない。未来そのものは無限であるのだが、人は無限域である未来を狭せまいものとして構築しつつある。自ら一人一人が持つ内なる宇宙の無限を洞どう察さつできないからだ。それでは、人が関かん与よする世界は自じ壊かいする」

「それが、自分のような存在だということでしょうか？」

「貴公には、この世界が危機に直面していることを地上界に伝えて欲ほしい。そのために、地上人をバイストン・ウェルに呼んだ」

「世界の理ことわりを無視して地上人を呼んでまで、伝えなければならないほど、危機的ということでしょうか？」

「愚ぐ問もんだな」

「……世界の破は滅めつがあり得ると？」

「想像はついているのであろう？」

　異常体験の渦か中ちゆうにいるジョクには、ジャコバのいわんとすることはわかるのだが、自分が立っているこの体験自体どこかフィクションのように感じられる。夢ではないか、という感かん触しよくだ。

　ジャコバと意思交感しているとストレートに思考される問題が実在世界にかかわる問題であるとわかるのだが、そのストレートな感触が夢かもしれないと感じられるのだ。

　現実には、目の前の事件対応に追われただけだし、世界のことや現象のことを議論もしたりしたことはあっても、それは議論でしかなくて、事件と密着したものではないと思える。中なか臣おみ杏あ耶や子こやマーベル・フローズンと話したときでも、そのような乖かい離り感があったと思い出せる。

　にもかかわらず議論、討論、検討会、聴ちよう聞もん会かいというようなものは延々と飽あきることなく繰くり返されているのである。

　歴史そのものもそうであった。フランス革命の二百年以上前、ブルジョワジーといわれる市民階級が台頭をはじめて、議会に呈てい出しゆつしていた第ブル三ジヨ階ワジ級ーの上奏書には種々の問題の改善が記録されていた。法と裁判の公正、教育の機会均等、教育費の国家負担、度ど量りよう衡こうの全国統一、都市の美化と清せい掃そう、衛生、軍隊の組織についても言げん及きゆうされていた。日本では、第二次大戦の十年前にも、激げき烈れつな反軍意識があって政党と軍部の対立があった。にもかかわらず、そのような議論や主張は現実の行動のなかに埋まい没ぼつしていって、形になるためには、膨ぼう大だいな時間を要するのだ。

　人々が議論するという行こう為い自体が、現象と乖かい離りしてしまうのは、なぜなのだろうか？

　現在までのジョクの体験は、所しよ詮せん、ヒロイック・ファンタジーの体現でしかなく、その面おも白しろさにジョクが酔よっていたというほうがちかい、と思い出される。

　当事者のジョクでさえも、地上世界の、自分が属する世代の通念に縛しばられているのかもしれなかった。

　ジョクの住む東京シチュエーションは、半世紀ほど前に有史以来の初めての敗戦にまみれて、敗戦の体験がなかったために、徹てつ底てい的に惨みじめに敗北をした。その反動から、高度経済成長をバックにした飽ほう食しよくの時代があり、戦争経済がなくなってしまったために、経済衰すい微びをもたらしたのは、バブル期という経済頂点の時代に、権力と高級を自じ認にんする人々が、後こう顧この憂うれいとなる芽を撒まき散らしたからだ。

　ジョクの前の世代は、すでに、本当の意味での貧びん乏ぼうや戦争に代表される苦しい生活の経験がなくなっており、それでいて、戦争経済に代わるものを発明していない。それに加えて、大国の衰亡の原則どおり、隆りゆう盛せい期に自じ戒かいの芽が育つという英知が育つこともなかった。

　そのために、世界的な危機意識などは、安手のフィクションのシチュエーションでしかなく、現実的な危機意識を喚かん起きするものではないと信じてしまう想像力の欠けつ如じよを自戒する認識論も育っていないのである。

　だから、ジョクは自分の体験さえも現実から切り取られた特別な現象という認識しかないのかもしれないのだ。もちろん、バイストン・ウェルでの経験を切せつ迫ぱく感をもってうけとめてはいるから、ジャコバにいわれるまでもなく、自分の知った環かん境きようと自分自身の関係を考えていけば、その異常さの意味することは想像がつく。

　が、それは、ジョクひとりの生死の問題でしかないと思われてしまう側面があった。

　ジョクといっしょにコモン界に落ちた大学のグライダー部の後こう輩はい、田た村むら美み井い奈なが、ガロウ・ランにとり憑つかれて崩ほう壊かいしていったていどの陰いん惨さんさを理解してくれるだけで、世界の捩ねじれの問題とは想像されないだろう。

　それはジョクもおなじで、それ以上は考えたくはないという心理もあった。

「……ジャコバ・アオンのいうような可能性を認めるのは、苦しい……」

　そう言ってみて、ジョクは、苛か酷こくな現実との対決は、これから始まるのではないかと思った。

「だからこそ、急いで地上人にバイストン・ウェルの世界を告知するしかなかったのだが、その作業は、あまりに強大な地上世界の力に歪ゆがめられてしまった」

「ショット・ウェポンを容認しすぎたからでしょう？」

　あまり考えることなく、ジョクはそう言ってしまっていた。ジャコバにたいして、ロジックを使う必要はないと思えたからでもある。

「いや、地上界のオーラが強大すぎたのだ。それも急速に増大したと感じられる。それは、貴公等を地上世界に送ってみてわかったことだ」

「……意思して、ぼくを東京に帰したのか!?」

　ジョクは、カッとなった。と、ジャコバの手が、反対側の袖そで口ぐちから出て、その掌てのひらがジョクにむけられた。

「待て。若い人よ。世界の意思は、わたしにも自在にできることではないのだ。アウフル……この若者を接待しなければならない」

　ジャコバは、はじめてジョクに微び笑しようを見せた。







　５　饐すえた味







　なんどか夢をみたようだったが、最後はオーラ・ロードを落下する恐きよう怖ふの夢のなかから、バーンは覚かく醒せいした。

「ハゥ……！」

　息をついて目が覚め、胸の上にかたまっていた毛布をはねのけていた。まだ闇やみのなかだった。濁だく流りゆうの音が、そんな夢を見させたのだと思った。気がつくと右手が、額の汗あせを拭ぬぐっていた。

『手が動いた!?』

　闇のなかで、バーンは右みぎ腕うでが肩かたのところから動かせるとわかると、左腕も動かしてみて、筋肉痛がきえていることに安心する。眠ねむる前のあの脱だつ力りよく感はどういうことだったのかと疑わざるを得ないほどにふつうに感じられる。

「…………!?」

　身じろぎをして、サラーンがつくってくれた枕まくらの上で頭の位置をかえてみた。それもできる。全身が枯かれ草くさの布団をザワッと鳴らした。

　枯草は背もたれにしかなかったはずなのに、いつの間にか、バーンが枯草の上に寝ねていたということは、そういうこともサラーンがやってくれていたのだ。

『どうしたものか……』

　それは、寝ね場所を変えてもらったことにも気づかなかったという騎き士しとしての口くち惜おしさの表現である。フェラリオに身体からだをいじられてしまって、堕だ落らくしたのではないかとも恐おそれた。

　しかし、革かわ鎧よろいのまま横になっていたのに、くつろげたのは、サラーンがそうしてくれたおかげであった、とはわかる。濁だく流りゆうが押おし上げてくる左の闇やみのなかに小さく体温がある、と感じた。

「……!?　サラーンか？」

「はい……。まだ夜明けには、間がございます」

「そのようだ……。水、あるか？」

　濁流の音が充じゆう満まんしている窟いわやで、飲み水を要求しなければならない現実にも、バーンは皮肉なものを感じてしまう神経に、繊せん細さいすぎると自じ戒かいする。

「はい。ございます」

　その声に立つ気配がふくれて、懐かい中ちゆう電灯もつけずにサラーンはバーンの頭の上にまわって水すい筒とうを取り上げたようだ。

「……見えるのか？」

　バーンは見上げるようにしてみたが、かすかにサラーンの肌はだの白い腕うでと大だい腿たい部ぶの色が浮ういているのが感じられるだけだ。

「コモン人よりは、少しは夜目が利きくようです」

「そうか……」

　濁流の音にまじって、窟の入口ちかくでうつ雫しずくの音も聞こえる。

「…………？」

　バーンは用心深く上体を起しながら、身体の調子を調べて、ガベットゲンガーを確かめたかったが、機体の影かげを識別できる明るさはなかった。

「川の水みず嵩かさが増えているのか？」

「どうぞ……」

　サラーンが、水を差し出してくれたようなので、まだ重く感じられる腕をあげていったが、昨夜のように、筋肉に力を伝えるのにどうしたら良いかという困こん惑わくはなかった。サラーンの手が、バーンの手の動きにあわせてくれたようで、指先に水筒の蓋ふたを感じ、摑つかめる。

　ちょっと臭くさみのある地上の水の味を感じることができた。

「懐中電灯で機械を照らしてくれないか？」

「はい」

　蓋を水筒にもどしたサラーンは、懐中電灯をガベットゲンガーに向けてつけてくれた。

「むこうに行って機体に光をあてて欲ほしい」

　バーンは歩く勇気がなかったわけではないが、サラーンにガベットゲンガーの足場を照らし出してもらった。雨も風もなくなっていた。光を背にしたときに、サラーンの若く見える肢し体たいの影が大きな影になって、どこか凶きよう暴ぼうな風体をかもしだしているガベットゲンガーを背景にすれば、艶なまめいて見えないでもない。

「いつ頃ごろから降っていたのだ？」

　洪こう水ずいのときには、雨がやんだあとでも増水するのが常識なので、バーンはそれを心配したのだ。

「それはわかりませんが、あたしが入れられていた水みず牢ろうの壁かべを壊こわすなど、はじめてでしたから……」

「そうか……機械から崖がけっ淵ぷちまではどのくらいあるのか？」

　その問いに、サラーンは外に出て行った。

　光を前にしたので、その逆光のなか、派手なアロハ・シャツの色しき彩さいが若やいで見えるサラーンの肢し体たいの縁ふちに、鮮あざやかな彩いろどりを浮うき立たせる。長い脚あしはシルエットになっていれば、健すこやかな女体と見えないでもない。ガベットゲンガーの背後をまわった彼女が、その左側から出てきたときには、光のなかに濃のう緑りよく色しよくの髪かみを陰かげにした白い顔を見せて、周囲を観察する瞳ひとみにも知性が嗅かぎとれた。

　が、つぎにサラーンは懐かい中ちゆう電灯の灯ひを消して歩み寄ってきたのだが、足を運ぶ速度は変わらない……。

「左右の谷は、狭せまいのか？」

「はい……でも、これ以上は心配ないでしょう」

「なぜそう言える？」

「……あたしはもともと水の世界の者ですから、川の水の表面が雨そのものになっていると感じます」

　言葉のおしまいと足がとまるのは同時だった。バーンのベッドにしている枯かれ草くさに足があたりはしたが、無礼というほどではない。

　バーンの生理にキリッとした筋がはしる。それは、力を感じさせる欲望でもあった。

『女の形か……』

　バーンが自分の生理を呪のろう瞬しゆん間かんである。このものは女ではなくフェラリオなのだと断定して、自分の内ない奥おうに蘇そ生せいしつつある男性を唾だ棄きし、上体を横たえる。

「……なにか……？」

　そう言いながらも、女体の熱気が降下するのがわかる。臀でん部ぶが岩に座すわったともわかってしまった。

「いや……今は充じゆう分ぶんである……」

　どういう薫かおりといえばよいのだろう。バーンの鼻び腔こうを打ったそれは、バーンがうかつに感じた欲望をより刺し激げきするものだった。

『これがフェラリオだ。この魔ま力りよくにコモン人は狂くるうのだ……』

　目を閉じれば閉じるほど、聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かく、それに皮ひ膚ふ感覚が立ち上がっていくのがわかってしまう。理性が絶ぜつ叫きようしても、捕つかまえられたら抜ぬけ出せなくなる色情地じ獄ごくというものをはっきりと感得している己れの性さが。

　闇やみのなかで目を閉じていれば、網もう膜まくにガベットゲンガーに漂ひよう着ちやくしてきたときのサラーンの全ぜん裸らが、明めい瞭りような映像になって迫せまっていた。あの時は見えなかった三角形の恥ち毛もうの色まで濃のう緑りよく色しよくであり、その生え際のディテールまでが見えた。

　臍へそがちゃんとコモン人の、そう、居酒屋をやらせていたステラとおなじようにあって、しかも、サラーンのほうが丸いくぼみになっているとわかるのだ。濁だく流りゆうのなかに翻ほん弄ろうされる乳ち房ぶさは豊かなふくらみをもっていると見えるので、波に揉もみしだかれて、膨ふくらみ、ゆがむのが見え、その上で、ガベットゲンガーのハッチの甲こう殻かく面に押おしつぶされたときに、丸く拡ひろがる乳頭の光景……濃緑色の髪かみがその白い肌はだに這はいずり、ときに鞭むちになって叩たたくようにも見える……それらすべてが、いやというほど明瞭な映像になっていた。

「……バカなっ！　怪あやかしである……！」

　バーンの理性の雄お叫たけびが抗あらがうのだが、その呻うめきを耳にしたサラーンが怯おびえた。

「なにか……!?」

　バーンの右手から腕うでにかけて、サラーンの手が這って、何をしたらいいのかと聞く。

「いいっ！　触さわるな……」

　言ってみて、バーンは肩かたを揺ゆすった。ハッと息を吞のんで身をひくサラーンに、バーンは目を開けてしまう。先ほどよりはよほど目が利いた。顔と腕、脚あしの白さが形を識別できる。

「……お前がわたしを誘さそうと思うのは、わたしの自うぬ惚ぼれだろうな……」

　律りち儀ぎさの牽けん制せいが誘いになろうとはバーンは思わない。が、そのような言葉はどちらにしても誘いにはなろうし、もともとどこかで感応しあうものがあるのが、このような空間である。

　バーンにすれば、ジョクとのテレパシー的な意識の交こう換かんも可能なのが、この世界なのだから、気持ちの高まりが伝わらないはずがない。

　水みず牢ろうから脱だつ出しゆつして激流にもみくちゃにされたサラーンは、水の精の一員であるのだから、傷ひとつ負わなかったことは僥ぎよう倖こうではあった。が、ガベットゲンガーに摑つかまって救われ、その時の、全身の筋肉痛も癒いやされる一晩という時間を手にいれた今では、男の精とは疎そ遠えんにもなっていたと思い出せる……。

　相手も、知らない騎き士しではない。許される許されないではなく、精を吸わなければ、立てないのではないかとは恐おそれてはいた。

「めっそうもない……」

　思いもしなかった結界をバーンのほうから切ってくれたとわかれば、言葉はよろめいた。

　身体からだの芯しんに灯ひがともれば、膝ひざを引いてみたが、上体は知れず前かがみになってしまった。

　サラーンの目には、まだまだ青年の香かおりがする高貴な騎士が、無防備に横たわっているのである。しかも、勃ぼつ然ぜんともたげてくる欲情に身み悶もだえをこらえているのだが、それは、自分が刺し激げきになっているのであるから、嬉うれしくないこともない。

　が、打算は働きようがなかった。なぜなら、ここがコモン界という人の充じゆう溢いつする場所ではなかったからだろうし、なによりも、ふたりとも俗ぞく世せの想像をするまでの気力が回復していなかったからだ。

　身体の芯にともってしまった炎ほのおをくすぶらせるのは寂さびしい、と感じる状態であったのだ。

「騎き士し様のような高貴な方は……」

　と、サラーンは口にしてしまう。

「自尊心はあるぞ……しかし、人ひと肌はだのぬくもりに飢うえているときは、自尊心も屈くつ服ぷくする」

「……自尊心……？」

「己れを貴いと思うことだ。他人よりも優れた力、知力、魅み力りよくがあると大切にする心だ……」

「あたしは自分を美しいと信じたいのです……それを生きる心張棒にしたいのです」

「ふむ……」

「学問がございません。他ほかに身の収めようを知りません」

　その言葉を、バーンは愛していいと感じる。

「可か愛わいいな。賢かしこくもある……」

「……そうできません」

「考えれば良い。どうしたらウォ・ランドンに帰れるのかと考えるのだ。エ・フェラリオにも至上の生き方があろう。それを考えれば良い」

「騎士様をお助けいたすために、この身体からだを捧ささげるだけです」

　論理が飛ひ躍やくするのは仕方がないことなのだが、今のバーンはそれに惑まどわされる。左手がサラーンの腕うでを知り、膝ひざ頭がしらに触ふれる。ビクッと痙けい攣れんした筋肉が冷たかった。

「冷え切っているが、大だい丈じよう夫ぶなのだな？」

　バーンは、気配として感じる熱気がその肌にないことに仰ぎよう天てんしたのだが、言葉は冷静だった。

「はい……人の思いをいただければ、どのような寒冷の水の中でも……」

　そのサラーンの回答に、あらためて、バーンにフェラリオの生命力の在り様を想像させて、オーラ力の交感とその行こう為いによるオーラの増ぞう幅ふく作用が、世界をも構築しているのではないかと思わせる。

「そういうものか……！」

　感動した。

　事実、触れているサラーンの膝頭は、冷気の塊かたまりであったものが、すでに違ちがっているとわかる。

「触さわらせてもらっていると暖かくなる。が、そうなって、お前は大丈夫なのか？　冷たさに耐たえられるものが熱を持つと……尋じん常じようではなくなるのではないのか？」

「命の暖かさであれば、生気の源になるだけでしょうから……心も身も奮えるだけで……」

　さすがに最後まで言葉にはできないようだった。

　代わりにサラーンの腰こしが枯かれ草くさのベッドにのり、バーンの手が、サラーンの大だい腿たい部ぶに届くようになる。その大きな曲線が掌てのひらにふっくらと収まって、肌は吸い取られるなめらかさがあるとわかる。

　掌全体が熱気をおびて、バーンの内ない奥おうの火もまた炎ほのおの色をチロリと煌きらめかす。

「……うむ……元気をもらってしまうとわかるが……」

「どうぞ……。助けていただいたお礼は、このようにしかできないのですから……」

　パラッと湿しめり気をおびた髪かみがバーンに触れ、サラーンの言葉を、バーンはフェラリオの誘さそいとは思わなくなっている。

「そうか……」

　そのとき、バーンの目にはサラーンの身体からだ全体が蛍けい光こう色に浮うき立ったように見えたが、夜明けの光が窟いわやにはいり始めたからだと感じる。

「エ・フェラリオを正面から見たことがない……」

「コモン人のご婦人方と、なんら変わるところはございません」

　サラーンの言葉に、息いき遣づかいの波があらわれる。

「閲えつ覧らんさせよ……」

　バーンはむっくりともたげる自身を自覚しながら、警けい戒かいの意識は働いた。

　やや間があったあと、サラーンは注意深くシャツのボタンをはずしていった。

　その仕草に、バーンは怪あやしむのをやめ、勃ぼつ然ぜんと力をこめている下半身の己れを隠かくす気もなかった。が、革かわ鎧よろいのままであるのが、痛みになっていく。

　枯かれ草くさにのったサラーンが、シャツを丁てい寧ねいにたたんで頭の上の岩場においていく姿は、確かにしなやかで、どこか臆おく面めんがない動きに見えないではない。仰あおぎ見る長い左ひだり腕うでと肩かた、それにのっている濃のう緑りよく色しよくが、わき腹に簾すだれになっている状態が識別ついた。そして、サラーンは、上体をひいて正座のまま背筋を伸のばしてくれた。

「立てよ」

　サラーンは、言われるままに立つ。ほのかに忍しのび寄っていた夜明けの光が、くっきりと肢し体たいの輪りん郭かくを浮き立たせた。

「前に……」

　バーンが右手で自分の足元をしめすと、それに誘さそわれるままにサラーンは、バーンの足元に移動して、立った。ほのかな光のなかに、身体の半分が光をうけて、髪かみの半分が胸むな元もとをおおうようにしているのがわかった。

「それでは見えないぞ。女……わたしを跨またいで、前に……髪もうしろにするのだ」

「……ハッ……！」

　吐と息いきはサラーン自身の胎たい内ないの熱気を吐はき出す排はい気き音になる。吐息がおわると、サラーンはバーンの伸ばした脚あしを踏ふまないように気をつけながら、両足を左右にひろげながら前進をはじめた。

　淫みだらには見えない率直さが、可か愛わいさに見えてしまうのは、恐おそろしいことなのか……？

　前に下がってしまった髪を背中にまわすときに、両腕が左右に肩の上にあがって、サラーンの肢体そのものが、バーンの視界の前に曝さらけ出されて、とまる。

「そこでは、お前の天をささえる脚が触さわれん」

　サラーンの開いた両脚が、バーンが伸ばした腕にはるかに遠いので、そう要求する。

「……!!　お許しを……？」

「ヌ……？」

　バーンはうつむいたサラーンの瞳ひとみが、なにを要求しているのかわかった。最後の理性が一いつ瞬しゆん間かん、頭を駆かけ巡めぐった。

『齧かじられるのか？　襲おそわれるか？』

と……。

「めっそうもない……お苦しそうなので……」

　バーンの警けい戒かいにサラーンが侮ぶ辱じよくだという気配を見せたので、「すまない……本当に疑ってすまなかった」と謝罪した。

「ああ！　そうも正直な騎き士し様よ……」

　サラーンは、ゆったりとしゃがみこむとバーンの革かわ鎧よろいをくつろげる手伝いをしてくれ、力のこもったものを朝の空気のなかにそそり立たせてくれた。

「……力でありますなぁ……」

　そのものを凝ぎよう視ししながら立ち上がったサラーンは、その脚あしをバーンの愛あい撫ぶに任せながらも、それを助けるように膝ひざを空に泳がせて、大きな息いき遣づかいが天から降りはじめる。

「ここがサラーンか……」

「はい、騎士様」

　バーンの右手が、彼女の深しん奥おうに触ふれれば、サラーンの腰こしが天てん井じようになってそれを助け、熱をおびた湿しめりが、バーンの指から背骨を突つき上げて、熱気をたぎらせていく。

　そのようにさせてもらって、バーンはつくづくオーラ・ロードを走るあいだに、生気を吸い取られていたと気づいていった。背筋から身体からだの四方にむけて痙けい攣れんがはしれば、生体の熱気が、体内を充じゆう足そくしていく液体で満ちていくとわかるのだ。

『……このために、世界はサラーンと会わせてくれたのか！』

「騎士殿どの!?」

「欲ほしい。お前の生気の何分の一でも良い。わたしに分けてもらう」

　そう言葉にした。

「……どうぞ……。騎士様に分け与あたえられるものが、このあたしにあるのなら、この生命が泡あわになりましょうとも……！」

　バーンは、その言葉を天てん啓けいにする。

　右手の指がサラーンそのものをまさぐり、灼しやく熱ねつを感得していく。股こ間かんのものが朝の冷気のなかでも、放熱するのがわかった。

　サラーンのあえぐ息を雨にして、バーンの右手がサラーンの女を抉えぐるようにして、左手がその熱の源をさぐっていけば、サラーンの腰がまるで世界のように蠢うごめいて、その上の双そう丘きゆうが激げき震しんのなかで屹きつ立りつしていくのが見晴らせた。サラーンの両りよう腕うでは、踊おどっているのだ。

　その全身の歓かん喜きを代弁するかのように、バーンの手を吞のみ込まんばかりに、サラーンの腰はひらかれて、そこの息遣いをも大きいものにした。

「猛たけりを……収めよ……！」

「ハッ、ハッ……御ぎよ意いのままに……」

　息遣いが返事になり、かすかに言葉がこぼれはするのは、フェラリオといいながらも生き真ま面じ目めなのであろう。

　そして、バーンの手を逃にげたサラーンの腰こしが、痙けい攣れんする肉にく襞ひだをととのえる間もなく、バーンの熱の源を咥くわえてくれた。冷れい却きやくと再度の加熱がはじまり、バーンは、腰の中心から己れの肉体と神経と、もてる感性のすべてをサラーンの股こ間かんに埋まい没ぼつさせて、彼女の四し肢しがバーンそのものを押おしつつんでいった。

　その高みは、バーンにとっては、サラーンを突つき抜ぬけて、その背後にある世界の裏側まで感得する。サラーンは、満たされる歓かん喜きのなかに、肉と情の飢き餓がを潤うるおいのあるものにする。それも洪こう水ずいである。

　生体の歓喜を復習しあう男と女は、そののちも、サラーンの肉厚な唇くちびるが、バーンに肉体そのものの律動を思い出させるように絡からみつき、唾だ液えきのもつ熱が神経を鼓こ舞ぶし、そのねばりが細さい胞ぼうをぬらして、またも蠢うごめくことを思い出させる。

　サラーンの喘あえぎのついでに開いてしまった口こう腔くうのなかでのたうつ舌は、肉の内ない奥おうにある強ごう欲よくな命の証明であれば、それにバーンの舌が絡みつくのも当然のことで、二枚の舌が蛇へびになり、吐はき出される熱をおびた息は、手足をも痙攣させた。

「……むっ……！」

　これは敗北か？　一いつ瞬しゆん、理性がそう叫さけぶものの、目覚めきったバーンの男性は、サラーンの下腹部の広大な平野から、豊かな隆りゆう起きにむかってさかのぼって、生命の水をふくんだ山々を目指す。バーンの唇が、その固い隆起を確かめて吸い、嚙かみ、熱気をおびた肉の厚みは、男を天に突き上げる機能を見せもする。

「ウッ……」

　サラーンの呻うめきがバーンの頭上で波打って、濁だく流りゆうの音を打ち消しつづけ、バーンは呻きひとつ発しない。そして、ときに赤子のように無防備なままサラーンに吸い尽つくさせ、ときに、サラーンの胎たい内ないに彼の熱気のすべてを貼はりつかせる。包むものは、それが吞のみこむものが、その許容量以上のものであれば、破けるのだ。サラーンの全身は硬こう直ちよくし、皮ひ膚ふだけを痙攣させるだけになり、バーンはサラーンの皮膚を着たのかもしれない。




　歓喜の熱気が遠のいていったのちに、皮膚に冷気を感じて、バーンは目覚めた。

　革かわ鎧よろいの前はととのえられていたものの、汗あせのひいた全身は、冷気を直接つたえる役を果していた。

　ブルッと震ふるえてから、バーンはそこにひとりでいることを知った。

「……サラーン？　どこにいった？」

　懐かい中ちゆう電灯の光がなくとも、ガベットゲンガーの足元が水みず飛沫しぶきに洗われているのが見えて、夜が明けているとわかった。

　濁流は、水みず嵩かさを増していた。サラーンの見立てはまちがっていたのだ。彼女が身につけていたアロハ・シャツは、頭の上の岩場にそのままあった。

「…………!?」

　身体からだは、はっきりと記き憶おくしていたが、気け怠だるさは感じない。むしろ、サラーンを抱だいているときに感じ、口走ったかもしれない気分、壮そう健けんである、と実感する。

　立ってみた。

「…………」

　短たん剣けんをさげた腰こしのベルトをしめ直して、バーンは、水が打ち寄せるところまで歩んでもみたが、身体に問題は感じられない。

「……確かに、あのフェラリオは、わたしに力をくれた。あれが錯さつ覚かくとは思えないが、あとで、悪いことが起るのか？」

　疫えき病びようのようなことを思い、命が短くなったかもしれないとも懸け念ねんしたが、今、全身にその兆候があるとは感じられない。

　サラーンの肉の薫かおりを身にまとった自分であっても、堕だ落らくしているとは感じられない、とも自覚する。

　頭は、目にした現実を理解できているのだ。

　バーンは、窟いわやのなかに運ばれた品物をまとめると、膝ひざまで濡ぬれながら、ガベットゲンガーのコックピットに這はい上がって、

「サラーンは、どこかっ！」

　猛もう烈れつな勢いで走る雲にむかって叫さけんでみたが、あまりにも芝しば居いがかっている自分の姿に唾つばを吐はいた。雲を運ぶ風が、バーンの顔を叩たたくのが爽そう快かいであった。

　ググルルルルーオ。

　低い音おん響きようが、腹の肉をゆすった。バーンは低く走る雲を切り裂さいて降下してきた飛行物体を目にした。

「…………!?」

　それが、ミの国で使われているオーラバトラーであることは、瞬しゆん時じにしてわかる。

「わたしの頭は狂くるっていない……」

　バーンは、濁だく流りゆうの音を押おし潰つぶすようにして接近する音響が、オーラ・シップのものであることも理解できるのだ。

「上じよう昇しようしたか？」

　いま見えたばかりのオーラバトラー、ドウミーロックは、またも雲のなかに消えてしまった。

「こんな狭せまい谷のあいだで、なんで操縦できるのだ!?」

　そんな疑問がわくのも、バーンが明めい晰せきであるということだ。サラーンに吸い取られ汚お染せんされた自分ではない、と確信する。







　６　空ゆく艦かん隊たい







　バーンは、ガベットゲンガーに歩行運動をさせて、敵性のオーラバトラーが消えていった方角を仰あおぎ見る。ガベットゲンガーの初動は、昨夜より数段良くなっているという実感は、バーンのよみがえった生気をエナジィにして、機動能力を復活しているからだ。

　まさに、オーラバトラーである。

　しかし、羽根がなくなっているという物性的な不都合さをカバーするものではない。大きなジャンプができるていど、と覚かく悟ごする必要があった。

　低い雲の流れは速く、その上の雲は、時折、青い空をのぞかせはしても、この狭きよう隘あいな谷間に、オーラ・シップが意識して降下できるものではない。

　タンタンタン！

　機き銃じゆう音がこだまして、はじめてバーンの耳に達するものになった。

「…………!?」

　それもひとつではない。かなりの数が重なりあって、濁だく流りゆうの音を攪かく乱らんした。

　ドウッン！　という音おん響きようは、オーラ・シップが山に激げき突とつしたのか、撃げき沈ちんさせられたのか？

　ややあって、雲をわって瓦が礫れきが落下して、茶色の水面に白い飛沫しぶきがあがり、そのいくつかがガベットゲンガーの立っている窟いわやの上の灌かん木ぼくにも落ちかかる。

『艦かん隊たい戦か？』

　空中での戦せん闘とうにも〝艦隊戦〟という言葉をつかうのは、オーラ・シップが船そのものを原型にしているためである。

　まだ明確に状じよう況きようが見えないので、バーンは自機を動かすことはしない。が、オーラ・シップをささえるオーラ・ノズルの咆ほう哮こうは、濁流の音響を圧するようになって、はしる雲のむこうに閃せん光こうがわき、消えた。

　と、左右に雲をわって黒い影かげが現れると、ガベットゲンガーの頭上をふさぐようにした。それは、雲を巻いて降下した龍りゆうが、濁流の面おもてをすべて濃のう霧むのように泡あわ立だてた。

「無茶なっ！」

　窟の上の灌木がなぎ倒たおされ、岩くれがガベットゲンガーを襲おそう。が、バーンは、窟のなかに機体を押おしこむようにして、その岩場から離はなれない。ここは、今、動いてはならないとした。

　眼前を艦底が走り、船体がようよう上じよう昇しようしていく。その間にも、左右の舷げん側そくにならぶ機銃がそれぞれに吠ほえ、フレイ・ボンムの筋が左右に走った。

『どこに敵がいるのか？　だいたい、これはどこの艦だ!?』

　辺境とはいえ、アの国の領内である。

　今がどういう時であるかわからないが、バーンにはアの国に侵しん攻こうする敵艦隊があるとは思い当たらなかった。アの国の周辺には、そのような強力なオーラ・シップの艦隊をもつ国などはないからだ。

『十年経たっていれば話は別だろうが、サラーンの話からもそうではない。トーキョに行っていたあいだは、足かけ三日でしかない。時間経過のズレがあったとしても、コモン界での一年になることもなかろう。どこの艦かんだ？』

　高度をとった艦の左右に、瞬しゆん時じ切れた雲間から、同型艦らしいシルエットが三つ遠望できた。

『なんという……!?』

　高空には雲がないとしても、その艦隊の身のよせようは尋じん常じようではない。赤い閃せん光こうが、はっきりと一艦を直ちよく撃げきするのが見えたが、背後から聞こえる艦の音に、バーンは自機を前に出していた。

　今度は、前の艦よりはさらに意図的に、濁だく流りゆうの面おもてをかすめるように接近する艦かん艇ていがあったが、これもゼナー・タイプの同型艦に見えた。が、

「クの国の艦隊だと!?」

　バーンは、窟いわやの横手をすべっていく艦の横腹に、クの国の紋もん章しようを認める。

『噂うわさには聞いていたが、クの国も艦隊を整備していたのか!?』

　多少、納なつ得とくはいった。

　アの国の同盟国であるクの国には、アの国からオーラ・シップを輸出したこともあったのだから、クの国がゼナー・タイプの改良型を有して、オーラ・シップ艦隊をもっていても不思議ではない。が、その艦隊なら練度はひくいはずで、ミの国の攻こう撃げきに翻ほん弄ろうされるのも納得できる。

『ミの国のオーラバトラー奴め、盛んなものだ。こんな天候でも仕し掛かけるのか？』

　バーンは多少驚きよう嘆たんする。

「……!?」

　最さい後こう尾びの艦が行きすぎる間もなく、フレイ・ボンムの直撃がバーンの窟の左右に降った。

　バーンは自機の足元にサラーンの姿をもう一度捜さがして、

「サラーン。今朝けさのようなお前なら、また会うも良い！」

　言いつつ、そのすべてを忘れる。

　バーンは復活したのである。彼の意識は、右方向の谷間を離り脱だつしようとしているミの国のオーラバトラー、ドウミーロックの動きを目で追っていた。

『奴やつは甘あまい！』

　自機の右手はつかえず、武器も携けい行こうしていない。飛行も万全ではないのだが、なんとかなると踏ふんだ。

　バーンが、雲に隠かくれたドウミーロックが、もう一度、戻もどってくるとわかったのは、それが、あからさまに最後尾のオーラ・シップに攻撃をかけたがっている挙動を見せたからだ。最後尾のクの国のオーラ・シップが、疾しつ風ぶうのような雲のなかに無む駄だな火線をひいて、艦の所在を敵に知らせるようにしていたことも、敵機の攻撃を引き込んでいた。

「…………！」

　バーンは、自機の左手を低く構えさせて、アイドリングをあげる。完かん璧ぺきではないが、使えるオーラ・エンジンの鼓こ動どうだ。

　サッと走る雲の底をなぞるようにして、目標にしていた敵機が現れた。

　濁だく流りゆうのなかの岩場に敵が伏ふせているとは思いもしないミの国のオーラバトラーは、濁流に飛しぶ沫きの筋をつくってフレイ・ランチャーを連射した。

「ンッ！」

　息を吐はくと、ガベットゲンガーがその息い吹ぶきに呼応してジャンプする。つぎには、指の焼けた右みぎ腕うでを敵機にからませ、左手が敵のフレイ・ランチャーを撥はねあげて、それが返るところを摑つかみ取る。

　右腕は敵機の腹部を連打していた。その一いつ瞬しゆん後、機体をはなす刹せつ那な、ガベットゲンガーの足の爪つめが、敵機の肩かた口ぐちを蹴けりおろし半はん壊かいさせる。

　バシーャ、ドゴッ！

　飛沫がその機体を吞のみこみ、数度頭を濁流に見せたものの、腕を破は壊かいしたので激流に棹さお差さすことなどできずに、見えなくなっていった。パイロットが失神したのは確実である。

「フン！」

　半分、撃げき破はの状じよう況きようを確かく認にんするだけで、バーンは、自機を最さい後こう尾びの艦かんにむかって飛ひ翔しようさせた。羽根がつかえないのだから、一直線に行くしかなかった。

　地上から戻もどってはじめてのオーラバトラー戦の感かん触しよくは、機体が軽くなったと感じる。世界のオーラの在り様が異なるから、そのように感じるのかもしれない。

　それでも、一度の白兵戦で、推力の減少がいちじるしいという感触は残った。が、再生も早いだろうと信じる。

　クの国の最後尾のオーラ・シップは、バーン機を味方と識別できず火線をむけてきたが、バーンはかまわずに、そのオーラ・シップの甲かん板ぱんを目指した。

　ゼナー・タイプにちかい艦の甲板は狭せまく、ブリッジの前にあった。ガベットゲンガーに最後の推力をあたえながら、バーンが、横すべりにオープン・デッキに飛びこんでいくと、ブリッジは無人に見えた。クルーは、床ゆかに身を伏ふせているのだ。

「フンッ！　わたしのほうが腕は上だな？」

　機き銃じゆう座の射手の下へ手たさかげんに呆あきれながら、それが幸いした自分の立場に失笑する。

　視界が利きかないことと、あまりに間近にガベットゲンガーがあらわれたことが、機銃座の兵たちに狙ねらいをつけさせなかったのだ。

「アの国の騎き士し、バーン・バニングスである。合流させていただく！」

　外部のスピーカーで、オープン・デッキから上がる無人のブリッジに呼びかけると、ようようにして、二、三の人ひと影かげが立ち上がったが、雲の幕がそれをさえぎっていく。

　足元のデッキもはっきりと見通せないのは、雲のなかを飛行しているからだ。

『しかし、この艦隊のオーラバトラーはどうしたのだ？』

　それが不思議だった。数隻せきの艦であれば、オーラバトラーを同どう伴はんさせていなければならないのに、一機の影も見えないのは、編制としては異常すぎた。

　バーンは自機をかがませると、奪うばったフレイ・ランチャーをブリッジの塔とうの下にむけようとして、

「そこかっ！」

　自機のフレイ・ランチャーを右みぎ舷げん後方にむけるや、火を噴ふかせる。

　その炎ほのおの筋が雲のなかに吸いこまれて、炎の筋の横に影かげが浮うく。そこに第二射目をいれると、雲の幕の一角がパッと白から赤に変じて、爆ばく発はつが雲を裂さいた。直ちよく撃げきである。

「おおうっ!!」

　どこからということなく将兵の喚かん声せいがあがり、バーンのガベットゲンガーの神かみ業わざを祝福してくれた。

『……!?……まったくっ！』

　その反応に、バーンはふつうの人々の小こ狡ずるさといったものに神経がささくれ立ったが、今は、それも我が慢まんできた。サラーンとの交感が気持ちを寛かん容ようにさせているのだ。

　周囲がいきなり明るくなり、すべての背景が青くなった。眼下に雲海の白い波が、広大な雪ゆき景げ色しきを形成していた。

「……なんだと？」

　周囲にあるのはクの国の艦かんだけで、敵てき影えいはない。狐きつねにつままれたという感覚がバーンを捉とらえる。

　逸はやりすぎか、と反省をしないではない。

　雲海のむこうに、遠く山の頂きが浮いているのを見晴らしてから、バーンは、周囲に五隻せきのナームワン・タイプの艦を見届けると、ガベットゲンガーをその艦の整備デッキにいれる。

　そこは、左右に開口部があって、ガベットゲンガーでもともかく立てる姿勢を保持できる空間があった。

　前後にはベランダがあり、最上部だけが回かい廊ろうになっていて船首と船せん尾びをつなげ、その直上は装そう甲こう板をかねた天てん井じようがあった。

　そのデッキにも待機しているオーラバトラーはなく、その艦内に対空戦せん闘とう体制解除の命令が走り、そこここのデッキから将兵が姿を見せて、整備兵や将兵が、ガベットゲンガーの働きで危機を脱だつ出しゆつしたことを謝してきた。

「…………？」

　バーンが、それら将兵の反応を妙みようだと感じている間に、整備用のクレーンが引き出されて、ステップをかけてくれた。

「……アの国の聖戦士であり、騎き士しであるバーン・バニングス殿どの!?　確かでありますか？」

　出で迎むかえに立った士官の顔は、緊きん張ちようと驚おどろきに引きつって、ステップの下に起立の姿勢をする。

「そうだが、許可もなく着艦したことは、お許しいただきたい」

「いえ、そのようなことは……本当にバニングス殿でありますか？」

「自分がオーラ・ロードに取りこまれて、消えたという噂うわさがあるのであろう？」

「は、はい。ミの国のキロン城侵しん攻こうの際、空中戦の途と中ちゆうで行方ゆくえ不明になったという事件は、クの国でも知らない者はありません」

　ブリッジから駆かけつけた士官までが、頰ほおを紅潮させていた。

「了りよう解かいだ。自分は、ただいま、この戦せん闘とうの渦か中ちゆう、将官等の戦闘中の意気を感知したために、オーラ・ロードから抜ぬけ出せたと考えている。そのために、ご覧のとおりの働きをさせてもらえたのだ。地上界からの帰き還かんである」

「地上界から!?……そうでありますならばっ！　我がビショット・ハッタ王とルーザ・ルフト様に謁えつ見けんをっ！　ただちに！」

「ビショット王にルーザ様だと……？」

「ハッ、この艦かんは、我が第一艦隊の旗艦でありまして、王とアの国のお妃きさき様がご同乗なさっておいでなのです」

「……？　どういうことか？」

　ブリッジから来た士官が緊きん張ちようして報告してくれればくれるほど、わからない話なのだ。

「説明は後ほど……。この一カ月ちかくの戦せん況きようにつきましても、ご説明しなければなりますまいが、ともかくも上に！　さっ！」

　バーンと士官たちのやりとりを聞いていた周囲の兵たちも、ようやく、実感をもって地上界から帰還したガベットゲンガーの機体とバーンに拍はく手しゆを送ってくれた。

「誇ほこれることではないが、異なる世界の土産みやげ話は、諸士等には、のちほど物語ろう。少々待っていただきたい。お見せするものを用意しなければ、自分が地上界に行ったことの証明にはならんであろう」

　バーンは、東京郊こう外がいの家でもらった携けい帯たいテレビはコックピットに残して、米軍の基地でもらった小型ビデオ・ディスクのセットと衣類、それにいくばくかの雑貨品を手にして、整備デッキに降り立ち、衣類をいれてあったビニールの袋ふくろを将兵たちにしめした。

「地上界の市民がつかう安物の袋である」

「そのような艶つや々つやとした金属のような物がでありますか!?」

「見た目と違ちがって、軟やわらかいぞ」

「まるで魔ま法ほうのようなものであります！」

　そのような感かん嘆たんはバーンにもわかり、これで信じてもらえると思えた。




　案内されたのは、ブリッジの下のデッキにある士官室で、艦かん艇ていのなかにある唯ゆい一いつの広い部へ屋やである。そのために、ときに貴人たちを接待するために使われたりもする。前部、左右に数個の丸まる窓まどがあり、展望もきいた。

「いやぁ、確かに、騎き士しバーン・バニングスであるなぁ」

　ビショット・ハッタ王が、その風ふう貌ぼうそのままといった高い声をあげて、バーンの姿に感嘆して見せた。白く細い顎あごと三角眉まゆがよく動く。

「まちがいなく。バーン、よくぞ帰還された」

　暖だん炉ろを象かたどった壁かべを背にして椅い子すにすわったまま、ルーザ・ルフトは、それでも身を乗り出してバーンを見上げてくれた。

「ハッ。このような場所でおめもじできるとは、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。なにからお話しして良いか迷いますが、騎き士しといたしまして、まずお尋たずねいたしますことをお許しいただきたいのです。この艦かん隊たいを襲おそった敵は、ミの国のどういう部隊でありましょうか？」

「ニー・ギブンのミィゼナーだよ。ゲリラ戦法とやらが巧こう妙みようでな。この艦隊は、ビショット様が、ドレイク・ルフト王の観かん閲えつをうけるために、ラース・ワウに移動させているものであるのだが、それを、ニーがミィゼナー一隻せきで襲ってきたのです」

　ルーザの口調はあからさまに憎にく々にくし気で、気品の底が抜ぬけたと感じられる。

　バーンは、たった一隻の同型艦にあのように翻ほん弄ろうされたか、という驚おどろきは表情に出さず、

「オーラバトラーがなければ、当然でありましょう」

「ン……！　ドレイク・ルフト様のご命令でな。オーラバトラー部隊は先発させたのだ。まさか、ニーのミィゼナーが、我わが艦隊を襲うとは思ってもいなかったからなぁ。一隻が撃げき沈ちんされた。貴公の帰き還かんがもうすこしばかり早かったら、こうはならなかったのだぞ？」

「ハッ！」

　鉄面皮な、と感じないではないのだが、そのビショットの言葉の背後に、バーンは、奥おく歯ばにものがはさまったような雰ふん囲い気きを嗅かぎ取っていた。頭を下げてみせたバーンは、このふたりはどのように絡からみ合っているのだ、と考える。

「いや、良い良い。ニーのオーラバトラーを三機撃げき墜ついしたはずだ。それで奴やつは尻しつ尾ぽを巻いて逃にげてくれた。これもガベットゲンガーの掩えん護ごがあったればこそだ。艦長！　低空でも、あんな場所に逃げるのは得策ではないと了りよう解かいしたな？　わたしの命令は実戦ではまちがうこともある。なにしろ、空中での艦対戦などというのは、それそれ、まったくの素人しろうとであるからな……？ハハハ……！　よろしいかな？　艦長殿どの!?」

「ハッ！　王にそのように申されましては、我が身では、答えようがございません」

　ドアの脇わきで直立不動の姿勢の艦長が最敬礼をする。このような王では、騎士といえども、独自の働きを果たすのは容易ではない。

　頭をあげたバーンは、まくしたてるビショットを目の端はしにとらえているルーザの髪かみ飾かざりが、高たか鬘かつらに美び麗れいすぎる金粉銀粉をまぶしたものであるのを見て、ふたりの関係を了解した。

『ドレイク王のためにも、自分の下世話な想像がはずれて欲しいものだ』

　とすれば、バーンはもうルフト家とラース・ワウのことを考えることはやめていいのだろう、と思っていく。

　ビショットは、ようやく鷹おう揚ような態度をバーンにみせた。

「……アの国とクの国とは、このところ誤解があってな。ドレイク様の心を痛めてしまわれた。わたしの不徳のいたすところだ。そのために、こうしてルーザ様に、この艦隊の視察をお願いいたして、クの国として誠意を見せなければならないと考えたのだよ」

　そのような言質など言い訳にしかすぎまいが、反論する必要などはないので、ただ畏かしこまって承うけたまわれば良い。バーンにとっては、そのビショット王の言葉から、現在の両国の関係や彼がなにを企たくらんでいるのか想像することができて、ありがたいだけなのだ。

　もともとドレイク・ルフトが、ビショットのクの国と連合しながらも、けっして心を許していないことは、ラース・ワウでは周知の事実なのである。

　ビショットが、このような空飛ぶ艦かん隊たいを編制できれば、亀き裂れつの芽は深くなるばかりである。

　とすれば、ミの国との戦争状態がつづいているなかで、ビショットを謁えつ見けんするにしても、艦隊のオーラバトラー部隊を剝はぎ取っておいてから、恭きよう順じゆんをしめす観かん閲えつ式をおこなわせるのであろう。

　それが、覇は権けん主義にとりつかれたドレイク王のやり方である。

　王たちは、軍ひとつ動かすにも、政治を配はい慮りよし、連合・反目のドラマを延々とつづけなければならないのであるのだから、どんなに姑こ息そくな手段でも破は廉れん恥ちな裏切りでもおこない、状じよう況きようによっては相手を丸まる裸はだかにしておくという配慮にも、十全を尽つくすのである。

　しかし、どこか華か麗れいに装そう飾しよくされている士官室やふたりのファッション、椅い子すの位置もそうだし、テーブルに用意されていたらしい茶さ菓かの支度などからも、ビショットとルーザの馴なれ合っているのがあからさまなのだが、それを恥はじもしなければ警けい戒かいすることもない神経は、バーンにはわからなかった。

「地上界に行ったというは、本当でありますか？　騎き士しバーン？」

「はい……かつては、我わが国の聖戦士でありましたジョクの国に行き、その他ほかの国の存在も垣かい間ま見てまいりました」

　バーンは、横よこ田た基地内の店で購こう入にゆうできるメイド・イン・アメリカやら日本のグッズのいくつかを披ひ露ろうして、その上で、ビデオ・デッキ・セットをしめした。

「……放送されている電波があればそれを受信して、この箱のなかに映し出すのが本来の役目であるのですが、これには、自分が撮さつ影えいした動く絵と音がはいっております。それをここに映すことができるのです」

　横田基地では、バーンにアメリカに行くことを納なつ得とくしてもらうために、女性隊員の調達だけではなく、このようなものまで提供して歓かん心しんを買ったのである。

　バーンは、電池の消しよう耗もうを恐おそれながらも、自分が撮影した横田基地の光景をビショットとルーザに見せてやった。その小さな画面には、鮮あざやかな色しき彩さいと音声で、バーンに笑いかける米軍将兵やら、ジェット輸送機が映り、基地内から遠望できるモルタルの日本家屋なども見えるのである。

「このように鮮せん明めいに絵が動くとは!?」

「これが地上界の軍隊の光景であるのだな……!?」

「はい、もう少し画像はあるのですが、電池の消耗を恐れますので、ここまでにさせて下さい。ショット・ウェポン様にご相談をして、電池の充じゆう電でんの方法などがわかれば充分にお見せいたします」

　ふたりの貴人は、バイストン・ウェル以外の世界が実在することに驚きよう嘆たんし、それぞれの野望を刺し激げきされたのは、言うまでもない。







　７　世界を照らすもの







　貝かい殻がらのシルエットをもつジャコバの宮きゆう殿でんの広間の壁かべは、鮮あざやかなぬめりをもったカーブで構成されて、十数の柱が上の階層をささえていた。

　そのすべての面が真しん珠じゆの輝かがやきに似た光を発して、貝殻の外側をまねた紋もん様ようで飾かざってあった。

　それほど変化がないように見えながらも、壁は壁なりに、柱は柱なりに微び妙みように色がちがっていて、見て飽あきることもなく、壁のゆったりとした曲面は、もともとが生物であるものを模しているために、柔やわらかく安心ができた。

　案内された広間の右の部へ屋やは、床ゆかも天てん井じようも色の濃のう淡たんがおだやかに変化する面で構成され、外からの光をとりいれる開口部があったが、ガラスなどはなかった。

　椅い子すとテーブルも、材質は貝殻から削けずり出したもののようなのだが、特異な形をしていないため、いつの時代のデザインか特定できない。

　ジョクが座りごこちがふつうにみえる椅子に腰こしをおろすと、別のドアから手に盆ぼんをもった若い女性が現れる。

『サラーン・マッキ……!?』

　一いつ瞬しゆんそう勘かん違ちがいするほど、その若い女性はジョクが初めて会ったフェラリオに似ていたのだが、緑色の髪かみがそう思わせているだけのことだった。

「サラーンを知っているのか？」

　ジョクの正面にすわったジャコバ・アオンの瞳ひとみがくもる。

「はい。ドレイク・ルフトの水みず牢ろうのなかで……。それも、コモン界に降りた直後でしたので、水中に押おし込められている女性の姿に驚おどろきました」

「好こう奇き心しんの強い娘むすめだった。それで、ああいうことになった」

　そう語るジャコバを見るジョクの視野のなかで、お茶のセットをテーブルにおく若いエ・フェラリオの白磁のような腕うでが、健すこやかになめらかに見えた。

「ケーキか！」

　チャム・ファウのするどい声が、窓にあたる方向からしたと思うと、無ぶ遠えん慮りよに部屋のなかに飛びこんできた。

「おばあさま。おばあさま。あたくしには、いただけないのですか？」

　さすがに、ジョクとジャコバのあいだには入らず、給仕していたエ・フェラリオが身をひいた位置に滞たい空くうするようにして、尋たずねてくる。

「この方は、わたしたちにとってはお客さまです。あなたは、そのエイシャーに頼たのんで、隣となりのお部屋でいただきなさい」

「はい、おばあさま。エイシャーお姉さま。お相しよう伴ばんさせていただけますか？」

　チャムは行ぎよう儀ぎ良くエイシャーと呼ばれるエ・フェラリオに尋ね、エイシャーはジャコバに目で問うてから、チャムを隣となりの部へ屋やへと招く。

「ジョク、あとでね！……お姉さま！」

　エイシャーは、ジャコバとジョクに軽い挨あい拶さつをすると、チャムを盆ぼんの上にとまらせて退出していく。その間に、ジャコバの左右につき従っていた老人たちもいなくなっていた。

「……世界が、表と裏にあることによって、知的生命体の生かされている世界は、豊かなものになりました。ことに、地上世界の魂たましいの救済には役立ったものでした」

「はい。人が従しよう容ようとして死につけるのも、そのためでありましょう」

「そうだ。達観したら死を恐おそれないというのではない」

　ジョクは、口にしたカップをとめて、ジャコバが現代医学を批判していると思う。

「オーラ力が衰すい退たいすれば、死に至る。それが自然のことですか？」

「そうだ。死が本当に恐ろしいことなら、生物は生まれはしない。なによりも、人は、生まれるときには肉体的な苦しみを感じているのだが、それは忘れてしまって、想像もできないがゆえに死の恐きよう怖ふに慄おののく。おかしなことだな」

「知ち恵えの錯さく誤ごとでも申せばよいのですか？」

「そうだな。人はもともと自己欺ぎ瞞まんの能力を授けられているのだが、どうしても、そのことに気づこうとはしない。そして、人がそのことに気づかないということが、オーラ世界をふくめた我々の世界を破は壊かいにみちびいている」

「世界を破壊しつくすまで、人類は知らぬ顔をして地球を食いつくすと……？」

「それは結果だ。わたしが言いたいことは、少しちがう。生物が産み出されていった過程では、増ぞう殖しよくそのものも、自し然ぜん淘とう汰たによってバランスがとれるように仕組まれていた。それは、細さい菌きんやウイルスをはじめとするすべての生物、さらには、自然現象そのものまでのバランスも按あん配ばいされていたのだ。人も、自然にたいして武装するまでは、自然淘汰のなかに組み入れられていたから、人が生き延びるために、必死にオーラを蓄たくわえていくことに専念した。それが、このバイストン・ウェルが生成する源となった」

「しかし、オーラの力は、世界をつくれるほどのものであった、ということがわかりませんが？」

「フン……それは、貴公が物に縛しばられているから見えないだけのことだ。精神波が物を構築する世界もあるという。オーラが世界を構築するという理ことわりが見えないのは、貴公の料りよう簡けんが狭せまいせいだ」

「なるほど……」

「宇宙の果てを見ていなくとも、地じ獄ごくというものや天国というものを見たという者はいるだろう？」

「はい……」

「それがその者の錯誤か妄もう想そうであろうとも、少なくとも、それらのものを見たという人々は、その視覚体験によって人生を左右されることがある。だから、あるのだよ。まして、貴公はバイストン・ウェルに降りて、再び地上世界にもどり、そして、今またここにある」

「はい……あるものは、そのまま信じろときこえますが……」

「そうだ。人の遺伝子は、遺伝子そのものが永遠に生き延びるために、細さい胞ぼうをつくり、単細胞の脆ぜい弱じやくさゆえに、多細胞の生物をつくりだし、脊せき椎つい動物までつくった。それは、遺伝子が生き延びるためであったが、その遺伝子たちが、自分たちの防ぼう波は堤ていや乗り物にした多細胞の生物体を彼らの視点から認にん識しきできるか？」

「遺伝子に目があったとして、ということでしょうか？」

「そうだ」

「あり得ないでしょう。遺伝子に認識力があったとしても、彼らにとっては、ひとつの人体さえ、膨ぼう大だいな量と広がりをもったものとして感じられるはずですから、外から見ることはできません」

「遺伝子同士は鎖くさり状じようのつながりのなかに、自分たちの存在のすべてがあると信じるのが精せい一いつ杯ぱいであろう」

　ジョクは、テーブルの上のケーキがどのような味がするのか気になった。が、

「……人の認識力などは、ＤＮＡの鎖の一部分ていどの認識力であると？」

「それは、このわたしでもそうだ。ともかく、そうであっても、今日までは、人のオーラ力によってつくられるバイストン・ウェルもふくめて、まあ、それほど悪い結果ではなかった。人の夢と妄もう想そうの体現であるバイストン・ウェルと地上界はたおやかであった」

「そうでしょう、としか申し上げられませんが……そうだ。遺伝子のお話ですが、ＤＮＡの鎖がほどけたりすると、もとの鎖が鋳い型がたになって、ほどけた部分に鎖が再生されるという現象があるといいます。その性質が、地上世界とバイストン・ウェルという表と裏の世界があるということと、関係があるのでしょうか？」

「関係というよりは、そういうものだ。乗り物が使える世界がなければ、乗り物は不要であろう」

「生体とオーラと世界……そういうつながりですか？」

「存在するということは、そのものだけでは存在できないということだな。人は、科学技術を使って、自然から独立して生存できるようになったと考えたときから、自然から搾さく取しゆすることしか考えなくなった。その結果がどうなるかは、自明であるということだ」

「ですが、自己増ぞう殖しよくをするためには、愚ぐ鈍どんでなければならないという原則もあると想像できますが……」

「しかし、生物の愚鈍さは、己れのコピーしか考えない単純な存在であるということだ。その生物が、本質的に遺伝子のなかにもっている強ごう欲よくさとか愚ぐち直よくさによって、世界が浸しん蝕しよくされ、併へい吞どんされることを恐おそれて、自然界は自然淘とう汰たというバランスの取り方を発明して、生物の存続を許したのだ。バイストン・ウェルの成立には、この自然界の大きな摂せつ理りが荷担している……しかし……それは、オーラ力だけではない。遺伝子のなかにある絶対欲望を個の世界のなかで終息させれば、ひとつの個体が世界を浸蝕することなどはないだろうという予定のもとに、オーラ世界が発現されたのだ。知的生物体を、それで自己完結させられると考えたのだな」

「…………」

　ジョクに返答できるレベルではない。

　バイストン・ウェルと地上世界の因果関係については、人の妄もう想そうとオーラ世界の存在が関係あるのではないかと、ショット・ウェポンをはじめとするバイストン・ウェルに落ちた地上人や、中なか臣おみ杏あ耶や子ことも話しあったことがある。

　が、今、ジャコバの話していることは、もっと根源的な問題なのだ。ジョクは、ただ彼女の言葉を吞のみこむしかなかった。

「不幸なことに、人の意思ではなく、遺伝子にもたされた本能的な自己保存のカリキュラムの上に、人類は科学技術で武装した。そのために、過大な自己保存のシステムをこの狭せまい惑わく星せい上に行使しすぎたのだ」

「それは……わかります」

「これがすすめばどうなる？」

「過大すぎる人口は、地球など吞みつくします」

「そうだ。それを知っていても、人は増ぞう殖しよくをやめることができない。それは生物としての宿しゆく業ごうだな」

「はい……自然淘とう汰たも遮しや断だんして、自己粛しゆく正せいもできないのですから……どうなります」

　結局、ジョクの避さけていた質問、行き着く先について聞いてしまった。

「簡単である。増大したオーラは、バイストン・ウェルを肥大させて、地上世界にまで現れる」

「はい。現に、今回、自分は地上でカットグラを使いました。地上世界にもオーラが拡大していると実感できます」

「その事象を憂うれうのだ」

「行き着く先は……？」

　ジョクは、ゆったりとしていられる気分ではなかった。が、ジャコバは答えずに、ジョクに聞く。

「バイストン・ウェルと地上界が融ゆう合ごうしたらどうなるか？」

「世界の混乱の終局は、破は壊かいでありましょうが……両世界の融合は、なにか底知れない力を発揮して、地球を破壊するように作用するのでしょう」

　ジョクは初めに言おうとした言葉をのみこんで蓋がい然ぜん的に応こたえる。具体的な現象は、安手の占うらない師みたいになってしまうからだ。

「フン……わたしにできることは、バイストン・ウェル世界だけが、地球圏けんから脱だつ出しゆつすることもあろうという空想だ」

「…………？」

　ジョクは、ジャコバの暗い表情を下からちょっと見上げるようにした。

「……夢物語だよ。人はすさび、共食いをするような事態が地上界に引き起されような。その上、地上世界とバイストン・ウェル世界のあいだでの覇は権けん争いが起ころう。その結果は、共食いを越こえた自己崩ほう壊かいだろう。これこそ、バイストン・ウェル的な表現だが……」

「この惑わく星せい全体が砂さ漠ばく化かするというような現象が累るい積せきして、チャム・ファウのような娘むすめも地上人に犯される光景が連綿とつづく。民族とか家族とかいう概がい念ねんも喪そう失しつして、遺伝子そのものは、どうなります？」

「言ったろう？　オーラ世界そのものだけを取り出して、虚こ空くうに飛ぶ」

「それでなんの解決です？」

「オーラが、知ち恵えを放ほう棄きする種を創出すればよい。それで遺伝子が困ることはない」

「そのとき、自然界はその存在を許しますか？」

「知恵が自然界のガンであるとかウイルスと考えてもいいのだが、オーラが解放されれば、自然界が治ち癒ゆにむかうのだから、それでいいだろう」

「……人にとっては、悲ひ惨さんな終局ですね……」

「そうかな……これは言葉遊びではない。でなければ、このようにワーラー・カーレーンに地上人を呼びこむことなど、我々の世界が許すわけがない」

「はい……ジャコバ・アオンにしても、絶対者ではないのですね」

「わたしは、ここにいるエ・フェラリオたちの修行に立ちあっている長でしかない。それも穏おん当とうな順位があって、それにしたがってやっているだけだ。にもかかわらず、貴公に会うことができたのはなぜかと考えてみた。その結果がここで語ったようなことだ」

「……とすれば、どうしろと？」

「バイストン・ウェルの存在を地上人に認にん識しきさせて欲ほしい。そして、これほどの世界を共有していることの素す晴ばらしさを認識すれば、遺伝子的な拘こう束そくからはなれて、ゆったりと暮さないかぎり、人類は自じ滅めつするということが了りよう解かいできるだろう」

「できましょうか？」

「間にあうと思いたい。でなければ、我々の存在は無に帰する」

「今日の地上人は、オーラバトラーや我々にただ驚きよう嘆たんするだけで、世界の在り様を考察するところまでは行っていない、というのが実感でした」

「真の驚おどろきがあれば、その驚きがなんであったのかと考える感性はあろう。それを喚かん起きするのだ。オーラマシーンを使ってでも」

「自己矛む盾じゆん的な方法です」

「そんなことはわかっているが、議論をするつもりはない。わたしがこのままの姿で地上世界に現れてもなんの説得になる？　それは、地上人の貴公が一番よく知っている地上人の性せい癖へきであろう？」

「それはもう」

　ジャコバは手を上げて、ジョクに起立をうながした。

「試行錯さく誤ごはつづくであろうが、急ぐぞ。聖戦士殿どの」

「はい……その解決の道が見つかるまで身体からだを張る、と言いたいのですが、コモン界がどうなってしまうかもわかりませんし、カットグラも充じゆう分ぶんな性能が発揮できるとは思えません。それに、自分の無む思し慮りよ、他人の無思慮の前に死ぬこともありましょう。そのときは、次なるものにこの言葉を広く伝えていただきたいのです」

「気弱なことを……いやしくも聖戦士であろう？　言葉を伝えるのも貴公の役目だ」

　ジャコバは、冷れい淡たんだった。

　そして、前に話したことと照らし合わせれば、矛む盾じゆんもある。しかし、ジャコバも一人の個体であると了りよう解かいすれば、その態度もまたやむを得ないことなのだ。

『人が現実にあるかぎり、孤こ独どくでしかない……』

　ジャコバにしたがう決心をしたジョクに、ジャコバの意識が、水のように染しみこんでくる。

「世界が、肉たちがつくりだす汚お濁だくのなかにまみれることはないのだ。わたしも貴公も世界のためには、無に転化せざるを得ないのが現実だ。にもかかわらず、生命の悲しいところは、自身が、世界をも吞のみつくすまでに巨きよ大だいであるということを知らないことだ。生命が世界を支配することはできないのに……」

　オーラ世界のバイストン・ウェルでさえも、ジャコバの言うとおりであるなら、人は、たえず世界に膝ひざを屈くつする生物なのだろう。

　そういう認にん識しきがもたらす謙けん虚きよさこそが、人が生きつづけてゆくために最低限度もたねばならぬ態度であるのだ。







　８　剣







「失礼いたします！」

　ジャコバ・アオンに別れの挨あい拶さつをしようとしたジョクは、宮きゆう殿でんの正面広場に立つカットグラⅡのまわりに、十数名の男女がとりついていたので、挨拶もそこそこに駆かけ出していた。

　と、ジャコバの背後にひかえていた老人が、珊さん瑚ごの杖つえを棹さおにして泳ぐように追いついてきて、

「おお！……装そう甲こうの補修をさせております。もともと、強きよう獣じゆうの甲こう羅らを利用したものでありましょう」

　宮殿が見えたときに出で迎むかえてくれた老人のひとりで、ジョクは身体からだの前面に重い抵てい抗こう感を感じているのに、老人は泳いでジョクと併へい進しんしていた。

「あんたたち！　なにやっているのっ！」

　ジャコバに挨拶をすませたチャムは、そのふたりより早く、カットグラに飛んでいって、男女のフェラリオたちに叱しかりつけるようなことをしてしまう。

「装甲の補修ですか？　ご配はい慮りよには感謝いたしますが……」

　カットグラの足元に駆け込んだときには、ジョクは息が上がっていた。濃のう度どのこい空気は、肺はい腑ふにも過重をあたえるものだと実感すれば、自分が特別なバリアーのようなもので守られているのだと想像できた。

「いやいや、どこまで役立つかはちと心もとないが……」

　珊さん瑚ごの杖つえをついて、カットグラの足元にたどりついた老人は、にこやかに、それでもその瞳ひとみに生き真ま面じ目めさをただよわせて、フェラリオたちの作業を見上げた。

　彼らは、カットグラの肩かたにかけたロープに板を渡わたして足場にしているのだが、それは、泳いで移動する彼らにとっては、手元をしっかりさせるための足場なのだ。

　作業をしているフェラリオたちは、さきほど、ほら貝を運んでいたような男たちとそれに類する女たちだ。

　装そう甲こうの損傷した部分に、ペースト状のものを塗ぬり重ねてくれていた。

「ただのペンキじゃない。ミィ！　ペーストに触さわると、手も羽根も貼はりついて離はなれなくなるぞ！」

　文句を言いに行ったはずのチャムは、仕事をする男女にうるさがられ、脅おどかされている。

　ミィというのは、この界のフェラリオたちが、チャムのような種類のフェラリオを呼ぶ通つう称しようのようだ。

「コモン界でお使いになるには、なんとかなりましょう。飛び道具については、わたしどもにはいかんともし難いのですが、ジャコバ様が、剣けんの代用品をご用意なさるとか……」

「そんなものがあるのですか？　このオーラバトラー用に？」

「はい……しばしお待ちを！」

　そう言って、老人が海綿の柱のほうに、袖そで口ぐちをなびかせて大きく珊瑚の杖を振ふると、そちらに数人の人ひと影かげが空に泳いでいるように見えた。

　そうしてから見返す老人の瞳に炯けい々けいと輝かがやくものがあるのを見て、ジョクはそのような力を持っているフェラリオなら、戦乱の世を治めてくれればいいのに、と思う。

「……このようなことが、世そのものを治めることにはならないのでしょうがなぁ……」

　ジョクの心の鬱うつ積せきを感じ取ったように、老人は嘆たん息そくをしてみせたので、

「確かに……」と、ジョクは口ごもるだけになる。

　外部の者が干かん渉しようしたからといって、対たい症しよう療りよう法ほう的な効果しかないものだ。真実の平へい穏おんは、身内で治めなければならないのだし、その身内も太平に甘あまんじれば、身内から退たい廃はいをする。根本の治ち療りようは、人の性さがと業ごうそのものの粛しゆく清せいしかないのかもしれない。

　それができない人の世であるからこそ、ジャゴバと語り合ったとおり、ほどけ始めた世界の鎖くさりは、為なすがままに為さしめるところまでいくしかないのであろう。

「このような巨きよ大だいな道具をコモン界の人々が造るようになるとはな……」

　ジャコバ・アオンだった。

　両りよう袖そでに手をいれ腕うで組ぐみをした姿勢で、カットグラを見上げるところまで来ていた。

「…………知ち恵えのあさましさを感じるのですか……？」

「そういうことだな……」

「地上人も、不必要な道具や商品にうずまって暮しています。それがゴミになって、我々の星を汚お染せんして、破は壊かいするのではないかと恐おそれています……ジャコバ・アオン……もともと人間は、道具を発明しなければ、この惑わく星せいでは生きることはできない動物だったのです」

「そうだがな、自然淘とう汰たの輪りん廻ねの範はん囲いでゆるされている道具というものがある。そんな道具しか持たなかった時代は、バイストン・ウェルが醸じよう成せいされる善よき時代であった」

「……火薬の発明からでしょうか？　人類は行きすぎた道具をつかうことになんの疑問も抱いだかなくなりました。より秀すぐれた道具の発明は、英知の発達であると信じてしまったのです」

「いや、投なげ槍やりを発明した頃ころからだろうよ。道具の発明は、人そのものの向上には寄き与よしていないのに、それに気づくことはなかったな。人間は……」

「オーラマシーンが行きすぎの道具であることは、発明者のショット・ウェポン自身、承知していました。ですから、彼はなんで自分が発明できるのか、不思議がっていました」

「そうだろうな……そのていどに考えることはできるだろう」

　ジャコバは、ジョクを見下ろすようにして、どこか憐あわれみに似た表情を浮うかべたのだが、それがショットに対してのものなのか、自分へのものなのかは判然としない。

「さきほどの世界の話とも関係するのですが……ショットは、その問題について考えをすすめるうちに、コモン界がオーラで構成されている必然から、オーラマシーンが生まれたと言っています……もっといえば、バイストン・ウェル世界がオーラマシーンを必要としたから、自分を呼んだのだと言っていました」

「そうかい……」

　宮きゆう殿でんでの対話から、彼女もこの世界の支配者ではないと了りよう解かいしていたから、ジョクはそのような断定も、彼女の生身の返答であるとわかる。

「ということは、今回は、世界そのものも人間とおなじように、浅ましいことをやったとおっしゃるのですか？」

「理り屈くつではそうだが、それはちがうだろう。世界は、道具をつかってみせるしか、人にわからせる方法はないと断じたのであろう」

「…………」

　ジョクは返す言葉がなかった。激しい納なつ得とくがあったからだ。

　ＵＦＯの噂うわさとおなじなのだ。人間は物証がなければ、何も信じないようになってしまっているのだ。それは、近代思想がつちかった人間の狭せまさなのかもしれない。

　人類そのものは、棍こん棒ぼうを手の延長線上でつかうようになり、火をつかうようになったときから、種としての進化の必要がなくなったのである。だから、道具のすさまじい威い力りよくの真の意味を考えることもしなくなり、その性能によりかかって数万年という刻ときをすごしてしまったのである。

　人類が、自らの成長を放ほう棄きした例は、歴史はくりかえす、という格言がしめすとおり、枚挙にいとまがないだろう。愚ぐ鈍どんに愚鈍な歴史をくりかえして飽あきないのである。

「……だからなのですか？　人類が生物として進化を望まなくなったために、人の生体力は、その方向をバイストン・ウェルの構築にむけたのですか……？」

「そう思いたくはないが、人は道具を発明したときから、滅ほろびの道を歩んできたとしか見えないな。とすれば、生体力が生き延びる方法を模も索さくした結果が、バイストン・ウェルの創出であったのだろう」

「複製を造ることに狂きよう奔ほんした遺伝子たちなら、しそうなことです」

「いや、遺伝子情報ではない。それら生命の根源をささえるものが堆たい積せきした場フイールド力 ・ フオースがしたことだ」

「物理的な問題ではない？」

「場の理論も物理であろう？」

「はい。生命の土ど壌じようである星そのものを破は壊かいしてしまえば、自分の首を絞しめることになりますからね」

「知ち恵えは……遺伝子たちの支配下にあるのではなく、生体力をもった己おのれを生き延びさせるために、人類の精神と生体力が手にいれたものだよ。それは生体力というものだ。知情意の総体だ。それが、自己保存のためにバイストン・ウェルという物ぶつ性しよう世界を構築した……」

　それは生なま臭ぐさい論理で、ジャコバというよりも、知恵をもった種の呻うめきに聞こえた。

「ジャコバ・アオンは、この界で、なにを教えていらっしゃるのでしょうか？」

「コモン界、ボッブ・レスですごした魂たましいたちが、つぎに再生するまでの魂の修養のために、世を見よと教えている」

「どのように？」

「心眼をもって、と……」

　言葉でいえばそうであろうが、それをどのようにやっているというのだろうか？　これでは、まるで禅ぜんの問答で、それこそ、現代的な具象性、客観性を価値あるものとするジョクには了りよう解かいできない。ジョクは、まだまだ形けい而じ上じよう的なロジックに生理を定着させることができない青年なのだ。

　なによりも、ジョクはオーラマシーンという〝もの〟に取りこまれて、世界との関係を具体的に垣かい間ま見ることを強要されている立場なのだから、彼が見ているものは観念世界ではなく、現実なのである。

　ジャコバの立場は、ジョクには、観念的な逃にげ場ばしか見せていないと思える。

「ジャコバ様、あれに……」

「おお、ご苦労だった」

　老人の声に、ジャコバは一方を見やり、ジョクも見た。

　深海魚のアンコウに似た魚が、数すう匹ひき泳ぎ流れてきて、その先頭のアンコウの背には、ふたりのエ・フェラリオが横よこ座ずわりになって、紫むらさきの布を巻いた細長いものを捧ささげ持っていた。

　人がつかう通常の剣けんの長さに見える。

　その左右とうしろには、アンコウの額に丸い楯たてをおいて、槍やりを手にした男たちが、胴どう巻まきのような簡単な鎧よろいを身につけ、脚きや半はんを巻いた両足を鐙あぶみ状じようのものにかけて、誇ほこらし気げに胸を張っていた。

　その光景は、まるで童話の世界を再現したハリウッド映画のなかの画面にしか見えない。

「なんだよ。なんだ!?」

　チャムは、強きよう獣じゆうのような形相をした巨きよ大だいな魚の姿に、ジョクの背中に隠かくれるようにした。

　アンコウの巨大な顔が、ジャコバとジョクの前で停止したものの、そのヒレは、まるで水中にいるかのようにヒラヒラと蠢うごめき、エラも水中で呼吸するように波打っていた。

　ふたりのエ・フェラリオは、長いスカートの裾すそを両りよう膝ひざのあいだにはさんで、アンコウの背中からスルリとすべり降り、大だい腿たい部ぶを露ろ出しゆつさせるような無様なことはしない。

「ご苦労であった。この剣けんは、かつての聖戦士がつかったものであると伝えられる」

「はい……」

　ジョクは、さっきの老人の言葉を聞き違ちがえたかと思った。

　ジャコバが、ふたりのエ・フェラリオが捧ささげる包みから、鞘さやごと剣を抜ぬき出していくのを見つめながら、ジョクは、その剣を自分に使えということなのだろうと思う。

　ジャコバの口元がへの字になったので、剣の重量が想像できた。

　贅ぜい沢たくなつくりではない。中世ヨーロッパ的な直刀で、装そう飾しよくらしいものといえば、柄つか頭がしらが円くなっているくらいのもので、鍔つばも左右に直線的に伸のび、その先せん端たんが丸くなっているだけの無愛想なものだった。

　鞘にも彫ほりひとつなく、中心に筋状の浮うき彫りがふっくらとあって、その鞘さや尻じりを真しん鍮ちゆうらしい別の金属で包んであった。そのうえ、煤すすか緑ろく青しようのようなものが浮き出て、鞘の表面はまだらになっていた。

「…………」

　ジョクは、映画に登場する伝説の剣のように、もっと絵になるものかと想像していたので、裏切られた感じだ。

　ジャコバは鞘を老人にささえさせてから留め金を外して、刀身を引き抜いた。

「凄すごい……」

　音もなく抜き放たれていく刀身は、まるで研とぎ上げた直後の日本刀の刃はそのものといった輝かがやきを放っていた。上質なステンレスの光こう沢たくでもある。

「ホウ……！」

　ジャコバも老人もその刀身の冷たい輝きに息を吞のんだ。

　ジャコバが両手で柄を握にぎって、その刃を空に屹きつ立りつさせると、ジョクたちの周囲を游ゆう泳えいしていたアンコウたちが、ザワと身じろぎをする。

　男たちの恐おそれる声がはしり、女たちは顔を伏ふせてあとずさりした。

「そのような刀は突つき刺さすもので、鋭えい利りな刃はついていないと思っていましたが、ちがうようですね……」

　ジョクも最後の方の言葉は吞みこむしかなかった。

「このようなものだとはな……！」

　ジャコバは、持っていることが恐ろしくなったように、その柄をジョクのほうに差し出す。

「はい……」

　両りよう腕うでにズシッとした重さが感じられて、つぎに背骨に悪お寒かんに似たものがはしった。

　剣けんに妖よう気きがある、というようなコミックを読んだ覚えがあるが、これがそういうものなのか、とジョクは思う。

　それでも、ジョクは自分を叱しかるようにして、刀身を鍔つばからズィーッと見上げていった。刃はの表がオーラの光をうつして、七色の輝かがやきをふくんでジトッと表情を変えていく。

「剣のことはよく知りませんが、凄すごいものです」

「事実、聖戦士がつかったという伝説があるものだ。これをあのマシンにつかわせよ」

　ジャコバは、剣のむこうでジョクにそう言う。

「カットグラに持たせろと？」

　ジョクは、老人がささえる鞘さやに用心深く剣を納めていきながら、ジャコバに尋たずねた。

「そうだ。留め金を締しめよ。そして、貴公はカットグラに跨またがるがよい」

　カットグラを補修していた男女は、すでに機体の周辺から消えていた。彼らは海綿の柱のほうに身をひそめるようにしていったのだ。

「はい……？」

　納なつ得とくしかねるが、ジョクは足あし掛がかりのロープをつかってコックピットに上がろうとして、はっきりと水中で感じる浮ふ力りよくに気づく。

「…………！」

　ジャコバの様子を確かく認にんして、ジョクは、カットグラのエンジンの鼓こ動どうを目覚めさせた。

「ジョク！」

　チャムの姿が、パッとハッチの前に現れると、

「受けよ！　聖戦士殿どのっ！」

　ジャコバの声が上がった。

「は？」

　ジャコバが両手にもった剣を投げるその動作は、それほど勢いがあるものではなかったが、剣は流れるように上ってきた。

『カットグラの手で取れというのか？』

　ジョクは迷いながらも、指が損傷していないカットグラの左手を剣に差し出していく。と、カチンッ！　と、カットグラの手が剣を握にぎったときには、その剣はカットグラに合う長さになっていた。

「ヒャー！　なんだ？　あの刀は!?」

「聖戦士の剣だそうだ」

「そうか、そうか！　さすが、おばあさまだ」

　チャムは、クルクルルとジョクの前で、身体からだを一回転させる。

　このようなことができる世界に住みながら、あのジャコバが、世界の問題をジョクに語ったという事実に、ジョクは打ちのめされ、また裏切られているのかもしれないと思ってしまう。

『魔ま法ほうとか呪じゆ術じゆつでは、世界はどうしようもないということなのだ……』

　そう納なつ得とくさせるしかなかった。

　かつて魔法や呪術と言われているものは、科学技術の技法の背景を説明できない時代、それを実行した人々の行こう為いをさしていることが多くて、その行為が、社会に影えい響きようをあたえているようにみえても、それは狭せまい範はん囲いにしか作用しない。

　どのような歴史をひもといてみても、霊れい能のう者しやや予言者、占うらない師しや超ちよう能のう力りよく者しやが、歴史をつくったという事実はないのだ。

　その一因には、霊能者や予言者は、形けい而じ上じよう的なフィールドでその能力を発はつ露ろすることで充じゆう足そくしてしまうという癖くせがあるから、歴史の表に現れる間がないという側面があった。

　宗教者に多少の例外があったが、それらは人々の安心と贖しよく罪ざいを願う心理を利用して、集金と情報収集をした成果を、組織的に社会と政治に利用してきた行為であったからなのだ。

　そのために、宗教者の社会的行為は、歴史を一時は震しん撼かんさせはしても、もともとが安心立命を願う人々の心を収しゆう奪だつしたものを基き盤ばんにした行為であるから、長いあいだ政権を堅けん持じして歴史を変革させることはなく、永遠に保守の頑がん迷めいを構築する性格をもつ。




「チャム！」

　ジョクは、剣けんを捧ささげ持ったカットグラの腕うでを前に差し出してから、チャムを呼んだ。

「え!?」

　チャムが振ふりむくのと、下でジャコバが声を発したのは同時だった。

「貴公の知る場へ！　世界の生命の鼓こ動どうが、いまだ熱い血を世界のすみずみに届けているあいだに、聖戦士の使命をもって人に伝えよ！　この世界の終末を呼ぶことはない、とっ！」

　最後の言葉は、ジャコバの気合になる。

　チャムが、ジョクの肩かたにしがみつくようにして、

「ここにいたほうがいいよっ!?」

「いや、まだ、やることがある」

　一いつ瞬しゆん、ジョクは、チャムはこの界に残すべきではないかと思ったが、そのときにはもう機体が揺ゆれていた。

「クッ！」

　ジョクは命じられているとは感じなかったものの、ハッチの扉とびらを閉じる自分の行動をどこか他人ひと事ごとのように感じていた。

「…………！」

　支配されていると感じるのだが、そんな感じを忘れさせるように、周囲の景け色しきが移動しはじめて、カットグラの機体は上方に流れ出した。




　そして、また、ここにたどりついた時のような光景が、展開されていった。

　違ちがっていることがあるとすれば、周囲にバーン・バニングスとガラリア・ニャムヒーの気配がないことだった。

　渦うずの奔ほん流りゆうが、カットグラを揉もみしだき、あたかも天を目指すように震ふるえだす。







　９　強きよう獣じゆうの前で







　サヴッ！

　流れる視野のなかに、巨きよ大だいな船のようなものがあった。オーラマシーンが、風のように飛びかっているのだ。その間かん隙げきでは、人の死が連続した。それは、コモン界のものだけではないとわかる。

　ガロウ・ランの跳ちよう梁りようがあり、強獣が組み合い、敵の腕うでをひき千切り、肉を貪むさぼり血を啜すすりあった。それがそれぞれの個体が生きるためだけに行われたことであれば、それは自然淘とう汰たの一場面にすぎない。

　一見、残ざん酷こくに見えることも摂せつ理りであって、世界が許容したものだ。

『この残酷さはあってはならないと考えてしまう現代人は、スーパーマーケットのラップフィルムに包まれた肉や魚がどのようにして供給されているのか、チキンのベルトコンベアによるマスプロ生産が、どのように過か酷こくなものであるかは想像しない』

　ジョクの思し惟いは、圧縮した現象をうつす時空のなかをすべる。

『現代人のやることは峻しゆん烈れつすぎるのに、それを覆おおい隠かくす技術がありすぎるために、感性の根本を狂くるわせている！』

　バイストン・ウェルの宇宙を見、黒い染しみが黴かびのようにこびりついた惑わく星せいを見た。青いはずの水の惑星が、赤潮に浸しん蝕しよくされている以上に黒くなっていた。

　その膜まくが拡大されていって、バクテリアとウイルスの核かくが拡大する。そこにあるものは、つぎの生命を生むことも知らない瀕ひん死しの状態だった。細さい胞ぼう膜まくは硬こう化かして、ただ物体としてあるだけだ。

　その重い物質をとおして数条の光が舞まい上がってきた。それを目指す。

「おばあさまーっ！」

　遠く近く、チャム・ファウの泣き声が波のようにこだまし、グンッ！　と、一方の力。

　世界の鼓こ動どう。

　それが、ジョクを現実に呼よび戻もどす。

「うっ!?」

　コックピット全体が、回転するように感じる。

「あああーっ！」

　チャム・ファウの甲かん高だかい声がジョクの足元から頭上に移動して、ガザザザザッ！　ボギッ！と、木がおれ、枝々が払はらわれるような生々しい音おん響きようがジョクの耳をうつ。

　蔓つる草くさにまじって、熱帯樹のような大きな葉の塊かたまりが、コックピット前のハッチにかぶさり、さらに左右の窓には、木の葉の雨がふりかかって、カットグラの機体が静止した。

　背後でパタパタと羽根の音がして、

「バイストン・ウェルだ！　コモン界だ！」

　チャムがはじけるように言うと、ジョクにハッチの扉とびらを開けと催さい促そくするのだが、ジョクは全身の痛みのため、すぐには身体からだが動かせない。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「そんなことない。全部、痛い！」

　口ではそういうものの、チャムはハッチの前から離はなれようとはしない。葉の隙すき間まから外を覗のぞくようにした。

「ここがどこかわかるとありがたいな」

　ジョクはハッチを開くレバーに手を伸のばしながら、興奮しているチャムの足をつかんで引き戻す。

「なんだよ！　コモン界だ。おばあさまが、連れてきてくれたんだ」

「どんな敵がいるか知れないんだ。うかつに姿を見られないようにするんだ。場所によっては、地上世界より怖こわいところだというのは、わかっているだろう」

「わかってる！　足をはなせっ！」

「いいな」

　チャムを放して、機体を前ぜん傾けいさせるようにしてハッチの前の葉を落すと、ジョクは扉を開いていく。

「うっ……」

　上半身の神経がビリビリするような刺し激げきを感じて、息がつまりそうになった。しかし、気力も神経も外界にむけて開かれているという感かん触しよくはあるので、不安はない。

　森のなか特有の腐くさった植物の匂においのなかに、チャムは勢いよく飛び出していった。

『……強きよう獣じゆう!?』

　気のせいではない。森林の香かおりがジョクの感性を喚かん起きし、現実に対応する準備を促うながしてくれれば、ジョクは身体からだの痛みを忘れられた。

　強獣の咽喉のどを鳴らすような音というより、その息いき遣づかいそのものを感知したから、つぎに咆ほう哮こうが木々をふるわせても、ジョクは、接近してくる強獣のポイントを察知できた。

　十数メートルという距きよ離りで葉がザワッと鳴って、地じ響ひびきがカットグラの機体を揺ゆすった。

「ヒーッ！　あっちぃ！」

　チャムは木を一本まわっただけで、コックピットに飛びもどってきて、ジョクの革かわ兜かぶとに手をかけながら右のほうを指さす。

　地響きにつづいて、ガラガラと岩が崩くずれるような音がした。

「…………!?」

　ジョクがカットグラを右にむけ、木々の梢こずえのむこうに空を見たとき、カットグラは足場を崩していた。機体がすべった。

　尻しり餅もちをついた機体が、苔こけむした岩場の傾けい斜しや面めんをすべりおち、塊かたまりと土ど砂しやがはしって見えて、カットグラの肩かたにぶつかった木々が大きく傾かたむいていった。そんななかでも、ジョクは、ハッチの扉とびらを閉じることができた。が、その直前、ジョクは足元の谷間に人ひと影かげを見ていた。

　それでカットグラの足を踏ふんばらせて、機体をとめようとする操作がすこし遅おくれたと意識した。

「アウッ！」

　するどい女性の悲鳴が、機体を右に寄せようとするジョクの意識を鮮せん烈れつにうった。

「ふんづけたか!?」

　そんなことはないはずだと感じながら、右手に見えた強獣が、ズバダとわかった。

　駝だ鳥ちようと鶏にわとりの中間というシルエットで、空は飛べないものの、巨きよ大だいな嘴くちばしが、象しよう徴ちようするように肉食である。ここが、どのていどの山か知れないものの、荒こう野やに棲息する強獣と教えられていたものがいるのだ。

　ジョクは、実物を見るのは初めてなのだが、バイストン・ウェルの図ず鑑かん類で見知っていた特異なシルエットは忘れることはない。

　カットグラよりも背せ丈たけがあった。その太い二本の脚あしが、巨きよ体たいを俊しゆん敏びんに動かしてくる。

　ジョクはカットグラを跳はねさせたが、頭上を木々の枝が押おさえた。かまわずに機体を落下させると、ズバダは飛ぶのには役にたたない翼つばさをはばたかせながら、素す早ばやく後退して身を低くしながら、嘴がカットグラの足を突つついてきた。

「ウッ！」

　機体がよろけ、ジョクは計器盤ばんに胸を打ちつける。カットグラの右手がさかさまになりそうになった機体をくいとめる。

「ヒーッ！」

　地面にむいたコックピットの正面にチャムの身体からだがころげ、ズバダの脚あしがカットグラの足と腰こしを蹴けり込んできた。かなり強打である。

「ええいっ！」

　ジョクは、カットグラの左手に聖戦士の剣けんの柄つかを摑つかませると、鞘さやから抜ぬきざまに刀身を払はらわせる。

　グンッ！　ズバダの脚に剣が当っても切断できなかった。打ち込みの角度が悪かったのだ。それがズバダを怒おこらせて、カットグラの肩かたを襲おそう嘴くちばしの攻こう撃げきは情なさけ容よう赦しやのないものになった。

「チッ！」

　激げき震しんが襲うようになったコックピットで、ジョクは、地に落ちた鞘をカットグラに飛ばさせてズバダを目くらましにすると、機体を横よこ跳とびにさせながら剣を振ふりあげさせ、ズバダの頭がカットグラにむいたところを、

「斬きるっ！」

　カットグラの左手にしたジャコバの剣が、ズバダの頭を真まつ向こうから斬りおろして、嘴の付け根を殺そぐようにしていた。濃のう赤色の液体が噴ふん出しゆつして、二本の脚が大きくふらついて翼つばさが苦く悶もんの動きをみせてくれた。空に伸のびた首を横に払えば、こんどは上下に分断されて苔こけむした岩場をズバダの鮮せん血けつがよごした。

「やったか!?」

「ああ……！　いいだろう……」

　チャムにこたえ、ジョクは痛む胸をさすってゆっくりと息をして、骨折がないか確かく認にんする。

　ズバダの身体が左に傾かたむいて落ち、傾けい斜しや面めんをすべりながら、数本の巨きよ木ぼくを押し倒たおしてとまった。

　ジョクはカットグラを正立させて、蘇そ生せいしようのないズバダを確かめてから、傾斜面の横手を見た。

　ふたつの人ひと影かげのひとつが、木々のあいだをカットグラのほうに小走りにくると、そのうしろからもうひとつの小さい影が追ってきた。

「…………!?」

　ジョクはジャコバ・アオンに会ったとき以上に息を吞のんでいた。ハッチの扉とびらを開き、カットグラに片かた膝ひざをつかせる。

「……パットフット様？　エレ様と……!?」

　そのふたりは、ジョクがドレイク・ルフトのアの国から逃とう亡ぼうして、ドレイク軍と戦うために身を投じたミの国の女王とその娘むすめである。

　ドレイク軍の本格的な侵しん攻こうをうけるに際して、ミの国の王ピネガン・ハンムは、母娘おやこの身の安全をはかって山に隠かくしたのである。

　ジョクもアの国からともなってきたアリサ・ルフトを託たくした母娘である。一挙に、東京に行く前のコモン界の記き憶おくがよみがえってくる。

「聖戦士殿どの！　ご帰き還かんでありましたか!?」

　興奮をおさえたパットフットは、ズバダの血が筋になっている足場を気にすることもなく、カットグラを見上げてくれた。

「はい……！」

　ジョクはカットグラの膝ひざを足場にして地に跳とびおりて、女王の前にひざまずく。

「堅かた苦くるしい挨あい拶さつは良い。聖戦士殿」

「戦せん況きようはいかがでありましょうか？　今は、どういう刻ときでありましょうか？」

　ジョクは、籠かごを手にしたエレが、パットフットの背後に駆かけよるのを目にしながら尋たずねる。

　まだまだ少女なのに神経質なところのあるエレは、引きつった顔をしていたが、騎き士しらしい態度をみせるジョクには、きちんと挨拶をすることができた。母親の躾しつけがいきとどいているのだ。

「姫ひめ様にも、ご無事でありましたか。おめでとうございます」

「聖戦士様のお働きのおかげです。聖戦士様のいらっしゃるのがほんの少し遅おそかったら、わたくしも母も、あの強きよう獣じゆうの餌え食じきになっていたでしょう」

　エレは肩かたで息をしながらも、下々への言げん質ちも忘れない。

「……アリサ様もお元気です。わたくしたちをなにかと助けてくださいます。それに、そう、リムル様も良いお手をしていらっしゃって……」

　手助けになるという意味である。

「リムル？」

「ドレイク様の新しい姫様も、ここにいらっしゃられたのです」

「はい。リムル・ルフト様？　ルーザ様がアの国へお連れになったという姫様ですか？」

「はい……いろいろございます。まずは、小屋にいらっしゃって……それからです」

「しかし……」

　ジョクは立ちあがって「キロン城は？」と短く聞いた。

「落ちました。いまはドレイク軍の前進基地として、アの国の前線の拠きよ点てんになっております」

　キロン城の攻こう防ぼう戦せんが開始された翌日であったとしても、そうなっているだろうことはわかっていることだった。

　ジョクは声をつまらせ、この短い会話からも、東京にいるあいだはまったく忘れていた事実が、津つ波なみのように思い起される。

　ことに、アリサのことまで忘れていたという自覚は、ジョクにうしろめたさを感じさせた。

　彼女との関係が、そんなにも稀き薄はくだったのかという自責の念である。

　ジョクは、動どう揺ようする自分をごまかすために、パットフットからエレ、ズバダの血の香かおりが立ちこめる崖がけ下したからカットグラへと視線を移していき、チャムがいないと気づく。

　自分の世界にもどってきて、はしゃぎすぎているのではないかと邪じや推すいして、自身の動揺を忘れた。

「聖戦士様」

　エレが、パットフットの腕うでに手をまわすようにして、ジョクを見上げていた。

「はい？」

「聖戦士様は、世界に翻ほん弄ろうされている難しいお立場にいらっしゃいます。ですから……」

「エレ……」

　パットフットがたしなめる。

「でも、お母様、聖戦士様は、ご心痛がおありになって……」

「それはそうです。ですから、今は、聖戦士殿どのにはお休みいただくことが先でありましょう？」

　パットフットは、ジョクに微び笑しようをむけて、

「わたくしたちの小屋は、この近くにあります。この機械は？」

「はい。空を飛ぶためには、いちど整備する必要がありますが、大だい丈じよう夫ぶです」

　ジョクは、パットフット母娘おやこの会話、ことにエレの大人おとなびたという以上に、他人ひとの心を見み抜ぬくような発言が気になった。頭上に黒い小型の鳥ガズが、うるさく群れ飛んでいた。

「このボンヤーの山にはいったことは、正しかったのですね。お母様？」

「お父様のご采さい配はいには、感謝しなければ……」

　ジョクは、その母娘の会話から、ジョクがオーラ・ロードから出現した直後であると彼女たちが信じているのを不思議に感じる。

「パットフット様とエレ様は、カットグラがオーラ・ロードから出てくる瞬しゆん間かんをご覧になったのでしょうか？」

「いえ、あの強きよう獣じゆうから逃にげるだけで精せい一いつ杯ぱいでありましたが……？」

　そのパットフットの返答とは裏腹に、エレがかすかに微笑を見せて、

「わたくし……聖戦士様が、大きなお口をあけてクルクルまわっているようなお姿を見ました」

「そんなお戯たわむれを……」

「でも、白昼夢というのはありましょう？……強獣から逃げて走っているあいだに見たような気がしております」

　エレは涼すずしい表情を見せた。元気が出てきたようだ。

　エレのいうことが噓うそであったとしても、今、ここにジョクが居ることで安心をして良いと感じてくれたのなら、それは、ジョクにとってもありがたいことだ。

「もし、お嫌いやでなければ、カットグラで小屋までお送りいたしましょう」

「そう願えれば……オーラもかげってくるようですから……」

　オーラがかげるとは、夕ゆう闇やみがせまるという意味のコモン人の常じよう套とう句くである。

「機械に乗れるのですか」

「はい、お席はありませんが、カットグラの手の上にお乗せいたすことはできます」

「ジョクーッ！」

　カットグラの陰かげからチャムの声がしたので、ジョクはズバダの血の筋をまたいで、カットグラの膝ひざ頭がしらに取りつきながら、舞まいおりるチャムを見上げる。

「どうしたんだ？」

「怖こわいんだよ。あの人たちさ」

「どういう風に？　優やさしい人たちだよ。どこに行っていた？」

「ちゃんと偵てい察さつをしてきた。ガズがうるさいから逃にげてきた。この山、静かだ」

「そうか……わかった。あのパットフット様が、モアイみたいに怖いんだろう？」

「ああ、そうだ。あの大人おとなの女はそうだ」

　ハッチの前の縁ふちに腰こしをおろしたチャムは、パットフット母娘おやこがカットグラに歩み寄ってくるのを見て、

「乗せるのか？」

「お前が、コモン人にそんなに緊きん張ちようするのを初めて見たよ」

　ジョクは苦笑をしてしまい、コックピットにすわる作業が楽しいものになった。

「聖戦士殿どのとご一いつ緒しよに戦っていらっしゃるミ・フェラリオというのは、あなただったんですか!?」

　エレのはずむような声に、チャムはヒョイと下を覗のぞくようにして、

「エ？　そんなに有名ですか？」

「それはそうであります。勇ゆう敢かんな方と聞いておりましたが、そんなに愛らしい方とは思ってもみませんでした」

「まあ、お上じよう手ずですこと……！」

　チャムはもう興奮の極致である。羽根をふるわせて、クルクルと宙返りをしてしまう。コックピットにすわったジョクは、声をだして笑った。

　気分がこの世界に順応した安心感があり、カットグラの一方の手だけで剣けんを地に落ちた鞘さやにおさめる難しい仕事をしてから、パットフット母娘には、カットグラの左手に乗ってもらって、ズバダの血肉をもとめて騒さわぐガズの群の舞まう傾けい斜しや地ちをあとにした。







　10　再会







　林を抜ぬけた前方には、切り立った崖がけが口をあけていたが、深くもないし幅はばも広くはなかった。谷底は低木におおわれ、ちょっとよじ登ることは難しいと見えたが、足場が取れないでもないという崖ではある。

　パットフットは、その対岸に彼女たちが隠かくれ住んでいる山小屋があるというのだ。

　左にはかなり切り立った岩山を背負って、右方は反対側の山並が遠望できる高台に位置していた。足元から激しい水の流れの音もしていたが、流れは見えない。

「あの岩のむこうの……あの真まつ直すぐに見える木越ごしに、なにか立っているものが見えますが、あれですか？」

「はい。下に降ろしていただけませんか？　右手の岩いわ陰かげに馬車を隠してあります」

「はい……」

　ジョクは、カットグラの掌てのひらを地に下ろしていく。

「ズバダがこの辺りに姿を見せるのはよほど珍めずらしいのですが、他ほかにも強きよう獣じゆうはいるようですし、なによりも、人の目が怖こわいものですから」

　パットフットはそう説明してくれながらも地に降り立つと、胸むな元もとに手をやって、笛を取り出して口にした。

　チュッチュッチーッ！　鳥笛だった。

『なんだろう？』

　ジョクは、正面に見える木にからんでいる蔦つたが直立していて、それが何本もならんでいるように見えるのを気にした。

「おお……！」

　人ひと影かげは見えないのに、歓かん声せいが対岸の木の陰からあがってから、低木をわけるようにしてひとりの男が走り出してきた。

「カットグラが!?　聖戦士殿どのがご帰き還かんであらせられますか！」

　男は感かん嘆たんのあまり、その場でクルクルとまわるようにしてから、「セバスト・ファン！　女王様と聖戦士殿がお帰りだぞ」と木々のあいだにひっこんでいった。

「おやおや、トアンラに忘れられてしまいました」

　パットフットは振ふり仰あおいで、ジョクに苦笑してみせる。

「チャム、跳はね橋ばしがある。あれだ」

「ホウッ！　橋か!?　橋!?」

　ジョクは、妙みように真直ぐな蔦をそれと見たのだ。チャムには、ジョクのいうものが何かわかりはしなかったが、コックピットから飛び出していく。

「よくおわかりで……」

　エレが感心してくれた。

　パットフットが谷のむこうといった谷は、幅はばは十七、八メートルといったところで、彼女の足元にある岩にはよく人が通っている跡あとがあった。その位置関係を考えれば、跳はね橋ばしを用意していると想像がつく。

「アハハハァ……！」

　チャム・ファウの声が、対岸の木々のあいだに消えていくと、「チャムッ！」と、遠くから呼びかける声があがる。

「…………!?」

　懐なつかしくジョクの胸を打つ声だった。

　ドキッとしたジョクがひと息つくと、対岸の木々のあいだにアリサが姿を見せて、

「聖戦士！　戻もどっていらっしゃいましたかっ！」

「アリサ……!!」

　ジョクはハッチから乗り出したものの、その声は咽喉のどにひっかかってしまって、声にならなかった。中なか臣おみ杏あ耶や子この思い出が残っているといううしろめたさが、嬉うれしさを声にしなかったのかもしれない。

「よくもまあ……」

　両手を上げて振ふろうとしたアリサも、声をつまらせて、その腕うでをおろしてしまう。

「地上世界から戻ってまいりました。只ただ今いま、戻ってまいりました！」

　パットフットとエレを意識して、ジョクの言こと葉ば遣づかいは他た人にん行ぎよう儀ぎになる。アリサの左右に、さっき姿を見せた男トアンラと、別のふたりの男とひとりの少女が現れる。

「しばしお待ちを！　橋を下ろしますから」

　男たちは興奮して、蔦つたのからんだものを立てかけるようにしてある大木の陰かげに消えていく。

　ジョクは、アリサの姿を見て興奮している自分を、子供のエレに間近に見られたことが気になって、彼女を見下ろしてしまう。

「聖戦士殿どのが、先に橋をお使いください。アリサ様は、未来の奥おく様さまでありましょう？」

　エレの率そつ直ちよくな瞳ひとみが、ジョクをうった。

「しかし、自分はカットグラを隠かくすためにどうするか、彼らと相談をしなければなりません。ですから、姫ひめ様がお先に」

　子供に気け圧おされた照れを隠すために、毅き然ぜんとした態度を見せてシートにすわったままにした。

「そうか……」

　エレが幼い姫の顔にもどると、足元の水音が変わって、キリキリとロープが滑かつ車しやを鳴らす音が対岸から聞こえだした。

　ジョクが想像したとおりに、大木二本を柱に、四本のロープを支えにした、蔦でできた跳ね橋が下りてきた。板の足場といっても板一枚という幅はばしかない。手て摺すりも蔦をからげたもので、その気になれば、男手数人あれば上げ下げはできると思えた。

「アリサ様、お先にいらっしゃってください」

　橋が下りきらないあいだに、パットフットが対岸のアリサに声をかけると、遠えん慮りよしてみせたものの女王にしたがって、橋の先せん端たんが岩の足場に落ち着くと、アリサはスルスルと橋の上を走り出してきた。

「…………!?」

　カットグラのコックピットからその姿を俯ふ瞰かんしていたジョクも、落ち着いていられるものではない。小鳥のように走りくる乙おと女めは、ジョクを見上げたまま幅はば二十センチほどの足場を走っているのだ。その身なりは、山のなかの労働に耐たえうるような木綿の胴どう着ぎのようなもので、脚あしには脚きや半はんのようなものを巻きつけ、手首にも布を巻いていた。その質素さは、痛々しくさえあった。

　ジョクは、コックピットから、カットグラの膝ひざの上から地にすべり下りて、パットフットとエレという主あるじがいることも忘れて、橋の手前で両りよう腕うでをひらいていた。

「ジョク！」

　ジョクの正面に、アリサが涙なみだに濡ぬれた顔を見せて飛びこんでくれば、ジョクはたいして大きくもない彼女の身体からだを受けとめている。

　胸に飛びこんだアリサは声をつまらせて、ジョクの革かわ鎧よろいの胸むな元もとを嚙かむようにした。ジョクは両腕に力をこめて、彼女の頭から肩かた、脇わき腹ばら、腰こしと抱だいていく。

「ああ……アリサ……よくも……！」

　ジョク自身、嬉うれしさと安心に充じゆう分ぶんに声も出ない。

〝よくも無事で〟という表現は、アリサがジョクに言ってこそ正確なものであって、ジョクが口にするものではないと気づく。そう、アリサのその歓かん喜きの意識が、まだコモン界に戻もどりきっていないジョクを包んでいたのだ。

　ジョクは、聖戦士として冷静になれた。

　自分の腕と胸と腰が、アリサの若い肉体を感じるにまかせたまま、ジョクは聞く。

「パットフット様とエレ様に、お邪じや魔まではありませんでしたか？」

　冷静すぎる質問だったが、アリサは嬉しさに泣きじゃくりながらも、ジョクの胸に埋うずめていた顔をあげて、

「……充分にできているとは思えませんが、頑がん張ばっています」

　実母でいまは亡なきアリシア・ルフトの厳しい躾しつけのおかげで、アリサは、ジョクがなぜそんなことを聞くのか理解してくれたし、ジョクの胸のなかにいるということで、ジョクの愛情のなかに戻れたと信じてもいるのだろう。アリサは涙をあふれさせながらも笑っていた。

「心配をかけて本当にすまなかった。地上世界に引かれ、そこでバーンとガラリアと戦ってきた」

「……!?　本当にそうでありましたか……本当にご苦労様でした……」

　いったんは身体を離はなして健けな気げに言ったものの、最後の言葉はまたも涙声のなかでくぐもって、アリサはジョクにしがみつくようにした。

　ジョクはその上体を全身で抱きしめながら、跳はね橋ばしを渡わたっていくパットフットとエレを見送った。

　振ふり返る少女エレの瞳ひとみに、非難の色などは毛ほどもない。

『ぼくの卑ひ劣れつさや浅はかさを許してくれているのだ。あの娘むすめは……』

　ジョクはそう自覚する。大きな娘なのだと感じる。その認にん識しきは、アリサを抱だいている感動を乗り越こえるほどの深い刺し激げきになった。

『なぜだ？　ぼくが聖戦士だからか？……そうではなく、世界に翻ほん弄ろうされる運命を背負った哀あわれなパイロットだから、許してくれているのか？』

　そんな思いにかられながらも、アリサの髪かみのなかに唇くちびるを埋うずめて、より一層、力強くアリサの感動を自分のものにしようとした。




　パットフットにしたがう騎き士しセバスト・ファンは、武勇優すぐれた騎士ではないのだろうが、数代前からの騎士の家系をなんの疑いもなくうけいれ、世事一いつ般ぱんをこなすことを生き甲が斐いにしているような男性であった。御ぎよ者しやから執しつ事じ、賄まかない全ぜん般ぱんに気配りの利きく男で、このような場所でお妃きさきと王女の面めん倒どうをみるのには、もっとも適任といえた。

「よぶんな幌ほろはございませんが、蔓つる草くさで上をおおうことはできますから、ここにカットグラを隠かくして下さい」

　セバスト・ファンは、馬車を隠している岩いわ陰かげからかなり森に寄ったところに頭を出している岩のあいだをしめしてくれて、トアンラとメウドーという下げ僕ぼくに、カットグラを隠すための蔦つたを集めさせてくれた。

　ジョクはカットグラの足場と跳はね橋ばしの関係を見知って、セバスト・ファンに夜になってこの場所に来ることができるのか尋たずねた。

「あまりすすめられません。光もつかうでしょう。虫も激しく鳴くでしょうから、人の目から完全に遮しや蔽へいされるとは思えません」

「わかった。機体のチェックだけは暗くなるまでにやっておきたい。おおいをつくる仕事はやっていただきたい」

「そうでありますか……」

　騎士セバスト・ファンは対岸のほうを気にはしたが、それ以上ジョクを制止することはなかった。

　ジョクは、彼の指定する岩のあいだに機体をよせると片かた膝ひざをつく姿勢にして、機体チェックの足場にするために両りよう腕うでを脇わき腹ばらによせるように固定して、フェラリオたちが補修した箇か所しよと手が届いていない箇所のチェックにはいった。

　その間に、カットグラの頭上に、ふたりの下僕が蔦で覆いをしてくれるのである。

「……なんだなんだ。お風ふ呂ろにつきあわないのか？」

　対岸から飛んできたチャムが、わざわざ文句を言いにきた。風呂という単語は、この場にはふさわしくないすっとんきょうなものに聞こえる。

「ウン！　姫ひめ様がはいれって。そしたらよく寝ねられるって。ジョクは疲つかれていないのか？」

「それどころじゃないのは、見ればわかるだろう」

　革かわ鎧よろいを脱ぬぎＴシャツ姿になっていれば、山間部の空気の冷たさが身に染しみるのだが、ワーラー・カーレーンの空気のような重さがないということが、爽そう快かいに感じられた。

「あたしとはいるのが嫌いやなんだろ？　アリサとはいるんだ！」

「山小屋に、ふたりが一いつ緒しよにはいれるような風ふ呂ろなどあるものか」

「あるんだよ。岩風呂が！　なんだぁ、この汗あせ臭くさいのは！」

　ジョクの周囲を飛び回ったチャムは、ハッチの縁ふちにかけてあったハンガーに吊つるしてあったジョクの革鎧のうえを飛んで、悲鳴をあげた。

「どのくらいの時間、オーラ・ロードにいたのか知れないんだ。いつもより汗あせを吸っているさ。お前だっておなじようなものだ」

　ジョクは、革鎧のズボンのほうも脱ぎたかったのだが、足場になるカットグラの装そう甲こうの刺とげがこわくてそれはできない。

「フン！……アリサとリムルとはいればいい！」

　チャムは、ジョクに捨て科白ぜりふをのこして、対岸に飛んでいってしまう。

「……!?　疲つかれているな……」

　ジョクは、そのチャム・ファウの飛び方が気になったが、東京にいるあいだに、シートの背後の隙すき間まに、アタッシェケースひとつ分の品物を積みこんでおいたのを思い出して、その中身をチェックした。

　いつコモン界に帰るかもしれないという期待もあったし、なによりも、パイロットの習性から、衣類一式、ウインド・ブレーカー、それに電池の問題はあったものの最低限度のパソコンも押おし込んでおいたのだ。あとは市し販はんの薬数種類と、アリサたちのための絵葉書などの土産みやげである。そんななかに、ジョクの祖母との写真もあったのは意外だった。が、そんな意外さがジョクを安心させた。

「やるか……！」

　オーラが暮れるまでにはもう時間はないのだ。ジョクは、装甲補修用の接せつ着ちやく剤ざいを手にして、カットグラの首まわりと肩かたの関節のチェックのために、ロープをつかってよじ登っていった。







　11　女たちの山小屋







　パットフット母娘おやこの山小屋は、キロン城の狩かり小屋のひとつなのだが、王族たちはこの十数年間つかうことがなかったという代しろ物もので、まず何があっても、捜そう索さくされるようなことはないと考えられる場所ではあった。

　ミの国の王ピネガン・ハンムは、アの国の侵しん攻こうをうけざるを得ないと覚かく悟ごしたとき、その戦争が、機械を主力とする未み曾ぞ有うのものになると理解していたために、妻子を匿かくまうことには用心に用心を重ねた。

　ピネガン・ハンムにとって、パットフット母娘を絶対安全な状じよう況きようにおかなければならないのは、家族の身の安全をはかるためばかりではなく、アの国との戦争を勝利にみちびくための絶対条件であった。

　政治的な背景といってしまえばそれまでなのだが、その問題は、王とパットフットとの結けつ婚こんにまでさかのぼる。

　ミの国の北にラウという大国があり、パットフットは、そのゴウ王家の長女であった。

　両国の関係は、歴代友好的につづいていたために、王子であったピネガンは、幼い頃ころからラウの国のタータラ城の催さい事じに参加することは珍めずらしくなく、幼い頃からパットフットを見知っていた。

　見み目め麗うるわしいと評判の王子と王女が、おたがいに心をよせあう関係になっていくのも当然という成り行きだったのだが、パットフットの父、フォイゾン・ゴウ王は、ピネガンとパットフットの婚こん姻いんは当初から許してはいなかった。

　パットフットは、フォイゾンの数少ない子供のうちでも才気ある王女として知られていたので、王は、彼女に婿むこを迎むかえさせて、大国ラウの跡あとを継つがせる心づもりがあったからだ。

　しかし、恋こい人びとたちというものは、拒きよ否ひされればそれだけ恋心を燃えあがらせてしまうもので、フォイゾン王の意志が堅けん固ごであるばかりに、ピネガンはパットフットを拉ら致ちするようにして、ミの国に連れてきてしまったのである。

　駆かけ落おちである。

　そのため、ピネガンはフォイゾン王の不興を買い、いまだに許しを得ていないのである。

　だから、ミの国の王でありながら、ピネガンは正式な結婚式をしないまま、パットフットをキロン城にいれてエレをもうけたのである。

　キロン城にはいっても、パットフットは、フォイゾンに愛された才能と器量をいかんなく発揮して、女おんな主あるじとしての地位を獲かく得とくして、城内だけでなく国民からも愛され、ミの国の国民のあいだに、いつしかラウの国王フォイゾン・ゴウがこの夫婦を認にん知ちしてくれるのなら、ラウに併へい合ごうされても良いというような機運まで醸じよう成せいされた。

　そこに、アの国が侵しん略りやくの手を伸のばしてきたのである。

　ラウの国は国力があり、国王フォイゾンは国を充じゆう分ぶんに掌しよう握あくして、改革派ともいうべき統治をした人物であったので、アの国に倣ならって、オーラマシーンを開発し、独自のオーラバトラーの開発にも成功していた。その裏には、クの国について囁ささやかれた噂うわさとおなじように、オーラマシーンの発明者であるショット・ウェポンとの接せつ触しよくがあったという噂もある。

　ミの国は、独自に飛行機型のフラッタラの開発にこぎつけるところまでしかできず、オーラバトラーについては、ラゲッサのような試作機の開発が限界であった。

　そのため、アの国と開戦必至となった時機に、ラウの国からオーラバトラーの供きよう与よを受けざるを得なかったのである。しかし、そのことで、フォイゾン王がピネガンとパットフットとの関係を認にん知ちしたことにはならなかった。

　その意味では、フォイゾン王は、現実主義者であった。

『わしは、ミの国がアの国に蹂じゆう躙りんされたとしてもなんの痛つう痒ようも感じない。それほど、ピネガン王の為なしたことには怒いかりを感じている。しかし、ミの国が潰つぶれては、アの国を助けることになる。これはできない。だからオーラバトラーを供与する。しかし、万一、パットフットの身になにか起こるようなことがあれば、今度は、わしがパットフットを拉ら致ちしよう。パットフットは、それほどの宝なのだ。そのときは、ミの国という防ぼう波は堤ていを見捨てることになるが、それも構わぬ。ラウはパットフットとともに、火中の栗くりをひろうつもりである。そうピネガンに伝えよ』

　自己矛む盾じゆんを承知で、フォイゾン王は、ミの国にオーラバトラーを供与する条約の調印式の席上、ミの国の使者にそう語った。

　だから、ピネガンは、パットフットの安全を絶対に守らなければならなかったのである。

　そうすれば、現実主義者のフォイゾン王は、ミの国そのものをアの国に売るようなことはないだろうと読んだのである。アの国のドレイク・ルフトの覇は権けん主義は、コモン界全体にとっての脅きよう威いであり、それを北方の大国を支配するフォイゾンが黙もく認にんするほど愚ぐ鈍どんではないと知っているのである。だからこそ、パットフットのような王女をもうけることができたと信じていた。

　幼い頃ころから、ピネガンは、厳格なフォイゾン王を嫌きらいであったことはないのである。




　パットフット母娘おやこの丸太小屋は、崖がけを背にした雑ぞう木き林ばやしのなかに身をひそめるようにしてあったが、その崖の一角から水が段をなして、雑木林の一方から跳はね橋ばしのある谷間に流れこんでいた。その流れのなかには水車があって、跳ね橋の上げ下げを助ける仕し掛かけになっているのだ。

「たいした細工だ。こんなものをわざわざ下から運んだのですか？」

「はい、パットフット様がお輿こし入いれになった年に、この小屋をととのえる命令をうけまして……ひそかに作ったのです」

　万能選手という騎き士しセバスト・ファンは得意である。

「ホウ……このような使い方があることを、王は想像なさっていたのでしょうか？」

「ご用心の良いかたでありますからな」

「あの湯気は？」

　水の流れが段をなしている一角、丸太小屋の背後に、ちょっとした芝しばの囲いがあって、そこから白い湯気がたなびいていた。

「温泉です」

　ジョクは、まだまだ充じゆう分ぶんにコモン人の言葉を理解することはできないのだが、チャムの言っていたことからも、セバスト・ファンの発音が、地上界の〝温泉〟を指しているのだと理解できる。

「近くに火山があるのなら、大だい丈じよう夫ぶなのか？　この地形は？」

「地形的には、この場所が心配ということはありません」

　ジョクは、小さいながらも激しい勢いをみせる流れの上の橋を渡わたりながら、あらためて、理想的な隠かくれ場ば所しよであると思う。

「小屋のむこう、反対側はどうなっているのだ？」

　丸太小屋から、女たちの生き生きとした笑い声が聞こえる。中をのぞいてみたい衝しよう動どうにかられながら、ジョクはセバストをうながした。

「はい……林がつづいておりますが、かなりの傾けい斜しやであります。軍が登ってくるのは、むずかしいでしょう」

　母おも屋やの奥おくには渡り廊ろう下かがあって、もうひとつの棟むねにつづいていた。

「騎き士し殿どのがお使いか？」

「はい。傾斜のほうに向いて、厩うまやもあります」

「騎士殿が、厩とおなじ棟に？」

　ジョクは聞きながら、渡り廊下の手前につきでた岩の上におかれた大きな箱をのぞいてみた。箱の奥で、数羽の鳩はとがとまり木にうずくまって、眠ねむりにはいっているようだった。

「ふだんからそういう生活をしていましたから、気にもなりません……それらの鳩はここで訓練して、わたしが下山したときに、それぞれの陣じんにおいてもらうようにしております」

「本当に、騎士殿のなさりようには感服します」

　心からそういうと、ジョクは厩にまわって、さらに雑ぞう木き林ばやしをくだってみた。

　セバストのいうとおり、岩の頭がそこここに出た、かなりの傾斜地である。雑草が多すぎる気がしたが、手をいれるわけにはいかないのは、なるべく人の気配をけす必要があるからだ。

「お気をつけ下さい。その次の段からは、罠わなを仕し掛かけてあります……そこです！　上の木の枝が折れていましょう。その下に罠があります。もっと下には、鳴子も張ってあります」

「騎士セバストの用心には、怖こわいものがあるな……」

「忍にん耐たいの必要な任務ですし、それぐらいしかできることはございません」

「それができる人間が少ないのが現実だ……が、どうだろう？　守りが堅かたすぎて、いざというときに、脱だつ出しゆつする方法がないようにみえるが？」

「跳はね橋ばしの下にひとつだけ狭せまいルートがございます。そこには、いくつか落し穴を仕掛けてございます。確かに堅けん固ごすぎているのですが……」

　セバストも問題点は承知しているとわかれば、それでジョクは安心する。

「その道を使うとき、ご婦人方は落し穴を越こえられるのか？」

「渡わたり板いたを隠かくしてあります」

　ジョクはセバストを追って、丸太小屋の前にもどっていった。

　丸太小屋の低い屋根には土がかぶせられて、草が生い繁しげっていた。もともと薄うすい石板を敷しいた上に土をかぶせて、雨や風から屋根を守ったのである。オーラマシーンの出現を予想して、空からの偵てい察さつを警けい戒かいしたものではない。

　小さな窓も最小限度の数しかなく、ドアも低いものだった。

　リビングにある暖だん炉ろがかまどの役も果している。右奥おくには、流し場と別に小さなかまどがあった。

　リビングの奥の廊ろう下かは、温泉に渡る廊下につながっていて、その手前にはひとつの部へ屋やがあり、その左手には、ふたつのドアが並んでいてそのむこうが女性たちの部屋になっていた。

　パットフットの指図のもと、少女たちは甲か斐い甲が斐いしく夕食のしたくをととのえていたが、ジョクとチャムの出現は、この小屋にとって久しぶりの変化であるために、女たちが興奮するのも当然と見えた。

「セバスト。聖戦士殿どのには、温泉にはいっていただいてから、食事にいたしましょう。それでよろしいですね？」

「しかし……チャム、あのフェラリオはどうしました？」

「あちらのあたしたちの部屋です」

　暖炉の前で鍋なべのようすをみていたアリサが教えてくれる。

「よろしいんですか？　あのような者を部屋にいれて？」

「エレ様が離はなさないのです。温泉にいれるのも手伝ったのです」

　ジョクの問いにテーブルに食器をならべていたリムル・ルフトが答えてくれた。たまたま入口ちかくに立っていたからなのだが、リムルは言ってしまってから、馴なれ馴れしくしすぎたという風に顔を伏ふせて、暖炉のほうに行く。

　ジョクは、ラース・ワウでも彼女とはなじみがなかった。

　ドレイク・ルフトの前妻のアリシアは、パットフットとおなじく、ラース・ワウにあっては、女たちの陣じん頭とうにたって漬つけ物ものの樽たるや瓶びんを洗うことから、季節ごとの城内の内装変へん更こうの指揮までやるような女性だった。

　アリサはその母親の薫くん陶とうをうけていたから、パットフットのもとでも苦労することはない。が、リムルは、ドレイクの後妻でアリシアとは正反対の暮しぶりをするルーザの連れ娘ごで、典型的なお姫ひめ様育ちのはずなのだ。そのうえ、ラース・ワウにはいれば、リムルひとりの我わが儘ままぐらい許容できる。彼女が望むなら、姫としてふさわしい王子の出現を待つだけで、結けつ婚こんをして子を産むだけで良いのである。

　ところが、母親のルーザに似ることのなかったリムルは、ドレイクの覇は権けん主義に不安を抱いだき、母親の打算的な考え方にも同調しなかった。彼女は、ミの国とアの国の軍がぶつかったとき、その混乱に乗じて、むかしジョクの城にいた若者たちの操縦するオーラマシーンにひそんで、アの国を逃とう亡ぼうしたのである。

　彼女の本当の動機は不明なのだが、性格がエレに似ているとはいえた。そんなリムルだから、まだジョクに対しては緊きん張ちようしてしまうのだ。

　アリサが、左の奥おくのドアをノックした。

「はい？」

　エレの愛くるしい顔がのぞいて、チャムは眠ねむったと告げる。

「……エレ様、本当によろしいのですか？」

「どうして、そのような心配をなさるのです」

　ジョクの心配に、エレはけろりとした顔をみせる。

「ミ・フェラリオは、コモン人に好かれておりませんので、姫ひめ様方にもご迷めい惑わくかと恐おそれていました」

「わたくしの我わが儘ままで、アリサ様とリムル様の部へ屋やを、あの子のために使わせていただいております。リムル様もそれで良いとおっしゃいます」

「ベッドをひとつ取られるなら、困りますけれど……」

　アリサがつけくわえる。

　ジョクは、少女たち連合軍の調和の良さに、それ以上の遠えん慮りよは彼女たちに失礼にあたるとみて、微び笑しようを返すだけにして、セバストに裏の温泉なるものに案内してもらう。

　本物の露ろ天てん風ぶ呂ろだった。温泉は谷からの流れの方向を押おしもどすように泡あわを噴ふき出していた。

「岩が黄色のところはすべりますから、この囲いのほうに身体からだを沈しずめてください。お国の風呂とおなじだと思います」

「アの国の温泉？」

「いえ、地上界の温泉のことです。アリサ様が毎夜、聖戦士殿どののお国の話をなさいます」

「そんなに？」

「ご心配なく。アリサ様はパットフット様に遠慮をなさって、アの国のことをお話しになるのはひかえていらっしゃいますので、そのかわりに聖戦士殿の……」

「そうか」

　ジョクは納なつ得とくしたが、同時にアリサの心痛にも思いを巡めぐらせることができた。

「着き替がえと申しましても、私どものものしかございません。ご勘かん弁べん下さい」

「世話をかける」




　ジョクが温泉からあがる頃ころには、周囲のオーラ光はとっぷりと暮れて、セバストの用意してくれたガスのカンテラだけが、足場を浮うきあがらせていた。

「こんなに暗くなっても、ご婦人方は温泉をお使いになるのか？」

「明るいうちにお使いいただくようにしておりますが、なかなかそうはまいりません」

「パットフット様のための風呂は、どこなのだ？」

「ハッ……。恐れ多いことでございますが、ここをわたくしどもも使わせていただいております。ですから、我々は夜中にカンテラも使わずに」

「恐おそろしくないか？」

「慣れました」

　セバストは、カンテラの光のなかで、微び笑しようした。

「……本当に良い女王様なのだな」

「それはもう。フォイゾン王のご訓育には、敬意を抱いだくだけであります。ご結けつ婚こんの事実を認めていただければ、ミの国はラウの国に併合されても良いのですが……」

　セバストは裏口をひらいて、部へ屋やに案内してくれた。

「こちらのお部屋で、お休み下さい」

　リビングに面する右手の部屋である。ジョクは、支し度たくのおわったテーブルのかたわらに立つパットフットに振ふりむいて、

「この部屋は、王のためのものでありましょう。自分には使えません」

「聖戦士のような方のための部屋です。今夜だけは、そこでお休み下さい」

　パットフットは、セバストから借りた衣い裳しように身をつつんでくつろいだジョクに微笑をみせ、テーブルにつくようにうながしてくれた。

　セバストとトアンラ、メウドーは、さすがに暖だん炉ろ脇わきの小さいテーブルについたが、食事は一いつ緒しよにする習慣になっているようだった。

　そういった習慣に感激する感覚がもどっている自分を意識して、ジョクは、この世界になじめたらしいと安心した。







　12　地上の物語







　食事は、温かいものだった。

　リムルとエレは、ジョクがはいているコットンのパンツの材質に興味をみせたりしながら、東京での経験話に聞き耳をたてた。

「……聖戦士のご出身の土地の方々は、カットグラを見ても、バイストン・ウェルのような世界があるとは信じてくれなかったのですか？」

　パットフットの疑問である。

「カットグラは信じ、それが別世界からきたことも信じるのですが、それを扱あつかうのが同じ世界のぼくであるということを信じないのです。まして、バイストン・ウェルが、自分たちと関係のある世界とはとうてい考えてくれません」

「別世界のように感じますけれど、わたくしたちは、地上界を頭の上にあるものと信じていますのに」

「ぼくらの世界には異世界の物語がいっぱいあるせいでしょうね。別世界は別世界と割り切って考えすぎて、現実にあるとは納なつ得とくしたくないのでしょう」

　ジョクは、ジャコバと話したことを思い出していた。

　こんな風に自分の世界の話をしているときに、ジャコバの話とあわせて地上での体験を思い出すと身の毛がよだつ。

　現実的な危機は切せつ迫ぱくしているらしいのに、自衛隊の連中も警察も、映画の撮さつ影えいに立ちあっているような行動しかとらなかった、と思い出せるのだ。

「……地上人には、本当の意味での想像力がないのです。安易なフィクションで満たされる想像力しか持っていないのです……地上界には、精神とか生体のもつ力を科学的に説明する力がないことも原因しているのでしょうが……。それでいて、科学的な説明をよそおえば、それがまちがった説でも信じてしまうのが地上人なのです」

「……すべてが矛む盾じゆんのかたまりですね」

　嘆たん息そくのあとのパットフットの言葉に、少女たちも頷うなずいていた。

「……科学的ということは、どういうことでありましょう？」

　幼いエレが聞いてきた。

　ドキッとするのは、ジョクにとってもとんでもなく難しい質問だからだし、核かく心しんをついてくる少女に気け圧おされそうになった。

「上じよう手ずに説明できませんが……たとえば、この蠟ろう燭そくがなぜ燃えるのかを科学的に説明すると、空気のなかにある燃えやすい気体の成分と、熱によって蠟ろうから浮うきたった成分が、化学的な反応を起して燃える、と説明します。その成分、つまり、目には見えないのですが、燃えやすい物質、燃えにくいもの、毒を出すもの、煙けむりになってしまうものと……そうそう、煙も目に見えない小さな物質の塊かたまりなんですが、その細かい物質の違ちがいをぼくには説明できません。知識がないからです。……このように説明していきますけど、よろしいんでしょうか？」

「どうぞ……目に見えない細かい物質があるというのは、初めて聞きました」

「物質といっても、小さすぎるので、煙けむりのように空気のなかに浮いていって、また、地上に落ちていってしまうんですけれど、煤すすの粉も、そういう小さな成分のかたまりなんです……で、固体の蠟ろう燭そくが燃えつづけていられるのは、この炎ほのおの下の蠟が、きれいなカップをつくって溶とけているからです。が、その理由は、重力と空気の流れの関係によって、蠟に熱い部分と冷たい部分ができるからなのです。こういう説明に、さらに、蠟そのものの性質とか、重力とはなにか、というような説明をつけくわえていきますと、科学的な説明ということになります」

「ハア……」

「大変なものですね」

「でも、仕組みがつながっているとは感じますけれど、そのつながりの途と中ちゆうを研究しすぎますと、世界のことをバラバラに理解してしまいませんかしら？」

　それもエレの言葉だった。十歳になっていないはずだと思いながら、ジョクは、彼女のまっすぐ見つめる瞳ひとみを正視していた。

「そうです。そのことは、最近になって科学者たちも感じて反省していますが、それまでは、科学的な考え方というのは、普ふ遍へん的な真理、法則を発見するものとして、絶対的なものと信じられていました」

「どうしてです？」

「科学的な発見、発明によって、今まで治せなかった悪い病気が治せるようになったり、交通や農業が発達して、暮しは便利になりました。この三百年間くらいは、そういう時代がつづいたので、科学的な考え方が支持されるようになったのです」

「はい……」

「つまり、物事の根本を調べれば、その全体の性格がより一層わかることがあります。炎ほのおの性格がわかれば、どう利用するかということもわかって、新しい道具が発明されます」

「わかるような気がします」

　リムルが、そっと答えてくれた。

「でも、エレ様の感想は正しいと思います。科学は、物事を合理的に理解することだけを人々に強しいましたから、体験的に知った貴重な知識を忘れてしまうようなことも起りました」

「でも、普遍的な真理をもとめようとした科学は、森しん羅ら万ばん象しようのすべてを説明したのでありましょう？」

　リムルが、おずおずと尋たずねる。

「残念ながら、世界には、わからないことのほうが多いということがわかったというのが、科学の現状でしょうね。現在わかっている範はん囲いでの説明でしかないというのが、科学的なのです」

「それでも信じられたのでありましょう？　まちがった説明でも、信じてしまうともおっしゃいましたね？」

　パットフットの不思議そうな顔に、ジョクは、自分の常識自体が確かに怪あやしいと感じる。

「科学は絶対だと、盲もう目もく的に信しん仰こうされた時代がつい最近まであったのです。ですから、その考え方のうえに生活してきたぼくらは、今になって、環かん境きようを破は壊かいしていることに気がついたりするのです」

　エレとリムルは、顔を見合わせてから、またゆっくりとジョクの顔を見上げた。

　アリサが話に加わってくれた。

「……前々からわたしが、ここでお話ししていました地上界のことは、表面的な現象なのです。あの便利な社会の裏側には、実は、物を生産したあとのゴミが山のようにあるのです。そうですよね？　聖戦士殿どの？」

「あ、アリサ様。わたくしの前でも、聖戦士殿にはいつもの言こと葉ば遣づかいでどうぞ……」

「ありがとうございます。パットフット様」

　ジョクも思わず頭をさげてしまう。

「そのゴミのなかにも、危険な物質、成分が一いつ杯ぱいあるのです。腐くさって土になってしまうようなゴミなら、死体のようなものでも問題はありません」

「鉄ですか？」

「鉄は錆さびてくれます。二、三千年もすれば分解するでしょう。しかし、現代の我々の世界には、それ以上に危険なゴミが山ほどあるのです。いつまでも人の身体からだに危険な化学物質から放射能まで……」

「地上人がいっぱい使う電気は、問題ないのでしょう？」

　アリサが、例として持ち出してくれた電気は、この世界でも、オーラマシーンをとおして開発されていたので、少女たちもよく知っているからだ。

「水力、火力、地熱、波は浪ろうと発電の仕方はいろいろありますが、大量の安定した電力を確保することはとても難しいので、新しい科学技術である原子力による発電も行いますが、人を殺してしまうような危険な熱をもった燃料を使っています」

「火と同じではない熱ですか？」

　パットフットが聞いてきた。

「はい。原子力は、火とは性質が根本的にちがいます。鉄のような丈じよう夫ぶな物のむこうに、原子力という燃料を置いておいても、それが出す特別な熱は、それに当たるだけで人が死ぬのです。科学技術はそういうものを利用してしまう技術なのです」

「藁わらでかまどを作って火を使うようなことでありましょうか」

　飛ひ躍やくしてはいたが、エレのすさまじい譬たとえに、ジョクはうなってしまった。

「そう……そうなのでしょう……」

　エレのいう藁のかまどを地球だと考えれば、環境汚お染せんの問題はわかりやすくなる。藁のかまどをつかいながら、藁で大丈夫だといいきる科学者と政治力学が密着した世界が、地上界なのだ。

「しかし、暮しはとても楽になっていますから、人々はつい安易な便利さに走って、とりあえず死なないとわかれば、将来的に起こる危険性には目をつぶってしまうのです」

「それが、地上人の物質至上主義という考え方ね？」

　アリサが、いつもの言こと葉ば遣づかいにもどってくれた。

「教えてくださいませ。今までの説明と物質至上主義という考え方の関係が、まだよくわかりません」

　リムルが口をはさんだ。

「……想像はむずかしいでしょうが、たとえば、こんなジーンズを三本も四本も持っていれば、そのうちのひとつは、膝ひざの部分を破いてはくのが恰かつ好こうが良いことだと思ったりします。新しい家具でも、わざとよごして売るほうが高く売れたり、逆に、きれいに洗った野菜を売ることが一いつ般ぱん的になったりもしますと、こんどはドロをつけたままの野菜のほうが高く売れたりするのです。こういうこと、おわかりになりますか？」

　リムルもエレもパットフットも眉まゆをひそめて、お互たがいの顔を見合わせるだけになった。

「なんとまあ……それが本当のお話なら、失礼ですが、ガロウ・ラン以上にすさまじいことに思えます」

　パットフットが、ようやく意見を口にしてくれた。

「そう思います。残念ですが、それが地上界です」

「でも、その譬たとえは適切ではないわ。ジーンズが大量に生産できる社会の説明が抜ぬけおちています」

　アリサが助け船を出してくれる。

「では、こういうのはどうでしょう？　馬車が、誰だれにでも買えるように安く生産できたとします」

「誰にでも？」

「はい、商人のみならず、お城に出勤する役人の半分ほどが、毎朝、馬車で出勤したとします。地上界では、馬車のかわりに自動車というものをつかってそのような現象が起っています」

　ジョクは、馬車を例にひいて車公害の問題を説明してやった。

「……そういった道具をつかえることが、生活の価値観の基準になってしまいますと、自分たちの考えの基準が狂くるっていることに気づかなくなってしまうのです。国家経済が、車を生産しつづけていかないと成り立たなければ、どんなゴミが出ても、車を作りつづけなければならないということなのです」

「足をつかうだけでは、間にあわないほど広い場所で、人々が暮してしまっているのですね？」

　リムルは、一いつ所しよ懸けん命めいに自分の言葉で咀そ嚼しやくしようとしてくれた。律りち儀ぎな性格なのだ。

「はい、交通機関の発達は便利さを提供しましたが、人々の心を蝕むしばんだ点もあるのです」

「道が、自分たちの知らない厄やつ介かいなものや疫えき病びようを運ぶものだと考えることがなくなったのは、世界が清潔になったということ。ですから、交通機関の発達をうながした。すべてが、つながってしまっていますね……」

　パットフットは嘆たん息そくする。

　彼女の意見は、地上界の中世の〝道〟にたいする考え方とおなじで、洋の東西を問わず、昔、村々の入口に小さな神を祭ったのは、外の世界から疫えき病びようをはじめとするいろいろな災さい厄やくがはいらないようにという願がん掛かけであり、災厄を守護神にガードしてもらうという意味があった。

「同じように、人びとに心理的な変化をあたえたものに、食べ物があります。一人分の食事が、すべてオーブンで温めるだけで食べられる状態で売っていますと、人々は家でなにもしなくなります。洗せん濯たくだって機械任せになっていますから、家事労働が苦痛になってしまうのも当然でしょう？」

　このように話していきながら、ジョクは、コンビニエンス・ストアの商品のすべてが、現代人の堕だ落らくの象しよう徴ちようのように感じてしまう。

　リムルとエレは、お湯をかけるだけで食べられるヌードルの話を、気持ち悪がりながらも面おも白しろがって聞いてくれた。

「さて……聖戦士殿どのは、お疲つかれです。さあ！」

　パットフットが、ついに大きな声を出して、少女たちを寝しん室しつに引き下らせたのは、いつもよりずっと遅おそい時間だった。

「……わたくしだって、もっとお話を聞きたいのですが、その機会は、明日のためにとっておきましょう。戦乱の時代です。将来に残すものをつくっておくことが無事でいられる、という諺ことわざもありますからね」

「はい。ですが、戦せん況きようが気になります」

「そのお話も明日にしましょう。今夜は何事もないでしょうから……。セバスト、明日は、そのお話を聖戦士殿に」

「はい。パットフット様……」







　13　遅い朝







　アの国のドレイク・ルフトが、前妻のアリシアとはあまりにもちがう後妻を娶めとったことは、アの国の将位高官たちにも想像がつかないことだったが、ギィ・グッガの戦乱以後、急速に覇は権けん主義に転てん換かんしていくためには、ルーザのような権勢欲のある女のほうが似合っているのだ、とラース・ワウの人々は納なつ得とくしていった。

　その経けい緯いは、ジョクも知っていた。

　ジョクが不思議だったのは、アの国の覇権主義が、軍のみならず国民にも受け入れられて、積極的な支持を得ていることだったが、それもまた、歴史を見れば、珍めずらしいことはない。

　ジョクが知らないだけなのだ。第二次大戦前の日本やドイツ、イタリアはそうであった。時流に流されるときは、大衆というものは、無定見ではなく、結果が失敗するだろうとわかっていても、時代に迎げい合ごうをするものなのだ。

　なぜなら、自分にできることがないことを知っているから、頭を下げて時代が行き過ぎるのを待つだけにする。そうでなければ、率そつ先せんして時代の先兵になってその時だけの隆りゆう盛せいと名声に酔よう。

　未来などは、わからないからである。その意味では、大衆というマスは、タフといって良い。庶しよ民みんの生き方がタフなのだ。

　しかし、最終的な勝利がどこにあるか知れないのは、万ばん民みん共通であるのだから、それで良しとしてしまうという側面もあるのだろう。

　ジョクの領地に隣りん接せつする領地にいたニー・ギブンのように、アの国の覇権主義に反旗をひるがえす騎き士しもいないではない。そのことが、ジョクに、国民全ぜん般ぱんの心理を疑わせることになったのだが、ニーと事実上結けつ婚こんした地上人、マーベル・フローズンの意見は簡単だった。

『統治者も統治の方法も、歴史を積み重ねることによって変るものでしょう？　コモン界は、地上界でいえば中世そのもののレベルだから、覇権主義がいいものにみえるのよ。民度の習熟度の問題といっていいでしょうね。それと、ドレイクの意思とかルーザの意思というよりは、オーラマシーンという圧あつ倒とう的に珍しい物を手にいれれば、そりゃ、誰だれだってはしゃぐわよ』

『圧倒的な武力か……』

『ドレイクにはそれしか見えていないわ。でも、それでは、あたしたちがなんで、この国にだけ呼びこまれたの？　ショットの発明を補強するため？　ちがうでしょうね』

『世界はそれほど単純ではないな？』

『ええ、この点についてはね……。あたしたちは、ショットと拮きつ抗こうするような位置にいたほうが、オーラマシーン現象のなんたるかがよく理解できそうだと思わない？……だから、試ためしてみるのよ。それで、ニーといっしょに亡命することにしたのよ』

　マーベルの考え方が了りよう解かいできたから、ジョクもアの国を離り反はんする意思をかためて、アリサに告げたのである。

　そのとき、アリサは言ったものだ。

『あのオーラマシーンという機械の力が、機械を持たない国との格差を拡ひろげすぎて、父を覇は権けん主義の虜とりこにしてしまいました……それはわかるのです。王ですから、力を行使して国民にもっと自信をもたせたいとは考えています……』

　そんなことを言いながらも、アリサを嫌けん悪おさせている噂うわさもあるのだ。

　敗北したギィ・グッガの霊れいが、ドレイクに憑ひよう依いした、というものである。これは、アリサにとって耐たえ難いものであるのは、いうをまたない。

　ギィ・グッガは、人の形をしているだけに、獣けもの以上に忌いみ嫌きらわれているガロウ・ラン、すなわち、地に棲すむものである。地上界の感覚でいえば、地じ獄ごくの使者という感じであろう。そのような者に憑依されたかもしれないという噂が、国中でまことしやかに語られれば、実の娘むすめとしては無残な想おもいにとらわれよう。

　アリサにとっては、ルーザが後妻にきた以上に手て酷ひどい負担になって、国を捨てさせる理由になっていた。

　それでも、ジョクは、彼女の亡命について、一半の責任を感じていた。

　東京にいるあいだは、アリサを忘れていたが、今こうして彼女と同じ屋根の下で寝ねていると、すまない、と感じてしまうのだ。

　東京では東京の現実に対応することで精せい一いつ杯ぱいだったのだが、地上界の巨きよ大だいな組織に、オーラバトラーを知らしめるということが、どのくらい難しいものであるかは思い知らされたと思っている。

　そんな状じよう況きようにあるときに、中なか臣おみ杏あ耶や子こが現れてくれたので、過か酷こくな現実の痛みを忘れることができた。

　アリサを忘れ去っていたのではないのだが、杏耶子に心を惹ひかれたのは事実である。

『……杏耶子さんは、エレとリムル、アリサという三人の感性をみんなもっているような感じがする……』

　かたわらにアリサの体温を感じながらも、ジョクは、ベッドの上の暗い天てん井じようの梁はりを見つめながら、過大評価をする。が、その思いこそ、今このように安心していられる場所を提供してくれた人々にすまないと思う。

　しかし、人がいての場所であるなら、その時々の人と親密になって悪いわけがないとは思う。

『……ここに直接くるのではなくて、もっと遠いところに現れたかった……そうすれば、楽だったはずだ……』

　部へ屋やのなかは、まったくの闇やみではない。

　ドアの下のすきまから、暖だん炉ろの残り火の赤い光が忍しのびこんでいたから、低い天井の梁を間近に見ることができた。

『ジャコバは、地上界からぼくを呼よび戻もどすほどの力はないといっていたが……』

　ワーラー・カーレーンの世界をのぞいたジョクには、その通りだろうと思う。時間が経たつにつれて、ジャコバは意外と俗ぞく物ぶつだったという心証が、強くなっているのだ。

『アリサだってドレイクに意見を具申したのだ……が、勢力拡大の作戦を指揮しているドレイクに、アリサの言葉をきくよゆうなどあるわけはない』

　ジョクは、身体からだの芯しんに渦うず巻まいていた興奮が、ゆっくりと冷めていくのを感じていた。

　そうなればアリサにたいして、不誠実だったのではないかという疑いが色いろ濃こくなってくるのだ。その感じ方は、生き真ま面じ目めではある。

『次元がちがうのだから……あの時は、またこちらに戻もどれると思えなかった……杏耶子に傾けい斜しやしたって仕方がなかった……』

　杏耶子とアリサの姿を天てん秤びんにかける必要などはないと思いながらも、なぜか息苦しくなってくる。どのような局面であっても、誠実でありたい、と思いすぎるのだろう。

　ジョクは、意識してリムルのことを考えてみようとしたが、残念なことに、ラース・ワウで噂うわさされているぐらいのことしか知らなかったので、考えようがなかった。

『両親の愛をいっぱいに受けて生まれて、率そつ直ちよくに育っていらっしゃるエレ様か……あの娘むすめは、そうだな……霊れい能のう者しやとかな……』

　そちらに、頭を振ふるしかないのだが、そのようなセンスは皆かい無むであるので、想像がふくらむことがない。

『……そうか……ここの女たちがみんなでいてくれたおかげで、ぼくは呼ばれたのだろう……チャムも作用しているかもしれない……きっとそうだろうな……』

　考えが長くつづくことはなかった。ジョクは眠ねむりについた。それは健すこやかで、オーラ・ロードの夢さえみることはなかった。




「……ジョク……ジョク」

　遠く近くアリサの声がした。

　それが杏耶子の声であって欲ほしいと思う心も働きながら、目覚めたのだが、今はアリサで良いのだと充じゆう分ぶんにわかっていた。

「…………!?」

　レースのカーテンのかかった窓から射し込む、暖かいオーラの光が部へ屋やにはっきりと陰いん影えいをつくり、その窓を背にしてベッドの脇わきにかがんだアリサが、ジョクに微び笑しようを見せている。

「お目が動いていましたから、もう声をかけても良いだろうと思いました」

　アリサの物言いはパットフットに倣ならっているように聞こえる。

「すみません……みっともない恰かつ好こうをしていませんでしたか？」

「いいえ……お行ぎよう儀ぎがよすぎて、起して良いものかと迷いました」

「あ、いけね……すみません。そのシャツをとって下さい」

　ジョクは、上体が裸はだかなのを忘れて起き上がってしまっていた。

「いいですよ。ご迷めい惑わく？」

「え？　いや……アリサ様にそうしてもらえるのは嬉うれしいけど、それは悪いなって……」

　ジョクはＴシャツをかぶりながら、ジーンズもとってもらって、毛布の下ではいていく。

　アリサが部へ屋やから出ていく様子がなく、窓のカーテンを開いたりしているからだ。

「……様はよぶんですと申もうし渡わたしたはずですよ」

「そうですが……」

　ジョクは、ベッドを軽くととのえながら時間をたずねて、昼ちかくだと聞かされて、愕がく然ぜんとした。

「どうしたものだろう……パットフット様には？」

「いいのですよ。ジョクの立場を、王おう妃ひはよく理解しておいでです」

「そうでしょうが……」

　すっと身を寄せてくるアリサの胸と腹部の体温に、ジョクは思わず腰こしを抱だきよせてしまう。

「ぼくがいるおかげで、よけいな気き遣づかいをさせてしまっているようです。すみません」

「……とんでもない。みなは、本当に心強く思っているのですから、そのような気の使い方はなさらないで下さい」

　ジョクの胸にキュッと胸を押おしつけるアリサは、毅き然ぜんとした表情をして見せてくれる。そうであれば、本当の心を口にしてしまうのが、今のジョクの心境ではある。

「しかし、どうしようもないんです。ここに来れば、アリサが、いることが助けになるし、地上に戻もどったときには、地上で助けてくれる人たちも必要になります。ひとりではなにもできない自分というものを痛感しているのです」

「ですから、申した通りです。こうしてご一いつ緒しよにいられるあいだは、優やさしくして下さい」

　男にとって一番つごうのよい女の言葉ではあるのだが、いやしくも、一国の王の娘むすめであったアリサが、そのような言葉を口にしたのだ。

　それは、不幸な象しよう徴ちようと感じる。そんな惨みじめな思いはさせたくはない、とジョクが決断した瞬しゆん間かんでもある。

「それはもう……！」

　それ以上のことを喋しやべらせてはならないという思いが、ジョクにアリサの唇くちびると唇をあわせさせることになった。

　抱ほう擁ようの腕うでに力がはいり、ドレイク王にギィ・グッガが憑ひよう依いしたという噂うわさが、コモン人のアリサにはどれほど重圧になっているのか、と想像してしまうのだが、ジョクにはその実感は難しいのだ。

　しかし、田村美井奈の肉体を一刀両断した力から、ジョクの腕でたっぷりと抱けてしまえるアリサを守ることができるのか、という問いには、それは過か酷こくだと感じることはできる。

「…………!?」

　その抱擁は厚く重いものだ。と、

　ドン！

　ノックよりは強く、なにかがぶつかったにしては小さい音がドアのほうでした。暖かく優しい接せつ吻ぷんは、充じゆう分ぶんではなかった。

　ドスン！

「こらっ！　アリサー！　いつまでジョクと一いつ緒しよなんだ！　コラァーッ！」

　チャムがドアを蹴け飛とばしている音だった。

「もうっ！」

　アリサはムッと唇くちびるをとがらせると、もう一度ジョクの唇に唇をよせて、力いっぱい押おし込こんできた。

「…………!?」

　唇が離はなれると、アリサの舌がペロリとジョクの唇を舐なめて、身体からだをはなしてからグイッと背筋を伸のばす。

「ここは、あたしの好きにやらせて下さいね。あの娘には思い知っておいてもらわないといけないのですから。いいですね？」

「も、もちろん……ぼくには人形好みといった趣しゆ味みもないから……」

　最後のアリサの茶目っ気のある接吻に、ジョクは苦笑をかえす気持ちで応じる。

「結構よ。それで……！」

　言いざま、アリサがパッとドアを開くと、蹴りをいれるつもりだったチャムが、ドアがなくなった空間でかろうじて踏ふみとどまって、ホバリングをしてみせた。

「……!?　なんだ!?」

「チャム！　ジョクは、あたしのものです。どのように取り入ったって、チャムの好き者の仕し掛かけなどは、ジョクは受け入れませんから、そのことは、しっかりと覚えておきなさい！」

　かなり激げき烈れつに聞こえる声こわ音ねだった。そのアリサを、チャムは呆あきれたという風に見つめてから、グルーッと彼女の周囲を飛んでみせて、

「なにいってんだ、アリサ？」

　ジョクに聞いた。

「ン？　アリサは、お前を大人おとなのフェラリオだと思っているのだろう。だから、身のほどに、とお叱しかりになっているのだ」

「ジョク、それはちょっと違ちがうでしょ」

　アリサが抗こう議ぎした。

「そうかな？」

「ヒステリーか？」これはチャム。

「それは、お前のほうが多いんだよ？」

　ジョクは、目の前でうるさく羽根を振ふるわせるチャムのお尻しりをはたこうとしたが、チャムはヒョイと避さけてしまった。

「そういう手つきが、いけないのですよ」

　今度は、アリサが年上の女性に見えるような叱り方をジョクにしてみせる。それには、ジョクが弁解ができない。

「すみません。お恥はずかしいところをみせてしまいました」

　アリサは、ドアのむこうのリビングで、お茶の支し度たくをはじめたパットフットに気づいて謝あやまりに出て行く。つづいて、ジョクも遅おそい朝の挨あい拶さつをした。

「お若い方はうらやましいですね」

　パットフットは、無ぶ遠えん慮りよすぎるジョクたちのやりとりが、エレの耳に届いているのを気にしていたのだが、そんなことはおくびにも出さない。

「気をつけないといけないな……すみませんでした」

　ジョクは、アリサから洗面道具を受け取りながら、素す直なおに謝る。

「あのようなフェラリオは、コモン人や聖戦士をはしゃがせてしまうのですよ？　それには、お気をつけなさい」

　反論したい部分がないではない。が、ジョクは、それには応こたえずに、湧わき出る温泉のわきの流し台にいって、洗面をすませて、昨日、ここに来たときに気づいていたことを思い出した。

　この丸太小屋には、煙えん突とつがないのだ。




「煙けむりをとおす管が床ゆかの下をとおって、雑ぞう木き林ばやしのほうに延びているのです。煙を見られないように拡散させるしくみになっていて、煙は、外の風で吸い出されるようになっているのです」遅い朝食前のお茶をもらいながら、パットフットはそのように説明してくれる。

「煙が逆流することはないのでしょうか？」

「それは、よほどの嵐が来たときぐらいといいますから……まだそういう経験はございません」

　食事は、ジョクひとりだけだった。

　アリサをはじめ、少女たちはチャムを引き連れて、山いちごと山菜を摘つみにでかけて、パットフットとジョクの邪じや魔まにならないように気をつかってくれたのだ。







　14　パットフット







　パットフットが、食後の口直しのパイをジョクの前においてくれたとき、ようやくジョクは本論を切り出せた。

「昨夜は、皆みな様さまのお顔を拝見している嬉うれしさにかまけまして、なにもお聞きできませんでした。自分は、ここの時間にして、どのくらい地上世界にいっていたのでしょう？」

　紅茶茶ぢや碗わんを受け皿におく冴さえた音が、ジョクとパットフットのあいだでして、小窓から射しこむオーラ光が、ジョクの足元を明るくしていた。

「一カ月ほどでしょうか？　事件のことが、わたくしのところに聞こえて参りましたのは、三、四日後のことでありました」

『ジャコバの世界が、ぼくの時間を操作したか……？』

　パットフットの言葉に、そう考えて納なつ得とくする。口にしたパイの甘あまさに、ジョクは、現実的な力が湧わき上がるのを実感しながら、

「リムル・ルフト様は、どうしてここにいらっしゃったのでしょう？」

　問題の核かく心しんを知りたければ、周辺のことから聞いていくという方法も、この世界に来て知ったことである。

「アの国のオーラマシーン部隊には、聖戦士殿どのの家に仕えていた若い方々がいらっしゃいますそうで、その方々の操縦なさる機械にひそんで、ラース・ワウから逃にげ出されたそうでございます」

「それは凄すごい……」

「はい、勇ゆう敢かんで、広く世界のことをお考えになれる方です」

　その説明で、見かけはか細いのに、昨夜積極的に質問をしてきたリムルという少女のことを理解する手がかりを手に入れられたと思える。

「戦せん闘とう中にもかかわらず、ニー・ギブン殿の指揮なさっている軍ぐん艦かん、ミィゼナーと合流されて……そうです、その際、聖戦士殿が消えるときに起ったという大変な光の渦うずがあって、皆みな様さまがびっくりなさったそうでございます」

「ということは、ミィゼナーが、ここに彼女を連れてきたのでしょうか？」

「いえ。味方の軍といえども、ここには近づかせておりません。いろいろな事情がございます」

「ああ！　申し訳ありません」

「セバストが定期的に山をおりてくれます。いろいろな情報は鳩はとをつかって……山をおりれば、軍の馬も調達できますし、フラッタラをつかえる場合もございますので、わたくしもここから、父のフォイゾン王と通信いたしました」

「ほう……？」

　ジョクは、最後のパイを口にするのをとめてしまう。

　パットフットは、秘密めいた微び笑しようをチラッとみせて立ちあがると、暖だん炉ろと厨ちゆう房ぼうのあいだの梁はりからぶらさがっている紐ひもを何度か引いて見せてくれる。

　遠くで、鈴すずが鳴ったようだ。

「あの聖戦士殿とバーンとガラリアとの空中戦は、わたしどもミの国にとりましても、ドレイク軍にとっても衝しよう撃げき的な事件でした。その後のキロン城での攻こう防ぼう戦せんにも影えい響きようをあたえたようです。城は、十日ちかく持ちこたえたようですから」

「…………？」

　ジョクは、暖炉を背にしてオーラの陰かげのなかにすわったパットフットを見やる。端たん正せいでありながらも気力をもった婦人だと感かん嘆たんできる姿だ。

「ドレイクの艦かん隊たいは、キロン城攻撃の際には集中力をなくしていた、怯おびえているようであった、ということでございます。聖戦士殿の消失事件は、我わが軍よりも、敵軍に大きな動どう揺ようをあたえたようでした」

「ピネガン王は？」

「はい、落城後は、ラウの国との国境線を背にして、踏ふみ止とどまっております。その後は、なぜでありましょうか……アの国は、ラウとの国境に一気に押おし寄せることはしないで、主要な戦線では膠こう着ちやく状態がつづいているということでございます」

「キロン城攻防戦で、ドレイク軍の消しよう耗もうが激しかったのでありましょうか？」

「それなりには……でも、我が軍もおなじでありますから、戦術的に考えれば、アの国がすこし消極的になったという評価でございます」

「補給も問題でしょう。キロン城を要よう塞さい化かするのに時間がかかっているということもありましょう」

「戦争は、騎き士しと機械だけでは、できないようですね？」

「はい」

「よろしいでしょうか？」

　渡わたり廊ろう下かにつづく暗がりに、セバスト・ファンが、紙かみ挟ばさみを小こ脇わきに立っていた。

「ご苦労です。お前から、説明してやっておくれ」

「はい……」

　セバスト・ファンは、窓ぎわの小テーブルに、紙挟みのなかから取りだした手て描がきの地図をひろげて、ミの国の軍が後退したあとの配置をしめしてくれる。

「ご説明するために急いで描きましたので、乱雑なのはご容よう赦しやのほどを」

「わかれば良いのです」

　その手描きの地図を見て、ジョクは、セバストがこの種のメモを残さないことを知った。

「局部的な戦せん闘とうは精力的に行われています。ことに、ニー・ギブン様のミィゼナーは各地で奮戦して、我が軍に機械によるゲリラ戦を教えてくださっています。マーベル・フローズン様も、第二の聖戦士ではないかという戦いぶりをみせられまして、功名を立てておられます」

「それほど強力なオーラバトラーがあるとは思えないのですが？」

「ラウの国から供きよう与よされましたドウミーロックというオーラバトラーは、マーベル様と相あい性しようが良いと評判です。ほかの騎き士しとは、まったくちがう働きをみせてくださいまして、かくも違ちがうものかという羨せん望ぼうにまじって、嫉しつ妬とと怨えん嗟さの声もあがっております」

　セバストの説明にかすかに苦笑がまじった。

「それは良かった。ミの国にとって力になれば良い……」

　地上人同士の仲間意識が、つい働いてしまうという瞬しゆん間かんである。

「お力はおしめし下さっていますが……なにぶん、我わが軍そのものが非力でございますから」

　いわずもがなである。セバストは、略図で軍の展開を説明してくれて、ジョクは、パットフットがいうように、アの軍の展開がひどく薄うすいのを奇き妙みように感じた。

　戦争継けい続ぞく中で消しよう耗もうはしているにしても、アの国は、コモン界でもっとも長くオーラマシーンを運用している軍事国家なのである。

「アの国が、海から侵しん攻こうするとか、ほかの国に侵攻するというような情報はないのでしょうか？」

「それはありません。ただ、聖戦士殿どののご不ふ審しんに答えられる要素があります。クの国との連合がうまくいっていないのではないかという噂うわさです」

「そういう内側の不都合ですか。クの国の王ビショット・ハッタでしたか？　騎士仲間のあいだでは、評判が良くない王でありましたが……概がい略りやくは了りよう解かいしましたが、最新の情報はいつのものでしょう？」

「一昨日であります。まだ大きな変化はないという判断がございまして、それで、本深しん更こうには、迎むかえの艦かんが来てくれることになっております」

「え？」

　ジョクは、自分の迎えの手配がすでにすんでいるのかと思った。

「あ、いや、パットフット様が、ラウの国へいらっしゃる計画が、ようやく実行できることになりまして、それで……」

「…………!?」

　ジョクは、厨ちゆう房ぼうで背中をむけているパットフットに振ふり向いてしまった。

「……!?　なにか？」

　パットフットが、洗い物を手にしたまま振り向いてくれる。

「ラウの国にいらっしゃると？」

「話しましたか……」

「申し訳ございません。つい、お話のついでに……」

「よい……父がようやく会ってくれると約束してくれました。それで、わたくしがピネガン王の親書を携たずさえて、参ることになりました」

「そうでありますか……」

　ジョクは、ラウのフォイゾン王がパットフットを手元に引きとれば、ミの国を見放すのではないかと想像したが、別のことを言った。

「……フォイゾン王は、ミの国を支し援えんする態勢を強化してくださるのですね？」

「わたくしの願いを聞くと言ってくれました。キロン落城は、すでにミの国だけの問題ではなくなっていますから、ピネガン王を防ぼう波は堤ていにして、時間稼かせぎをするにしても、その限界は越こえているのです」

「フォイゾン王が積極的にミの国を守ろうとなさらなかったのは、ミの国に勝算があるとお考えだったからでありましょう」

　ジョクは、フォイゾンを悪くいうことを避さけた。

「孫まで生まれているのですから、わたくしもそう思いたかったのですが、ちがいます。父は、まだ、ピネガン王が死んでくれることを望んでいるのです」

　ジョクが避けた言葉を、王おう妃ひ自身が口にしたので、ジョクとセバストは、思わず視線をあわせてしまう。

「わたくしは覚かく悟ごをもって父を説得しなければならないのです。これは、ピネガン王の生命いのちを守りたいからではないのです」

　その言葉は、本当だろう。

「フォイゾン王も、オーラマシーンに取りつかれたらしいのです」

「…………？」

「ああ……その説明は、わたしから……」

　セバストが、割って入ってくれた。

「ラウでも巨きよ大だい戦せん艦かんの建造がすすんでいるようなのです。もちろん、オーラバトラーの整備も……ですから……」

「わかった。それで充じゆう分ぶんです。機械には機械で対たい抗こうできると踏ふんだのでしょう」

　昨夜、ここで話した地上界の引きうつしが、アの国だけでなく、コモン界のあちこちの国ではじまっていたのである。ジョクは、昨夜、地上世界の話をあんなにも熱心にきいてくれたパットフットの心が、今、鮮せん明めいに了りよう解かいできた。

『それで、物質至上主義の話だったのか……』

　前ぜん兆ちようは、ギィ・グッガとの戦乱の時代からあったのだが、セバストが、あえて巨大戦艦と表現したり、パットフットが、父はオーラマシーンに取りつかれたらしいと発言するのは、物が人を狂くるわせることにたいする不安がはっきりとあるからなのだ。

　ジョクは、噓うそを言うしかなかった。

「それだけではないと思います。フォイゾン王は、ピネガン王の戦いぶりに感かん嘆たんされて、心によゆうをお持ちになったのです」

　ジョクの言葉に、パットフットは寂さびしそうな微び笑しようをかえすと、

「聖戦士殿どのの優やさしいお心は、ありがたく存じます。そういう父であって欲ほしいと思いますから、久しぶりに会って、父の気持ちを確かめたいのです」

「……パットフット様は、隠いん棲せいしていらっしゃれない方なのですね」

　同情でも誉ほめ言葉でもなかった。

　パットフットは、彼女なりに国同士の関係、人の関係について期するところがあって、フォイゾン・ゴウに会いに行くのである。政治的な危険もつきまとうであろうから、なまなかの決心ではないと感じる。

「女が、国政に口を出すつもりはありませんけれど、ピネガン王の問題は、フォイゾン王にとっては私事でありますから、わたくしから拝はい謁えつを申し出る余地があったのです」

「……王のお心が、ゆるんだからだと思います。自分は、ピネガン王の陣じんに接せつ触しよくすることを考えます。カットグラは、一晩の休息で、バッテリーにいくばくかのエナジィの補給もできていましょう」

「そう願います」

「距きよ離りがありますが、騎き士しセバストのいうとおりの陣の配置であれば、途と中ちゆうに補給できる基地もあります……騎士セバスト。アリサ様とチャム・ファウは？」

「昼食には、ここに戻もどって参りますから、それまでにご準備を」




　跳はね橋ばしは、水車の力を借りるので、セバストひとりの力で下ろすことができた。

「今夜、パットフット様を迎むかえにくる艦かんとは、どういう風に接触するのだ」

「昼食をおえましたら、馬車でここをおります。合流地点には、夜半までに到とう着ちやくする予定になっています」

「カットグラでお送りいたすというのは……そうか。まずいな。自分は迂う回かいして、この山並のどこから出たかわからないようにしなければならない」

「御ぎよ意い」

　カットグラの機体の夜よ露つゆも乾かわきはじめて、フェラリオたちが補修した箇か所しよの色の違ちがいが痛々しく見えるものの、外観的には問題がないと見えた。

「オーラバトラーは、羽根がないと飛べないのでありましょう？」

　ほとんどなくなってしまった羽根のつけ根を見上げたセバストは不安気である。

「速度が遅おそいと機体が安定しなくなるが、それなりに飛行するぶんには大だい丈じよう夫ぶです」

　ジョクは、機体のぐるりをチェックし終ると、コックピットにあがってバッテリーの容量を調べて、オーラのチャージが地上界よりははるかに早いと感じた。

「いけますね……」

　ジョクは、コックピットに置いたままになっていたアタッシュケースから、絵葉書やキャンディを取り出す。

「少しばかり面めん倒どうな話なので、パットフット様の前では、お話ししませんでしたが……」

　岩のあいだに渡わたしたロープにかぶせてある蔦つたを引き上げながら、セバストが話しかけてきた。

「なんだ!?」

　ジョクは、コックピットから乗り出して、応じた。

「ニー様のミィゼナーは、一週間ほど前に、クの国の軍ぐん艦かんの一隻せきをアの国の領内で撃げき沈ちんしました」

「ニーに何かあったのか？」

「いえ。同行していたドウミーロックが二機撃げき墜ついされましたが……あ、マーベル様は、ご無事です。いや、さきほどのドレイク軍の動きが妙みようであったということと考えあわせますと、クの国の艦かん隊たいがラース・ワウに移動した意味がわかるのです」

「……？　たしかにそうだが？」

「アとクの連合軍が、再度侵しん攻こうしてくるのは、近いということであります」

「すぐだな……それでは今夜のパットフット様のご出発は、危険かもしれないと言うことか？」

　ジョクは、セバストが岩の上から飛びおりるのを待った。

「予定は変へん更こうできません……それにもうひとつあるのです」

「なんだ？」

「ガベットゲンガーというオーラバトラーは、アの国でもかなり運用されていますが、ドウミーロックを撃墜したガベットゲンガーは、バーン・バニングスのものではないか、という報告もきているのです」

「ミィゼナーからか？」

「確証はありません。ミィゼナーは調査しましたが、証しよう拠こは手にいれられなかったようです。この最終報告は、五日前のものです」

「フム……バーンは、そんなに早く帰っていたか……。電信網もうについては、コモン界でもっとも整備がすすんでいるはずのミの国で、なんでここには電信がないのだ」

　ついに愚ぐ痴ちになった。

「それは無理です。軍のものが優先です。聖戦士殿どのがいらっしゃってから、たかだか二ヵ月ぐらいのものでしょう。できはしません」

　セバストは、涙なみだ声ごえになっていた。







　15　ラース・ワウの午後







　ジャワーン！

　そのピンクのオーラバトラー、ガウベドの轟ごう音おんは、原型機であるカットグラよりずっと甲かん高だかくて、聞く者にとって心ここ地ち良よいものではない。

　クの国の仕様の機体である。

　コモン界のオーラバトラーは、すべてカットグラを原型機としている。それは、ドレイク・ルフトが、ガベットゲンガーの試作が順調になった頃ころから、カットグラのプロトタイプの設計図を、アの国の同盟国に売ばい却きやくしたからである。

　戦費調達のため、その価格には悪評高いガロウ・ラン掃そう討とう税ぜいなるものまで付加されて、とんでもない高値で同盟国に押おしつけられていた。しかし、それが契けい機きとなって、各国独自のオーラマシーンの開発が拡大していった。

　ミの国のような弱小国は、直接アの国からオーラバトラーの設計図を買うことができずに、見よう見み真ま似ねでラゲッサのような機体を開発したり、フラッタラのような飛行機タイプのものでお茶をにごしたりしていたのだが、その点、オーラ・シップは大型であるにもかかわらず、船という概がい念ねんの延長線にあったために模も倣ほうされるのは早かった。

　それに目をつけたアの国は、建造のノウハウをしめして各国の建造熱を煽あおっておいて、そのパテント料をあとで請せい求きゆうするというあくどいことまでやった。語るまでもなく、ショットの入いれ知ぢ恵えである。

　そのような環かん境きようでも、クの国がカットグラを改造した機体であるガウベドは、それなりのものに仕上がっていた。

　ガベットゲンガーなどよりは小回りがきき、接近戦ではあなどれないものを持っているという評価は、ドレイク軍のパイロットのあいだにもあった。

　それが、今、ラース・ワウの昔からあった機械の館やかたに接する広場を低空飛行をして、ドレイク軍のオーラマシーン部隊にこれ見よがしの嫌いやがらせをしているのである。

　バーン・バニングスは、今しがた格納庫から引き出されたオーラバトラーのコックピットにいた。この機体こそ新型のもので、これから最後の慣熟飛行をするところである。

「……トモヨ・アッシュとかいうパイロットだったな？」

「成り上りだということです。でなけりゃ、あんなとんでもない色に誰だれが塗ぬるものですか！」

　コックピット前の整備兵が、腹にたまったものを吐はき出すように怒ど鳴なってくる。

「……騎き士しではなかったか？」

　バーンは、上空で旋せん回かいしたガウベドのピンクの機体が、再度低空飛行を敢かん行こうして、自分のすわったディーモッシュの正面につっこんでくるのを見上げたが、すぐに、計器盤ばんに目をおとす。

「クの国のマシンなどは、我々のものに飾かざりをつけているだけじゃねぇか！」

　そんな整備兵たちの喚わめき声など、バーンは聞いていない。

　ディーモッシュがアイドリング時にみせる鼓こ動どうに似た震しん動どうの力強い心ここ地ち良よさにひたって、機体全体の雰ふん囲い気きといったものを感得している。衣い裳しようの相あい性しようとおなじように、皮ひ膚ふに貼はりついてくる感覚というものがあって、この機体のものは、よくなめした革かわを羽織るという感覚がある。つまり、動きやすいのだ。

「どうか！　騎き士しバーン」

「ハッ！　出ます」

「やってくれ」

　ショット・ウェポンの声は、コックピット内のスピーカーから聞こえるのだが、鉱石無線の音質にくらべると、驚おどろくほど明めい瞭りようなものになっていた。

　本来的な意味でのテストはすべておわっているのに、ショットは、ドレイクに呼ばれたついでに、最後の慣熟飛行のチェックに顔を出したのである。その意味では、マメではある。

　このディーモッシュに搭とう載さいされている無線機は、ショットの片かた腕うでともいえるおなじ地上人、トレン・アスベアが改良したものである。

　オーラマシーンの電気系統の開発を担当しているトレンは、バーンが地上から持ちかえったテレビやデジタル・カメラを技術開発のためという名目で取り上げていった。

　ことに、東京の郊こう外がいでのはじめての夜に、色っぽいお内か儀みのいる家で、貴金属と交こう換かんした携けい帯たいテレビが旧式だったことがトレンを喜ばせていたので、無線機の一部には、あのテレビの部品も使われているのかもしれない。

　ディーモッシュは、ガベットゲンガーよりひとまわり大きく、狂きよう暴ぼうな顔を持ちながらも、繊せん細さいなラインをみせる機体にまとめられて、バーンが私財を投じて開発を先行させていた意味があったというものだ。私財を投じたということは、ドレイクに対しては内密にしたままで、本意は、言わずもがなで、その問題はショットが処理してくれていた。

　ピンクの機体のガウベドが頭上をパスしたあと、バーンは、ディーモッシュに、格納庫前を数歩前進させながら機体の調子を確かく認にんして、四枚の羽根をひろげることもなく機体を浮ふ遊ゆうさせていた。

　ディーモッシュのホバリング性能が良好であることをみてとると、バーンは、一気に加速して上じよう昇しようする。

「……フム……」

　コモン界に帰き還かんして一週間、ディーモッシュの慣熟飛行は三回目である。

　すでに、バーンは機体の癖くせを知りつくしていたので、上空で遊ぶガウベドの上にまわりこむことは、造作のないことだった。

「トモヨとかいったな？　よくよくはしゃぐのが好きな女のようだ」

　ガウベドのパイロットをのぞきたい衝しよう動どうにかられて、バーンが機体を降下させると、ディーモッシュに翻ほん弄ろうされるのを嫌きらったピンクのガウベドは、一気に降下して森のなかに機体をしずめてしまった。

「ホウ!?」

　バーンは息を吞のんでから、上昇をかける。

　実戦ではないので、森のなかに落下するようにして、機体を傷いためるつもりはなかったのだが、トモヨという女性パイロットは、そんなことを恐おそれることもなく、鮮あざやかにやってみせたのである。

　ラース・ワウの周辺の樹木は低く密生していて、木々のあいだを移動するなど、ふつうではできるものではない。

「……やるな!?」

　トモヨ機は、バーンが想像したよりもずっと距きよ離りをとった一角から、機体を跳はね上げさせてきた。

「尋じん常じようではない」

　そう感じた。ガベットゲンガーを使ってもバーンにはできない、という俊しゆん敏びんさがあった。トモヨは、格かく闘とう術じゆつを心得ている騎き士しだろうとバーンは感じる。

『聖戦士か、それ以上だ』

　ジョクを知るからこそ、そう実感できるので、相手にするのはやめた。

　バーンは、オーラバトラーのパイロットとして、アの国にあっては、一番の騎士なのである。それを自覚しているバーンには、トモヨほどのパイロットでも、あしらえるという自信があるのだが、その自信は、遊びでやってみせることと実戦はちがうということを、腹の底から知っているからだ。

　トモヨ機も、オーラバトラー独特の四枚の巨きよ大だいな羽根をひろげて、クの国の艦かん隊たいが集結している森のほうに消えていった。ルーザに案内されたビショット・ハッタが指揮してきた艦隊である。

　ミの国に荷担したミィゼナーのために、一隻せきを撃げき沈ちんされながらも、ビショット・ハッタの艦隊はバーンを収容して、彼をラース・ワウに帰き還かんさせたのである。

　その後、艦隊は、ドレイク・ルフトの観かん艦かん式しきにその威いを誇ほこりはしたものの、王同士は、お互たがいに腹のさぐりあいをつづける一週間となった。

　ドレイクが、妃きさきのルーザを名みよう代だいとして遣つかわしてまでも、ビショットをラース・ワウに引き出し、艦隊に張りつかせたのは、ビショットのはしっこさを信用していないからである。

　キロン城を占せん拠きよしたのちの戦局の展開を急がせるためには、クの国の艦隊の半分以上を、連合艦隊の名のもとにアの国に引き出しておかなければ、安心できなかったのである。

　キロン城を落したあと、ミの国への展開が薄うすくなったのもそのためであった。

　あけすけにいえば、ドレイクの艦隊をミの国に出している隙すきに、ビショットの艦隊が、アの国のオーラマシーンの建造施し設せつを占拠したり、技術をかすめ取る懸け念ねんがあったのである。

　ビショットに国内の軍備を強固に構築させて、その後、ビショットの軍政から国民を解放するという名目のもとに、ドレイクはクの国を掌しよう中ちゆうにおさめる心づもりなのである。

　観艦式のあと、連合艦隊であるからには、クの国の艦隊もアの国の全域を知っておくべきであるとして、東の海岸線から、ラウの国、ナの国とにらむ国境線上を警けい戒かい航行させたりして、ドレイクは、ビショットがどこまで耐たえられるか揺ゆさぶりをかけていたのである。




　ズバウッ！

　バーンは、ディーモッシュのオーラ・ノズルの噴ふん射しや音おんを必要以上に大きくした。これは遊びである。左手に、ラース・ワウの塔とうがパスしていった。

「トレン奴め……！」

　塔の上では、トレン・アスベアが、ビデオ・カメラでディーモッシュの飛行を撮さつ影えいしているのが見えた。

　そのために、バーンは、慣熟飛行テストのプログラムをすべて終しゆう了りようしたあとも、こうしてつきあっているのだ。そのビデオ・カメラも、バーンが横よこ田た基地の米軍から譲ゆずってもらったものである。

　ラース・ワウを一周してから、カメラをすえてある塔を正面からパスしてやって、トレンの機き嫌げんをとったバーンは、ディーモッシュを城内の馬寄せの広場に着陸させた。

　ディーモッシュを片かた膝ひざ立だちにさせて、タラップが寄せられるのを待つあいだに、革かわ鎧よろいを解いて、素す早ばやく第二種軍装に着き替がえる。

『どうせなら、この姿も撮影してもらいたいな』

　コックピットからトレンの立つ塔を見上げてみたが、すでにトレンの姿は引っこんでいた。

『ディーモッシュにしか目がいっていないのか……』

　整備責任者をのせた整備台が馬に曳ひかれて、コックピット前に着けてくれる。

「問題はないが、あるとすれば、羽根を取って欲ほしいことぐらいだ」

「それはご無理というものです。理り屈くつでは理解できますが、羽根のないものが空を飛ぶのを見るのは、われわれコモン人の生理がうけつけないのです」

　整備責任者は、生き真ま面じ目めに応こたえてくれて、冗じよう談だんであることを理解しない。

「わかっているよ。わたしは、地上人ではないから、わかる」

　その冗談に、タラップにしがみついていた若い整備兵たちのほうが、声を出して笑ってくれた。

「地上界でも、翼つばさをもった飛行物体しかなかったのだから、この世界で羽根がなくなるには、あと百年はかかるだろうな」




　バーンが侍じ従じゆうに案内された部へ屋やでは、ドレイクとルーザ、それにショットとトレン・アスベアがいた。

　ドレイクとルーザは、頰ほおを寄せあうようにして、テレビの小さな画面をのぞいて、トレンが今しがた撮影した画像を見ていた。

「……いやいや驚きよう嘆たんの一語であるよ。このように色いろ鮮あざやかなうつくしい映像が、動いて見える。音も実際のもののように聞こえるとはな……」

「本当に……地上の文物はすばらしいことで！　こんなものが、いかほどもあるとは……ぜひぜひ、地上界を生きているあいだに見てみたいものです」

　感かん嘆たんの声をあげて小型テレビの画面から顔をあげたルーザは、バーンを目にとめると、軽く会え釈しやくをおくってくれる。

「では、この機械は、我が方で保管させていただきます」

　トレンは、さっさと再生機をかたづけると、電源コードと変圧器をまるめるようにして、大きな皮のバッグにしまっていく。

「うむ……その画像は、また見ることができるのだな？」

　ドレイクもルーザも、おやつを取り上げられた子供のような顔をみせ、ドレイクはあからさまに物欲しそうに言ったものだ。

「ハッ。このカメラの記き憶おく容量というものは充じゆう分ぶんありますので、まだまだ撮影は可能です。しかし、電源の充電設備は限られたところにしかありませんので、これまでにさせていただきます。この国でこのようなものを生産するには、まだ多大の設備の建設が必要となりますので、大切に扱あつかいませんと……」

　トレンはバッグを抱だくようにして、バーンのかたわらにくると、

「もともと騎き士し殿どのの所有物であることは承知いたしておりますから、王とお妃きさき様のつぎにご要望があれば、直ちにお持ちいたします」

「貴公の魂こん胆たんはわかっている。それで女たちの歓かん心しんを買うのであろう」

「そんな暇ひまはない。この小さな機械にまとめられた技術を、この世界でいかに再生するか研究しなければならないんで、この数日はロクに寝ねていないんだ」

　そう言うトレンの頰ほおは、色いろ艶つやはいいのだ。

「フン……せいぜい技術開発に精しよう進じんしてくれ」

　バーンは、トレンの脇わき腹ばらをこづくようにして、奥おくの部へ屋やにとおった。ルーザは、その間に退出していた。

　ここに呼ばれたのは、ドレイクと昼食をともにしながら、地上の物語を少しでもするためである。バーンから地上の土産みやげ話ばなしをきく時間を特別にとることは、今のドレイクにはできないのである。

　ショットも同席した。

「……地上世界では、民族のちがいによる地域紛ふん争そうがつづいている一方で、すでに、戦争などは多大の物資を消しよう耗もうするだけ、という考えが主流になっているという。環かん境きようが破は壊かいされていて、その危機的な状じよう況きようをなんとかしなければならん、という考え方があるということだが、その……なんというか……その世の中でのバランスか？　それがわからんのだ」

「バランス、でありますか？」

　バーンに説明がつくことではない。

　ドレイクは、ショット以下の地上人たちから、地上界のことはいろいろと聞いているのだが、これまでは、まさに天の世界の物語を聞くようなものであったのだが、おなじコモン人であるバーンが、地上界に行って帰き還かんしたという事実によって、好こう奇き心しんが具体的なものになったのだろう。

　ドレイクなりに、コモン人の視点からの意見を知りたいとして、このようなテーマを選せん択たくしたのである。

　時代相とか国家の成り立つ基き盤ばんがちがうとはいえ、国家を運営する責任を感じている人間であればこそ、思い至るテーマではある。

「……王の質問の意味はわかりますが、自分は、短時間しか地上界にはおりませんでしたから、その問題については、ショット様のほうからお聞きになるのが……」

「それは聞いているし、討論もしている。わしが知りたいのは、コモン人としての感覚でみた貴公の意見である」

「はい……環境問題の回答にはなりませんが、軍事という面では、ニポンという国のなかにあるアメリカという国の軍事基地を見た所感は、報告書に書いたとおりであります。しかし、軍人用の人種がいるのではないか、そういう差別があるのではないか、と感じたことは、書き忘れましたな」

「なんだ？」

「白とか黒とかの肌はだの色の人々を見たとき、彼らは、特とく殊しゆな軍隊を編制する人種であって、アメリカという別の国から派は遣けんされた人々だとは思えなかったのです」

「わたしが、説明したことがあるはずだが？」

「しかし、ニポンの人間を見慣れたあと、地続きの場所、町中でしたが、そんなところに、アメリカという別の国の軍事施し設せつがあるというのは、理解できません」

　バーンは、ショットにそう答えた。

「外国に進しん駐ちゆうする軍隊というのは、コモン界でもあるだろうが？」

「そうですが、あまりに人種がちがう人々が、隔かく離りされているように見えれば、肌の色のちがいによる差別があると考えるのは、当然でありましょう？」

「もっともだ」

　ドレイクは、コモン界の感覚で物をいうバーンが愉ゆ快かいなようだ。

「この視点からみますと、地上界は、国とか民族のちがいがあっても、馴なれ合っているとしか感じられませんでした。フェラリオのように脆もろい人々ではないかとも感じましたが……戦争は、国家的な消しよう耗もうであるという考えは、理解できませんが、地上界では、ひとつの国家が自給自足できないから、馴れ合うしかないのでありましょう」

「そこの要点はショットから聞いた。世界的な経済の流通機構ができているということだ。しかし、一方では、どの国にも軍隊がある。民族の自立を守るためだということらしいが、妙みような関係だ」

「ハア……」

　バーンは、ドレイクの言葉に小首をかしげてから、

「その妙な部分があるからでしょう。軍備の問題ではなく、ガベットゲンガーの技術を独どく占せんしなければならないから、アメリカは、ガベットゲンガーを本国に移送することを急ぐのだと言っていました」

「ということは、いがみあっているということだ。軍隊はそういう時のために、必要ではある」

「いや……それはちがいます。現在でもすでに、地上の進んだ国同士では、戦争はできない状態になっているのです」

「環かん境きよう汚お染せんの問題だろう？」

　ショットが制したのだが、ドレイクはよく知っているという風に応じる。

「それだけではないでしょう。政治のセンスの問題です。意識改革が起っているのです。しかし、軍事力を完全撤てつ廃ぱいできるところまではいっていません。各民族間の問題が再燃して、動どう揺ようしているというのが地上界の現状なのです」

　ショットは、教え諭さとすようにゆっくりと言葉をつかった。

「では、アメリカが、つまりショットの国の軍人たちが、軍備の問題ではなく、ガベットゲンガーを独占しようとした理由は、経済的な理由があってのことか？」

「はい。経済をささえるエネルギーの問題です。技術立国のニポンが、カットグラからオーラ・エナジィの秘密を探さぐり出し、その技術を完成できれば、エネルギー問題でアメリカはニポンに敗北します」

　ショットは説明しながら、バイストン・ウェルに落ちてからしばらくは、オーラマシーンという兵器の開発の面おも白しろさに没ぼつ頭とうして、地上の問題をわすれていた自分のことを思い出していた。そして、地上界にはもどれないという意識から、異世界の物語として地上界のことを語ってきた自分をも……。

　しかし、今、地上に行き、戻もどった騎き士しが目の前にいるのだ。

　そのことが、ショットに、自分はバイストン・ウェルに長く暮しすぎたと痛つう烈れつに感じてしまっている自分に気づかせた。

「…………！」

　ショットが、王の前で、うっかり灰色の髪かみを両手でかきあげてしまったのは、胸いっぱいに沸わきあがる感傷を払はらおうとしてのことだった。

「……里心がついたか？」

　ドレイクは、ショットの気持ちを見み透すかしたように言ってから、窓の外のおだやかな景け色しきを見やる。

「ハッ……ご無礼を……」

「いや、わしもおなじだよ。地上界を夢見ている……」

　ドレイクは、しばらく考えてから、バーンにむいて、

「どうだ？　どう思うか？」

「ジェット飛行機というのは、すさまじいものでありました。あれが、石油を燃やして推力を得て飛ぶ。が、その排はい気きガスが大気を汚染して、人の健康を害するのであれば、オーラマシーンのエネルギーは、地上人にとって興味ある存在でしょう。しかし、自分には、地上の環かん境きよう汚お染せんという問題は、まだわかりません……水はたいへんにまずいものだという記き憶おくはございますが……」

「なにをおっしゃる。騎士バーン。トーキョーの街が、数十キロもつづく石とガラスの街であると表現しているのは、貴公の報告書だ。そのような土地の水がいいわけがない」

　ショットは苦笑してみて、少し元気になる。

「いや、バーンはそれで良い。わたしは、ショットから内燃機関や原子力について、勉強したからな」

　ドレイクは、食後の果くだ物ものののこりを口にすると、

「……地上界の国と国との関係は、馴なれ合あいではない問題を含ふくんでいるということだな？」

「はい。民族の感情の問題は、家族の違ちがいからおこる問題と、性質をおなじにしています。ガロウ・ランとコモン人ほどちがいがあれば、馴れ合いは成立しません……。もっとも、それぞれの血が融ゆう合ごうすれば解消できましょうが、どのくらい時間がかかることか……」

「たとえ話であっても、ガロウ・ランと血が融合するなどとは言って欲ほしくありません」

　バーンは、ショットのたとえそのものを吐はき捨てるように言った。

「わかるが……コモンの歴史のなかには、ガロウ・ランが入りこんだらしい形けい跡せきもありますし、フェラリオがコモン人になったという伝説もあります」

「それは、おとぎ話の世界であろう」

「やめよ。バーン……武力を背景にした政治的な力関係の問題ではないというのだな？」

「はい。よしんば、アメリカがオーラバトラーを生産して、現在の戦せん闘とう機きよりも戦術的に有効な力を発揮して、世界制せい覇はを果したとします。しかし、そんなことをしても、ひとつの国家組織が巨きよ大だいになりすぎて、完全に、永続的に、統治できましょうか？」

「歴史にはないな。ひとつの権力の統治など、できて三百年ぐらいがいいところだろう。そう、苦労のわりには見返りはないものさ」

　ドレイクは、自じ嘲ちようするように肩かたをゆすって笑ってみせたが、笑いは声にならなかった。

「……王には、地上での石油利権が、世界を支配できる可能性については、お話ししたことがありますな？」

「よく覚えている」

「その石油にかわるエネルギーとして、オーラ・エナジィの活用が可能なら、環境問題などはおこさない莫ばく大だいなエネルギーを手にいれることができます。とすれば、その技術を完成させて、その権利を獲かく得とくできれば、利権だけで膨ぼう大だいなものが手にはいります。その金で、アメリカはより良き国土を建設できるでしょう。他をしたがえるために武力行使をするよりは楽であり、永続性があります」

「……武力行使などは、瑣さ末まつな方法ということか？」

「恭きよう順じゆんを拒きよ否ひするものには、力を使うしかありません……」

　バーンは、あまりに非現実的な方向に話がいきそうになったので、切り込んでいた。

「そうでしょうか？　騎き士しバーン。経済は、金だけの問題ではないのです。商品という物がつきまといます。それで人の考え方も変わっていくのです」

「バカな」

「騎士殿どのは、あのビデオ・カメラをどうご覧になります？」

　ショットの指し摘てきは、バーンにも痛つう烈れつである。が、その痛烈な感じがどういう性質のものかということは、まだ言葉では表せないので、口ごもってしまう。

「……あれがふつうの市民にも買える社会があるということか……？」

「そうです。エネルギーを消費しますが、すばらしい道具です。そして、その道具は情報という爆ばく弾だんを投下して、人の意識を変えることができるのです」

　バーンは、黙もくした。

　考えなければならない問題であるらしいとはわかるのだが、実直剛ごう胆たんな騎士という意識だけで、今日まで身過ぎ世過ぎをしてきた青年なのだ。簡単に理解できる性質の問題ではなかった。

「王の誤解を恐おそれずに、お答え申し上げます」

　ショットは、居ずまいを正して、

「地上界のすすんだ国々では、国家運営における支配の構造も意識も、変化してきています。これらは、地上世界が長い戦乱の時代を経て、手にいれた変化なのです」

「それは、下々が高度な道具をつかって、賢かしこくなった社会があるからであろう」

「御ぎよ意い。そのうえで、人、一人ひとりの意識の変化もございましょう」

「うむ、そういわれると、もう少し勉強せねばならんな……こうなると、実感を得るためには、ひとつ地上界にいって、その問題点とやらを目にしたいものだ。我わがアの国でも為なせることがありそうに思えてきた」

「…………!?」

　ドレイクの唐とう突とつな発言に、王が増長したのではないか、とショットは細い目をより細くした。

「明朝、ミの国へ第二波が発進する。ディーモッシュのような強力なオーラバトラーを開発しておいてくれたことは、感謝している。ビショットにたいして良いしめしになった」

　ドレイクは、ショットに笑え顔がおをむけた。

「ハッ……！　技術者の好こう奇き心しんから、王に無許可であの開発をすすめておりましたことを、衷ちゆう心しんよりお詫わび申し上げます」

　その言葉は、ショットはバーンとの密約を守っている、というサインである。

「世界がもとめているのだ……その考えには同調するよ……それはともかく、今後も心して開発はつづけよ。あの巨きよ大だい戦せん艦かん、ウィル・ウィプスも、今日明日のうちに完成である。さすれば、ビショットのみならず、ラウの国であろうが、ナの国であろうが、彼らの開発するものに一歩でも二歩でも先んじているということを天下にしめすことができる。国家の安あん泰たいは、いまだ軍の力によるのが、このコモン界である」

「はい……第二波をミの国の北の国境に集結させて、ウィル・ウィプスをもってラウに押おし寄せれば、フォイゾンごとき一気に打ち払はらえるでありましょう。そのときこそ、王の栄光が鳴り響ひびき、アの国は天下第一等の国として、世界をしたがわせることでありましょう」

　バーンが、流りゆう麗れいに騎き士しの作法で物申した。

「そうだ。その上で、わしも精神的な改革をするかな？　地上界に押し入って、エネルギー問題の首根っことやらを押おさえて、地上界をきれいにする。どうだ？」

「御ぎよ意い。そのときは、破は壊かいではなく、良き王として、ふたつの世界を手中におさめる王として、あまねく敬われるでしょう」

　ショットも作法にのっとってみたが、それは世辞になってしまった。ドレイクは耳学問がすぎた、というのがショットの実感である。

　ショットは、この上、オーラ・ロードにのる乗り物を建造しろといわれでもしたら、逃にげ出す覚かく悟ごが必要だと感じるのだが、しかし、彼は彼で、裏ではビショット・ハッタと充じゆう分ぶんに癒ゆ着ちやくしているのである。
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　前方に遠く、小さく松たい明まつの光がひとつだけあるのだが、アリサやリムルたちの周囲にその光は届きようがなく、軍ぐん艦かんが着陸できるスペースがあるといわれても、それがどこにあるのか、闇やみは教えてくれない。

　背後の林には、パットフット母娘おやこの馬車が伏ふせてあるのだが、それさえ確かめようがない暗さのなかに、ふたりは立っていた。

「騎士セバスト・ファンは、松明をひとつだけ用意したのですけど、そのような目印で、軍艦が着陸できるのでありましょうか？」

　夜目になれていても、リムルの姿は、空のかすかな白味と燐りん光こうをさえぎる影かげにしか見えず、その影がアリサに耳打ちするようにして尋たずねてくる。

「あの松明を頭にして、このようにスペースがあるということでしょう？」

　アリサが、松明の火を基点にした三角形を空に描えがいて説明してみたのだが、その自分の手の先でさえ、黒い影にしか見えないのだから、リムルに、アリサの腕うでの動きが見えたとは思えない。

「……あれでありましょうか？　あれが、ここに？」

　リムルの肩かたに触ふれている自分の肩が、リムルの喚かん声せいそのままに動いたので、アリサは音のする空を見上げていく。

　晴れてはいても、霞かすみがかかっているような空は全体に白っぽく見え、それでも、空にひろがる燐りん光こうのまたたきは見えた。

　燐光は星のように見えるが、そうではない。コモン界の上に位置するウォ・ランドンの底に棲すむ深海魚の鱗うろこの光であるといわれているもので、光り方が星とちがって、ゆらゆらと移動する群になったりする。が、それらの動きは、深海魚の習性や群生地がきまっているために、星座とおなじように見えて、方位を知ることもできるとされていた。そのようなことから、〝燐の群座を見る〟というような船乗りたちの口く伝でんもある。

　その燐の光がきえて、ポッカリと闇やみの穴に見えるところができた。

　それが、オーラ・ノズルの重い音が接近するにつれて大きくなってくれば、まちがいなく待っていた軍ぐん艦かんが到とう着ちやくしたのだ。

「アリサ様……このままここでパットフット様をお見送りしてしまって、このあと、わたくしたちは山小屋で留る守す番ばんというのは、いかがなものでしょうか？」

　リムルがアリサの袖そでをひいてから、息を吹ふきかけるようにして囁ささやいてきた。切り出す機会を待っていた、という緊きん張ちようがよくわかる。

「……!?　そう思う？　わたしもそう考えていました」

　アリサは、リムルの手を闇のなかに捜さがして力ちから一いつ杯ぱいにぎると、別々に思っていた思いがつながったという実感があって、共きよう謀ぼう者しや、というような嬉うれしくなるような言葉を思い出せる。

「来たようですね？」

　馬車のほうから、パットフットの声が木々をすり抜ぬけてきた。

「はい。着陸のさいに強風がおこりますから、お気をつけ下さい」

　振ふり向いたアリサは、林の闇のなかの見えない馬車に声をかけると、一度、松たい明まつの光の揺ゆらめきで、馬車の窓の縁ふちが光ったように見えた。

「騎き士しセバストッ！　松明は倒たおれないだろうなぁ!?」

　その馬車のほうから下げ僕ぼくのトアンラの怒ど声せいがひびくと、「心配するな！」という騎士セバスト・ファンの返答が松明のほうでした。

　そして、松明の光をさえぎる影かげが左右にゆらゆらとして、松明のようすを調べているような動きが見えた。そのような人の動きとか気配があれば、アリサの気持ちも刺し激げきされて、心がウキウキしてくる。

「……どうして、そんなことを思いついたのです？」

　アリサは、自分の肩に頰ほおを貼はりつけている義妹に尋たずねる。

「パットフット様が、フォイゾン王にお会いになるということは、ピネガン王を助けることでありましょう？　わたしは一時でも、恩を受けたままですませたくはありません。それに、ドレイク王の義理の娘むすめという立場もあります。フォイゾン王がどうおぼしめすかは存じませんが、人ひと質じちとして役に立つなら、それだけでも良いと思いついたのです」

　立ち聞きされる心配はないのだが、リムルは、アリサの耳たぶを嚙かむのではないか、というようにして説明してきた。

「そうですね。父がわたくしたちを娘むすめと思ってくれれば、人ひと質じちぐらいにはなれるでしょうけど……」

「申し訳ありません。母がアの国に嫁とつぐなどというバカなことをしなければ、お義姉ねえ様は、ドレイク王のご寵ちよう愛あいを一身にうけましたでしょうに」

「そうそう話をいっしょにすることはありませんよ。リムルがラース・ワウに来る前から、わたくしは、ハンダノの聖戦士の城に入りびたっていたふしだらな娘です」

「そんな……お義父とう様もお認めのことと承知いたしております」

　リムルは、アリサの腕うでをつかんでいた手に、さらに力をこめてきた。それは、言葉の噓うそを身体からだをいっしょにして吞のみ込んでくれ、といっているようにアリサには感じられる。健けな気げというよりも、物事をつきつめていく性格の姫ひめなのだと思ってしまう。

　ドバウッ!!

　戦せん艦かんのオーラ・ノズルが噴ふき出す排はい気きが木々をゆらし、平へい坦たん地にした地面から雑草の束を吹き飛ばしていった。草と土ぼこりが襲おそいかかるのを、ふたりの姫は背にうけてこらえるのだが、林の奥おくに吹き込んでいく風圧がおこす木々のざわめきのほうが、恐おそろしいものに感じられた。

　遠い松たい明まつの火の粉が筋になったが、それでも、消えるようなことはなかった。

　キュルルルル。

　軍艦のオーラ・ノズルが絞しぼられると、金属音のような重低音が、甲かん高だかい音に変わり、ズズズッ！　とランディング・アームが接地する地じ響ひびきが、アリサとリムルの足元を震ふるわせた。

「トアンラ、馬車を艦かんの真横につけろ」

　セバスト・ファンが松明の光のなかから声をかけながら、火のついた小枝をかかげて軍艦のほうに駆かけ出していった。灯火管制をしていたにしても、最低限度の照明をつけたオーラ・シップのデッキの電気の光が、さきほどの闇やみをはらっていたので、ずっと明るく感じられる。

「ハイッ！　どうっ！」

　御ぎよ者しや台だいで身を低くしていたトアンラが、手た綱づなを打ったのをきっかけに、アリサはリムルの手首をつかんで走り出していたが、馬車の車輪が硬かたい地面をのりあげ走る力には、打ち負かされそうな感じがしないでもない。

　二頭の馬の蹄ひづめと車輪の音は、オーラ・シップとはくらべものにならないほど小さなものなのだが、身に感じられる性質の音は、恐おそろしい力を感じてしまう。

　ふたりの娘むすめは、馬車を追うかたちになった。

「……アリサ様、リムル様、そんなに走っては危ないです」

　馬車のなかから、パットフットが声をかけてくれる。

「せめて、艦に乗るまでは、お見送りをさせてください」

　アリサは、明るく叫さけんでみて、その自分の声の冴さえ冴ざえとした張りまでが、気にいってしまった。

「では、馬車にお乗りになって！」

　御ぎよ者しや台だいのトアンラが引きつったような声を出すのは、彼も生き真ま面じ目めだからで、一度、預かったからには、その人のすべての挙動と健康が気になってしまう下げ僕ぼくなのである。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　未整地を走るのだから、馬車のほうが用心をしてしまうので、アリサとリムルとの距きよ離りを大きくするようなことはなかった。

　デッキの上に、数人の人ひと影かげが動いて見え、彼らはカンテラを手にして、ランディング・アームの状態を調べたりすることに忙いそがしいようだ。

　その船底の一角から、ゴトッという音がして、ガラガラと鉄の音がつづいた。と、その音のほうに、木切れに火をつけたものを持った騎き士しセバストが走りこんで、船底に声をかける。

「騎士クラン・トルーズ！」

「騎士セバスト、ご苦労です」

　そんな挨あい拶さつの声を目標にして、アリサはリムルをひいてオーラ・シップの舷げん側そくから船底を観察してみた。巨きよ大だいな物は、馬車に感じたものより圧あつ倒とう的な物量に見えるのだが、なぜか、こういうものだという納なつ得とく感かんがさきに感じられてしまうのが、不思議だった。

　兵員たちの手で引きだされたタラップの上には、艦かん内ないのほのかな光があって、足元を照らし出していた。

　船底の下は馬車がはいれる高さがないので、馬車は船の舷側にならぶようにして停とまると、トアンラが御者台から飛び降りて、馬車のドアをあけにいく。

「クラン・トルーズ様でいらっしゃいますか？」

　アリサの声がはずんでしまい、タラップの手すりに手をかけてしまってから、その鎖くさりがひどく冷たいので、アリサは気持ちが引き締しまっていく。

「どなたか!?」

「アリサ・ルフトとリムル・ルフトでございます。わたくし共もタータラ城にお連れください！　フォイゾン・ゴウ王への拝はい謁えつをお頼たのみ申します」

「アリサ様！」

　騎士クラン・トルーズとセバストが、驚おどろきの声をあげる。

　騎士クランは何度かパットフットに会いに来たときに、アリサとも顔をあわせていたので、言葉を明めい瞭りように話すことができた。

　騎士クランはこの艦の作戦参さん謀ぼう格かくで、艦長の次席という立場にいる士官で、彼の手にした光が、アリサの言葉の真しん偽ぎを見み極きわめようとむけられて、揺ゆれた。

　その光は、カンテラのものではなく、ミの国で開発された懐かい中ちゆう電灯のもので、バーンがアリスランドから失敬したものほどの性能はないのだが、風雨のなかでも使えるので急速に普ふ及きゆうしているものである。

「……アリサ様、なにをおっしゃいますか！」

　馬車を降りたパットフットが聞き咎とがめて駆かけ寄ってきたが、そのとき、アリサはリムルの手首を摑つかんで騎き士しクランのわきをすり抜ぬけていた。

「……お待ちをっ！」

　騎士クランは、パットフットを迎むかえに出ようとしたために、彼女たちを制止することができず、セバストは、こういうときに力ずくで、姫ひめたちを取り押おさえようという気き迫はくを持てない騎士である。

「なんでそのようなことを！　アリサ様、リムル様も！　フォイゾン王は、お二人がお考えのような王ではありません。厳しいお方なのです」

　パットフットは、やや屈かがむ姿勢のまま船底の下のタラップから呼びかける。

「我わが儘ままは承知でありますが、お許しください！　お認め下さい」

　アリサとリムルは交こう互ごに叫さけびながら、機関室のあいだに設けられたせまい通路を、兵たちをかきわけるようにして上にあがっていく。

　この通路にいる兵たちは、こんな辺へん鄙ぴな場所に着陸したわけを知っていたから、ふたりの姫を制止することもせず道をあけてくれた。まさかの事態であると同時に、身分制度を当たり前に日常のものにしているのだから、制止しようという無む謀ぼうなことを考える者はいないのだ。

「お母様、お二人の好きにさせてあげて下さいませ。悪いことを呼ぶようなことはないと思います」

　身体からだに似合わない籠かごを両手にもって、遅おくれてタラップに足をかけたエレは、物もの珍めずらしい物に出会えた感動で、年上の姫たちのやることも面おも白しろいと感じているようだった。

「でも、エレ……いやしくも……！」

「お二人は、ひそやかに山小屋で無む為いにすごす方ではないのですから、お好きにさせてやって下さい」

　珍めずらしく興奮してみせる母親を見上げて、エレが諭さとすように言葉を口にするのだから、パットフットは、反論する気も失うせてしまう。

　そのパットフットの狼ろう狽ばいと困こん惑わくを見届けると、騎き士しクランは、

「王おう妃ひ様。お二人の姫様のことは、タータラ城に到とう着ちやくするまでに、皆みな様さま方でご相談下さいませ。さっ、お急ぎのほどを！」

　クランの督とく促そくに、パットフットは肩かたのショールを抱だくようにしてタラップを上り、エレはセバストから預かった鳩はとのはいった籠をだいて、艦かん上じようの人になった。

「発進してくれ」

　騎士クラン・トルーズが、機関室の伝声管に声をかけると、機関室は、パットフットとエレを恐きよう怖ふに陥おとしいれるような轟ごう音おんとバルブ類の震しん動どう音おんで満たされ、エレの手元にだかれている鳩がバタバタとあばれた。

　王妃と幼い王女は、前後の士官に急せかされるまま、機関室を抜けて、

「お預かりいたします」

　その声がしてエレが手にしていた鳩籠が、前をいく士官の手に取り上げられてしまう。

「……!?」

　これから中甲かん板ぱん、上じよう甲板へと登っていかなければならないのが、その士官の脚あしが踏ふみ上がっていく動きでわかると、幼いエレは唇くちびるをへの字にして、ラッタルをよじ登った。幼いエレにとっては、軍ぐん艦かんのラッタルの段の高さは、身体からだ半分もあるように感じられて、鳩はと籠かごをもっていたら上がれるものではなかった。

　中甲板に上がると左手が外に面していて、ゴウゴウたる風がエレとパットフットを立ちどまらせた。艦の震しん動どうは激しくなって、闇やみの底が深くなった光景が見晴らせるようなのだが、よくは見えない。

「こちらのハッチへ！」

　先導の士官が、鳩籠を抱いた姿勢で、ハッチのドアを身体で押おさえてくれていた。

「エレが先に！」

「はい……！」

　エレは、左に見える闇をチラッと見て、森が下へ下へと走っていくのを確かく認にんしてから、全身に力をいれて士官のひらいてくれているハッチに走りこんでいく。士官の抱だいた籠のなかの鳩は、落ち着きだしたようだ。

　上のデッキからはホンノリと赤い光があって、キロン城の塔とうの吹ふき通しを狭せまくしたように見えた。

『お城みたいなものが、空を走るのか？』

　息をはずませながら、エレがそう考える間もなく、下からの士官の声に急せかされて、垂直に立っているように思えるラッタルの段を足いっぱいに持ち上げるようにして登って行く。

　頭上の光のなかにアリサとリムルのゆらめく影かげが見え、すぐ下には、母のパットフットがいるという安心感がエレを頑がん張ばらせた。

「さっ！」

　赤い光のなかで、アリサの手がエレの腕うでを抱くようにしてくれ、さらにリムルが、反対の腕をとってくれた。最後の一段は、浮うき上がるようにして、上のデッキに足をおくことができた。

「ありがとうございます」

　エレは、全身に汗あせをかいたと感じながら、目の前の偉い丈じよう夫ふを見上げる。

「こちらへ。姫ひめ様さま方」

　頭上ちかくの赤いランプの光をうけた偉丈夫は、彼女たちをおおい包むようにして、一方のドアに導いてくれた。光のせいで、その偉丈夫が猛たけ々だけしい騎き士しに見えたのだが、その物もの腰ごしの柔やわらかさに、姫たちは素す直なおにしたがうことができた。

「ご苦労様であります」

　偉丈夫は、つづくパットフットに挨あい拶さつの言葉を投げかけながら、姫たちをカンテラの暖かい光に満たされた部へ屋やに案内してくれる。

「…………!?」

　壁かべにあるカンテラの赤みをおびた光は、通路にある電気ランプの異様にするどい色よりは、ずっと優やさしく感じられて、姫ひめたちを安心させた。

　少女たちを最後に守ってくれた偉い丈じよう夫ふが、この艦かんナゲーマンの艦長エブラで、彼は、敵の動きが緊きん迫ぱくしはじめたので、すみやかに母おや娘こをラウのタータラ城に移送して、戦線に引き返さなければならないのだ、と発進を急いだ理由を説明してくれた。

「……そのように戦線が急に動きはじめたのなら、わたくしどもは、別べつ途とにタータラに参りましたものを」

　パットフットは、姫たちの前で言葉を荒あららげることはなかったが、出で迎むかえの艦ナゲーマンの行動には不満だった。女王は、自分たちのために軍の動きに少しでも支障をきたすことを嫌きらうのである。それもまた、彼女の律りち儀ぎな性格が言わしめることであった。

「王おう妃ひ様のお心こころ遣づかいには、いつもながら感服いたします。しかし、今回の作戦は、ピネガン王がこの数日のドレイク軍の緊迫した動きを摑つかみましたからこそ、決断なされたことであります」

　エブラ艦長は、その風ふう貌ぼうどおり、どのようなときでも、泰たい然ぜん自じ若じやくたる態度を崩くずすことを知らない騎き士しに見えた。

「あとは、騎士クラン・トルーズが、王の親書をたずさえております故ゆえ、彼と」

　短く言葉を切って退出するのもまた艦長の性格をうかがわせるものだ。

「騎士クラン・トルーズ。親書を」

「はい……」

　騎士クランは、少女たちが背にしている暖だん炉ろを象かたどった壁かべの扉とびらをひらくと、そのなかの引き出しから、携けい帯たい金庫をとりだしてテーブルにおいた。

「これがピネガン王よりフォイゾン王への親書であります」

　それは、赤いリボンで封ふうをした巻物になっていて、桐きりの箱におさめられているものだ。

「ああ……！　それは金庫のなかへ……」

「はい……で、これが、王よりパットフット様へのお手紙であります。そして、これは、エレ様へ」

　騎士クランは、丁重にそれぞれの手紙を手て渡わたして、軽く礼をすると、

「お手紙をお読みになってから、自分の知る限りのことについて、ご説明にあがります」

「……お父様から……？」

　エレは、嬉うれしそうに、蠟ろうで封をされている封ふう筒とうを、クランが残してくれたペーパーナイフでひらくと、カンテラの下でさっと目をとおしたが、ハッとして、リムルとアリサのほうに上うわ目め遣づかいをむける。

「……ごめん下さいませ……」

「お気になさらずに……どうぞ」

　アリサは、幼いエレが手紙をもらうことができなかった自分たちのことを気遣ってくれたのだとわかって、そのこまやかな心遣いに動どう揺ようしてしまい、リムルも微び笑しようをかえすことを忘れない。

　しかし、アリサもリムルもともかく艦かんに乗り込めた安心感から、馬車にゆられてきた疲つかれが出たように感じて、背もたれに身を任せるようにしてしまった。

「……ベッドの用意をしてもらいましょう」

　手紙を膝ひざの上で閉じたパットフットは、ガンルームのドアをひらくと、外で待機していたクランを呼んで、

「いまはあらためて、貴公から聞く話もないようです。姫ひめたちにベッドの用意をしてもらえまいか？」

「ハッ！」

　クランの命令で、数人の当番兵が飛びこんでくると、彼らはベンチシートを手前に引いて、毛布もシーツも、枕まくらまで城でつかっていたものにちかい上等なものを用意してくれた。

　本来、ガン・ルームの壁かべぞいに設置してあるベンチは、背もたれを上げて二段にして、兵たちが休養できるようになっているのだが、この夜は、四人のために一段ベッドが開放されたのである。

「明け方にはタータラ城に到とう着ちやくの予定であります。それまでは、ごゆっくりお休み下さい」

　騎き士しクランは、ひとつのカンテラの光だけを残して、退出した。

　パットフットは、少女たちをベッドに寝ねかしてから、ひとり、夫の手紙を再読して、潰つぶれそうな胸の思いをこらえた。

『王は、死ぬつもりでいらっしゃる……』

　ミの国がラウの国の防ぼう波は堤ていになるためにも、今は、ラウの増ぞう援えんが必要なのだから、フォイゾンには、よくよく懇こん願がんしてくれという意味のことが書いてあって、別紙には、ピネガン王の見た現在までの戦せん況きようが箇か条じよう書がきにされていた。それは、パットフットがフォイゾンを説得するのに必要な資料的な所見である。

　そこには、パットフットとピネガンの婚こん姻いんをフォイゾン王に認めてもらいたい、などという泣きごとは一切記されておらず、気位の高さと現実直視の姿勢の激しさしか認められなかった。

　そのことから、パットフットは、ピネガン王の覚かく悟ごを知るのである。

　久しぶりに夫の直筆の手紙にふれて、パットフットは、高こう揚ようする気持ちを抑おさえるのに苦労しながらも、着のみ着のままでベッドに横になって、眠ねむる努力をした。

　少しでも寝られるときに寝て、いざというときのために備えるというのが、戦国騎士の妻の心得である。

　しかし、その努力もすぐさま打ち破られてしまった。

　下の方でズンという激しい震しん動どう音おんがして、オーラ・ノズルの震動音と風切りの音にまじって、将兵のざわめく声があがってきたからだ。

「…………!?」

　パットフットは、姫たちが今の震動でも目覚めないほどよく寝入っているのを見届けてから、ドアをひらいた。

「なにごとでしょうか？」

「ハッ……！　まだわかりません。いま、甲かん板ぱんのようすを見にいっています」

　ドアの外にひとりのこった兵が、囁ささやくように報告してくれたが、ちょうどそこへ下のようすを見にいった兵がラッタルを駆かけ上がってきた。

「おい、カットグラだ」

「カットグラ!?」

「聖戦士のだろう!?　カットグラだってさ」

「静かにしろよ！　王おう妃ひ様が、いらっしゃれるのだから！」

　立ち番にのこった兵が、敬語をつかおうとしておかしな言いまわしになってしまったが、パットフットには、複雑な思いをつのらせる報告ではある。
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「聖戦士殿どの!?」

　パットフットは、両の手にチャム・ファウをのせたジョクの姿に呆あきれていた。昨日の午後、昼食をおえたジョクは、チャムをつれてピネガン王の陣じんに合流するために、出しゆつ立たつしたはずなのである。

「どういうことなのです？」

　安心しきって眠ねむり惚ほうけているチャムを抱だいたジョクは、照れ笑いをみせてから、

「状じよう況きよう判断を、自分につごう良く解かい釈しやくしたわけではありません。ギルバルという前線基地に接せつ触しよくしたのですが、そこではカットグラの補修もできませんでした。それなら、パットフット様をお迎むかえにあがるこの艦かんのほうが、オーラバトラーの整備能力が高いので、合流することにしたのです」

　ジョクが背にしている整備デッキには、この艦の制式搭とう載さいオーラバトラー、ラゲッサⅡの背中に張り合わせるようにして、ジョクの羽根のないカットグラⅡが惨みじめな姿を見せていた。

「カットグラの修理ですか……」

「はい、それができないまでも、フレイ・ランチャーのひとつでも装備しませんと、指がつかえないカットグラでは、働きようがありませんから……」

　パットフットが納なつ得とくしたのは、ギルバルという基地の状態を知らないので、ジョクがいう理り屈くつに反論できる材料がないからである。よしんば、すべてが噓うそであったにしても、なにか考えがあってのことだろうと、ジョクの善意を感じるので、了りよう解かいしてしまった。

「お休みのところをお起しいたしまして、申し訳ありませんでした」

　カットグラの機体のチェックにかかっていた騎き士しクラン・トルーズも、パットフットの姿に、あわてて整備台から降りてきてくれた。

「パットフット様、こんな場所ではお身体からだにさわります」

　いわれるまでもなく、パットフットがこんな処ところにいても邪じや魔まになるだけだったし、左右に壁かべのない整備デッキは、正面の風は遮しや断だんしていても、左右の開口部からは冷気も強風も吹ふきこんでいた。

「そうさせてもらいましょう。聖戦士殿どのがいらっしゃってくれて、安心というものです」

「はい。消失した聖戦士殿が、我わが艦かんにあらわれてくれたのは前代未聞。士気があがるというものです」

　クランは、晴れやかに言って、当番兵に王おう妃ひを部へ屋やまで送らせた。

「…………」

　見送るジョクの心境は、複雑ではある。

　ジョクは、ピネガン王の前線基地に移動はしたのだが、ギルバルの基地には足をつけただけで、状じよう況きようが切せつ迫ぱくしていると知って、このナゲーマンと合流してしまったのである。

　パットフットが感じたとおり、半分は噓をついたといっていい。

　ジョクは、騎士クランに、ナゲーマンに搭とう載さいされていたフレイ・ランチャーを機体の右手に固こ縛ばくしてもらい、引き金の操作は、小指の根元の生きているマッスルとつないで、コックピットから操作できるように工作してもらうことにしたのだ。

　機体の本格的な修理などは、ジャコバのところのフェラリオたちがやってくれた補修を信じることにして、後回しにする覚かく悟ごをしたのである。

「グラゾウッソ！　カットグラの整備は、いつでも出られる状態のままで行うのだぞ！」

「わかっています。エナジィ転てん換かん器きのひとつは取り替かえてみせます」

　騎士クランの督とく促そくに、整備兵長のグラゾウッソが指揮所とデッキのあいだで目を吊つり上げて応答してくれるのを見て、ジョクは、整備兵のたまり場所で整備デッキの指揮所にもなっている小部屋にチャムを運んでいった。

　騎士クランは追いすがるようにして、小部屋にはいってくる。

「本当によろしいのですか？」

「撃げつ剣けんをやっても、敵の剣をうけなければいい。フレイ・ボンムも避さければいい」

　ジョクは、整備指揮所の棚たなの上の整備兵がつかう洗せん濯たくした手ぬぐいの山の上に、チャムをおいてやる。

「そりゃ、理屈です。自分たちもギルバルの基地の無線は傍ぼう受じゆいたしております。かなりの艦隊が北上しているのは、確かく認にんしています」

「その艦かん隊たいの先せん鋒ぼうの偵てい察さつ部隊が移動しているのを、目もく撃げきしたのです。それに、ギルバルの地上部隊には、ワーラー・カーレーンにあるような装そう甲こう補修用のペーストひとつなかった」

　チャムが起きる気配がないのは、異フイー界ルドのあいだを行き来して、まだ身体からだが復調していないからだ。

「はい……我わが軍の整備は遅おくれてまして……」

「非難していません。無理をしてこの高度まで飛んでみたのですが、きつかったことは事実ですがね」

「エナジィ転てん換かん器きのひとつでも交こう換かんできれば、だいぶ良くなるでしょう」

「そのはずです。ラゲッサのものもカットグラのは同じですからね……楯たてを持たせたいのです。だが、手がつかえないのだからどうしようもない……」

　ジョクの愚ぐ痴ちをききながら、騎き士しクランは棚たなの下の保温ポットからコーヒーを注ついでくれてから、そのポットの奥おくのほうをのぞいて、

「……フン、食い物を結構ためこんでいるものなんだな？」

　騎士クランは真しん鍮ちゆうのカップをジョクに渡わたしてから、ポット置き場の奥に隠かくしてあった整備兵たちの駄だ菓が子しの包みを引き出してくれたので、ジョクは遠えん慮りよなくそれを摘つまんだ。

「……あとで補ほ充じゆうをしておかないと、兵たちに恨うらまれますね？」

　ジョクには口のなかにひろがる蜜みつの甘あまさと濃こいコーヒーで人ひと心ごこ地ちがついたので、革かわ鎧よろいのポケットから硬こう貨かを取り出して、テーブルにおく。

「ありがとうございます。上にあがってお休みになりますか？」

「いや、ここなら整備の邪じや魔まにならないでしょう。ドレイク軍はすぐに来るはずです」

「では、監かん視しを固めさせます」

　ジョクが、最後のコーヒーを吞のみこんだときだった。艦内のスピーカーが、敵てき影えいを発見したと、総員戦せん闘とう配置を令してきた。

「整備中止っ！　カットグラは出るぞ！」

　クランの怒ど声せいに整備兵長が、「待って下さい。転換器の交換をはじめてしまいました」

「聖戦士殿は、しばらくここに待機してください！」

　この艦の制式機のパイロット、クワラトリが、自機のハッチにかけてあったタラップを駆かけ上りながら言ってくれた。

「どうするつもりだ？」

「敵の数によりますが、引きつけまして、その間に自分のラゲッサは、艦の下位に位置して艦を護衛する形をとります」

「よし、自分が出るときには上にいく。飛行性能は未み確かく認にんだから、まちがって射うち落さないでくれ。羽根がなく、装そう甲こうにペーストを塗ぬった機体だ」

「ハッ！　わかりますよ！　自分のは胴どう体たいに白い線がかいてあります」

　若いパイロット、クワラトリは、目の前の無様な機体をさらすカットグラを笑ってくれたので、ジョクは、彼を多少あてにできるパイロットだと値ね踏ぶみをする。

　ジョクは、そのラゲッサⅡが、右の甲かん板ぱんによって発進態勢をとっていくのを見て、その機体が、どこか不整合な印象があるのを拭ぬぐうことができない。性能がいいとは言い難いのだ。

　ラゲッサが、右みぎ舷げんによって発進姿勢をとると、たいして大きくない船体は右にかしいでいった。

「静かにやってくれ！　こっちは仕事をしているんだ！」

　整備兵長のグラゾウッソが、ブリッジにつながるマイクに怒ど鳴なりつける。彼らは、カットグラの背中のオーラ・ノズルの周囲に幌ほろをめぐらせて風を防ぎ、遮しや光こうをしながら作業をすすめているのだから、足場は静かに越こしたことはないのだ。

「…………!?」

　チャムは、まだまだ幸せな夢のなかにいるようで、手ぬぐいの布ふ団とんの上で寝ね返がえりをうつのが見えた。

　経験的にいえば、まだ夜明けにならない状態での、敵てき影えい発見という報告の半分が誤ご認にんによることが多い。そうでなければ、一呼吸もおかずに、むこうから探さぐりの砲ほう撃げきがはいるはずなのだ。

「聖戦士殿どの！」

　アリサが、整備兵長たちの足場にちかいベランダから顔をのぞかせてきた。意外なところでジョクの姿を見ることができた嬉うれしさに、寝起きの腫はれぼったい目に、涙なみだをうかべているように見えた。

「ガン・ルームの中央にいるほうが安全です！　戻もどってください」

「けどっ！……パットフット様からお聞きして驚おどろいています」

　言いながら、アリサはラッタルを駆かけ下りてきてしまい、ジョクの手を求めてすりよってくる。

「このようなこともあろうと思ったから、合流したのです。大だい丈じよう夫ぶです」

「パットフット様のお覚かく悟ごを、フォイゾン王にお伝えできないようなことがあると……この国がドレイク軍に蹂じゆう躙りんされてしまっては、あまりにも哀あわれです」

「わかっている。上へ！」

　最後は、アリサの頰ほおにキスをしたので、声がつぶれた。

「はい……」

　ジュバーンッ！　と、フレイ・ボンムの赤みをおびた太い炎ほのおの糸が、間近い闇やみを切った。

　初しよ弾だんが艦かん艇ていのものではないということは、一気にオーラバトラーに接近をかけられたということを意味する。

「早く！」

　ジョクは、アリサを追い立てるように叫さけんで、カットグラの整備台を駆けあがった。

　艦が戦せん闘とう速度にはいったため、吹ふきこむ風が強力なものになってジョクをよろけさせ、カットグラの整備区画をかこむ幌が、バタバタと騒さわぎ立てている。

「どうなんだっ!?」

　ジョクは、整備台の上にかかっている幌ほろに殴なぐられるようにしながら、カットグラの背中の上部をのぞきこんだ。転てん換かん器きの換かん装そうはおわったのだが、マッスルとの接続のために、数人の整備兵が機体内部に上体をもぐりこませていた。

「…………!?」

　ジョクは、身体からだを引いて殴りかかる幌を尻しりでうけながら、整備台をおりてコックピットにまたがるようにして、シートに収まる。

　右みぎ舷げんで機き銃じゆうの斉せい射しや音おんが、ドラム缶かんを叩たたくようにはじまり、それが、後部から前部に移動して、右舷に機体をむけてまだ離り艦かんしていないラゲッサの影かげを浮うきたたせた。

「当てになる!!」

　ジョクは、この艦の将兵が、練度を上げているのに感かん嘆たんした。

　実戦慣れしていなければ、最初のフレイ・ボンムの筋を見たときに反射的に銃じゆう撃げきを開始しているはずで、それを、かなりの間をとって射うち返すというのは、ジョクがキロン城にはいった頃ころには想像できないことだった。敵を見ることができるようになっているのだ。

　バブッ！

　オーラバトラーの風切り音と同時に、艦の右から左にフレイ・ボンムの筋が数条はしったようだ。ジョクは、左ひだり舷げん奥おくに飛んで拡散していくフレイ・ボンムの筋を見ていた。

　左舷には、地上の闇やみがはしり、つぎに空の白っぽい雲がサッサッと流れて、そのつど、カットグラの機体がギシギシと揺ゆれた。

　甲かん板ぱんにワイヤーで固定されているのだが、すべてが急場しのぎの作業である。いつカットグラが艦外に放り出されても不思議ではない状態なのだ。

「クラワトリ！　出るぞ！」

　その声が無線にはいるや、カットグラの背後で、オーラ・ノズルの排はい気きガスが噴ふん出しゆつされて機体が揺ゆれ、この艦のオーラバトラー、ラゲッサが離り艦かんした。

　同時に、前にまわった敵機を回かい避ひするために、ナゲーマンは急激に高度を下げていく。

「うわーっ！」

「しっかりしろ！　身体をおさえてやれ！」

　整備兵の悲鳴がカットグラの背後でおこる。ジョクの胃の腑ふが、胸まであがってくる。自分で操縦するときには、このていどの加重などではなにも感じないのに、艦の運動には敏びん感かんになって、嘔おう吐とさえ感じてしまう。

「ジョク！」

　チャム・ファウの声がして、ハッチの縁ふちにしがみついてきた。よく辿たどり着いたという風圧が、整備デッキを吹ふき抜ぬけているのだ。

　ジョクがチャムに手を伸のばそうとしたとき、正面に機き銃じゆうの咆ほう哮こうがしてその火線のむこうに、ナゲーマンのサーチライトが捉とらえた見慣れない派手な色のオーラバトラーが見えた。

　ピンクに輝かがやく機体は、トモヨ・アッシュという女じよ傑けつのあやつるガウベドである。

　ジョクは、その機体がバーンのガベットゲンガーにちかい力強さをもっていると感じて、チャムのことを構っているわけにはいかなくなる。

　つづく二機も、機体の色こそちがうものの同形のもので、そのうちの一機が、バッと閃せん光こうと煙けむりを吐はいた。ナゲーマンの弾だん幕まくにとらえられたのだ。

　ドバウッ！　バブー！　と、フレイ・ボンムの直ちよく撃げきが整備デッキの正面の装そう甲こうにあたり、熱気がデッキ内にも吹ふきこんできた。

「アーっ！」

　チャムの悲鳴が遠くなった。

「大だい丈じよう夫ぶかっ！」

　エンジンに火がいれられないために、腕うでに装備してもらったフレイ・ランチャーをつかうことができない。

　フレイ・ボンムの熱気が去ったあと、艦かんの下から飛びあがったクラワトリのラゲッサⅡがフレイ・ボンムの筋を連射しながら、左ひだり舷げんから後方にまわりこんでいった。

　カットグラの背中にかぶせられていた幌ほろが吹きとんで、背後の壁かべに貼はりついていく。

「整備はどうかっ！」

　ジョクは、目でチャムを捜さがしながら、頭上のスタッフに怒ど鳴なると、

「ハッ！　おわります！　ちょっと待って下さい」

　整備兵長のグラゾウッソが、整備台にかじりつくようにして、ジョクとカットグラの背後を交こう互ごに見ているのが見上げられたので、ジョクはシートにすわった。

「どうぞ！　エンジン！」

　最後のほうの言葉は、周囲から飛びこむ機き銃じゆうの咆ほう哮こうで聞こえなかった。ジョクがエンジンをスタートさせると、自分の気力が一いつ瞬しゆん、尻しりの穴から吸い取られるような感じがした。悪くない反応だ。

「ギャーッ！」

　そんな声が、機銃の音のあいだにきこえ、つづいて、「聖戦士！」と呼びかける声や、「とめろっ！」という悲鳴が聞こえた。

　ジョクは、コックピットのハッチの上からのぞくようにしている整備兵長の顔をあおいで、エンジンを停止しようとしたが、

「構いません。熱量をあげてください。発進できます！」

「…………!?」

　ジョクは、整備兵長の手が、エンジンの回転をあげろという仕草をくりかえしたので、それにしたがうと、エンジンの熱量があがるにつれて、各関節部分の体温も呼応してくれた。

　それにあわせるようにエンジンの鼓こ動どうも、ジョクの呼吸に合っていく。

　ドズウン!!

　直撃をうけて艦体が跳はねあがり、頭上では、整備兵の怒鳴りあう声が交こう錯さくした。と、ハッチに血が飛び散るのが見えたが、ジョクは、各関節の稼か動どうを確かく認にんしてゆくだけで精せい一いつ杯ぱいになっていた。

「ヒーッ！　ヒーッ！」

　泣き喚わめく兵を抱だきかかえて、整備兵たちが整備台をおりていくのが目の前に見えた。腕うでをなくしたらしい。

「……敵オーラバトラー、一機、撃げき墜つい！」

　艦かん内ないスピーカーの報告に歓かん声せいをあげる整備兵たちがいる一方、負傷者を整備指揮所に運びこむ者もいる。

「整備台、移動！　カットグラの拘こう束そく索さく。はずせえっ！」

　移動をはじめた整備台上から命令する整備兵長のグラゾウッソは、新しい血でベットリと濡ぬれた顔をむけて、ジョクに号令した。

「出てください！」
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　整備兵長のグラゾウッソの号令がおわらないうちに、艦体がグラッとかしいで、彼の身体からだがジョクの視界から消えた。ジョクは、ハッチの扉とびらを閉じきることもできないまま、カットグラの出力をあげていた。機体上部を拘こう束そくしているワイヤーは外れたようだが、足のほうのワイヤーが残っていた。

　上体が前にのめり、視界に虚こ空くうに浮うかぶ整備兵長の身体が見えた。

「ええい！」

　ジョクは、カットグラの爪つめを立てて足のワイヤーを外すと、落下する整備兵長を追うつもりになる。

　しかし、ナゲーマンを撃げき墜ついしようとする二機のオーラバトラーのパイロットは、ジョクが想像する以上に攻こう撃げき的だった。バシャン！　と、離り艦かんした瞬しゆん間かんを待っていたように、フレイ・ボンムの炎ほのおの筋が、滝たきのようにカットグラを襲おそった。

「なんだと!?」

　急速にカットグラの機体を降下させながら、ジョクは、火を噴ふいて落下するラゲッサⅡを目の端はしに捉とらえていた。

「騎き士しクラワトリッ!?」

　さきほどまで生気にみちていた若い騎士が、オーラバトラーの粘ねばりのある業ごう火かにつつまれ焼かれているのだ。あまりにもあっけない死だったが、戦場では特別なことではない。

　それでもなお、ジョクは落下していく整備兵長をカットグラの手でつかむつもりで落下していったが、こちらを狙そ撃げきしようとする敵の意思も尋じん常じようのものではない。

　しかも、羽根がないカットグラの機動力は万ばん全ぜんではないのだ。巨きよ大だいな羽根は飛行時には邪じや魔まにみえても、オーラバトラー同士の白兵戦では、機体制せい御ぎよに圧あつ倒とう的な威い力りよくをみせてくれた。

　それがまったくないカットグラは、ジェット戦せん闘とう機きのような旋せん回かいしかできず、それでは狙撃のターゲットになるしかないのだ。

　整備兵長のことは忘れる、と決する。

「チッ！」

　フレイ・ボンムが、細く夜明けのオレンジ色の雨になってカットグラを追ってくる。オーラ・ノズルの角度を変えながら、機体を回転させて回かい避ひする。勢いにまかせてこれをやるとオーラ・ノズルの取りつけ部分が分解することがあるのだ。

「ええいっ……!!」

　エンジンの噴ふき上げが良く、羽根がないために石のように飛んだ。アイドリングまで一気に落して、落下運動の慣性を利用して体勢を敵にむける。一方にかたよった内臓をねじるＧがかかる。

　フレイ・ボンムの筋は、ジョクの予測した方位にながれてから戻もどってくる隙すきに、カットグラの高度をあげ、ナゲーマンよりも上に出た。

　敵の一機は、地上スレスレまで降下してしまったようだが、もう一機は素す早ばやく追つい尾びしてきた。夜目にも、その機体は、白っぽい赤に発光しているように見えた。

　ジョクは減速し、フレイ・ボンムを狙ねらい射うちをさせて、加速する。フレイ・ボンムの光から、こちらのコースを読まれないためだ。

　バッ！

　赤っぽい光を発しているようにみえる機体は、横にすべって回避する。

「速いっ！」

　その敵からは、ドンと見えない波動が押おし寄せてきた。地上界で感じた硬こう質しつなものではなく、生々しく、エロチックな画像から聞くオーガスムの息いき遣づかいに似ていた。

　熱い気！

　それが、一直線に放出され、ジョクの顔面と頭ず蓋がいにひびき、背骨に熱をおびさせ、つぎに、悪お寒かん!!

　機体が光っているようにみえるのも敵のオーラ力が強力だからだ。パイロットの気力をそのまま再現してみせるオーラバトラーは、アの国で見たものとはあきらかにちがった。

「クの国がやったか！」

　ジョクは、カットグラに左手で〝聖戦士の剣けん〟を抜ぬかせながら、フレイ・ボンムを連射して、位置を変える。

「オウッ!?」

　敵は、二度目はジョクの手にのらず、カットグラよりも高度をとってきた。

「フムーッ！」

　息をつく。白っぽい赤とみえた機体はピンクで、夜明けのオーラがはるか彼方かなたに山々の輪りん郭かくを浮うかびあがらせても、くすむことはない。

「クッ……!!」

　下から突つき上げてきたオーラバトラーの攻こう撃げきは、ピンクの機体にくらべれば直線的で、バラバラと射うってくるフレイ・ボンムの炎ほのおの波は、その源をはっきりと見せてくれる。

　ジョクは、フレイ・ボンムを発射し、閃せん光こうが輪になった。が、その爆ばく発はつの光が、カットグラの所在をピンクの機体におしえたのだろう。

　シャン！　ナゲーマンのサーチライトがジョクの目を打つ。故意ではなくても、一いつ瞬しゆん、目がくらむ。と、ドグッ！　と、フレイ・ボンムの炎の筋が、カットグラの右手のフレイ・ランチャーをかすめ、ランチャーの機関部が爆発した。

「ぐっウッ！」

　ジョクは爆ばく圧あつにさからうようにオーラ・ノズルを全開させて、カットグラの機体を踏ふみ止とどまらせ、激げき震しんのなかを突きぬけて上じよう昇しようをかける。爆発に押おしながされる危険は冒おかさないのだ。

　ピンクの機体は、爆発の光のなかから押し出されてくるカットグラを待ちかまえるために下方にまわっていたが、ジョクは上昇から降下にはいった。この間、一秒となく、ジョクは上位をとった。

　ザワン！

　カットグラの剣けんが一閃して、ピンクの機体の肩かた口ぐちからコックピットにむかって斬きりおろされ、腕うでが飛んだ。が、胴どうにはかすめただけだ。

　ババッ！

　ピンクの機体の胸のあたりから閃光がきらめき、後退をかけながら、機き銃じゆうを発射した。その火線の下にいたカットグラは、一気に地上百メートルほどに落下する。

『機関銃のたぐいを内蔵している機体だとっ!?』

　胃が肺はい腑ふを突つきあげ、頭がギシッと周囲から押おさえつけられる感じに、その問題を考える暇ひまはなかったが、敵のフレイ・ランチャーを装備した腕を切断したはずだ、と考えることができた。

『ピンクは、長ちよう距きよ離りからの攻こう撃げきはできないはずだ！』

　思考が働きだすのと、夜明けのオーラの光が、ピンクの機体が直進してくるのをかすむ視野のなかにとらえられた。

　避さけたつもりだったが、カットグラは、森の木々に足をとられて大きくよろけ、ピンクの機体の剣が、梢こずえをなぎはらっていた。

　カットグラの機体が沈しずむところを打ちおろしてくるピンクの機体の剣が、ギラッ、と見え、聖戦士の剣がこれをうける。

　ガーン！

　単純に鋼鉄の剣けんがぶつかりあう音とはちがい、装そう甲こうをとおして内臓を震ふるわせる振しん動どうがきた。

『チッキショー！』

　女性の憎ぞう悪おの絶ぜつ叫きようが、コックピットに反はん響きようし、こだまする。

「こいつっ!?」

『狂きよう暴ぼうな牝めすが、腹をすかせて苛いら立だっている!?』

　そういった情念を噴ふん出しゆつさせる血を、ジョクは思った。

　カットグラの機体が木々をへし折って、地に落ちた。ジョクは、カットグラに聖戦士の剣を頭上で回転させると、巨きよ木ぼくを切断して空に舞まわせて、降下しようとしたピンクの機体を牽けん制せいする。

　ドバババウッ！　ピンクの機体の胸から閃せん光こうが筋になる。カットグラは聖戦士の剣を前にして回転させて、弾だん丸がんを撥はね退のける。が、肩かたにはズシッ、ズッンと衝しよう撃げきをうける。

　ピンクの機体が後退して、カットグラの剣の動きをうかがう一いつ瞬しゆん、横合いからはしった火線が、ピンクの機体の足元をすくっていた。

　ピンクが跳はねた。

「…………!?」

　一呼吸という間も見せず、ピンクの機体は朝のオーラの光を背にして距きよ離りをとった。見事な撤てつ退たいである。そのあとには、朝の霞かすみ状じようの雲がオーラ光に彩いろどられて鮮あざやかやな色を染めはじめてみせた。

「どういう敵だ？……」

　全身から汗あせが噴ふき出ている。興奮もさめないまま、ジョクはカットグラをゆっくりと上じよう昇しようさせていった。

「…………!?」

　梢こずえ越ごしに、ジョクはドウミーロックを見つけた。

「……どこの部隊だ？」

『ジョクなの！　本当だったのね！』

　無線を震ふるわせる声は、マーベル・フローズンの英語だった。

「マーベル!?」

　目の前のドウミーロックは、おなじ地上人であるマーベルが操縦している。その機体が震わせる羽根が、朝のオーラを背にしてキラキラと発光するように輝かがやいていた。

　カットグラの機体が安定しないのが悔くやしかったが、ジョクは、ドウミーロックのハッチの扉とびらをひらいて身を乗り出しているマーベルの姿に心躍おどった。が、マーベルの姿をはっきりと見る間もなく、頭上に、ミィゼナーとナゲーマンが艦かん首しゆをならべるようにして接近してきた。

　マーベルの赤になめした革かわ鎧よろいが、ひどく艶なまめいて見えて、乗り出す姿はまるでコミックのヒロインのように見えた。

「助かりました。マーベル！　今の敵はとんでもなく怖こわい敵だ！　わかりましたか!?」

「想像はつくわ。どこに行っていたの!?　ジョク!?」

「自分の家です！　けど、すぐにこちらに呼び戻もどされてしまった」

「それはお気の毒に！　あとで、ゆっくり話を聞かせてね!?」

　凜りんとして聞こえるというよりは、甘あまえている感じがあった。ニーとうまくいっているふくよかさが、ジョクの嫉しつ妬と心しんをくすぐる。が、今は、パットフットに挨あい拶さつをするほうがさきだろうと、ジョクは、マーベルの顔を間近に見たい衝しよう動どうをこらえて、ナゲーマンの甲かん板ぱんに着ちやつ艦かんした。




「……そうか……アリサの考え方はわかるが、いっしょに戦ってくれというのは、命を縮めさせるだけだな」

　アリサから艦に乗ってしまったいきさつを聞いて、頷うなずくしかない。アリサは、リムルのこともある、とつけくわえてきた。

「……父との血けつ縁えんを断ち切ったと思っても、それはわたしの思い込みでしかありません。世間は、そうは見ないのですから……もし、わたくしがミの国に少しでも役に立つなら、人ひと質じちにでもなんにでもなってみせます。それが、双そう方ほうの国民のためでしょうから……」

「それは、ピネガン王かフォイゾン王がお考えになることだ。しかし、アリサがそう考えているのなら、パットフット様についていくがいい。生きていれば、どうにでもなるのだから……」

「ジョク……」

　ジョクは、アリサのなかに大人おとなの覚かく悟ごを感じて、あらためて彼女を抱だきしめたのだが、それはアリサの苦く衷ちゆうを察して、自分の胸を痛める抱ほう擁ようになった。

「ぼくも頑がん張ばるよ。フォイゾンの前にいっても、アリサに恥はずかしくない聖戦士になってみせよう」

「今しがたの働きで充じゆう分ぶんです。お命はくれぐれもお大切に……！」

　ジョクはアリサの唇くちびるいっぱいにキスすると、彼女とともにガンルームを出て、当番兵にパットフット母おや娘この所在を教えてもらって、二層下の甲板に降りていった。




　リムルとパットフット母娘は、過ぎていく山並を眺ながめていた。

　彼女たちは、峰みねひとつを越こえたむこうにある、紫むらさきの霞かすみが横にたなびくあたりにあるであろう、見えないピネガン王の陣じんに、別れの挨拶を送っているところだった。

「……お父様のところに寄ってから、タータラ城にいくのでは、時間が間にあわないのですね」

　感覚的な洞どう察さつ力りよくがすぐれていても、そういうことについては、子供らしい未練をもつのだろう。エレは、ジョクとアリサが降りてきたときに、パットフットを見上げて、そう言っていた。感性が鋭えい敏びんであればあるだけに、ちかくに父がいるという思いを感じているのかもしれないのだろう。

「……戦争中ですからね……」

　パットフットは、そう応じてから、ジョクに対してくれた。その陰かげりのない瞳ひとみの色に、ジョクは、女王の夫を想おもう心の深さを感得してしまう。

「……国境までは、間もなくだそうです。自分はミィゼナーに合流して、この艦かんの後方をお守りいたし、その後、ピネガン王のもとに参上いたします」

「ありがとうございます。聖戦士殿どのの機転で、わたくしどもも無事にタータラに参れます。よくよく王を助けて下さいますように、お願い申し上げます」

　パットフットに深々と頭を下げられ、エレまでがそれに倣ならう姿に、ジョクは息を吸うことも吐はくこともできなくなる。

「聖戦士殿、お手を……」

　エレが、風に押おされるようにしてジョクの前にくると、握あく手しゆをもとめてきた。

「姫ひめ様のお手をいただいて、光栄です」

「聖戦士殿に知りあえたことを心から嬉うれしく思います。また、地上界のお話を聞かせてください」

　エレは、ピョコッと膝ひざをおって挨あい拶さつをしてくれる。

　ジョクも、まだ幼児らしい厚みののこっている彼女の手の甲こうに、唇くちびるをあてる仕草の挨拶をする。

「きちんとやってくださいまし」

「ハッ？」

　問いかえして、ジョクはすぐに意味がわかり、あらためてエレのふっくらとした手の甲に唇をあてて、形式以上の礼をかえした。

「はしたないことを……エレは……！」

　パットフットの苦笑が、風にのってジョクの耳にふれる。

「リムル様、アリサ様にはそそっかしいところがございます。気がついたことがあれば、遠えん慮りよなくおっしゃってくださるように、自分からもお願い申します」

「聖戦士様のお気き遣づかい、感謝いたします」

　リムルは、ジョクの手をとって、瞳をうるませてくれた。彼女は、第三者から、アリサと自分の関係を肯こう定ていするような言葉は聞いたことがなかったのだ。

　ジョクは、アリサが実家のラース・ワウにリムルがはいってから帰ることを極力避さけていたのを一番よく知っていたから、ふたりの関係などは自然に想像がついた。そのうえ、ミの国の王おう妃ひのもとに身を寄せざるを得なくなったのであるから、その孤こ立りつ感かんは、想像以上のものがあるのだろう。

「ジョク、わたくしも頑がん張ばりますから……戦いに専念なさって下さい」

　ジョクはアリサと最後のキスをかわすと、整備デッキに降りていく。




「聖戦士殿……あとは、お頼たのみ申します。ミィゼナーが護衛して下されば、我わが艦かんは、安心して国境を越こえられます」

　騎き士しクラン・トルーズは、ジョクとかたい握あく手しゆをかわすと、整備兵を呼んでくれた。

「これに！」

　兵の手て籠かごには、チャムがふくれっ面つらをみせて寝ねていた。カットグラが飛び出すときに、風に飛ばされて装そう甲こうに思いっきり身体からだをぶつけて、動けなくなっていたのだ。

　整備兵たちが、歩兵以上にフェラリオを嫌きらったのは、技術系の男たちの性せい癖へきである。その兵もふくれっ面をしたまま、手籠をカットグラのコックピットにおいてくれる。

「整備兵長の遺族には気の毒をしたな……あの腕うでを失った兵は……？」

「応急処置をしてありますから、生命いのちには別条ありません。ご心配なく」

「……カットグラのエンジンをかけたときに、腕を焼いたのか？」

「お気になさらずに。このまま後方の病院送りになれば、奴やつは死なずに、名めい誉よある戦場から故郷には錦にしきを飾かざって帰れるわけです……艦かん長ちようのニー・ギブン殿どのに、よろしく」

「気をつかわせる。騎士クラン・トルーズに武運を！」

　騎士同士の常じよう套とう句くをかわしていたジョクは、カットグラに左手を上げさせると、並進しているミィゼナーにむかった。

「…………」

　振ふりむけば未練がのこるから、まっすぐ飛んでミィゼナーの整備デッキの横の甲かん板ぱんに、一気に着艦した。羽根がないぶん乱暴な着艦になり、マーベルのドウミーロックが係留されているデッキに踏ふみ込んでいった。

　パットフットたちを乗せたナゲーマンが、かなり痛々しくみえる艦体を揺ゆするように加速して、最大船速にはいっていくのが見晴らせた。ミィゼナーは、その後方を守るような形で追つい尾びしながら、それでも次し第だいに距きよ離りをひらいていくようにする。

「……チャム……お前がはじめて乗ったコモン界の船だよ。大分、改装したようだけどな？」

　ジョクは、ようやくシート脇わきの床ゆかにおかれている手籠をのぞいて、持ち上げてやった。

「痛いよ！　静かに動かして」

「ごめんよ？」

「聖戦士殿、お帰りなさい！　台を前にっ！」

　騎士らしい面がまえになったキムッチ・マハが、顔いっぱいに笑えみをたたえてくれると、顔見知りの整備兵にまじって、若い整備兵たちが整備台をよせてきてくれた。

「ようやく帰った。諸君には、苦労をかけさせたようだな」

「あれー!?　まだフェラリオつきですか？」

「この子がいてくれたおかげで、地上界にも行けたし、ここにも帰れたのだ。この子のオーラ力は、なま半可のものじゃないぞ」

「まさか！　グハハハ……」

　ミィゼナーの整備兵たちが無ぶ遠えん慮りよな声をあげて笑ったので、チャムは、タオルを撥はねのけて、手籠から飛び出すと、正面にいた整備兵の鼻はな面づらを蹴け飛とばしていた。

「うわっ！　このフェラリオっ！」

「……あたしを舐なめるなぁ！　弾たまはうしろからでも飛んでくるんだってことを、忘れんじゃない！」

　そんな勇ましい姿を見れば、こんどはジョクが驚おどろく番だったが、「動けるのか」と聞けば、

「痛いよ。でもさぁ、動けないって言ってやらなければ、アリサと別れる時間だってとれなかったんじゃないか？」

「……!?　そんなに気を遣つかわせたのか!?」

　ジョクの返答などは聞いていない。チャムは、デッキに待つマーベルのほうに飛んでいってしまった。




「ホウ……ドアができたのか？」

　ジョクがコックピットから降り立つと、整備デッキの左右の開口部が、巨きよ大だいなシャッター状の扉とびらで閉じられていった。

「防ぼう御ぎよというよりも、整備のために密閉式にしたんですって……」

　マーベルと軽く抱だき合うあいだに、チャムはプィとブリッジのほうにあがってしまう。

　マーベルの革かわ鎧よろいの感かん触しよくは、油と汗あせでたっぷりとしたボリュームをもっていて、過か酷こくな仕事をしつづけているのだろうとわかってしまい、ジョクの手には辛つらく感じた。

「信じられないわ……地上に行って、また戻もどってきたなんて……」

「好きでやったことではないんだけれど、こうして会えたんだから、嬉うれしいよ」

「ありがとう……でもね、あなたは、悲しいニュースを聞くために帰ってきたのよ」

　マーベルはジョクの肩かたの上でそういうと、身をひいてジョクの目をのぞいてくれた。

「え……？」

　嫌いやなことといっても、山ほどあるようでいて、何も思いつけない……。

「一週間ちょっと前になるわ。わたしたちがクの国の艦かん隊たいを攻こう撃げきしたときに、バーンのガベットゲンガーらしいオーラバトラーが援えん軍ぐんにあらわれて、ドウミーロックに乗ったばかりのマッタ・ブーンと、キチニ・ハッチーンが撃げき墜ついされて、戦死したわ」

「マッタにキチニがか？」

「……ええ、リムル・ルフトをアの国から亡命させたふたりは、ミィゼナーに合流してくれたのよ。ドメーロで空中戦に習熟していたから、ドウミーロックのパイロットになってもらったんだけど、その初うい陣じんでバーンに撃墜されたの……」

「そうか……」

　ジョクにとって、バイストン・ウェルは、どこか遠い世界という感覚がつきまとっていた。

　パットフット母おや娘こを見ても、ジャコバを見ても、アリサの存在だって、頭を働かさないと理解できない他人のつくりだす光景、という感覚があった。

　作さく為い、といったものを感じるのだ。

　しかし、いま、マーベルが名前をあげた青年たちはちがった。

　ジョクが、アの国のラース・ワウの中庭におりたときから見知った青年たちで、あわよくば、騎き士しになって故郷に帰ることを夢みていた彼らは、ジョクが聖戦士となるとその下で働くだけで良しとしてくれて、コモン界の道案内をしてくれた若者なのである。

　コモン界のアの国に生まれ育った彼らは、ジョクについたおかげで、機械にたいするセンスを周囲の同どう年ねん齢れいの者たちより磨みがけて、ドレイク軍のオーラマシーン部隊の第二線、ドメーロ部隊のパイロットと機関士になれたのである。

　ジョクは、彼らを祝ってやり、あとは、彼ら自身の才覚で生きるべきだと考えたので、アの国から亡命するときには、彼らを率そつ先せんして誘さそうことは避さけるようにした。

　しかし、そのふたりが、リムル・ルフトの目にとまり、彼女の亡命を助けたのが契けい機きになって、彼らも反ドレイク側に身をおくことになったのである。

「せっかくオーラバトラーのパイロットになれたのに……」

「……ええ。今、考えれば、バーンが地上から戻もどってきて第一回目の戦せん闘とうの任務が、クの国の艦かん隊たいの掩えん護ごだったのよ……バーンは、地上に出たときもジョクといっしょ。そして、帰き還かんするとジョクの一番たいせつな人たちに、フレイ・ボンムをむけたというわけ……」

「奴やつは……よくよく、ぼくに呪のろいをかけにくるということか……」

　はじめてジョクは、涙なみだをあふれさせた。まさか、涙が出るとは思ってもいなかった。

「……ニーはブリッジにいるわ。どうする？」

「……少し休みたい」ようやく声になった。

「ガン・ルームには、いまは誰だれもいないわ」

　マーベルに尻しりを押おされるようにして、ジョクはラッタルをあがっていったが、胸から咽喉のどにこみあげるしゃっくりのような呻うめきが、ジョクを責めた。

『……ジャコバに会っちまったんだよな。バーンといっしょに、ここには戻れなかったんだ……そのせいで……』

　なんで、そんなに悲しいのかわからなかった。ふたりとは親密ではあっても、好きとか嫌きらいというような存在ではない。目下の者という感覚を育ててくれた青年たちだっただけなのだ。

　しかし、よりによって、地上人のマーベルからコモン人の仲間の戦死を知らされて、はじめて彼らの存在が、大きなものであった、と気づいたのである。

　なんとなくそばにいた人ほど、その重量は大きいということなのだろう……。

『おばあちゃんが死んだと聞かされたみたいな気分だ……！』

　薄うす暗ぐらい無人のガン・ルームの片かた隅すみのベンチにすわりこんで、マーベルがドアを閉じるのを涙のにじんだ目で見ていた。

　キチニの、ケケケッ、と笑う声が聞こえた。マッタの生き真ま面じ目めな顔が、羞はじらって照れて見えた。

『聖戦士殿どのは、コモン界のことをなんにも知らないんだから……』

　それが、彼らの口くち癖ぐせだった。

『お前らには、いつか新しん宿じゆくの街を見せてやりたかったんだよな……日本の姉ちゃんたちだって、結構可か愛わいいんだぜ……』




　ミィゼナーは、その頃ころ、ラウの国境線上で、パットフット母娘おやこを乗せたナゲーマンに、ラウ側から接近してきた二隻せきの軍ぐん艦かんが合流するのを見守っていた。

　夜の明けきった空で、ナゲーマンと艦首をならべたラウの軍艦は、ひとまわり大きな艦体をもち、数機のオーラバトラーを格納していた。

　三隻は兄きよう弟だいのように、肩かたをならべると艦首を北にむけて加速していった。ラウの首都タータラまでは二時間とかからず、フォイゾン王の朝食前に、パットフットは謁えつ見けんできるはずである。

　ナゲーマンを見送ったミィゼナーは、百八十度回頭して、ピネガンの前線基地にもどるコースにはいり、すっかり明けわたった空は、この日が一日、すばらしい天候であることを証明するようにかがやき始めていた。
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　ごく小さい戦力しかないミの国で、ナゲーマンの一隻が半日ものあいだ前線をはなれることは、危険でもあったし無む駄だでもある。補給線も細くなっているミの軍にすれば、一回の航行でも物資を輸送すべきなのだ。しかし、ピネガン王とパットフットにとっては、この航行も必ひつ須す要件であった。

　ナゲーマンは、タータラの都の北寄りに位置する城内にまっすぐに導かれて、馬寄せの広場に着陸したのだが、このときになって、艦長エブラと騎き士しクラン・トルーズとのあいだに諍いさかいがおこっていた。

「待てというのか？　パットフット様をおろしたら、補給をすみやかに行って、すぐにでも前線にもどる予定だったはずだ」

　艦長のエブラは、騎士クランに嚙かみつく。

「予定は予定にしかすぎない。考えてもみろ。場合によっては、ルフト家の姫ひめ様たちを、タータラの人ひと質じちに差し出さなければならないかもしれないのだ。そういう手持ちの駒こまをつかうか否いなかは、パットフット様とフォイゾン王の交こう渉しようしだいになる。場合によっては、パットフット様ともども引き上げることにもなろうから、交渉がおわるまでは待つ必要がある」

「そのあいだに、敵に前線を突とつ破ぱされたらどうするのだ!?」

「補給しているあいだに話し合いの結論はでる。そのしばしを待てといっている」

「そんな簡単な交こう渉しようかっ！」

　ふたりの口論は、タータラ城の出で迎むかえの士官が乗じよう艦かんしてきたことで、中ちゆう途と半はん端ぱにおわることができて、パットフットは、姫ひめたちを兵士が寝ね起おきするデッキに隠かくして、城からの出で迎むかえの馬車で主館にむかった。

　ピネガンのもとへ出しゆつ奔ぽんしてから、十年ぶりの里帰りである。

　キロン城とはくらべようもない城内は、馬車で走り抜ぬけるにしても容易ではなく、そこで目にするすべてのものが、パットフットには思い出がこめられた景け色しきだった。

「ラズベリーがまだ盛さかりか……」

　木々の陰かげに咲さく小さな紫むらさきの花の群にも、幼いころ、ピネガンと出会ったばかりの青春の記き憶おくがほうふつとして、胸がときめいて若やいでいく。

　しかし、女王の前の席の生き真ま面じ目めをこれ以上できないという近この衛え騎き兵へいの士官と侍じ従じゆうの顔を見れば、現実的な問題が気になって、思い出にひたっていることもできなくなる。

「……そう。オーラバトラーの供きよう与よは、もうないのでありましょうか？」

　侍従のクワッサマは、かつてパットフットの身近にいてくれた老ろう僕ぼくであったが、軍事のことに口を出せるはずがなく、隣となりにすわる近衛騎兵にチラッと目をやる。

「……補給は自分の担当ではありませんので、存じあげません」

　壮そう年ねんの士官が、すまないという風も見せないのは、儀ぎ礼れい的な態度を崩くずさないのを任務と心得ているからである。

　主館もパットフットが逐ちく電でんしたときとまったくおなじ風ふ情ぜいで朝日をあびていたが、それでも、電気を導入したために、城内のそこここに無ぶ遠えん慮りよに電柱がたっていた。それは、文明開化のシンボルではあるのだが、まだ城内のすべてに電灯が設備されているわけではない。

「……貴公は、ここまでで……」

「いえ、王のお部へ屋やの前までは……」

　パットフットが馬車から降りたときに、侍従のクワッサマと騎士のあいだでそんなやりとりがされた。クワッサマにすれば、わずかでも感情のあふれるままにパットフットに声をかける時間が欲ほしかったのだが、近衛騎兵の制止にしたがうのは、今のパットフットは、この城の姫ではないからである。

「ご苦労さまでした。クワッサマ」

「姫様にありましても……」

　パットフットは、クワッサマの手を借りて馬車をおり、老僕は昔の主人に会えた嬉うれしさを、皺しわのあいだに落ちこんだ瞳ひとみにたたえて見送ってくれる。

　そして、階段をあがりながら、パットフットは、かたわらを行く壮年の騎兵には、なんどか叱しかられたことがあることを思い出していた。生真面目で融ゆう通ずうのきかない騎兵は、なにが面おも白しろくて生きているのだろう、と思わないではない。

　いくつかの馴な染じみのある階段をあがって、フォイゾンの居室の区画にあがった。

「では……」

　居室づきの侍じ従じゆう長ちように、パットフットを預けると、生き真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうの騎き兵へいは退出する。

「……いつから、こちらへ？」

「はい、五年前からであります」

　侍従長の顔もパットフットは見知ってはいたが、いつも、部へ屋やの奥おくのほうに立っていたという印象しかなく、言葉をかわした覚えはなかった。

　南向きのこの部屋は、フォイゾンがつかう談話室というほどのもので、完全に私的な空間でもなければ、公務のためだけの実務的な空間というのでもなかった。

　壁かべ布ぬのは浅あさ黄ぎ色に同色の刺し繡しゆうで、百合ゆりの花と蛇へび、ライオン、それに唐から草くさ模も様ようといったパターンが織り込まれたもので、全体が優やさしい印象に仕上げられていて、パットフットが好きだった部屋のひとつである。

　その中央の長テーブルの、窓まど際ぎわにある椅い子すをすすめられた。

「…………」

　壁には、数個の電灯が取りつけられていたが、頭上には、蠟ろう燭そくをつかうシャンデリアが昔のままにのこされていた。この部屋にとおしてくれたということから、父王の自分にたいする扱あつかいが険悪ではないと判断して、パットフットはわずかに安心をした。

　なによりも、朝食前に会ってくれるというのは、父の性格から考えて悪いことではない。

「お出ましになられます」

　隣となりの部屋から若い侍従の声がすれば、パットフットは立ち上がり、ガウンをはおったフォイゾンは、腰こし紐ひもをむすびながら姿をみせて、上うわ目め遣づかいにパットフットを見てから視線をはずすと、テーブルのむこう側、南の窓を左手にしてすわった。

「……拝はい謁えついただきまして、ありがとうございます」

　パットフットは、多少の老いを見せるものの、多た忙ぼうをよそおう父に、まだ矍かく鑠しやくたる武将の風ふう貌ぼうを見てとって、妥だ協きようしてくれないのではないかと恐おそれた。

　この部屋にとおしてくれたのは、習慣にしたがっただけのことなのかもしれないのだ。

「すわるがいい。起きぬけにも、目を通さねばならない書類があるという有様でな」

　声にも、力があった。

「ご壮そう健けんで」

「うむ……ドレイク軍の追つい撃げきにあったと聞いたが？」

　手ぶらではいってきてしまったので、手元が不ふ如によ意いなのであろう。ガウンのポケットに両手を突つっ込んでみせたが、視線はあげなかった。

「はい、偵てい察さつ部隊のひとつであろうということです」

「敵は、動くのか？」

　白しら髪がまじりの眉まゆの下の瞳ひとみが、パットフットの正面にあげられ、嬉うれしい、と言っていた。

「はい。聖戦士殿どのも侵しん攻こうはちかいと申しておりました。その聖戦士ジョクのおかげで、タータラ城にはいることができました」

「そうか。ドレイクはクの艦かん隊たいを連合させて、艦隊の力は初期の規模にもどっているな……」

　フォイゾンが軽いあくびをしてみせ、右手をあげて首筋を叩たたいた。

　家庭のなかでの父親の姿である。その間合いを見計らって、パットフットは、テーブルにおいた桐きりの箱から、夫の親書をとりだして、王の前に差し出していく。テーブルの空間が広い、と感じてしまう瞬しゆん間かんだ。

「拝見しよう……」

　フォイゾンが、眼鏡めがねもつかわずに書面に目をとおす姿に、テーブルがなんと邪じや魔まなものだろうと感じたので、パットフットは、窓外の夜よ露つゆに濡ぬれた木々の葉が、朝のオーラの光に輝かがやいているのを見つめる。フォイゾンの反応がないので、横目でようすを窺うかがってしまったが、父は手紙を再読していた。

　葉のあいだに、カケガラスの黒い姿が見えて、あっ、と覗のぞいたときには、それは赤い実をくわえて飛び立っていった。

　テーブルに用意されてあったガラスの鈴すずが鳴った。フォイゾンが振ふったのである。

　王は、パットフットの前にあった桐箱を引き寄せて、ピネガンの親書をその箱に収めていた。

「…………」

　侍じ従じゆうたちが茶をテーブルにととのえるあいだ、父と娘むすめは窓の外を見つめるだけになり、人の気配が消えたときに、フォイゾンは言った。

「お前の男を見る目は、まちがいではなかったようだ」

「…………！」

　パットフットは、嬉うれしさのあまり深々と頭を下げていた。

　そう言わなければならない父は口くち惜おしいのだろう、と思いもするが、それでも、そう言ってくれたことには、万金の値あたいがあった。それをもっと早く言って欲ほしかったというのは、すでに愚ぐ痴ちである。

　フォイゾンは、茶を喫きつしてから、

「わしなりに、ドレイクとアの国におこったオーラマシーンのことを考えてみた。それで、オーラ・シップの建造などにも手をそめたのだ……わかったことは、オーラマシーンが、こつぜんとアの国にあらわれた現象からはじまった戦乱は、過去の時代の戦争とはまったくちがうということだ」

「はい……ですから、ビネガン王といたしましても、キロン城を守ろうなどとは考えておりませんでした。もっと大局的に見なければならない戦乱であると……」

「それは読んだ。了りよう解かいした」

「ありがとうございます」

「しかし、ドレイクは変節しながらも、早い」

「はい……」

　パットフットは、この戦乱にたいするフォイゾンの懸け念ねんが深刻であることを知って、つぎの言葉が見つけられない。口をつぐんだ父は、ピネガンと自分のことなどは、すでに問題としていない、とも感じられる。

「アの国を狂くるわせている張本人のドレイクを討うち、アの国の機械生産力を殲せん滅めつしなければならないとピネガンはいうが、それだけでは、この戦乱を解決することにはなるまい」

「……聖戦士殿どのは、世界そのものの変質の徴ちよう候こうがあると、おっしゃっていました」

「ほう……地上人がそういうことを言うのか？」

「はい。地上界の苦しみをうつしたものがバイストン・ウェルで、それを急進的にあらわしたのが、オーラマシーンなのではないか、と申してもおりました」

「……それは興味がある話だ。聖戦士などは戦士そのもの、ただ単に豪ごう胆たん無む双そうの輩やからとおもっていたが……」

「ジョク殿についていえば、繊せん細さいでありながらも、そそっかしいふつうの青年であります。マーベル殿は、優やさしい女性でありますが、望みが高い方、ともいえます……」

「フム……。その話はまただ。ピネガンは死に急いでいる。そこが小さいな」

「覚かく悟ごに煙けむるものはありません」

「だから、お前の目を誉ほめた……しかしな、わしなら、ドレイクの機械の製造施し設せつを殲滅できるだろうとも書いてあったが、そのために、わしも機械製造施設を拡かく充じゆうしたことを、ピネガンは知らん」

「存じております」

「知っていない……機械をもったわしが世界に関かん与よする意味を、だ」

「王の機械もドレイクとおなじことだと？」

「……そうだろうが？」

「覇は権けん主義にとらわれた王とそうでない王、天と地のちがいです」

　フォイゾンは、パットフットの言葉を世辞とは思わなかったが、それでも首を横に振ふった。

「王のおっしゃられていることは、そうでありましょうが、今は、このちがいを認めるしかありません」

　パットフットは急いでつけくわえる。

「…………!!」

　フォイゾンは、満足気な表情をみせながらも、表情が緩ゆるむことはなかった。王は、自分もドレイクを追って、世界を震しん撼かんさせる立場に立つのではないかと恐おそれているのだ。つまり、機械を文明の象しよう徴ちようとして盲もう信しんしていないのである。

「で、お前は、どうするのだ？」

「は……？」

「ここに居てくれるのなら、ピネガンが命をはる作戦にも手を貸そう。ラウは、国民に苦しみを強しいながら、この三年、国費をオーラマシーン建設に投入してきたのだ」

「……それはミの国もおなじであります」

「だから、どうするのだ？」

「ピネガン王が生きていれば、いつかは会える、とおっしゃってくださるのですか？」

「わしが死ぬほうが先だ。そのときは、好きにするがいい」

　フォイゾンは、人の世の順序をいった。

　しかし、その言葉をパットフットは誤解した。肉親の問題になると、フォイゾンでも欲がでるのであろうから、結けつ婚こんは承しよう諾だくしてくださらないのか、と……。

　ドアのノックが遠くでして、侍じ従じゆう長ちようが応対に出たようだ。

「なんだ？」

　フォイゾンが応じた。

「ハッ、ナゲーマンの巡じゆん察さつにいっていました騎き士しレトゥメ・クェッセグが、急ぎご報告したいことがあると参上いたしました」

「ン……」

　フォイゾンは、控ひかえの間でその騎士と短いやり取りをしてもどってくると、その部へ屋やとのあいだのドアを閉じて、パットフットを正視した。

　一いつ瞬しゆん、パットフットに疑念がかすめた。重苦しい、と……。

「孫のエレとドレイクの娘むすめをふたり同道しているというではないか？　なぜ、言わなかった？」

「はい……？」

「人ひと質じちの価値はあるのか？」

　フォイゾンが、先回りをした。

「ドレイクも愛想をつかした姫ひめたちです。そのような価値があるとは思えません」

「ドレイクにはそうでも、アの国の国民感情がそれを許すか？」

「ああ……！」

　ドレイクが娘むすめを見殺しにする王だと宣伝したら、アの国内に反ドレイク派をそだてることが可能ではないかということに、パットフットははじめて気づいたのである。

「その聖戦士は、なぜ、お前にアリサとリムルを預けたのだ？」

「戦争の渦か中ちゆうに巻き込みたくないからです。ですから、ラウの国に保護を願いたい、ということでありました。それゆえ、同道いたしました……。ですが、それだけでもありません。アリサ様とリムル様は、ご自分たちから人質になるほどの価値があるのなら、利用して欲ほしいということで乗船してきたのです」

「フム……」

「ことにルーザ様の連れ娘ごのリムル様は、反ドレイク運動に利用できるものなのでしょうか？」

「アリシアとのあいだの娘のアリサは、聖戦士と結けつ婚こんしているのか？」

「いえ……」

　フォイゾンは、姫ふたりなど目の前に迫せまっている戦せん況きように、ただちに利用できるものではないと承知していた。

　アの国の覇は権けん主義は、このような個人的な感傷をはさみこむ余地のない、大きな潮流を背景にして生まれているのである。よしんば、ドレイクに娘を可か愛わいく思う心があっても、その意思が末まつ端たんにまで行きわたることなどはないのは、組織というものがそういうものであるからだ。

　機械をつかう戦争は、どこか寒々しいものなのかもしれない、とも感じるフォイゾンだから、「お前の気持ちはわかるが、わしも考えは変えないぞ？　国境を防衛するための第一線にたっているのが、ピネガンであるとわしは理解する。時間を稼かせいでもらわなければならない。その上で、ピネガンがいうように、アの国のオーラマシーン産業の基き盤ばんを徹てつ底てい的に破は壊かいする」

「は、はい……！」

「わしは、巨きよ大だいなオーラ・シップを建設していてな。それが完成すれば、ドレイクごときという気き概がいを、全軍にあたえることができる」

「機械の拡大ですか……!?」

「だから、己おのれへの警けい戒かいを常に忘れたくないと言ったのだ。ピネガンがそれなりの働きをみせてくれれば、あとは、お前たちの好きにしろとも言ったであろう？」

　フォイゾンは、はっきりと言葉にしたくないことを、口にしたつもりになった。

「はい……」

「ミの国とかラウの国という区切りのない時代がくるのだ」

「……そんなことまで……？」

「孫もここに来ているのに、わしに会わせんというのでは、わしはつまらん。少しは、わしを哀あわれんでくれてもいいだろう」

「お父様……」

　パットフットが、父の手をとりたい衝しよう動どうをこらえてしまうのは、やはりテーブルをあいだにしているからだ。

「……わしは、王をやることしか知らん人間だから、このようにしかできん……」

　フォイゾンは、書記に書簡をもってこさせると、それをパットフットにしめした。

　それは、ピネガンとパットフット宛あての書面になっていて、いましがたフォイゾンが口にしたことが認したためられていた。

　婚こん姻いんを十年前にさかのぼって認めて、慶けい賀がするということ。戦勝のあかつきには、ミの国はラウに従属させ、ラウの王については、人民の選挙によること。すなわち、ピネガンでさえラウの王になれるかもしれないというもので、もっと違ちがう政体を視野にいれている条文とも読めるものだった。

　公証人として、司法大司教官と教会の総そう元もと締じめともいうべき長官、自然神教典監かん守しゆ長ちようのサインもはいっているのだ。

「深謝いたします。王よ……！」

　声にならなかった。

「朝食後、ただちにピネガン王の前線にお前と増ぞう援えんをおくるが、孫を朝食に同席させることが条件だぞ？」

「は、はい……ありがとうございます。お父様……」

　たとえ、その裏に、彼女が想像できないような政治的な陰いん謀ぼうや文面の欺ぎ瞞まん性があったにしても、それは許せる範はん囲いのものであろう。

「それと、ついでではあるが、ドレイクの姫ひめたちにも会いたいものだが、むさ苦しくはないな？」

「それは、もう……」

　涙なみだ声ごえで、言葉にならない。そのパットフットの姿に、

「お前も苦労性しようになったな……」と、フォイゾンは白い歯を見せた。

「……苦労性でありますか？……そんなに貧びん乏ぼう性に見えましょうか？」

「大人おとなになった、といっているのだ」

　王は立ちあがると、パットフットのかたわらに歩み寄って、

「悪いことではない。それに、クの国とアの国が反目するように仕向けるという手段もある。その徴ちよう候こうは見えているのではないか、と睨にらんでいるのだ」

　フォイゾンの手がパットフットの肩かたにかかり、

「瘦やせたかな？」

「……エレを産みましてから……」

　パットフットは、自分が不幸なのかそうではないのか、わからなくなっていた。




　その朝食の光景は、孫まご娘むすめの友達を呼んだ席に、祖父が割りこんだようななごやかなものになった。

　アリサとリムルは、身の上話も要求されず、その居い心ごこ地ちの好よさに、かえって不気味な感じがしたくらいだった。
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「……で、パットフットとエレは、ピネガン王と会ったのちに当方に回収する。ピネガン王は、諸氏らが誘さそわなくとも死に場所を知ってくれようから、任せれば良い」

　朝食後、フォイゾンは、護ご衛えい艦かんの艦長と作戦士官たちを召しよう集しゆうして、出しゆつ陣じんの訓示をあたえたのちに、最後になって、そう言いふくめた。

　結局は、ピネガンにラウを任せるようなことは、考えていないと思える物言いであるのだが、将兵らへのしめしとして申し渡わたしただけのこととも聞こえた。

　しかし、その言葉をうけて、もっとも若い作戦参さん謀ぼうがおずおずと質ただしてきた。

「……おなじ戦場でも、空中戦は地上戦とくらべようがない危険なものでありますから、そのように頭にいれておけと、そのように理解してよろしいのでしょうか？」

　艦長とほかの士官たちは、その士官の無定見というか、想像力のない質問にわずかに肩かたをふるわせて、視線を床ゆかにおとしたものだ。

「…………！」

　フォイゾンは、末席にすわる若い士官を睥へい睨げいすると、ものも言わずに演台をはなれ、ザワッと会場の数十の椅い子すが鳴って将兵が起立して、王を見送る形になったが、解散の号令もかからなかった。

　王は、会議室のとなりの控ひかえの間に待機している近この衛え長に、

「あの者。処断せよ」

　短く言いおくと、足早にそこをも退出した。

　咽喉のどをつまらせながらも頷うなずいた近衛長は、一度目を閉じてから会議室へ取って返すと、将兵たち、つまり、ちょっと前までは騎き士しと呼ばれていた人々の退出を待った。

　とうぜん、末席で質問をした士官は最後に退出をする。彼の上官が忠告をあたえはしたのだが、すでに命令は発せられたあとなのである。近衛長は、反対側のドアの左右をかためる兵に目配せをして、彼らも、この青せい天てんの霹へき靂れきのような事態に困こん惑わくしながらも、その不ふ愉ゆ快かいきわまりない任務を実行にうつす。

　控えの間から廊ろう下かにでる直前に、近衛兵たちは、無言のまま質問をした若い士官の左右の腕うでをとったのだ。

「なにか!?」

　ただならぬ気配に、若い士官も短く聞きはしたが、顔面は蒼そう白はく、身体からだを硬こう直ちよくさせた。彼を捕とらえにきた近衛兵とその前に立った近衛兵長のほうも、はるかに緊きん張ちようしている。

「前に……！」

「自分がなにを言ったというのか!?　悪気などはなかった。王を誹ひ謗ぼうもしていない……！」

「貴公も騎士の出であるからには、王の苦く衷ちゆうを察しなければならない。公報には、戦死ということで告知するから、心配はするな」

　近衛兵長は、そう囁ささやいたときに自分の咽喉のどがカラカラになっているのに苛いら立だった。

「…………!?」

　若い士官の蒼そう白はくの顔面が、土色に変わり、唇くちびるが最後の息をしておきたいという風に大きく開かれて、痙けい攣れんをはじめた。

「前に！」の命令と同時に、その若い士官は全身の力がぬけて、身体からだをささえることもできなくなり、それをふたりの近衛このえ兵が引き摺ずりだす。

　前後を数名の近衛兵がかため、彼らの詰つめ所しよから裏口に連れ出して、タータラの城内にある処しよ刑けい場じようにむかうのである。公報で戦死扱あつかいにするために、その処刑は闇やみに葬ほうむる必要があるために、刑場の使用手続きも一切はぶかれたのである。

　このような処断の方法は、フォイゾンがときに行うこともあったが、この十年というあいだは、一度もなかったことではある。

　フォイゾンは、自分の執しつ務む室しつの椅い子すにドッカとすわると、ペンをとり、インクをつけて、王印のすかしのはいった便びん箋せんをとると、ザッと一本の線をひいてから、ペンを投げ出していた。

「まったく……！」

　背もたれに身をあずけながら、処刑を中止させようかと考えてみたが、それは否定した。

「わしは、十年堪こらえた。それをわかっていないっ！」

　フォイゾンは、パットフットに寛かん容ようすぎた自分に苛立ち、反省し、それでいて、時節に即そく応おうして自分も変えていかなければならないという自じ戒かいもあった。

　そのために、ドレイクの抱かかえている問題は、日夜、研究したのである。そして、自身の願望にしたがうだけの政策では、未来をのりこえられないと、承知をしたのである。

　しかし、それでは、自分の感情をとりのこしたままになるので、それは惨みじめだと感じた。

　その、己おのれを処しきれないものを感じすぎるほど感じて、天を仰あおぐようなときに、パットフットが顔を見せてくれたのである。にもかかわらず、あの場面で、あの若い士官は、漠ばく然ぜんとフォイゾンの言葉を聞き流すことがなく、律りち儀ぎに事態のディテールを咀そ嚼しやくしようとしたのである。

　あのような士官なら、戦場で武ぶ勲くんのひとつでもたてて、家運を隆りゆう盛せいに導くことができたかもしれない。そうは思う。

「……!!　ならば、わしのすべてを下々にも喋しやべらなければならないのかっ!?　わしは、十年耐たえたのだぞっ……」

　その感情を今日までの現実的な施し策さく、国家経営という基き盤ばんから検討をして、理性で抑おさえてきたのである。

　ピネガンに死んで欲ほしいとも願う。が、ピネガンの気力も政治的な才能も想像がつく。娘むすめの連れ合いとしての器量も認める。ラウという入れ物があれば、彼の代ぐらいは、ことなく治めてくれよう、ということもわかる。

　だからこそ、娘が鬱うつ屈くつするような書簡は用意しなかったのだし、新しい条約にサインをさせるようなこともしなかった。

　むしろ、娘パットフットが喜ぶような書簡をつくって、あとは、戦場の趨すう勢せいに任せて、ピネガンの生死を占うらなうつもりでいたのだ。

　それをあの若造は、人の手にサイコロを振ふらせようという意志を働かせろ、と口にしたのである。それは、老ろう齢れいを意識しはじめた自分には、無礼な態度であった。十年の我が慢まんの結果の裁定を、自然界のもろもろの神にゆだねる決心をしたのに、若気の至りの意志を投入しようというのは、無定見であり、浅せん慮りよの極きわみであるのだ。

　そのようなことで、ひとりの若い命が刑けい場じようの綱つなに括くくられたのである。




　そのような悲劇が城の裏側で演じられているとも知らずに、パットフットたちを収容したナゲーマンが、フォイゾン・ゴウの見送りをうけて、タータラ城を離り陸りくしていった。

「……たいしたものだよ。メシを食っているあいだに、軍ぐん艦かん三隻せきの出しゆつ撃げき準備をさせるとはな」

「待った甲か斐いはあったが、怖こわい王だ……」

「ああ、そうだ……怖い王だ……」

　ナゲーマンの艦長エブラと騎き士しクラン・トルーズの実感である。

　フォイゾンは、ミの国がどうであれ、アの国の侵しん攻こうがラウに切せつ迫ぱくしていると理解していたからこそ、準備をしていたのである。

　とすれば、前線にむかう自分たちを待っている事態は、深刻であるにちがいない。

　ゆるゆると上じよう昇しようをはじめた艦のブリッジから、フォイゾンと左右にしたがう近この衛え兵たちのきらびやかな姿が遠くなっていった。そんな光景と、王と朝食をともにしてもどってきた姫ひめたちの満足と安心の表情を重ね合わせて見れば、騎士クランは、フォイゾンは、人物がちがう、と実感できる。

　ピネガン王などはまだ子供でしかなく、フォイゾンの眼中にはいっていなかったのだ、とわかったのである。その人物の違ちがいが、パットフット逐ちく電でん以来、なにもせずにミの国を見守ってくれていたのだ。

　一見、ただひたすらに父親としての寛かん容ようさがあってのこととか、溺でき愛あいを憎ぞう悪おにかえるの愚ぐをもっていない王であった、とみるだけでは誤りなのだ。

　世界全体を見晴らせる眼力と忍にん耐たいがあったからこそ、今日のこの光景を現出させているのである。

「ぶつかるなよ！　うしろからもきているんだ！　監かん視しっ、連れん絡らく遅おそいぞ！　三隻もいるんだ！　三隻もっ！」

　艦長エブラは、ナゲーマンよりもひとまわり大きな艦との距きよ離りをとれない操そう舵だ手しゆを叱しかり、総員にも注意を喚かん起きさせるため、マイクに喚わめきちらす風ふう貌ぼうそのままの艦長になっていた。

「…………！」

　補給物資だけでなく、この三隻の艦かん艇ていがピネガンの前線に出てくれるというのであるから、もはや一時の出発の遅おくれなど問題ではなかった。

　パットフットだけでなく、姫たちまでフォイゾンの人ひと質じちにとられるかもしれないと懸け念ねんしていた騎き士しクランにとっては、この事態は喜ぶべきことではあったのだが、その背景にあるものは、重い、と承知できた。

　パットフットはフォイゾン王を呈ていして、アリサとリムルにタータラ城に残るようにいったのだが、ふたりの姫ひめは、

『……わたしたちに人ひと質じちの価値もないのなら、王の城にとどまってもお邪じや魔までありましょうから、どうぞ、戦場で負傷兵の看護でもさせて下さいませ』

　そこまでいわれれば、パットフットも、姫たちの意向を無視することはできない。

　そのちょっとした押おし問もん答どうは、出しゆつ撃げき前の艦かん艇ていのかたわらで演じられて、クラン以下の将兵たちは、それを目撃することができた。

　そのうえ、フォイゾン王は、将兵の前で、孫まご娘むすめに認にん知ちしたエレを抱だき上げて、

『すぐに爺じいのところに、戻もどってこいよ』

　その姿は、世間のどこにでもいる好こう好こう爺やにしか見えず、それでいて、なぜ危険な前線に孫を出すことを許したのかと、騎士クランは怪あやしみもした。

　そのような光景とフォイゾンの軍備の準備とを対比して考えれば、クランには、アの国との戦争も、フォイゾン王にとっては、パットフットを中心にしか考えていない、と思えた。

「しかし、この物量は……」

　と、騎士クランは、考えるのだ。

　フォイゾンがどのように深い思いをもって、今日のこの出撃の光景を演出してくれても、供きよう与よしてくれる艦隊とこれからのちの増ぞう援えんは、すべてピネガン王を押おし潰つぶすように作用するだろう。

　ラウの国の三隻せきの軍艦には、各五機のドウミーロックが搭とう載さいされていて、それらの戦力だけでも、残存するミの国の戦力に匹ひつ敵てきするか、それ以上なのである。

　この勢力を見れば、清せい廉れんで純じゆん朴ぼくなピネガン王は、あたえられた責務を過大に達成しようとするだろう。

　そうすれば、その回答は、味方の無傷の勝利か、ピネガンの死で償つぐなう終戦しかない。それ以外では、この代だい償しようは払はらいようがないのだ。

「これで、アの国の連合艦隊は撃げき破はできる。そう思わんか!?」

　艦長エブラは、まるで少年のように頰ほおを紅潮させていた。

「ピネガン王も意を強くされるであろう。しかし、承知はしているぞ!?　聖戦士のカットグラを見たであろう。半日やそこらで、改修できるものではない」

　クランは滅め入いりながらも、相あい槌づちはうってみせたのだが、艦長は饒じよう舌ぜつだった。

「聖戦士殿どのは、いらっしゃるだけで全軍の士気があがる。これ以上、他力本願では、ミの国の騎き士し魂だましいはどうなろう？　パットフット様をタータラ城まで無事にお送りし、なおかつ、この艦隊をもって帰き還かんできれば、それだけで、聖戦士殿が軍艦数隻を撃げき沈ちんなさったのとおなじ戦果をあげたに等しいものになるのだ。もうなにもいうな」

　艦長エブラの言うとおりではあるのだ。

　クラン・トルーズは、艦かん隊たいが水平飛行にうつって、その飛行が安定したのを見届けると、パットフットに挨あい拶さつするためにガン・ルームへおりていった。

　しかし、当番兵から、エレとパットフットは休んでいるときいて、オープン・デッキにおりていく。

「……働いていなさるか!?」

　デッキでは、供きよう与よされた二機のドウミーロックの足元で、ふたりの姫ひめが、医薬品の梱こん包ぽうを解いて、分類していた。

　木も綿めんのてぶくろに、大きなエプロンをして、スカートの裾すそをたくし上げ、ブーツの身ごしらえをした姿で、各種の薬品類をひとつのセットにして、部隊ごと野戦病院ごとに配布できるようにしているのだ。

「……ホウ……！」

　いつ敵の艦隊と接せつ触しよくするかもしれない状じよう況きよう下かでは、このような分類作業は忘れられるもので、内服薬だけがひとつの病院にいってしまったりして、包帯一本手にはいらない部隊が出るのは、珍めずらしいことではないのである。事前の準備はどんなに周しゆう到とうにしても、しすぎることはなく、いったん戦せん闘とうがはじまれば、そこには狂きよう気きの集団しかおらず、日常の配はい慮りよなどはけし飛ぶのである。

　クランは、少女たちに言うべきことがないので、黙だまって艦かん内ない巡じゆん視しにむかい、いつもよりも厳しく武器の整備と身辺整理を将兵に命じてまわった。




　その日の正午、ラウの艦隊は、ピネガン・ハンムが本ほん陣じんをおく寒村ちかくの渓けい谷こくに身を伏ふせるように着陸し、ナゲーマンだけが、本陣ちかくの原生林のなかに身をおいて、船体を偽ぎ装そうカバーでおおった。

　幅はばが一メートル弱で、長さが三十メートルある幌ほろ布ぬのの短たん冊さくを船体にかける作業は、オーラバトラーのおかげで簡単にすませることができた。

　パットフット母娘おやこは、そこから一頭の馬で本陣まであがっていくのである。先導に、瘦やせこけた馬にまたがった騎き士しが立つのは、格式を保持するためである。

「せっかくいらっしゃったのですから、父にお顔を見せてやって下さいまし」

　エレのたっての願いに、アリサとリムルは、騎士クラン・トルーズとともに徒歩でしたがうことにした。

　パットフットに抱だかれて馬にまたがるエレは、さすがに嬉うれしさを隠かくすことができず、パットフットもはにかむような微び笑しようをたたえて、ひさしぶりに夫に会える嬉しさを隠すことがなかった。

　年上の女性のそんな姿は、アリサとリムルにとっても、心なごむ光景になった。

　馬に乗るよりも歩くほうが楽な坂道がつづいたが、パットフットはみごとな手た綱づなさばきで乗りこえていった。

「臭においますね？」

「ええ……」

　木々と草の匂においにまじって、消毒薬の臭においが漂ただようところまでくると、林のなかに伏ふせるように、いくつもの天幕が張ってあった。その光景は、林のなかの小さざ波なみと見えないではないのだが、難民の集落のようでもある。

「……お母様……」と、不安そうにパットフットを仰あおぐエレに、

「こういうものです。兵隊たちは、こういうところでないと安全に過ごせないのです。敵は、いつどこからくるか知れないのですから……」

「怪け我がをした方々が、あのようなところにいらっしゃるのですか？」

「そうですよ」

「ご苦労なことでありますね」

　母娘おやこの会話が、断続的にアリサたちの耳にも届いた。

『パットフット様は……お辛つらいようだ……』

　アリサには、フォイゾン王は好こう々こう爺やという印象しかなかったのだが、父娘おやこの過去を考えれば、なんらかの取り引きがあったのではないか、と考えて良いと思う。しかし、フォイゾン王はそんなことはおくびにも出さず、孫まご娘むすめと敵国の王の娘と朝食をともにしてくれたのである。

『あのような王こそ、怖こわいのであろう……』

　そう了りよう解かいしても、アリサには、それでこそ王であるという認にん識しきももてる姫ひめになっていた。

　アリサは、フォイゾン王がパットフットに渡わたした書簡の存在など知りようがないのだが、物事の事実関係をみてしまえば、アリサも、騎き士しクラン・トルーズの実感したとおりの重圧を感じてしまうのである。




　ピネガンは、現実を甘かん受じゆし、あの書簡にしめされているフォイゾンの心の大きさを承知できればできるほど、国民に未来を提供するために、正面からフォイゾンの好意をうけなければならないのである。それが王の立場であった。

　これらのことは、明確な言葉としてパットフットの頭のなかにあるわけではなかったが、本ほん陣じんの建物がちかくなってくるにつれて、彼女は自然に背筋が伸のび、緊きん張ちようする自分を感じていた。

　左右の灌かん木ぼくのなかに、掘ほつ立たて小ご屋やがみえるようになり、狭せまい村道を、部隊単位での行動を禁止されている兵士たちが、数人ずつ忙せわし気げに往来し、ワイヤーを巻いた大きな木の車輪を牛の群が曳ひいていたりして、パットフットたちの足は、何度かとめられてしまった。

　そして、その集落のなかでいちばん大きいと思える建物の庭にたどりつくと、その庭には数頭の馬がつながれていて、いましも一頭の騎き馬ばが、鼻息あらく駆かけ出していった。

「……王は、お待ちであります」

　侍じ従じゆう長ちようのクタラ・カズンが、エレを抱だきおろしてくれる。

「……爺じいも壮そう健けんで……」

「ハッ！　姫様も……」

　エレのその一言で、クタラ・カズンという騎士は、約束したように涙なみだぐんでしまう。




　ピネガンは、土間にパットフットとエレを少し待たせたものの、すぐにふたりを呼び入れてくれ、アリサとリムルは、その土間で、王と母娘おやこの対面を見守ることを許された。

「……お父様にあらせられましても……」

　エレは、教えられた挨あい拶さつをそこまでしかできず、父の胸に飛びこみ、若い王も、娘むすめにいうべき言葉がみつからず、ただエレを抱だき上げて頰ほおずりをするだけである。

　パットフットとピネガンの視線があい、王おう妃ひが王に吸い寄せられて、その頰にキスをしあってから、ふたりして娘エレをつつむように抱ほう擁ようした。

　土間に立って、見上げていた侍じ従じゆう長ちようのクタラ・カズンのみならず、クラン・トルーズたち騎き士したちも、目を伏ふせて背中をむけるだけで、それは、アリサもリムルもおなじだった。

「…………」

　夫と妻と子の熱い抱擁……その背後には、孫まご娘むすめを差し出してみせたのだからというフォイゾン・ゴウの眼まな差ざしがそそがれているのだ。
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「……いいな？　聖戦士ジョク？」

「はい。時間がありませんから、ラウの騎士たちには、聖戦士の実績をかかげて、強気で物申しましょう」

「ラウの騎士たちを押おさえ、戦列にならんでもらうためには、貴公の名前をかりるしかないのをすまないと思う」

　ピネガンは、率そつ直ちよくに自分の力不足を、ジョクのような青年に謝した。その王にたいして妙みようにへりくだることをさけて、ジョクは戦術的な質問をするのは、王の志に応こたえるつもりがあるからだ。

「……ひとつだけ質問があります。敵てき艦かん隊たいの後方からくる判然としないものというのは、噂うわさの巨きよ大だい戦せん艦かんなのでありましょうか？」

「早すぎると思うのだが、目もく撃げき報告は入手したのです」

「そうですか……申し訳ありません。ギィ・グッガの戦乱以後、前線での任務が多かったために、中央のことには疎うとくなっています」

　ジョクは頭を伏せてから、部へ屋やの西側の窓ぎわにすわるアリサのほうを見た。

　アリサも、そのジョクとピネガン王の視線をうけて、ラース・ワウの情報を積極的に収集しなかった自分のうかつさを悔くいている。

「あの……」

「なにかご存知か？」

　リムルが遠えん慮りよがちに身をのりだしてくれたので、ピネガン王は、出しゆつ陣じん前だというのに、優やさしい目をむけた。

「はい、巨きよ大だい戦せん艦かんのことは少しだけ知っております。オーラバトラーを二、三十機搭とう載さいできて、五百人の将兵が一、二カ月は作戦行動できるものだと母が申しておりました。母が提案したウィル・ウィプスという名が、ドレイク王から許可されたと誇ほこっておりました」

　リムルの説明を、ピネガン王とジョクが同時に聞いていた。

「そんなものが、いつごろ完成するのか？」

　と……。

「こ、こんなに早いとは、わたくしも思っていませんでした。進水は、もっと遅おそい予定ではなかったかと……」

「……!?　それは確かですか？」

「空を飛ぶ船の進水など、妙みようなことですので、母に問いただしたことがございますので、進水は、この月であったにしても、そのあと、海に浮うかぶ船とおなじように、艤ぎ装そうにも時間がかかるというような話は、確かにいたしましたので……」

　リムルが説明できることはそこまでだったが、それは、ジョクにとって有益な情報になった。

「……現在のオーラ・シップは、せいぜいオーラバトラーを五機搭載するぐらいだが、そのようなものまでドレイクは……」

　ピネガンは呻うめき、ジョクは、気休めを口にするしかなかった。

「リムル様のいうことが正しければ、艤装は完かん璧ぺきではないはずです」

「そうはいっても、そのようなものを出してくるのは、ビショット・ハッタにたいする牽けん制せいでしょう……ということは、アの国は、クの国との連合に難しさを感じている……付け入る隙すきがあるということですよ。聖戦士殿どの」

　ジョクの当て推量を、ピネガンが補足して、自信ありという表情を見せた。

「ドレイクは好こう奇き心しんの強い王でありますから、物もの珍めずらしさで出したとも考えられますね？」

「そうだろう。ラウにたいする恫どう喝かつでもあるが、やはり、ビショットという若い王は、油断がならないのです」

　ピネガンの瞳ひとみが生き生きとして、そのようなところは、可か愛わいいとさえ感じる。

「……皆みなも……」

　ピネガンは、窓まど際ぎわに並んですわっている姫ひめたちを見下ろして、

「ここで話されたことは、口外なさらないように。本来なら、姫たちにも聞かせられない軍事のことでありますぞ」

　その声こわ音ねは、ジョークを言うように晴れ晴れとしていた。

「………!?」

　そのような夫を見るほうがどれほど楽であろう。パットフットは微び笑しようをかえし、アリサとリムルは、さすが、ただ頷うなずくだけにした。

　ピネガン王は、パットフットの膝ひざの上で寝ね入いっているエレにかがんで、その大きな額にキスをし、パットフットの頰ほおにも唇くちびるをよせてから、ジョクに目配せを送りつつ、梁はりの低い部へ屋やを出ていった。

　そこが、今日までのピネガンの居室であり、その隣となりは、数台の無線機がおかれている通信部隊の部屋になっており、その南の窓ぎわの大テーブルには、地図類が雑然とひろげられ、数人の騎き士しがとりまいていた。

「変化はないな？」

「はっ！　艦かん長ちようニー・ギブンに、ご説明いただいております」

　そう答える騎士以外は、王には目で挨あい拶さつするだけで、無線士からわたされたモールス信号の解読やら、各艦の行動予定を地図に書きこむのに集中していた。

　さらに、その隣の居間が、現在のミの国のかけねなしの作戦司令室で、そのつぎは土間になっていて、この家のもともとの持ち主である一家が、いまだけの居室にしていた。

　司令室には、ニー・ギブン以下三名のミの国の艦長と、ラウの国の艦かん艇ていの三名の艦長と、それぞれの艦の作戦参さん謀ぼうたちがいて、本ほん陣じんを中心に展開したミの国の艦隊に合流したラウの艦艇との共同戦線の張り方について協議がおこなわれていた。

　しかし、充じゆう分ぶんな時間などはないのだから、もっとも実戦経験があるニー・ギブンが、一方的に各艦艇のコード設定をもうしわたすといったことで、時間はすぎた。

　ピネガンの登場で、狭せまい会議場の空気がピンとはって、ラウの艦長と作戦士官の騎士たちのあいだにあった投げやりな感じが、払ふつ拭しよくされる。

　ラウの騎士たちにすれば、ピネガン王と彼らの主あるじフォイゾンとのあいだの確かく執しつのために、彼らの同どう僚りようのひとりが処しよ刑けいされてしまったのであるから、ピネガン王の品定めをしなければならないと緊きん張ちようしているのである。

　その上、彼らには、フォイゾンの意をくんで、まちがいなく対処しなければならない使命をも背負わされているのだから、ピネガンの訓示には耳をそばだてることになった。

「ここまでくればやるしかない、の一語であります。ラウの艦艇とオーラバトラー部隊の働きは、ミの国の将兵と国民たちに、誇ほこりとともに永遠に語られるものとなりましょう」

　ピネガン王は若さにまかせて嵩かさにかかったような物言いで、ラウの将兵たちに語りかけると、ジョクを誘さそうようにしたので、

「王よ。我らが艦隊は……！」

　ラウの艦長のひとりがズイと前に出たが、それを別の艦長が制止した。

「ン……？」

「無用だ。王は、覚かく悟ごを口にされたとうけたまわる。これで良い」

　その艦長の制止に、抗こう議ぎをしようとした艦長は黙だまってひきさがったのは、今朝けさ方がたのフォイゾンの断罪事件が頭にこびりついているからである。

「…………？」

　ジョクは、ラウの艦かん隊たいの騎き士したちは、フォイゾンから厳しくいいふくめられて出しゆつ撃げきしてきたと察した。

「しかし、ここでの協議は、確かく認にん事じ項こうばかりで、もうひとつ先のことが読めません。戦線が混乱した場合は、いかがいたしたらよろしいのか？」

　制止にでた艦長が、ジョクのようすを窺うかがうようにして、ピネガンに質ただした。それは、戦術の問題であるから、口にできると判断したのであろう。

「……詳しよう細さいな予測はたてられないのが、戦場であります。実戦経験のゆたかな聖戦士ジョー・タケシ。どうか？」

　ピネガンがそう指名することで、ジョクがラウの将兵たちに紹しよう介かいされた。

「儀ぎ礼れい的な言辞は、略させていただきます。実戦の経験と、さらには、ドレイク軍に身を投じていた経験からいえることは、ミの国の艦かん艇ていが設定する第一の戦線は、あくまでも陽動でありますから、これを掩えん護ごする必要はありません」

　その断定に、ラウの将兵の頭がザワッと揺ゆれた。その彼らの緊きん張ちようの頭を、ジョクは間をおかずにさらに叩たたく。

「第二戦線を構築するまでは、各艦は、待機。第一戦線がくずれても掩護はせずに、オーラバトラー、オーラマシーン部隊は、敵のオーラマシーンの動きに全神経を集中していただく」

　ラウの騎士たち、すなわちパイロットの資格をもつ者たちの目が、クワッと見ひらかれていくのが、はっきり見てとれた。

「そして、敵の第二戦線が設定されたら、ラウの艦隊とオーラマシーン部隊をもって敵を挟きよう撃げきし、殲せん滅めつする。それで終しゆう了りようであります。今回は、艦隊戦が主務でありますから、オーラマシーン部隊は、敵てき艦かん接せつ触しよく、第一撃をかけた直後に後退します。味方艦の砲ほう撃げきの邪じや魔まになってはならない。それが絶対的、要よう諦ていであります。以上！」

　ラウの艦艇の騎士たちは、あまりにも簡単な説明に、おたがいに目配せをしあって、どこかか細いジョクを信用しかねるという風をみせた。

「質問がなければ、散会。迎げい撃げき態勢については、先に騎士ニー・ギブンが説明したとおりであります」

「質問。聖戦士殿どの！」

「なんだ？」

　ジョクは、ムッとしてみせる。

「概がい念ねん的すぎます。具体的に」

「布ふ陣じんと展開については、すでに告知したはずです」

「承知しております」

「ならばそれで良い。敵は、こちらの予定どおりに動いてはくれないものです。今の原則を、状じよう況きようがどう変わろうと、その状況に適合させることができなければ、諸士らが無能よばわりされる前に、戦死していると承知していただきたい」

　これは脅おどしである。

「自分が指揮するナゲーマンの一番艦が旗き艦かんとなる。では！」

　ピネガン王はそういうと、自ら土間につうじるドアをひらいて、ラウの騎き士したちに退出をうながしていった。これを一いつ気き呵か成せいという。

「…………!!」

　ラウの騎士たちは、順次退出していきながら、微び笑しようをたたえるピネガン王に、形ばかりの握あく手しゆをもとめてきたが、そのピネガンの熱い手と、ピネガンのななめ後方に立つジョクの視線に、将兵、騎士たちは、目を吊つり上げて離はなれていった。

　これも、相撲すもうの立ち合いの呼吸といっていいだろう。こちらの意気を感じた騎士たちは、はっきりと声をあげてくれる。

「ピネガン王に勝利を！」

「聖戦士殿どのにも！」

　作戦士官のなかには、ジョクに手をのばしてくれる騎士もいたが、ジョクより年上であるにもかかわらず、今のジョクの態度に好感をもってくれたのである。

　出しゆつ撃げき直前、なんとなく安心できるような戦術論を語るようでは、第一線の現場は統とう括かつできるものではないのだ。

　そのためには、脅しと、共同体であるという認にん識しきを実感できる感かん触しよくを喚かん起きするしかない。

　まして、戦火が交差すれば、狂きよう気きに支配されるのだから、反射神経で対応するしかなく、そのときは、理り屈くつは消しよう滅めつする。その混乱時にたいするには、毅き然ぜんとするしかない、と命令されるほうが信じられるのだ。

　演説の内容が問題になるのは、戦後の余よ暇かで語られる話のツマになったときに、価値がうまれるにすぎないのである。

　まして、今回の場合、たとえ、ピネガンだけを前に出して、その死をもって防ぼう波は堤ていにしようとしても、敵は後方に位置するラウの艦かん艇ていを主目標にして、戦場を形成してくるのであるから、後方の固めこそ肝かん心じんなのである。




　ジョクは、ラウの騎士たちが、ドウミーロックで自分たちの艦へもどるのを見送ってから、ニーを呼んだ。

「なんだ？」

　本ほん陣じんの下の土手から、マーベルにお尻しりを押おされるようにしてあがってくるニーは、ラウの将兵にくらべれば、まるで散歩をしているカップルにしか見えなかった。

　その姿を実戦者の貫かん禄ろく、と見ることができるようになるのも、実戦経験者でなければわかるものではない。人間は、二十四時間緊きん張ちようしていられる動物ではないのだ。

「巨きよ大だい戦せん艦かんはウィル・ウィプスというらしいが、出てきても騙だまされるなよ。現在では、そんなものが主力艦として出てくるわけがないからな」

「そうなのかな？　補ほ給きゆう艦かんということは考えられるぞ。だったら、拿だ捕ほする価値はあるかもしれん」

　ニーは、ジョクが思っている以上に、ずうずうしいことを考えていた。

「あのな……艤ぎ装そうもおわっているとは思えないんだ。そんなものが、拿捕する価値のある物資を搭とう載さいしているか？」

「でも、ジョクは、ウィル・ウィプスに行くつもりでしょう？」

　マーベルが、笑った。

「……!?　どうしてわかるの？」

「ピネガンに一花咲さかせてやりたいんでしょうからね？」

「ミィゼナーは、一隻せきで第一戦線を設定するんだから、そういう面めん倒どうはみれないぞ？」

　とんでもないことを考えていても、現実的な作戦になれば、ニーは消極的というよりも、出来る事を選せん択たくする。

「そうなるよ……本隊が応おう援えんにいけるだろうから、それまで我が慢まんしてくれよ。ニー艦長」

「そんなにうまくはいくまい？」

「いくよ」

　ジョクは、ニーの尻しりを叩たたいて、マーベルのほうに押おしやってから、自分にまわしてもらったドウミーロックに乗りこむと、本陣の庭で、パットフットとエレの見送りをうけているピネガンのほうに、機体を歩ませていった。

「では、行ってまいります」

　ジョクは、ドウミーロックの高いコックピットから、パットフットと姫ひめたちに挨あい拶さつすると、ピネガン王を、ラウの国のパイロットたちとおなじ方式でコックピットに収容すると、離り陸りくした。

　ジョクは、婦人たちの姿を見返りながら、すぐに、パットフットとエレをタータラ城にもどすという話は、どうなったのだろうかと思う。

　すぐに、という意味が、この戦線が集結した後、というのであれば、コモン人の時間感覚は、地上界の生活時間とはまったく違ちがうものになるのだが、それまでは、前線の基地に孫をおくことを認めたフォイゾン王という人物が、想像つかない。




　ピネガン王をナゲーマンに送り、ジョクはミィゼナーの伏ふせてある森にむかった。本ほん陣じんよりは、南に山ひとつ越こえた森である。

　ミィゼナーの艦内では、いまだに弾だん薬やくの補給作業がつづき、先にもどったニー・ギブンが怒ど鳴なりちらしていたが、ジョクはそんな光景を横目にしながら、ミィゼナーの舷げん側そくがうずまる森のなかに降下していく。

「戦せん闘とうなんだぞ！　わかっていないのか!?」

　その森の一角の整備部隊をのぞいて、ジョクはニーとおなじように怒鳴ってしまった。

「ハッ！　しかし、カットグラをなんとかしませんと！」

　整備兵の何人かは、すでに周囲にちらばっている備品類を荷車にのせて、右往左往しているのだが、のこった整備兵たちは、カットグラにラゲッサの羽根をとりつけて、機体全体の主しゆ軸じくになっているマッスルを交こう換かんするといい張っているのだ。そうすれば、カットグラは完かん壁ぺきにもとの性能以上のものを出せる、と彼らは主張してきた。

　しかし、そんな仕事は、突とつ貫かん工事でできる性質のものではない。彼らはマッスルの交換は完かん了りようしたのだが、まだ、羽根を取りつける基部の部品交換と羽根の据すえつけがのこっているのだ。

　ウィィィーン！

　ミィゼナーでは、防ぼう空くう戦せん闘とう用意の警報が鳴り出して、整備部隊のひそむ森にまで波打つように響ひびいてきた。

　陸軍の対空砲ほう火か部隊は偽ぎ装そうカバーをはずし、撤てつ退たい用の騎き馬ばの用意を殺気立つなかでおこなっていた。

「カットグラにはカバーをしておけっ！　もう、面めん倒どうはみていられないぞ」

「結構であります。聖戦士殿どのがピネガン王を守り、我わが艦かん隊たいを勝利に導いて下されば、そのあいだは、我々が整備に没ぼつ頭とうできるというものであります」

　無骨な顔に不ぶ精しよう髭ひげをたたえた整備部隊長は、カットグラの肩かたに馬乗りになっていた。

　ジョクは、胸に熱いものを感じながらも、最後の叱しつ責せきをした。

「もう知らんからなっ！　少しは、自分の命を考えろっ！」

　ジョクがドウミーロックの機体をミィゼナーのほうにむけたときに、ちょうど前方の木々がゆれて、ミィゼナーが上じよう昇しようをかけたところだった。

　南に面する山の稜りよう線せん上じようにあがれば、ミィゼナーはドレイク艦隊を直視することができるはずである。

　そのことは、前方の稜線上に展開している偵てい察さつ部隊の有線電話と手旗信号、そして、暗号無線でニー・ギブンも掌しよう握あくしているはずである。

　本ほん陣じんの周囲の渓けい谷こくに伏ふせていた艦隊も、ミィゼナーの発進にやや遅おくれて離り陸りくして、ラウの艦隊は、山やま間あいを後退して戦せん況きようを観察し、ジョクが命令したように各個に攻こう撃げき対象を設定するのである。

『守りには、攻せめしかない』

　数が劣れつ勢せいである守りでは、緻ち密みつな作戦か、大だい胆たん不ふ敵てきな作戦のどちらかしかないのだが、少なくとも、アとクの連合艦隊は、ラウの艦かん艇ていが三隻せき参戦することは知らないはずである。

　なによりも、ドレイク軍は、今日の作戦をミの国の残存戦力を一いち網もう打だ尽じんにして、ラウの国撃げき滅めつのための橋きよう頭とう堡ほをきずく戦いとしか考えていないのであるから、この油断につけいる隙すきがあると、ピネガン麾き下かのミの軍は考えていたのである。







　22　潰つぶされながら







　ミィゼナーは九十度回頭しながら、南前方に位置する山の稜りよう線せん上まで高度がとれたとき、

「いました！　右みぎ舷げんに、六隻！」

　ブリッジの上の監かん視し所じよにたったキーン・キッスの悲鳴のような声が、伝声管から飛びこんでくれば、ニーは、各砲ほう座ざに距きよ離り測定を命じながらも、命令があるまでは射うつな、とも令する。近代の艦かん対戦のように、一ヵ所から引き金をひいて全砲ほう塔とうの一いつ斉せい射しや撃げきをするシステムをとっていないから、そう命令するのだ。

　巨きよ大だいな艦かん艇ていを一挙に撃げき沈ちんさせるための多大のダメージをあたえることは、空中の機動力では不可能になっているからで、各個に弾だん幕まくをはるほうが、撃げき墜ついと損傷をあたえる確率が高いのである。

「マーベル機、発進よし」

「稜線にとりつけ！　オーラマシーン部隊の侵しん攻こうがあるぞ。各員、用意ーっ！」

　ズン！　と、ブリッジにも軽い震しん動どうがつたわって、マーベル機がブリッジの横にあがってきて、大きな手て振ぶりで出撃のサインを見せるや、右舷の稜線に消えていった。

　それに、二機のラゲッサがつづく。

『……マーベルの臭においを嗅かいでいない……』

　見送りながら、ニーは、戦場での彼女との関係を思い出してしまう。

　ジョクがいなくなってからは、その埋うめ合あわせをしなければならないという切せつ迫ぱく感におわれて、ニーとマーベルは、作戦の立案と実行に全力を投入しつづける毎日を送ってきたから、毎日顔をあわせて身体からだにも触ふれあってはいた。

　だから、あらためて肌はだをあわせあって、休息するという贅ぜい沢たくをもとめることは、忘れているのだ。

　戦せん闘とうによる過度の疲つかれが、エクスタシーにちかい充じゆう足そく感をあたえていた、という自覚もあるのだが、任務が終しゆう了りようするか、ともかく休まなければならないと区切りをつけた瞬しゆん間かんに、いつも倒たおれるように寝ね入いってしまうというのが、実情なのである。

　あるとき、ニーがマーベルの天幕にもぐりこんで、マーベルの寝顔をのぞいてみても、たいてい彼女は寝入っていたし、気づいたときには、ニーがそのマーベルのシュラーフにひとりで眠ねむっていたりするのだ。また、あるときは、手がわずらわしいという感かん触しよくで目覚めると、マーベルがニーの指を咥くわえて眠っていたこともあった。そんなときは、彼女はおそろしい夢をみて、ニーにかじりついていたのだとわかる。

　ふたりは革かわ鎧よろいで身を固めたままで、下着になっていることなどはまずなかったから、ニーがマーベルの体たい臭しゆうを知らないわけはないのだが、戦術の検討などは、すべて作戦会議というデスクをはさんですませてしまったので、ふたりだけのときに話すことは、寝物語の入口でしかない。

　アの国にくらべれば、田舎いなか者ものといえるミの国の軍人たちとは、時代にたいする認にん識しきもちがっていたので、深刻な議論などは成立せず、彼らが、アの国を駆く逐ちくするという単純明快な目的意識だけで生命いのちをかけてくるのだから、その気き迫はくに応こたえるだけで、心身ともに疲れきった。

　だから、マーベルの体たい臭しゆうが臭におわないと感じるのは、ニーが彼女のマーベルの体液にまみれているからで、それは、マーベルだっておなじことなのだが、そんな関係が、ニーとマーベルに、戦場での暮らしを耐たえさせていた。

「第一発見の艦かん影えいは陽動だぞ！　本隊を見つけなければ、全軍がやられるんだ！」

「ニー！　下じゃないか！　下ぁ！」

　マーベルの発進を見送ったチャム・ファウが、ブリッジにあがって、全員が気づかないことを怒おこりにくる。

「……下だと!?」

「そうだよ！　川沿いにあがってくるのがいるって、さっきから言っているでしょ！」

「ドメーロ部隊か!?」

　ニーは言われてはじめて、自分がアの国の騎き士しでいた頃ころに所属していたオーラマシーン部隊の先発攻こう撃げきを思い出す。

　今日はゲリラ戦ではなく、ミの国にとっては、侵しん攻こうする敵てき艦かん隊たいに正面から対たい峙じする決戦である。その思いこみが強すぎて、チャムにいわれるような配はい慮りよに欠けていたのだ。

　ニーは、第一発見の艦影との距きよ離りがかなりあることを知って、谷たに間あいからくるオーラマシーン部隊に弾だん幕まくを張る決心をする。

「各自、機き銃じゆうは、オーラマシーンを狙そ撃げき！　第一波フラッタラ部隊に発進要よう請せい！　エン川にドメーロ部隊が出てくる！」

　ニーの号令一下、ミィゼナーの艦かん底ていが真まつ赤かになったが、銃じゆう撃げきは味方のオーラバトラーが迎げい撃げき態勢にはいれば、即そつ刻こく中止しなければならないものではある。

「味方機は射うつなよ！」

　ニーはミィゼナーをジグザグに飛行させながら、高度をとって、第一発見の艦影のうえに出ようとするのだが、機銃と砲ほうをつかっている場合の艦の運動は、なめらか、を旨むねとしなければならないのだが、その操艦は、怒ど鳴なりつけないでもやってくれるクルーがいるので心配はしない。

　ニーは、敵の先せん鋒ぽうのオーラマシーン部隊に、ピネガンの乗るナゲーマンを撃げき沈ちんされることも、フラッタラ以下のミの国のオーラマシーン部隊が、敵艦隊に接せつ触しよくすることなく殲せん滅めつされることも防ぐつもりなのだ。

「四、五、六番艦は、本ほん陣じんにたいする左右の山さん間かん部ぶに滞たい空くう！　オーラマシーン部隊を迎撃させろ！」

　ニーの命令は、無線でメトー・ライランから、ミの国の後方艦隊に伝えられる。

　バウッ！

　ミィゼナーの頭上を、飛行機型のオーラマシーン、フラッタラと、オーラバトラー、ラゲッサの十機ずつの編隊が通過する。彼らは、本陣の山ふたつほどの後方から離り陸りくして、正面の第一発見艦かん隊たいに突とつ撃げきをかけるのだ。

「バカかっ！　ニーはっ！　下に行かせろ！　下っ！」

　チャムは、ニーの耳たぶにかじりつくようにして、怒ど鳴なりちらす。

「ニー、愛しているわ、です！」

　メトー・ライランは、チャムの足を引きずり下ろすようにしてそう報告する。椅い子すから立つ距きよ離りではないので、それができる。

「なんだ!?」

「騎き士しマーベルからの伝言です。フェラリオは消えなさいっ！」

「知らないからっ！」

　チャムはプッとふくれると、ブリッジから姿を消す。

「マーベルがフラッタラの第一波の先せん鋒ぽうの掩えん護ごにはいるなら、主力艦隊を発見し次し第だい、攻撃目標は変へん更こうしろと確かく認にんしろ！」

「伝えます！」

「ジョクは!?」

「左、前方！　ジョク機が火線をひきました！」

　監かん視し所じよのキーンからの報告だ。

「よし！……ジョクに掩護ははいっているのか!?」

「はいっています！」

　ニーが指令したフラッタラとは別の一個戦隊が、ジョクを追って山間部にはいった敵部隊と迎げい撃げき戦せんを開始した、というのである。

「左ひだり舷げん下！　オーラマシーン部隊！」

「対空戦せん闘とうはそのまま！　我わが艦は、第一発見艦かん艇ていと接せつ触しよくする。横九十度にはいれ！」

　敵艦隊から発進したオーラマシーン部隊が、山の陰かげを利用して侵しん攻こうしてくるのを、上空から掃そう射しやしているうちに、オーラマシーン同士の交戦になったので、ミィゼナーの機き銃じゆうは最大仰ぎよう角かくになっていった。

　ミィゼナーは、敵の陽動である第一発見の艦艇にたいして、一艦で第一の戦線を維い持じしなければならないのだ。

「右みぎ舷げん、四時！　マデットウ山に艦かん影えい、八つ！」

　キーン・キッスの悲鳴がひびいた。

「本隊が出てきたか!?」

「フラッタラ部隊は、すでに、第二発見の艦隊にたいして針路変更！」

「早いな……」

　マーベルの報告に、ニーは、結局、自分の予定がくずれたと感じて、もっとも危険な任務に突とつ進しんする覚かく悟ごをした。

　第二発見の艦かん艇てい、すなわち、ドレイク艦隊の主力艦であるゼィス艦一隻せきに、五隻のギュイス艦で構成されている艦隊への突とつ撃げきなのだが、オーラバトラーを発進させたあとの敵艦隊の足は早かった。

「第一発見の艦艇！　対艦戦せん闘とう距きよ離りにはいります！」

「弾だん幕まく、よく狙ねらえっ。一対六だということを忘れるなよっ！　監かん視し員いん！　第三の艦隊がいるはずだ！　戦闘にはいっても、監視は続行しろっ！」

　それは、苛か酷こくな命令である。監視員は、自分をねらってくる火線のなかに身をさらして、その任務をつづけなければならないからだ。

　ミィゼナーの低空を侵しん攻こうするオーラマシーン部隊にたいする機き銃じゆう攻こう撃げきはすべてやんで、機銃は最大仰ぎよう角かくになっていた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくがおとずれて、艦体のおこす風切り音がうるさく聞こえだす。

「戦闘距離！　はいります！　カウント・ダウン！」

「……操そう舵だ手しゆ、艦体を右水平に！　砲ほう撃げき手しゆ、機銃手、いつもの手だぞ」

　カウント・ダウンのなかで、ニーは号令すると、ミィゼナーは敵艦隊と併へい進しんしながら、艦体を右に九十度振ふっていった。つまり、ブリッジが敵に正対した。

　これで左右のフレイ・ランチャーも機銃も、正面の幅はば四十度に一いつ斉せい射しや撃げきできるミィゼナー独自の戦法がとれることになる。

　海戦では、艦艇同士は併進させたまま砲撃するのだが、その概がい念ねんはニーの頭にはない。

　ドガガウッ！

　ミィゼナーのブリッジは、なにも聞こえなくなる。敵は、三隻分の砲弾とフレイ・ボンムをミィゼナー一隻に集中させてくるのだが、その瞬しゆん間かん、ミィゼナーのゲリラ的な飛行がはじまった。

　加速から落下して、その落下の慣性運動を利用して、高速で針路を変へん更こうするのだ。それは、オーラバトラーそのものであるかのような過激な運動である。

「ギェッ！」

　行き場所のなくなったチャムは、狭せまい通路で、右に左に迫せまる壁かべに身体からだをぶつけないように浮ふ游ゆうするのに精せい一いつ杯ぱいになる。

　ニーは、ミィゼナーのその運動で、敵艦隊を低空へと誘さそうつもりなのだ。

「艦長！　第一発見艦かん影えいより、後方に艦影、三！」

「なんだと!?」

　激げき震しんするブリッジで、ニーはメトーの怒ど鳴なり声ごえの報告をきいて、一瞬、頭が白くなった。

　こんな状態の艦から、監かん視し兵へいのひとりキーン・キッスは、ドレイク軍の最後部の艦隊を見つけてくれたのだが、第三の艦影にたいして、ミィゼナーのできることはないのだ。

　自らが形成したこの第一戦線には、どこからも援えん軍ぐんはなく、自力で脱だつ出しゆつすることも怪あやしくなる。

「ジョクはっ!?」

「第三発見の艦かん艇ていを、認めてくれたようです」

「よし、逃にげながら、敵艦を一隻せきでも多く撃げき沈ちんするぞ！」

　実は、そのときすでに、ミィゼナーは一隻の敵艦を大破させていたのだが、その艦は山やま陰かげにはいってしまって、ミィゼナー側からは認にん識しきできなかったのだ。

　ミィゼナーは、ひとつの山頂をかすめると、その下でおこなわれているオーラマシーン戦の最前線をかすめて、上と下を混乱させようという運動に出ていた。

　これができるのも、味方の数が圧あつ倒とう的に少ないからで、混乱するのは、数の多いドレイク軍だけなのだ。

　バヴッ！　ドウツツ！

　山やま間あいのせまい戦せん闘とう空域をかすめるミィゼナーを追つい撃げきしてきた二隻のギュイス艦のうち、一隻は降下しすぎて、傾けい斜しや地ちに着陸するようにしてつんのめり、そこに侵しん攻こうするドレイク軍のドメーロ部隊がつっこんで、大だい爆ばく発はつをおこした。

　別の一隻は、オーラバトラー戦の渦か中ちゆうに飛びこむ形になって、味方機に大破させられてしまい、ミィゼナーは、逃げまわりながら二隻をしずめて、一隻を大破させた。

「のこったのは、三隻だと!?」

　ニーは数が合わないのを疑いながらも、現実の結果に快かい哉さいを叫さけんでしまう。




　ドッドウッ！

　フレイ・ボンムの直ちよく撃げきが、本ほん陣じんちかくの傾けい斜しや地ちをえぐりボゴウッと黒こく煙えんをあげた。

「ああ!!」

　一頭の馬にひかれたパットフット母おや娘ことアリサとリムルをのせた荷車が、本陣の裏の坂道を喘あえぎながらのぼっているところだったので、その土ど砂しやの雨をまともにかぶってしまった。

　火の柱に似た筋が、木々を縦に割っていき、寒村のわずかな家のひとつが炎ほのおにつつまれて、そこに、火球と黒煙が無ぶ遠えん慮りよに巻きおこる。

「あああ……!?」

　エレは、爆ばく裂れつ音おんと荷車の激しい振しん動どうに、眠ねむ気けを吹ふき飛ばされて母親の胸にすがりつく。

「目を閉じておいで！　見なくても良いものなのですから！」

　パットフットは、膝ひざに抱だいたエレの頭をしっかりとかかえて、そのパットフットを左右からアリサとリムルが支えるようにした。

　爆撃音におわれるように四人をのせた荷車は、木製の車輪を岩にはねさせ、木の根で固められた坂道をあえぐように登る。荷車をひく馬を御ぎよする兵は、ただ馬に鞭むちをいれるだけで、左右を見ることさえできない。

　救いになるのは、道の左右が木々におおわれていることで、それもことによると、予期せぬ爆撃をさけるために、ピネガンが用意した目め隠かくしだったかもしれない。

「どうなのでしょう!?」

「敵軍は狂きよう暴ぼうでしょうが……戦いは一方的ではありません」

　パットフットが、呪じゆ文もんのようにそう繰くりかえしても、バッ！　と、赤い炎ほのおが木々のむこうに狂くるい咲ざく。

「怪け我がをした兵隊さんたちは、逃にげてくれたのでしょうか？」

　エレが、パットフットの膝ひざのうえで訊きいてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。森が助けてくれます」

　パットフットは、エレの小さく熱い身体からだを抱きしめて、森の精せい霊れいたちに自分たちの身を守ってくれと祈いのるだけになった。

　この戦争を知る者が生き残って語り伝えなければ、ピネガンの物語はここでおわるしかなく、それでは、父フォイゾンにも誇ほこれることがなくなるような気がした。




　第二発見艦かん影えいは、ジョクが予想したとおり主力艦隊である。

　マーベル麾き下かのオーラバトラー戦隊に守られたフラッタラ十機は、その艦隊へ突とつ撃げきを敢かん行こうした。

　弾だん幕まくをくぐり抜ぬけての爆撃は、ミの国の騎き士したちにとっては珍めずらしいことではなくなっていたから、マーベルたちのオーラバトラー戦隊の陽動運動で、敵艦隊の弾幕が薄うすくなったところを、ジョクたちが突つくようにする。

　彼らの爆ばく弾だんの六割が敵艦を直ちよく撃げきできたのも、その戦法のおかげであり、ジョクがキロン城に来たときに教えた一いち撃げき離り脱だつ戦法の成果でもあった。

　三艦かんを撃げき沈ちんか大破させた。が、それとひきかえに、フラッタラは全機が撃げき墜ついされ、数機のラゲッサが葬ほうむられた。

　しかし、第二戦線が設定されたために、オーラバトラーを放出したラウの艦隊三隻せきが、主力艦隊を殲せん滅めつするために高度をとってきた。

　そのラウの艦隊の動きは、ドレイク軍にとっては青せい天てんの霹へき靂れきにひとしい局面となった。




　その少し前、ジョクは、第三艦かん影えいを確かく認にんして、第二戦線を離り脱だつする直前に、山間部に侵しん攻こうするバーンのディーモッシュと接せつ触しよくしていた。

「…………!?」

　あと一息というときに、バーンが出てくるというのが、ジョクに怒いかりを湧わき上がらせた。が、このときの局面は、最初からバーンに不利に働いていた。

　バーンは、ジョクがバイストン・ウェルに帰き還かんしているとは知らず、ジョクのドウミーロックにしかけてしまい、バーンの安易さとジョクの怒りが交こう叉さすれば、勝敗はその時点で決してしまった。

　戦せん闘とうの勝敗は、両者のオーラバトラーの性能のちがいよりもまず、接触直前の気力と戦せん況きよう判断が決するものなのだ。戦争そのものの勝敗もそうで、よほどの戦力差がなければ、開戦前の準備と判断ですべてが決まってしまうものである。その劣れつ勢せいをくつがえすことは、よほどの力量差がなければ、できるものではない。

「…………!?」

　ドレイク軍の新型で、ほかには一機も見えない機体であれば、ジョクはそれだけでその乗り手をバーンと知った。

　バーンは、すでに二機のドウミーロックを撃げき破はしていたために、うかつにジョク機の上にまわろうとした。ディーモッシュのパワーならそれは容易だったのだが、相手がジョクだったのだ。

　ジョクは逃にげる挙動を見せず、逆に、ディーモッシュの鼻はな面づらにはいった。そのリアクションは、この戦場でバーンがはじめてみるもので、動どう揺ようした。

　その一いつ瞬しゆんをついて、ジョクはドウミーロックのフレイ・ボンムをディーモッシュの腰こしに直撃させていた。

「ウッ……!!」

　バーンは、自分がディーモッシュの性能に頼たよりすぎ、敵を舐なめていたと気づいたときは、すでにおそく、ジョク機の第二射を避さけることで、敵のパイロットがジョクだと直感した。

　その動揺が、ディーモッシュのパワーとフレイ・ランチャーの射出、連射速度は、ドウミーロックの三倍以上はあったのに、一射もあたえることができず、後退をかけていた。

「マーベルか!?」

　バーンは、後退しながらその名前を吐はいて、一瞬思い浮うかべたジョクの名前は捨てようとした。

　地上界から、ジョクに助けられるようにしてオーラ・ロードに乗ったのであるから、ここで対戦相手にして良い、とは思えない。

「この戦せん闘とう、どの道、我わが軍が勝利するのだ」

　バーンは、マーベルにたいしては敵てき愾がい心しんはわかなかったし、この戦闘にたいする熱意もなかった。戦果はすでにあげているのだから問題はないとまで考えて、ジョクのことは出会わなかったことにしたかった。




　しかし、ジョクは、ディーモッシュの動きを見て、バーンに自分の帰き還かんを知らせる必要はないと感じた。もう了りよう解かいしているだろう、とわかったからだ。

　だから、腹が立った。

『地上を見た貴様が、こんなところで戦争をするのかっ！』

　その思いは、ジョク自身驚おどろくほど激げき烈れつだった。

　いまは、パットフット母おや娘ことピネガン王のために、コモン界に平へい穏おんをと願うのみである。だから、第二戦線からの離り脱だつを急ぐのであって、後退するバーン機を追う気持ちなど、まったくおこらなかった。







　23　巨きよ大だいなるもの







　深く考えたすえに死を覚かく悟ごすると、世界が見えるというのは本当のことかもしれない。

　ピネガン・ハンムが指揮するナゲーマンは、騎き士しクラン・トルーズが作戦士官を務める旗き艦かんである。

　パットフットもエレも乗った艦であることが、ピネガン王には慰なぐさめになった。

　そのナゲーマンは、第一戦線と第二戦線を左右に見るようにして、螺ら旋せん状のコースを維い持じして高度をとっていた。ときに、左ひだり舷げんの機き銃じゆうがオーラマシーン戦隊の攻こう撃げきに弾だん幕まくをはれば、その機銃をやめさせる命令を、艦かん長ちようエブラが手にしていたマイクを奪うばって、ピネガンが下令する。

「なんでやめさせるので……!?」

「強力な敵が迫せまっている。無む駄だ弾だまはつかえん」

　艦長エブラは、王が狂くるったかと驚きよう愕がくすれば、ピネガンは冷静な眼めをむけて、そう言った。

　事実、命令しなければ、いつまでも追つい撃げきする無駄弾を撃うちつづけるのが、戦場の兵なのである。

「離脱していきます！」

　騎士クランが、接せつ触しよくした敵のオーラバトラー戦隊がそのまま飛び去って、本ほん陣じんを設営してあった山やま間あいに降下していくのを確かく認にんする。

「フム……敵は、この艦は逃とう亡ぼうすると思っているのであろう」

　そのピネガンの言葉にも、艦長と騎士クランが納なつ得とくする。

　ふたつの艦対戦の空域は、山場にはいっているのだ。その中央の空域を一隻せきで上じよう昇しようしていけば、そう見られても仕方がないという位置関係になる。

　騎士クランは、自分が敵の立場なら思うかもしれないとは感じたが、なぜ、こんな戦せん況きよう下かでそんな判断ができるのか、とクランは怪あやしむ。

『死ぬ覚かく悟ごか……』

　王の思考回路が飛ひ躍やくしていると感じたから、そう思いついた。無む謀ぼうな挙に出ている、とも思う。

「気後れするなっ！　各艦かん艇ていは最善をつくしているが、我わが艦は第三の艦隊に接せつ触しよくする予定である」

「しかし、ミィゼナーは苦戦しています」

　偉い丈じよう夫ふの艦長エブラが、口をはさんでしまう。

「だから行くのだ。もともと第一の戦線は見せかけであるのだから、当初から放ほう棄きすると決定されているものだ」

　艦長もクランも、わかっていても受け入れがたい命令であるのだが、唾つばが飛んでくるような距きよ離りから王に命令されれば、上昇をつづけるしかない。

　ピネガンは、聖戦士はなんといっているのか、と無線士に質ただし、応答がないと知れば、

「耳を兎うさぎにして、何事も聞き逃のがすな！　艦かん長ちよう。正面の機き銃じゆう、斉せい射しやさせよ」

「ハ!?」

　さきほどは制止しておいて、今度は斉射しろという理由が見えなかった。艦長エブラは、前方の山並に目をはしらせつつ、

「機銃座、狙ねらい水平より下方に一斉射！」

　上じよう昇しようするピネガンのナゲーマンは、前方の空域に火線をひくと、その火線が消える先に、散開するドレイク軍のオーラバトラー戦隊を、艦長と騎き士しクランはようやく目にとらえることができた。

　バウッ！

　散開したオーラバトラー戦隊は、ピネガンのナゲーマンに攻こう撃げきをしかけつつ、後方にパスした。それをおってナゲーマンの左右の機銃が後方にはしり、艦体に被ひ弾だんもする。

　が、ピネガンはそのような攻撃も無視して、艦を上昇させた。

「第三発見の艦かん影えいは、水平っ！」

　ブリッジの上の監かん視し所じよから怒ど声せいが届くと、ピネガンは、その上に出るから、敵艦隊の規模を報告しろと命令する。

「艦型、不明！」

「不明でなどあるものか！　正確に報告しろっ！」

　監かん視し兵へいの反復報告に、艦長エブラは、伝声管に怒鳴りつける。

　眼下はるかに、後方の山並からラウの艦かん艇ていのひとつが、山に影かげを落しながら上昇するのが見えた。

　第二戦線は、ミとラウの連合軍の前に、優勢のうちに終幕を迎むかえつつあるようだった。ミィゼナーは、そこから離り脱だつするラウの艦艇の掩えん護ごをうけられるかもしれない。

「よし、我わが艦は、第三に発見した艦艇に突とつ撃げきする」

　ピネガンは、まだミィゼナーが無事らしいという報告をきくとそう令したのだが、その命令にかぶせるように、伝声管から悲ひ壮そうな声がながれてきた。

「第三発見艦かん影えいは、中央にブリッジ。ブリッジ基部にマスト多数っ！　左右にマスト四本を確かく認にん。大たい砲ほうらしい突とつ起き物ぶつ、十以上！」

「…………？」

　伝声管に耳をよせていた艦長エブラは、ピネガン王にそれを繰くりかえし報告しながら、全身から血の気がなくなっていくのがわかった。

「……なんでありましょう？　自分には、想像がつきません……」

　言葉からも力がなくなっていき、騎士クランは、ブリッジの窓に顔を貼はりつけるようにして、稜りよう線せん上に目を凝こらす。

　ブリッジの将兵たちは、ザワと空気を乱すことさえ忘れた。

「……構わん。そのような幻げん覚かくに構っている暇ひまはないのだ！」

「詳しよう細さいを、もっと明めい瞭りように詳細を伝えいっ！」

　艦かん長ちようエブラは、ともかく腹に力をいれなければならない、と自身の股こ間かんのものを探さぐったのだが、手にその盛り上がりが感じられない。

「直接、調べればいい！　艦長！　我わが艦は突とつ撃げきを敢かん行こうする。全艦かん艇ていに打電しろっ！」

　ピネガンは椅い子すの足あし載のせに立ちあがって、細く遠くを見み透すかすような目つきを見せていたので、パニックにおちいっての命令ではないということが、艦長にも了りよう解かいできた。

「打電っ！　総員へも、突撃の号令である！」

　艦長の命令に、ピネガンは、それでよい、という返答のかわりに、ドッと椅い子すにすわってくれる。




　ジョク機は、第三に発見した巨きよ大だいな艦かん影えいに直進していた。

「マーベル！　こちらヌースだ！　マーベル！　生きているなら応答！」

　ジョクは絶ぜつ叫きようしながら、前方に影かげを大きくする艦型に息を吞のんでもいた。それで、敵情を把は握あくできなかった自分の怠たい慢まんをほんとうに嫌けん悪おしていた。

　アの国では、周囲にたいする目配りがあれば、こんな艦が建造されているという情報などは、簡単に手にいれられる立場にいたのがジョクなのである。それができなかったのは、結局、自分の生き死にしか頭にない狭せまい生き方をしていたからということになる。

『いまっぽい若い者といわれても仕方がない！』

　自分をののしったときに、マーベルの声が無線にはいった。随ずい伴はん機き一機をともなって、追つい尾びしてくれていたのだ。

「……ドレイクの新造戦せん艦かんだ」

　無念、という言葉をそう口にする。

「どうするのっ!?」

「艤ぎ装そうは完全ではないはずだと言ったろう!?　叩たたいてみせる！」

「無茶でしょっ！」

　三機のドウミーロックは、第三に発見した艦影の上に位置を占しめる。

　三機が接近する数十秒というあいだ、その巨大な戦艦からはなんの防戦の火線もあがらず、その左右についたゼィス艦の砲ほう撃げきは、巨大な戦艦が邪じや魔まをしてしまって、それができたのである。

「……ハッ……!!」

　息しかできなかったのだが、それができただけでも良しとする状じよう況きようではあった。

　その艦影は、ドレイク艦隊のゼィス艦と呼ばれている艦の数倍はあるのだから、それらが曳ひき舟ふねに見えてしまうというボリュームをもっていた。ジャンボ・ジェット機の四倍を凌りよう駕がするボリュームをもっていれば、充じゆう分ぶんに空を飛ぶ巨大戦艦といえた。

　その艦は、横位置のまま前進しているように見えたが、それが、正規の飛行姿勢のようだ。

　その左右から、高度をあげたゼィス艦が、対空砲ほう火かの乱射をはじめ、その砲火のあいだを、数機のオーラバトラーが飛来してきた。

　敵機なのだが、ゼィス艦かんは味方機の行動を気にかけるようすはなかった。連れん携けい作戦が未熟なのだ。

「…………!?」

　ジョクは、そのオーラバトラー戦隊を避さけるように上じよう昇しようしてみせると、ガベットゲンガーが一機からんできた。

　ゼィス艦の砲ほう撃げきがやめば、そのガベットゲンガーの絡からみ方は、粘ねばりがあると見えた。

「……!?」

　ジョクは、ガラリア以上と感じるが、バーンの癖くせを見ていた。

　その機体は、ラウが開発したオーラバトラーなど頭から舐なめているような余よ裕ゆうのある飛行をみせた。

　パイロットの名は、ザナド・ボジョン。ガラリア亡なきあとバーンを継つぐ者といわれる誉ほまれ高い騎き士しであるのだが、ジョクは知らない。

　しかし、バーンの癖を倣ならっていると見えたので、直線の加速をかける寸前に、出力を絞しぼって落下する芸を見せて、小回りの運動からフレイ・ランチャーをつかう。




「なんだ!?」

　ザナド・ボジョンは、自分のうかつさにゾッとしたが、そのときには、ジョク機のフレイ・ボンムの直ちよく撃げきをうけて、機体の半分を焼かれていた。致ち命めい傷しようにならないように回かい避ひできたのは、彼の操作感性がするどかったからである。

　誉ほめられる腕うでをもっていながら、ここでは、さらに敵に、第二撃としての剣けんをつかうことを許してしまう。

「……聖戦士か!?」

　ザナドは、自分が攻こう撃げきしようとしたドウミーロックが、聖戦士レベルのパイロットによって操あやつられていることにようやく気づいた。

　となれば、ようやく対空砲火を張りはじめたウィル・ウィプスに合流するしかないと判断するのだが、そうなれば、味方艦の弾だん幕まくは、敵の攻撃以上に恐おそろしいものであると実感した。

「手前らっ！」

　怒ど声せいをあげながら、ザナドがウィル・ウィプスのオーラバトラーの発進口に飛びこめたときには、今度は、逆にウィル・ウィプスの兵の練度の未熟さに腹が立った。

「カットグラが使えなくなっているのか!?」

　ザナドは、聖戦士の問題を直感して、その聖戦士レベルのパイロットが操縦しているらしい敵機が、まるで魔ま法ほうをつかうように、ウィル・ウィプスの弾幕をすり抜ぬけて、このブリッジ基部をねらっているらしいフレイ・ボンムの炎ほのおの連射を目もく撃げきしていた。

　その手て際ぎわの良さは、明らかに、後続のドウミーロックに手本をしめしている、という余よ裕ゆうのようなものさえ感じたのだ。

　ザナドは、自分が舐なめているような機体を、性能以上にみせる乗り手に、はじめて、オーラバトラーのパイロットである自分をも誇ほこりに感じることができた。

　自分が、すばらしいもののパイロットに選ばれ、その筆頭にいるという自尊心を、敵機の動きから教えられたのである。

「現代でも聖戦士がいるという話は信じるぜ……！」




　ジョクはブリッジの一角に至近距きよ離りからフレイ・ボンムを一射して、後退をかけながら、妙みようなものを見ていた。

「トレンかっ!?」

　ビデオ・カメラを構える男の姿があったのだ。フランス人である。

　が、ウィル・ウィプスを護衛する二機のオーラバトラーが、果か敢かんに格かく闘とう戦せんをいどんできたので、確かく認にんする間はなかった。

　トレンを見たのが錯さつ覚かくでなければ、ショットもドレイクもこの新造戦せん艦かんにいると考えてよい。

　ジョクは二機のオーラバトラーを相手にしながらそう思い、二機のフレイ・ランチャーを破は壊かいして、空中で撃げつ剣けんによる戦闘をつづけたのは、ウィル・ウィプスの対空砲ほう火かを避さけるためである。絡からみ合っているオーラバトラーの敵味方を識別して、射しや撃げきすることはできることではない。

　そういうことが、このときのジョクにはできた。

「……ウィル・ウィプスだ。この艦には、ドレイクが乗っているらしい」

　撃剣のあいだにジョクは、無線に報告して、ピネガン王に目標を設定させようとした。

『……まちがいないか！』

　無線をとおしてピネガンの声がひびいたときに、ジョクは、ジャコバの聖戦士の剣けんを鮮せん烈れつに機能させて、一機の腕うでを切断していた。

「確認できないが、搭とう乗じようしていると思える！」

　のこった一機の敵機は、楯たてに剣を隠かくして、肉にく薄はくするのがスローモーションのように見えて、ジョクは、その自分の視力に驚きよう嘆たんする。

　しかも、その背後では、ラウの国のドウミーロックの二戦隊がしかけた空くう爆ばくによって、ウィル・ウィプスの装そう甲こうがえぐられるのも見えたのである。

「お前が相手にしているパイロットは、聖戦士だぞ！」

　ジョクの咆ほう哮こうが聞こえたのだろう。肉薄した敵機がたじろいで左に流れた。その先にジャコバの剣を振ふり込んでいけば、ザギャーン!!　その衝しよう撃げき音おんの最後が高音になってジョクの耳につきささり、バチッという電気のショートのようにはじける閃せん光こうとともに、そのオーラバトラーの剣をもった腕が空に弧こを描えがいていた。

『それで後退しろ！　命は使いでがあるものだ！』

　ピネガンの声は、近くなっていた。

　ウィル・ウィブスの左右の艦かん艇ていは、ウィル・ウィブス間近に掩えん護ごの砲火をむけられないと知って、発進させたオーラバトラーを引き返させる行動にはいっていた。

　オーラバトラーで、ウィル・ウィプスの防空にあたらせようというのだ。

「……マーベル……!?」

　マーベル機が、一機のガベットゲンガーと交戦しているのを認めると、ジョクは、その敵機を背後からはがい締じめにして、

「聖戦士ジョクである。ウィル・ウィプスにドレイクはいるのか!?」

　質ただしつつ機体の足の爪つめで、ガベットゲンガーのフレイ・ランチャーを引き剝はがしながら、その機体をウィル・ウィプスのブリッジのほうに振り向けていく。

「聖戦士殿どのでありますか!?」

　ジョクを知っているパイロットの声だ。

「答えなければ、撃げき破はするぞ！」

「進水したばかりのウィル・ウィプスであります。この戦闘を観戦するためにドレイク・ルフト様みずから指揮を執とっていらっしゃいます」

「ご苦労だ。母ぼ艦かんに帰投しろ！　つぎの戦いでは、一いつ騎き討うちにも応じよう！」

　ジョク機は、そのガベットゲンガーをブリッジに激げき突とつさせて、離はなした。ブリッジの上の窓に、将兵の影かげがはしったのが見えたが、トレンを見つけた窓とはちがうとわかった。

「ドレイク!?」

　ガベットゲンガーの機体が反はん撃げきできないと確かめて上じよう昇しようをかけたジョクは、その窓の奥おくに、ドレイク・ルフトの禿とく頭とうを鮮せん明めいに見ていた。

　ショットは見えない。

「ドレイクっ！」

　言葉が怒いかりになる。

　一方は国運と妻子の運命をかけているのに、他方では、そんな戦場を見下ろすように観戦する王がいる。

　それは、義理の父とも仰あおごうとした男である。

　ジョクの視界のなかに、撃げき墜ついされるラウのオーラバトラーの姿が飛びこんでしまったので、上空のマーベルを掩えん護ごしながら、味方機を集結させなければならないと思う。

　同時に、ウィル・ウィプスの上じよう甲かん板ばんに装備された機き銃じゆうが、横合いから火線を浴びせてきたので、ブリッジに、ドウミーロックの鉄てつ拳けんも聖戦士の剣けんをふるう間合いもとることができず、後退をかけていた。

「ドレイクは、巨きよ大だい戦せん艦かんにいる！」

　ジョクは、無線に叫さけんでいた。




「確かだ！　聖戦士が見たというのだっ……！」

　ナゲーマンのピネガン・ハンムは、無線が交こう錯さくするなかで、ジョクの声を識別できたのは天てん佑ゆうだと思う。自分の考えたとおりの推移の最後に、自分の目標が設定できたと確信した。

「王よっ！」

　騎き士しクランは、一いつ瞬しゆん、ピネガンの若く引きしまった表情のなかに〝無限のなにか〟を見たと思った。

「艦かん長ちよう、あの第三に発見された艦かん影えいの中央に位置する巨きよ大だい戦艦の背後に、まわりこめるな!?　降下して、接近攻こう撃げきをかける！」

「ハッ！」

「一いち撃げき離り脱だつ戦法をこのナゲーマンでやって見せるのだ。各砲ほう撃げき手しゆ、機き銃じゆう！　よく狙ねらえ！」

　非力なナゲーマンに、オーラバトラーと同じ戦法をさせようというのである。船体が鳴った。激げき震しんがブリッジを左右に振ふった。

「行くぞ！　よく狙えっ！」

「背面にはいる！」

　艦長エブラの裏うら技わざともいうべき運動、ナゲーマンの上面をウィル・ウィプスの背後にむくようにして、四十五度で反転をした。すべての火器が、ウィル・ウィプスに仰ぎよう角かくになってむけられると、逆落しになったナゲーマンの火線と、ウィル・ウィプスの完全に整備されてはいないものの、それでも十数という火線が、両艦を赤くつないだ。

　ウィル・ウィプスが、右下方向に逃にげるようにしたが、ドゥドゥとウィル・ウィプスのテール・ノズルに火線が集中した。

　しかし、致ち命めい傷しようにはいたらず、ナゲーマンはウィル・ウィプスの下方にパスをしていく。

「再度！　攻撃……」

「無理です。フラッタラではないのです。狙そ撃げきされます」

　艦長エブラは悲鳴をあげながらも、ナゲーマンに回頭から上じよう昇しようへ転てん舵ださせる。そして、砲撃と銃撃をしながら、ウィル・ウィプスの船底に撃うち込んでいく。

　横に長いウィル・ウィプスにとっては、ナゲーマンにターゲットを広くみせるようになった。

　ナゲーマンに幸いしたのは、大型艦のウィル・ウィプスの回かい避ひ行動中、降下からのコース変へん更こうに時間がかかることで、またも、弾だん幕まくの嵐あらしが両艦のあいだで苛か烈れつになった。

　ズッ！　ドウッ！

　ナゲーマンにも十数発の直撃があり、爆ばく発はつで艦内は混乱におちいる。ブリッジの窓ガラスが砕くだけて、突とつ風ぷうが吹ふき抜ぬけ、操そう舵だ手しゆと航海士が反対の壁かべに叩たたきつけられる。

　ピネガンの身体からだは、わずかにガラスの砕ける直撃は避さけられたものの、椅い子すの背を楯たてにして、立ち上がる。

「高度はよい！　敵てき艦かんのブリッジに突とつ撃げきっ！……できるな!?　艦長!?」

　ピネガンの最後の号令に、艦長エブラは、おう、と応じて、血ぬられた操舵輪を抱だくようにした。

「騎き士しクラン、すまない。力ない王のために死においやった。許せっ！」

　ピネガンは無線機にかじりつく騎士クランの手をもとめ、艦長エブラの抱く操舵輪に身をもたせかけていく。

「このまま直進だ！」

「ハアーッ！」

「貴公にも苦労だけをあたえた上に、この運命！　許してくれ」

「王よ。騎き士したるものが、機械を操あやつるまでになって、このような働きの場をあたえられれば、面目がたつというものです。愉ゆ快かいであります。機関、最大ッ！　焼け切れても良い！」

　ババハウッ！

　またブリッジの正面のガラスが飛び、それが、艦かん長ちようエブラとピネガンを襲おそい、そのガラスのなくなった窓まど枠わくのむこうには、ウィル・ウィプスのブリッジが迫せまっていた。

「ドレイクかぁっ！」

　ピネガンは、額に突つき刺ささったガラス片を払はらいながら、窓枠が飾かざるウィル・ウィプスのブリッジの赤い絵を凝ぎよう視しした。

　幻げん影えいかもしれないと思えるほど明めい瞭りように、窓のひとつにドレイクの禿とく頭とうがゆれて見えた。なにか叫さけんでいる、とも識別できた。

　それは、ピネガンがまだ生きているという証あかしになる絵でもあった。

　ドヴッ！

　ズガガカッ！

　ナゲーマンは、ウィル・ウィプスの斜ななめ横からブリッジの基部にむって激げき突とつして、その下にオーラバトラーの発進口があっために、ナゲーマンは、そこを塞ふさぐようにして爆ばく発はつをおこす。

　バラバラ、とウィル・ウィプスの上下、後方に流れていくナゲーマンの船体の断片は、きのう進水したかもしれないという艶つやを見せていたウィル・ウィプスの艦かん体たいを汚よごしていく。

　オーラバトラーの発進口のあった窪くぼみは、ナゲーマンの半分の船体がしっかりと塞ふさいでしまって、落ちることがない。

　ウィル・ウィプスは、徐じよ々じよに高度をあげ、船体を傾かたむかせては、ナゲーマンの瓦が礫れきを落そうとしたが、当分できると見える状態ではなかった……。




　非力なミの国の王、ピネガンにとっては、行くべき道であったかもしれない。

　ラウのフォイゾンが、援えん軍ぐんを出すという保証をあたえてくれたのだから、生き存ながらえて、戦線を強固なものにしていくという考え方もあったであろう。しかし、それでは、ピネガンが手にいれられるものが勝利であるのかどうかは、怪あやしいのである。

　ピネガンが、すべてを洞どう察さつして自ら死を選んだのかどうかは、知ることはできないのだが、この勇ゆう猛もうなピネガンの戦いは、まちがいなく、彼の名を上げて、妻子と国民の将来の保障をとりつけたのである。




　進水間もなく予定の艤ぎ装そうもほどこさずに出しゆつ撃げきしたウィル・ウィプスは、多大な損害をうけた。

　ドレイクにすれば、後方から艦隊戦を観戦するだけのつもりだったのだが、ピネガンの執しゆう念ねんがそれを許さなかったのである。

「敵はピネガンではなく、ビショットであると意識しすぎたようだ。いい勉強をさせてもらった」

　ドレイクは、ショットに恥はじながら言ったものだ。

「しかし、これで、クの国の艦かん隊たいをこの国境に張りつけさせれば、ビショットは動きがとれなくなりましょうな」

「うむ……ラウの国で、巨きよ大だい戦艦の建造が進しん捗ちよくしているらしいという……ビショットをいくら牽けん制せいしても、しすぎるということはない」

「……そうでありましょうか？」

「情報は入手している。ウィル・ウィプスの補修には、時間が必要であろう。国境越ごえには、クの艦隊にしっかりと働いてもらわんことには、間尺にあわん……。なにか？　トレン？」

「ハッ！　ナゲーマンの戦いぶりなど、ご覧になりますか？」

「おお！　映像でか!?　見せてもらおう」

　トレンは、ナゲーマンの激げき突とつする瞬しゆん間かんの撮さつ影えいに成功していたのだ。

「……たいしたものだ。ピネガンという男に、我わが艦隊を預けたかった……」

　ドレイクは、小さなビデオ・ディスプレイを見ながら、敵将をそう誉ほめ称たたえた。

　そして、この戦せん闘とうは、ミの国の本ほん陣じんとその艦隊の全ぜん滅めつにちかい状態で終しゆう了りようして、残存艦かん艇ていは、ラウの国に後退した。




　防ぼう空くう壕ごうの空気が、身体からだの芯しんまで冷えさせる頃ころになって、

「お母様、お父様は、あれでよろしかったのでありましょうか？」

　エレの声が絶えだえに、闇やみをゆすった。

「……それは、お前のためにも、もっとも良かれとお考えの道をお選びになったのですから……」

　パットフットの声も、おわりのほうは涙なみだ声ごえになっていた。

　アリサは、背中で土つち壁かべによりかかっていたので、遠くひびく音のいくつかを感じることができた。それは、アリサには、地の底にひそむ者たちが、踊おどり狂くるって鳴らす足音に聞こえた。

『闇の夜の、精せい霊れいたちの祭……？』

　しかし、それだけとは思えないのだ。

　真底冷えた身体のなかで研とぎすまされたアリサの感覚は、天いっぱいにひろがるウォ・ランドンと、それを吊つり上げている宇宙、その上にあるという地上界、それらの目覚めの鼓こ動どうであるように感じられた。

「お義姉ねえ様……ピネガン王は……」

　リムルの声は、かすかに喘あえいでいた。

「そうか……？」

　アリサは、リムルにいわれて、はじめてピネガン王の最期を悟さとれた。

　リムルが察知したことを、アリサがいままで感じることができなかったのは、彼女の感覚が、ひろく世界の存在にむけられて、その鼓こ動どうに震ふるえていたからだろう。

　ジョクと暮したことが、アリサに、そのようなものを感知できるようにさせていたのかもしれなかった。

　ゆらゆらとしたカンテラの明りが、パットフットと姫ひめたちの心の闇やみをゆったりとひらいて、「……だいぶ静かになったようであります。入った口はふさがれてしまいましたが、反対に別の出口がありますから、そこから出ます」

　荷車を御ぎよしていた兵だ。

「歩くようになるか？」

「はい……申し訳ございません。でも、途と中ちゆうに、馬を調達できる村もありましょう」

「国境までは、どのくらいあろうか？」

「……さて……二日ほどの行程でございましょう。食べものはございます。水は、よほどのことがなければ、ご心配はいりません」

「出よう。ここも本ほん陣じんにちかい」

　パットフットは気き丈じようにいうと、泣きじゃくるエレの手をとって立ちあがり、アリサは、防ぼう空くう壕ごうの入口ちかくに保管してあった食料の包みをまとめて背中にして、リムルもそれに倣ならった。

　パットフットは、フォイゾン王に会うために着ていたガウンの上からベルトをしめて、裾すそをたくしあげ、父の書簡のはいったバッグを肩かたからかけた。

　防空壕の外の森の梢こずえ越ごしの空は、夕刻の茜あかね色にかわっていた。

「オーラの光のありますうちに、あの峰みねを越こえましょう」

　木々のあいだにのぞく峰は、ひどくなめらかではあったが、激しい傾けい斜しやを抱いだいていると見えた。

「……そうしましょう。それが良い」

　パットフットは泣きはらした顔をエレにむけて、その小さな手をとると歩み出した。

　アリサは、山歩きにはとうてい耐たえられそうもないエレの小さい足が、一歩一歩と歩をすすめるのを見守って、

『ジョク！　ジョク！　ジョク！　あたしたちはここにいるのよ！　お感じ下さいなっ！』

　アリサは、パットフットとエレの後ろ姿を見つめながら、心のなかで絶ぜつ叫きようしていた。
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